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はじめに

の「はじめに」は次の項から構成されています。

•マニュアルの変更履歴（xiiiページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（xivページ）
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MPLS Label Distribution Protocolコマンド

CiscoNCS5500シリーズルータに適用可能なすべてのコマンドは、Cisco IOSXRリリース 6.3.2
以降に導入された Cisco NCS 540シリーズルータでもサポートされます。コマンド履歴の表に
記載されている以前のリリースへの参照は、CiscoNCS5500シリーズルータにのみ適用されま
す。

（注）

• Cisco IOS XRリリース 6.6.25以降、Cisco NCS 5500シリーズルータに適用可能なすべての
コマンドは、Cisco NCS 560シリーズルータでもサポートされます。

• Cisco IOS XRリリース 6.3.2以降、Cisco NCS 5500シリーズルータに適用可能なすべての
コマンドは、Cisco NCS 540シリーズルータでもサポートされます。

• Cisco IOS XRリリース 6.3.2より前のリリースへの参照は、Cisco NCS 5500シリーズルー
タにのみ適用されます。

• Cisco IOS XRソフトウェア リリース 7.0.1固有のアップデートは、Cisco NCS 540シリー
ズルータの次のバリエーションには適用されません。

• N540-28Z4C-SYS-A

• N540-28Z4C-SYS-D

• N540X-16Z4G8Q2C-A

• N540X-16Z4G8Q2C-D

• N540-12Z20G-SYS-A

• N540-12Z20G-SYS-D

• N540X-12Z16G-SYS-A

• N540X-12Z16G-SYS-D

（注）
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このモジュールでは、のネットワーク上のマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）
ネットワーク内でLabelDistribution Protocol（LDP）を設定するために使用するコマンドについ
て説明します。

LDPでは、MPLSネットワークでホップバイホップ（ダイナミックラベル）配信を行う標準的
な方法が提供されており、基本となる Interior Gateway Protocol（IGP）ルーティングプロトコ
ルによって選択されたルートにラベルが割り当てられます。ラベルスイッチパス（LSP）と呼
ばれるラベル付きの結果のパスによって、ラベル付きトラフィックがMPLSバックボーン全体
に転送されます。

LDPでは、Label Switching Router（LSR;ラベルスイッチングルータ）でプレフィックスのラ
ベルバインディング情報をネットワークのピアルータに要求、配信、および解放するための

方法も提供されています。LDPを使用すると、LSRで潜在的ピアを検出し、これらのピアとの
LDPセッションを確立して、ラベルバインディング情報を交換できます。

MPLS概念、設定タスク、および例の詳細については、『 MPLS Configuration Guide for Cisco
NCS 5500 Series RoutersMPLS Configuration Guide for Cisco NCS 540 Series RoutersMPLS Configuration
Guide for Cisco NCS 560 Series RoutersMPLS Configuration Guide for Cisco NCS 540 Series Routers』
を参照してください。
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• show mpls ldp parameters（112ページ）
• show mpls ldp statistics fwd-setup（115ページ）
• show mpls ldp statistics msg-counters（117ページ）
• show mpls ldp summary（119ページ）
• show mpls ldp trace（121ページ）
• show lcc（125ページ）
• signalling dscp（LDP）（127ページ）
• snmp-server traps mpls ldp（128ページ）
• address-family ipv4/ipv6 label（130ページ）
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backoff
LabelDistributionProtocol（LDP）のバックオフメカニズムにパラメータを設定するには、MPLS
LDPコンフィギュレーションモードでbackoffコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

backoff initial maximum
no backoff

構文の説明 初期バックオフ遅延（秒数）。範囲は 5～ 2147483 50331です。initial

最大バックオフ遅延（秒数）。範囲は 5～ 2147483 50331です。maximum

コマンドデフォルト initial：15

maximum：120

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン LDPバックオフメカニズムによって、互換性のない設定が行われた 2つのラベルスイッチ
ルータで、セッション設定の失敗が抑制されずに連続して発生することを回避できます。セッ

ション設定の試行が（非互換性が原因で）失敗すると、各ラベルスイッチングルータ（LSR）
で次の試行が遅延されるため、一連の失敗による遅延が（最大バックオフ遅延に達するまで）

急激に増加します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、初期バックオフ遅延を 30秒に設定し、最大バックオフ遅延を 240秒に設定する
例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls ldp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# backoff 30 240
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clear mpls ldp forwarding
MPLS Label Distribution Protocol（LDP）転送書き換えをクリア（またはリセット）するには、
XR EXECモードで clear mpls ldp forwarding コマンドを使用します。

clear mpls ldp [vrf vrf-name ] [{ipv4 | ipv6}] forwarding [prefix/length ]

構文の説明 （任意）指定したVRFのVRF情報をクリ
アします。

vrf vrf-name

（任意）IPv4アドレスファミリを指定し
ます。

ipv4

（任意）IPv6アドレスファミリを指定し
ます。

ipv6

（任意）A.B.C.D形式で記述された宛先プ
レフィックス。

prefix

（任意）ビット単位のネットワークマス

ク長。範囲は 0～ 32です。
length

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン このコマンドは、すべてのプレフィックスまたは特定のプレフィックスの LDPインストール
済み転送ステートをリセットします。これは、インストール済み LDP転送ステートを LSDお
よびMPLS転送に再プログラムする必要がある場合に役立ちます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例

次に、clear mpls ldp forwardingコマンドを使用してMPLS LDP転送書き換えをクリア
（またはリセット）する例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# clear mpls ldp forwarding
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clear mpls ldp msg-counters neighbor
Label Distribution Protocol（LDP）メッセージカウンタをクリアするには、 XR EXECモードで
clear mpls ldp msg-counters neighborコマンドを使用します。

clear mpls ldp [vrf vrf-name ] msg-counters neighbor [{lsr-id ldp-id}]

構文の説明 （任意）指定したVRFのVRF
情報をクリアします。

vrf vrf-name

A.B.C.D:形式のネイバーの
LSR ID。

lsr-id

A.B.C.D:形式のネイバーの
LDP ID。

ldp-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン 特定のネイバー（IPアドレス）またはすべてのネイバーのメッセージカウンタの統計情報をク
リアするには、clear mpls ldp msg-counters neighborコマンドを使用します。これらのメッセー
ジカウンタでは、LDPネイバーとの間で送受信された LDPプロトコルメッセージの数がカウ
ントされます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、ネイバー 10.20.20.20のメッセージカウンタをクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear mpls ldp msg-counters neighbor 10.20.20.20
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clear mpls ldp neighbor
Label Distribution Protocol（LDP）セッションを強制的に再開するには、 XR EXECモードで
clear mpls ldp neighborコマンドを使用します。

clear mpls ldp [vrf all] [vrf vrf-name ] neighbor [{ip-address ldp-id}]

構文の説明 （任意）LDPで設定済みのす
べてのVRFネイバーをクリア
します。

vrf all

（任意）指定したVRFのVRF
情報をクリアします。

vrf vrf-name

（任意）ネイバーの IPアドレ
ス。

ip-address

（任意）A.B.C.D:形式の LDP
ネイバー ID。

ldp-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン 単一の LDPセッションまたはすべての LDPセッションを（LDPプロセス自体を再起動せず
に）再起動するには、clear mpls ldp neighbor コマンドを使用します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、無条件に LDPセッションを強制的に再開する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear mpls ldp neighbor 10.20.20.20
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clear mpls ldp nsr statistics neighbor
ノンストップルーティング（NSR）統計をクリアするには、XR EXECモードで clear mpls ldp
nsr statistics neighborコマンドを使用します。

clear mpls ldp [vrf vrf-name ] nsr statistics neighbor [{lsr-id ldp-id}]

構文の説明 （任意）指定したVRFのVRF
情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）A.B.C.D:形式のネイ
バーの LSR ID。

lsr-id

（任意）A.B.C.D:形式のネイ
バーの LDP ID。

ldp-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例

次に、ネイバー 10.20.20.20の NSR統計をクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router#clear mpls ldp nsr statistics neighbor 10.20.20.20
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debug mpls ldp rsi
MPLS LDPルータ空間インフラストラクチャ（RSI）デバッグイベントの表示をイネーブルに
するには、XREXECモードでdebug mpls ldp rsiコマンドを使用します。MPLSLDPRSIデバッ
グ情報の表示をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

debug mpls ldp rsi [location node-id ]
no debug mpls ldp rsi [location node-id ]

構文の説明 （任意）指定されたノード ID
のロケーション情報を表示し

ます。

location node-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例

次に、MPLS LDP RSIデバッグイベントをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# debug mpls ldp rsi
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debug mpls ldp vrf
MPLSLDP仮想ルーティングおよび転送（VRF）デバッグイベントの表示をイネーブルにする
には、XR EXECモードで debug mpls ldp vrfコマンドを使用します。MPLS LDP VRFデバッ
グ情報の表示をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

debug mpls ldp vrf [location node-id ]
no debug mpls ldp vrf [location node-id ]

構文の説明 （任意）指定されたノード ID
のロケーション情報を表示し

ます。

location node-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例

次に、MPLS LDP VRFデバッグイベントをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# debug mpls ldp vrf
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default-route
ヌル以外のラベルを割り当ててアドバタイズすることで IPデフォルトルートにマルチプロト
コルラベルスイッチング（MPLS）スイッチングをイネーブルにするには、MPLS LDPコン
フィギュレーションモードで default-routeコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻す
には、このコマンドの no形式を使用します。

default-route
no default-route

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト IPデフォルトルートプレフィックス 0.0.0.0/0に（明示的または暗黙的）ヌルローカルラベル
を割り当てます。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン IPデフォルトルート 0.0.0.0/0が出力ルータで設定されている場合、このルートがインテリア
ゲートウェイプロトコル（IGP）によって他のルータにアドバタイズされ、デフォルトの IP転
送がイネーブルになります。MPLS LDPが設定され、他のプレフィックスに対するラベルス
イッチパス（LSP）が確立されている場合は、MPLSのデフォルトの転送とスイッチングを IP
転送と同じ方法でエミュレートできます。これを行うには、ヌル以外のローカルラベルを割り

当てて、このラベルをそのピアにアドバタイズします。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、デフォルトプレフィックスのデフォルトMPLSスイッチングをイネーブルにす
る例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# default-route

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
12

MPLS Label Distribution Protocolコマンド
default-route



default-vrf implicit-ipv4 disable
デフォルト VRFの暗黙的にイネーブルになっている IPv4アドレスファミリをディセーブルに
するには、MPLS LDPコンフィギュレーションモードで default-vrf implicit-ipv4 disableコマ
ンドを使用します。

default-vrf implicit-ipv4disable

このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls ldp

例

次に、デフォルト VRFの暗黙的にイネーブルになっている IPv4アドレスファミリを
ディセーブルにする例を示します。

RP/0/0/CPU0:ios#configure
RP/0/0/CPU0:ios(config)#mpls ldp
RP/0/0/CPU0:ios(config-ldp)#router-id 5.5.5.5
RP/0/0/CPU0:ios(config-ldp)#default-vrf implicit-ipv4 disable
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discovery hello
Label Distribution Protocol（LDP）の連続する検出 helloメッセージの送信のインターバルと検
出された LDPネイバーの保留時間を設定するには、MPLS LDPコンフィギュレーションモー
ドでdiscovery helloコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドのno
形式を使用します。

discovery hello {holdtime seconds | interval seconds}
no discovery hello {holdtime | interval}

構文の説明 検出された LDPネイバーから LDP helloメッセージを受信しなくてもそのネイバー
を記憶しておく時間（秒単位）を設定します。デフォルト値は 15秒です。

holdtime

連続した helloメッセージの間隔（秒単位）を設定します。デフォルトは 5です。interval

時間の値です（秒数）。範囲は 1～ 65535です（65535は無限を意味します）。seconds

コマンドデフォルト holdtime：15

interval：5

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、リンク hello保持時間を 30秒に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# discovery hello holdtime 30

次に、リンク helloの間隔を 10秒に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# discovery hello interval 10
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discovery instance-tlv disable
タイプ/長さ/値（TLV）の送受信処理をディセーブルにするには、MPLSLDPコンフィギュレー
ションモードでdiscovery instance-tlv disableコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻す
には、このコマンドの no形式を使用します。

discovery instance-tlv disable
no discovery instance-tlv disable

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、TLVの送受信処理をディセーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls ldp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# discovery instance-tlv disable
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discovery targeted-hello
Label Distribution Protocol（LDP）の連続するターゲット helloメッセージの送信のインターバ
ル、検出されたターゲット LDPネイバーの保留時間、およびピアからのターゲット helloの受
け入れを設定するには、MPLS LDPコンフィギュレーションモードで discovery targeted-hello
コマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドのno形式を使用します。

discovery targeted-hello address-family {ipv4 | ipv6}{accept | [from acl] | holdtime seconds |
interval seconds}
no discovery targeted-hello {accept | holdtime | interval}

構文の説明 targeted helloをあらゆるソースから受け入れます。accept

IPv4アドレスファミリを指定します。ipv4

IPv6アドレスファミリを指定します。ipv6

（任意）LDPピアからの targeted helloをアクセスリストで許可されたものとして
受け入れます。

from acl

検出されたLDPネイバーからLDPhelloメッセージを受信しなくてもそのネイバー
を記憶しておく時間を設定します。

holdtime

連続した helloメッセージの間隔を表示します。interval

時間の値です（秒数）。有効値の範囲は 1～ 65535です。seconds

コマンドデフォルト accept：どの送信元（ネイバー）からのターゲット helloメッセージも受け入れられません。

holdtime：90

interval : 10

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン LDPでは、IPv4標準アクセスリストだけがサポートされています。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp
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例 次に、targeted-hello保持時間を 45秒に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# discovery targeted-hello holdtime 45

次に、targeted-helloの間隔を 5秒に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# discovery targeted-hello interval 5

次に、すべてのピアから targeted helloを受け入れるように設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# discovery targeted-hello accept

次に、ピア 10.1.1.1および 10.2.2.2からだけ targeted helloを受け入れるように設定する
例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipv4 access-list peer_acl_10
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipv4-acl)# permit 10.1.1.1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipv4-acl)# permit 10.2.2.2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# discovery targeted-hello accept from peer_acl_10
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discovery transport-address
TCP接続に代替アドレスを指定するには、MPLSLDPインターフェイスコンフィギュレーショ
ンモードでdiscovery transport-addressコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

[vrf vrf-name ][interface type interface-path-id] address-family
ipv4 | ipv6
discovery transport-address {ip-address | interface}
no [vrf vrf-name ][interface type interface-path-id address-family]{ipv4 | ipv6} discovery
transport-address {ip-address | interface}

構文の説明 （任意）VRF名を指定しま
す。

vrf vrf-name

（任意）インターフェイスタ

イプ。詳細については、疑問

符（?）オンラインヘルプ機能
を使用します。

interface type

物理インターフェイスまたは

仮想インターフェイス。

ルータに現在設定さ

れている可能性があ

るすべてのインター

フェイスのリストを

表示するには、show
interfaces コマンド
を使用します。

（注）

ルータの構文の詳細について

は、疑問符（?）を使用してオ
ンラインヘルプを参照してく

ださい。

interface-path-id

IPv4アドレスファミリを指定
します。

address-family ipv4

IPv6アドレスファミリを指定
します。

ipv6

discovery helloメッセージの転
送アドレスとしてアドバタイ

ズされる IPアドレス

ip-address
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discovery helloメッセージ内の
転送アドレスとしてインター

フェイスの IPアドレスをアド
バタイズします。

interface

コマンドデフォルト LDPは、その LDPルータ IDを LDP discovery helloメッセージ内の転送アドレスとしてアドバ
タイズします。

コマンドモード MPLS LDPインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン 2つのルータ間にLDPセッションを確立するには、TCPセッション接続が必要です。TCPセッ
ション接続を確立するには、各ルータがもう一方のルータのトランスポートアドレス（IPア
ドレス）を知っている必要があります。

LDPディスカバリメカニズムでは、ルータが転送アドレスをアドバタイズする方法が提供さ
れています。転送アドレスは暗黙的または明示的です。暗黙的アドレスは、ピアに送信される

discovery helloメッセージの内容の一部として表示されません。明示的な場合は、ピアに送信
される discovery helloメッセージの内容の一部としてアドバタイズメントが表示されます。

discovery transport-address コマンドによって、上記のデフォルト動作を変更します。 interface
キーワードを使用すると、LDPはインターフェイスから送信された LDP検出 helloメッセージ
内にインターフェイスの IPアドレスをアドバタイズします。ip-address引数を使用すると、
LDPはインターフェイスから送信された LDP検出 helloメッセージ内に IPアドレスをアドバ
タイズします。

ピアデバイスに接続するための複数のリンクがルータに存在する場合、そのルータでは、すべ

てのインターフェイス上で送信する LDP discovery helloメッセージで同じ転送アドレスをアド
バタイズする必要があります。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、既存のアドレス（10.10.3.1）をインターフェイス HundredGigE 0/1/0/0でトラン
スポートアドレスとして指定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# interface POS 0/1/0/0interface POS 0/1/0/0
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-if)# address-family ipv4
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-if-af)#discovery transport-address 10.10.3.1

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp neighbor

Peer LDP Identifier: 10.44.44.44:0
TCP connection: 10.44.44.44:65520 - 10.10.3.1:646
Graceful Restart: Yes (Reconnect Timeout: 15 sec, Recovery: 180 sec)
State: Oper; Msgs sent/rcvd: 13/9
Up time: 00:00:11
LDP Discovery Sources:

POS 0/1/0/0
Addresses bound to this peer:
10.10.3.2 10.44.44.44
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downstream-on-demand
MPLSラベル配布プロトコル（LDP）ダウンストリームオンデマンドモードを設定するには、
MPLSLDPコンフィギュレーションモードで downstream-on-demand コマンドを使用します。
デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

[vrf vrf-name session]
downstream-on-demand with access-list

構文の説明 （任意）指定したVRFのVRF
情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）セッションパラメー

タを設定します。

session

LDPピアのアクセスリストを
表示します。

with

IPv4アクセスリスト名。access-list

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、downstream-on-demandコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# downstream-on-demand with access-list
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explicit-null
黙示的ヌルラベルではなく、明示的ヌルラベルをアドバタイズするようにルータを設定するに

は、MPLS LDPコンフィギュレーションモードで explicit-nullコマンドを使用します。デフォ
ルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

[vrf vrf-name ] address-family {ipv4 | ipv6} label local advertise
explicit-null [{to peer-acl | for prefix-acl [to peer-acl]}]
no [vrf vrf-name ] address-family {ipv4 | ipv6} label local advertise explicit-null [{to peer-acl
| for prefix-acl [to peer-acl]}]

構文の説明 （任意）VRF名を指定しま
す。

vrf vrf-name

IPv4アドレスファミリを指定
します。

address-family ipv4

IPv6アドレスファミリを指定
します。

ipv6

ラベル制御とポリシーを設定

します。

label

ローカルラベル制御とポリ

シーを設定します。

local

アウトバウンドラベルアドバ

タイズメントコントロールを

設定します。

advertise

（任意）暗黙的ヌルではなく

明示的ヌルがアドバタイズさ

れる LDPピアを指定します。
範囲は 1～ 99です。

to peer-acl

（任意）暗黙的ヌルではなく

明示的ヌルがアドバタイズさ

れるプレフィックスを指定し

ます。範囲は 1～ 99です。

for prefix-acl

コマンドデフォルト 暗黙的ヌルは、直接接続されたルートなどのルートのデフォルトのヌルラベルとしてアドバタ

イズされます。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション
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コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン LDPは通常、直接接続されたルートの暗黙的ヌルラベルをアドバタイズします。暗黙的ヌル
ラベルによって、前のホップルータが次から最後までのルータホップポッピングを実行しま

す。

explicit-nullコマンドは、直接接続されたプレフィックスについて、黙示的ヌルラベルの代わ
りに明示的ヌルラベルをアドバタイズします。

LDPでは、IPv4標準アクセスリストだけがサポートされています。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次のコマンドは、直接接続されたすべてのルートの明示的ヌルをすべてのLDPピアに
アドバタイズする方法を示しています。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-af-lbl-lcl-advt)# explicit-null

次のコマンドシーケンスは、直接接続されたルート192.168.0.0の明示的ヌルをすべて
のLDPピアにアドバタイズし、直接接続されたその他のすべてのルートの暗黙的ヌル
をアドバタイズする方法を示しています。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#ipv4 access-list pfx_acl_192_168 RP/0/RP0/cpu
0: router(config-ipv4-acl)# permit 192.168.0.0 RP/0/RP0/cpu 0:
router(config-ldp-af-lbl-lcl-advt)# explicit-null for pfx_acl_192_168

次のコマンドシーケンスは、直接接続されたすべてのルートの明示的ヌルをピア10.1.1.1
および 10.2.2.2に送信し、暗黙的ヌルをその他のすべてのピアに送信する方法を示し
ています。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipv4 access-list peer_acl_10
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipv4-acl)# permit 10.1.1.1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipv4-acl)# permit 10.2.2.2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-af-lbl-lcl-advt)# explicit-null to peer_acl_10

次のコマンドは、プレフィックス192.168.0.0の明示的ヌルをピア10.1.1.1および10.2.2.2
にアドバタイズし、その他のすべての適用可能なルートの暗黙的ヌルをその他のすべ

てのピアにアドバタイズする方法を示しています。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-af-lbl-lcl-advt)# explicit-null for pfx_acl_192_168
to peer_acl_10
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graceful-restart（MPLS LDP）
グレースフルリスタートを設定するには、MPLS LDPコンフィギュレーションモードで
graceful-restartコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形
式を使用します。

graceful-restart [{reconnect-timeout seconds | forwarding-state-holdtime seconds}]
no graceful-restart [{reconnect-timeout | forwarding-state-holdtime}]

構文の説明 （任意）ローカル LDPがグ
レースフルリスタートが可能

なピアに送信する時間を設定

します。LDPセッションの障
害が発生した場合に、そのネ

イバーが再接続までに待機す

る必要がある秒単位の時間を

示します。範囲は 60～ 1800
です。

reconnect-timeout seconds

（任意）ローカル LDPコント
ロールプレーンの再起動後、

ローカル転送ステートが（再

利用されずに）維持される秒

単位の時間を設定します。範

囲は 60～ 1800です。

forwarding-state-holdtime seconds

コマンドデフォルト デフォルトでは、グレースフルリスタートはディセーブルになっています。

reconnect-timeout：120

forwarding-state-holdtime：180

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン LDPのグレースフルリスタート機能を使用して、LDPコントロールプレーン通信の障害時ま
たは再起動時に Nonstop Forwarding（NSF;ノンストップフォワーディング）を実現します。2
つのピア間にグレースフルリスタート（MPLSLDP）を設定するには、両方のラベルスイッチ
ルータ（LSR）で LDPグレースフルリスタートをイネーブルにします。
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LDPのグレースフルリスタートセッションが確立されており、コントロールプレーンの障害
が発生している場合、ピア LSRはグレースフルリスタート手順を開始し、再起動するピアに
関する転送ステート情報を最初は維持し、このステートに staleとマーキングします。再起動
するピアが再接続タイムアウト内に再接続しない場合は、stale転送ステートが削除されます。
再起動するピアが再接続時間内に再接続した場合は、そのピアと再同期するための回復時間が

与えられます。この時間後に、同期されていないステートは削除されます。

転送ステート保持時間の値によって、コントロールプレーンの再起動時または障害発生時に、

LDPコントロールプレーンに関連付けられているフォワーディングプレーンステートが保持
されます。コントロールプレーンに障害が発生すると、フォワーディングプレーンによって、

転送ステート保持時間の2倍の期間、LDP転送ステートが保持されます。転送ステート保持時
間の値は、LDPコントロールプレーンの再起動後にローカル LDP転送ステートの保持タイ
マーを起動するためにも使用されます。LDPのグレースフルリスタートセッションがピアと
再ネゴシエーションされる場合、再起動する LSRはこのタイマーの残りの値をそのピアの回
復時間として送信します。グレースフルリスタートがイネーブルな状態でローカル LDPが再
起動すると、転送ステート保持タイマーの期限が切れるまで、LDPはMPLS転送に転送の更新
を再送しません。

ピアの関係が存在する場合、LDPのグレースフルリスタート設定に何らかの変更が行われる
と、LDPセッションが再開されます。LDP設定が、非グレースフルリスタートからグレース
フルリスタートに変更された場合、すべてのセッションが再開されます。グレースフルリス

タートから非グレースフルリスタートに設定が変更された場合は、グレースフルリスタート

セッションだけが再開されます。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、既存のセッションをグレースフルリスタートに設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# graceful-restart

RP/0/RP0/cpu 0: router:Apr 3 10:56:05.392 : mpls_ldp[336]: %ROUTING-LDP-5-NBR_CHANGE :
Nbr 2.2.2.2:0, DOWN
RP/0/RP0/cpu 0: router:Apr 3 10:56:05.392 : mpls_ldp[336]: %ROUTING-LDP-5-NBR_CHANGE :
Nbr 3.3.3.3:0, DOWN
RP/0/RP0/cpu 0: router:Apr 3 10:56:09.525 : mpls_ldp[336]: %ROUTING-LDP-5-NBR_CHANGE :
Nbr 3.3.3.3:0, UP
RP/0/RP0/cpu 0: router:Apr 3 10:56:11.114 : mpls_ldp[336]: %ROUTING-LDP-5-NBR_CHANGE :
Nbr 2.2.2.2:0, UP

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp neighbor brief

Peer GR Up Time Discovery Address
----------------- -- --------------- --------- -------
3.3.3.3:0 Y 00:01:04 3 8
2.2.2.2:0 N 00:01:02 2 5
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RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp graceful-restart

Forwarding State Hold timer : Not Running
GR Neighbors : 1

Neighbor ID Up Connect Count Liveness Timer Recovery Timer
--------------- -- ------------- ------------------ ------------------
3.3.3.3 Y 1 - -
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session holdtime (MPLS LDP)
セッションピアからのLDPメッセージがない場合にLabelDistribution Protocol（LDP）セッショ
ンを保持する時間を変更するには、MPLSLDPコンフィギュレーションモードでsessionholdtime
コマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドのno形式を使用します。

session holdtime seconds
no session holdtime

構文の説明 セッションピアから LDPメッセージがない状態で LDPセッションが維持される時間
（秒単位）。範囲は 15～ 65535です。

seconds

コマンドデフォルト seconds: 180

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、LDPセッションの保持時間を 30秒に変更する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# session holdtime 30
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igp auto-config disable
Label Distribution Protocol（LDP）の自動設定をディセーブルにするには、MPLS LDPインター
フェイスコンフィギュレーションモードで igp auto-config disable コマンドを使用します。デ
フォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

igp auto-config disable
no igp auto-config disable

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS LDPインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン IGP自動設定を ISISおよびOSPFでイネーブルにできます。設定の詳細については、『Routing
Configuration Guide for Cisco NCS 5500 Series Routers』を参照してください。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、POS 0/1/0/3で LDP自動設定をディセーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls ldp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# interface pos 0/1/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-if)# igp auto-config disable
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igp sync delay
LabelDistributionProtocol（LDP）の同期遅延タイマー機能をイネーブルにするには、MPLSLDP
コンフィギュレーションモードで igp sync delayコマンドを使用します。デフォルトの動作に
戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

igp sync delay seconds
no igp sync delay

構文の説明 LDP同期ステートのアップ宣言が、リンクアップ時のセッション確立後に遅延され
る時間（秒単位）。範囲は 5～ 300です。

seconds

コマンドデフォルト LDPでは、同期のアップ宣言は遅延されず、同期アップ条件がリンクに関して満たされるとた
だちに IGPが通知されます。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン •デフォルトでは、次の必須条件がすべて満たされるとただちに、LDPによって LDP同期
のアップが宣言されます。

• LDPセッションがアップしている。
• LDPは、そのすべてのラベルバインディングを少なくとも 1つのピアに送信した。
• LDPは、ピアから少なくとも 1つのラベルバインディングを受信した。

これにより、リンクアップ時のトラフィック損失が最小限に抑えられますが、特定の状況

（順次モード操作での LSRとの相互運用時など）では多大なトラフィック損失が発生す
る可能性があります。タイムアウト期間を設定して、セッションアップ後の同期アップ宣

言を遅らせる必要がある場合があります。

•グレースフルリスタートイベントが設定されている場合は、IGP同期遅延タイマーは適
用されません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、同期のアップ宣言を 30秒遅らせるように LDPを設定する例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls ldp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# igp sync delay 30
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igp sync delay on-proc-restart
Label Distribution Protocol（LDP）に障害が発生したか、または再起動した場合に内部ゲート
ウェイプロトコル（IGP）への同期イベントの宣言を遅延させるには、MPLSLDPコンフィギュ
レーションモードで igp sync delay on-proc restartコマンドを使用します。デフォルトの動作
に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

igp sync delay on-proc restart seconds
no igp sync delay on-proc restart seconds

構文の説明 LDPが失敗または再起動したときの同期イベントのプロセスレベルの遅延期間（秒単
位）。指定できる値の範囲は 60～ 600です。

seconds

コマンドデフォルト このコマンドは、デフォルトでディセーブルになっています。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン igp sync delay on-proc restartコマンドは、LDPに障害が発生したか、または再起動した場合に
同期イベントのプロセスレベルでの遅延をイネーブルにします。これは、大部分またはすべて

の LDPセッションが収束するまで、IGPへの同期イベントの送信を遅らせ、LDPの安定化を
可能にします。これにより、IGPが同期アップイベントをすべて一括して受け取るため、LDP
プロセス障害のストレスが少なくなります。これは、IGPがShortest PathFirst（SPF）およびリ
ンクステートアドバタイズメント（LSA）を同期アップイベントの全体的なビューとともに 1
回だけ実行する必要があることを意味します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、IGPへの同期イベントの宣言を 60秒遅らせるように LDPを設定する例を示し
ます。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls ldp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# igp sync delay on-proc restart 60

次に、コマンドの実行後のステータスの例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp igp sync

Process Restart Sync Delay: 60 sec, Gloal timer running (15 sec remaining)
GigabitEthernet0/3/0/2:
Sync status: Deferred
….

タイマーが実行されていない場合、出力は次のように表示されます。

Process Restart Sync Delay: 60 sec, Global timer not running
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implicit-null-override
デフォルトではヌル以外のラベルがアドバタイズされる一連のプレフィックスに黙示的ヌルラ

ベルをアドバタイズするようにルータを設定するには、MPLS LDPラベルコンフィギュレー
ションモードで implicit-null-overrideコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

[vrf vrf-name ] address-family {ipv4 | ipv6} label local
implicit-null-override {for prefix-acl}
no [vrf vrf-name ] address-family {ipv4 | ipv6} label local implicit-null-override

構文の説明 （任意）VRF名を指定しま
す。

vrf vrf-name

IPv4アドレスファミリを指定
します。

address-family ipv4

IPv6アドレスファミリを指定
します。

ipv6

ラベル制御とポリシーを設定

します。

label

ローカルラベル制御とポリ

シーを設定します。

local

一連のプレフィックスに暗黙

的ヌルラベルを使用すること

を指定します。範囲は 1～ 99
です。

このコマンドは、

ACLでの指定時にス
タティック、IGP、
およびBGPを含むプ
レフィックスで機能

します。

（注）

for prefix-acl

コマンドデフォルト 暗黙的ヌルは、直接接続されたルートなどのルートに対して、デフォルトのヌルラベルとして

アドバタイズされます。これに対し、非ヌルラベルは、IGP、BGP、およびスタティックプレ
フィックスに対してアドバタイズされます。

コマンドモード MPLS LDPラベルコンフィギュレーション
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コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

次のコマンドは、特定のLDPピアに暗黙的ヌルラベルをアドバタイズする方法を示し
ています。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-af-lbl-lcl)# implicit-null-override for 80

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
34

MPLS Label Distribution Protocolコマンド
implicit-null-override



interface（MPLS LDP）
マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）Label Distribution Protocol（LDP）をインター
フェイスで設定するか、またはイネーブルにするには、MPLS LDPコンフィギュレーション
モードで interfaceコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

interface type interface-path-id
no interface type interface-path-id

構文の説明 インターフェイスタイプ。詳

細については、疑問符（?）オ
ンラインヘルプ機能を使用し

ます。

type

物理インターフェイスまたは

仮想インターフェイス。

ルータに現在設定さ

れている可能性があ

るすべてのインター

フェイスのリストを

表示するには、show
interfaces コマンド
を使用します。

（注）

ルータの構文の詳細について

は、疑問符（?）を使用してオ
ンラインヘルプを参照してく

ださい。

interface-path-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン インターフェイスで LDPを設定した場合は、LDPプロセスがネイバー探索を開始し、そのイ
ンターフェイスでリンク helloメッセージを送信します。これにより、検出されたネイバーと
のセッションが設定されます。LDPが tunnel-teインターフェイスでイネーブルになっている場
合は、対象ディスカバリの手順が適用されます。
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LDPインターフェイスコンフィギュレーションでは、前方参照がサポートされています。こ
れにより、LDPで存在していないインターフェイスを設定できます。

LDPをループバックインターフェイスでイネーブルにすることはできません。（注）

MPLS LDPは、tunnel-ipインターフェイスを設定することにより、Generic Route Encapsulation
（GRE）トンネルを介してサポートされます。LDPは、（ターゲット LDPセッションとは異
なり）GREトンネル経由のリンクセッションを確立します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、POSインターフェイス 0/1/0/0で LDPを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls ldp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# interface POS 0/1/0/0
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-if)#

次に、MPLS TEトンネルで LDPを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls ldp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# interface tunnel-te 123
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-if)#

次に、GREトンネルにMPLS LDPを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls ldp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# interface tunnel-ip 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-if)#

次に、BVIインターフェイスにMPLS LDPを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router#configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#mpls ldp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)#interface BVI 65535
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-if)#

BVIをネクストホップとして使用できるのは、スタティックMPLSトンネルだけです。
スタティックMPLS設定にBVIを使用することはできますが、LDPを使用するラベル
配布などのダイナミックMPLS設定には使用できません。
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label accept
ピアからの一連のプレフィックスのラベルの受信を制御するには、MPLS LDPコンフィギュ
レーションモードで label acceptコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、この
コマンドの no形式を使用します。

label accept for prefix-acl from ip-address
no label accept for prefix-acl from ip-address

構文の説明 プレフィックスアクセスリスト prefix-acl引数で許可されているプレフィッ
クスのリモートバインディングを受け入れおよび維持します。

for prefix-acl

ピア IPアドレスを表示します。from ip-address

コマンドデフォルト LDPは、すべてのピアからのすべてのプレフィックスのラベルバインディングを受け入れお
よび維持します。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン デフォルトでは、LDPは、そのすべてのピアからのすべてのプレフィックスのラベルを（リ
モートバインディングとして）受け入れます。メモリなどのリソースを保存するには、ピアか

らのプレフィックスセットのラベルおよびバインディングの受け入れを指定するようにアクセ

スリストを設定します。

以前に拒否したピアからのプレフィックスを許可するようにインバウンドラベルのフィルタリ

ングポリシーを変更する場合は、clear mpls ldp neighborコマンドを使用して LDPのピアとの
セッションをリセットする必要があります。

LDPでは、IPv4標準アクセスリストだけがサポートされています。

ラベル受け入れコントロールは、LDP着信ラベルフィルタリングとも呼ばれています。（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp
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例 次に、着信ラベルフィルタリングポリシーを設定する例を示します。この例では、ピ

ア1.1.1.1からのプレフィックス192.168.1.1（pfx_acl_1）、ピア2.2.2.2からのプレフィッ
クス 192.168.2.2（pfx_acl_2）、およびピア 3.3.3.3からのプレフィックス 192.168.1.1、
192.168.2.2、192.168.3.3（pfx_acl_3）のラベルバインディングを受け入れおよび維持
するように LSRが設定されています。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# label accept
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-lbl-acpt)# for pfx_acl_1 from 1.1.1.1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-lbl-acpt)# for pfx_acl_2 from 2.2.2.2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-lbl-acpt)# for pfx_acl_3 from 3.3.3.3
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label advertise
ローカルラベルのアドバタイズメントを制御するには、MPLS LDPコンフィギュレーション
モードで label advertise コマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンド
の no形式を使用します。

label advertise [{disable | for prefix-acl [to peer-acl] | interface type interface-path-id}]
no label advertise [{disable | for prefix-acl [to peer-acl] | interface type interface-path-id}]

構文の説明 （任意）すべてのプレフィックスのすべてのピアへのラベルアドバタイズ

メントをディセーブルにします。

disable

（任意）ラベルのアドバタイズ先となるプレフィックスを指定します。for prefix-acl

（任意）ラベルアドバタイズメントを受信する LDPネイバーを指定しま
す。

to peer-acl

（任意）ラベル割り当て用インターフェイスおよびそのインターフェイス

IPアドレスのアドバタイズメントを指定します。
interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、 show interfaces コマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

コマンドデフォルト LDPは、既知のすべてのプレフィックスのラベルをすべてのピアにアドバタイズします。LDP
は、ループバックインターフェイスを除き、ローカルインターフェイスアドレスのラベルを

アドバタイズしません。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン label advertise コマンドによって、ラベルスイッチルータ（LSR）によるローカルラベルのア
ドバタイズ方法が決まります。複数のコマンドの実行による影響を説明しているルールを次に

示します。
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•すべてのコマンドは、次に示すように、そのコマンドに関連する prefix-aclまたは peer-acl
のペアが含まれています。

• for キーワードまたは to キーワードが存在しない場合、アクセスリストのペアは
(none, none)になります。

• for キーワードを使用し、 to キーワードを使用しない場合、アクセスリストは
(prefix-acl, none)になります。

•プレフィックスは、次に示すように、最大 1つの（prefix-acl、peer-acl）ペアを持つことが
できます。

•（prefix-acl、peer-acl）ペアは、prefix-aclがプレフィックスに一致する場合にだけプレ
フィックスに適用されます。prefix-aclによってプレフィックスが許可されている場合
は一致します。

•複数の label advertiseコマンドの 2つ以上の (prefix-acl, peer-acl)ペアがプレフィック
スと一致する場合、最初の (prefix-acl, peer-acl)ペアがプレフィックスに適用されます。
label advertiseコマンドが処理される順序は、MIBの辞書編纂手法でACLの名前に基
づいて並べ替えられます（2つの ACLの長さが同じ場合は、名前が短い ACLが最初
に処理された後で辞書の順序が使用されます）。

• LSRでは、プレフィックスのラベルをアドバタイズする準備が整うと、（prefix-acl、
peer-acl）ペアがそのプレフィックスに適用されるかどうかが決定されます。

•どれもが当てはまらない場合で、かつ disableキーワードがコマンドに設定されてい
る場合は、プレフィックスのラベルはピアにアドバタイズされません。それ以外の場

合は、すべてのピアにラベルがアドバタイズされます。

•（prefix-acl、peer-acl）ペアがプレフィックスに適用される場合、および prefix-aclで
プレフィックスが拒否される場合、ラベルはいずれのピアにもアドバタイズされませ

ん。

• (prefix-acl, peer-acl)ペアがプレフィックスに適用される場合で、かつ prefix-aclがプレ
フィックスを拒否する場合、ラベルは peer-aclで定義されたピアにアドバタイズされ
ません。ただし、プレフィックスが後続の (prefix-acl, peer-acl)エントリで一致して他
のピアにアドバタイズされる可能性があります。

• prefix-aclによってプレフィックスが許可され、peer-aclが存在する場合、peer-aclに
よって許可されているすべてのピアにラベルがアドバタイズされます。

通常、LDPはルーティングテーブル内の非 BGPルートのラベルをアドバタイズします。
また、LDPは、ループバックインターフェイス上の /32 IPアドレスからのラベルをアド
バタイズし、その他の非ループバックインターフェイスの /32アドレスはアドバタイズし
ません。これらのインターフェイス上の /32 IPアドレスのラベルのアドバタイズメントを
制御するには、 label advertise interface コマンドを使用します。

LDPでは、IPv4標準アクセスリストだけがサポートされています。
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ラベルアドバタイズメントコントロールは、LDP発信ラベルフィ
ルタリングとも呼ばれています。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、すべてのピアにローカルに割り当てられているラベルのアドバタイズメントを

ディセーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# label advertise
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-lbl-advt)# disable

次に、プレフィックス 10.1.1.0および 20.1.1.0のラベルだけをすべてのピアに送信する
例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipv4 access-list pfx_acl_1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipv4-acl)# permit 10.1.1.0
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipv4-acl)# permit 20.1.1.0

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# label advertise
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-lbl-advt)# disable
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-lbl-advt)# for pfx_acl_1

次に、プレフィックス10.0.0.0のラベルをピア10.1.1.1と10.2.2.2に送信し、プレフィッ
クス 20.0.0.0のラベルをピア 20.1.1.1に送信し、その他のすべてのプレフィックスのラ
ベルをその他のすべてのピアに送信する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipv4 access-list pfx_acl_10
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipv4-acl)# permit 10.0.0.0

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipv4 access-list pfx_acl_20
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipv4-acl)# permit 20.0.0.0

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipv4 access-list peer_acl_10
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipv4-acl)# permit 10.1.1.1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipv4-acl)# permit 10.2.2.2

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipv4 access-list peer_acl_20
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipv4-acl)# permit 20.1.1.1

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# label advertise
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-lbl-advt)# for pfx_acl_10 to peer_acl_10
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-lbl-advt)# for pfx_acl_20 to peer_acl_20
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pfx_acl_10を peer_acl_10に、pfx_acl_20を peer_acl_20にアドバタイズし、その他すべ
てのピアに対するその他すべてのアドバタイズメントをディセーブルにするには、

disable キーワードを label advertise コマンドに含めます。

（注）

次に、 interface キーワードを使用してHundredGigE 0/0/0/1の /32 IPアドレスをアドバ
タイズする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# label advertise
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-lbl-advt)# interface POS 0/1/0/0
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label allocate
ローカルラベルの割り当てを一連のプレフィックスのみに制御するには、MPLSLDPコンフィ
ギュレーションモードで label allocateコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

label allocate for {prefix-acl | host-routes}
no label allocate

構文の説明 ローカルラベルを割り当てる必要があるプレフィックスセットを指定します。for

IPアクセスリストの名前または番号。指定できる値の範囲は 1～ 99です。prefix-acl

ホストルートだけにラベルが割り当てられます。host-routes

コマンドデフォルト LDPは、学習したすべてのルート（プレフィックス）にローカルラベルを割り当てます。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン ローカルラベル割り当てコントロールによって、デフォルトのラベル割り当てポリシーが上書

きされ、多くの利点（メモリ使用量、転送、ネットワーク更新の削減など）を得ることができ

ます。

デフォルトでは、LDPによってローカルラベルがすべての学習されたルートに割り当てられ
ます。ラベル割り当てを特定のプレフィックスセットに制限する場合があります。たとえば、

コアネットワークで LDPを使用して、1つのエッジから別のエッジにMPLS転送を提供する
場合です。このような場合、ラベルスイッチパケット（LSP）をプロバイダーエッジ（PE）
ルータのループバック /32アドレスに設定する必要があります（これにより、ローカルラベル
を他の Interior Gateway Protocol（IGP）プレフィックスに割り当ておよびアドバタイズする必
要がなくなります）。

LDPでは、IPv4標準アクセスリストだけがサポートされています。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、ローカルラベルの割り当てをプレフィックス 192.168.1.1、192.168.2.2、および
192.168.3.3だけに限定するように LDPを設定する例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipv4 access-list pfx_acl_1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipv4-acl)# permit 192.168.1.1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipv4-acl)# permit 192.168.2.2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipv4-acl)# permit 192.168.3.3

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# label allocate for pfx_acl_1
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log graceful-restart
グレースフルリスタート（GR）セッションイベントを説明する通知をセットアップするには、
MPLS LDPコンフィギュレーションモードで log graceful-restart コマンドを使用します。デ
フォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

log graceful-restart
no log graceful-restart

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン グレースフルリスタートセッションイベントが発生したときに syslog/consoleメッセージ（LDP
のグレースフルリスタートセッションの切断、再接続、タイムアウトなど）を受信するには、

log graceful-restart コマンドを使用します。

グレースフルリスタートセッションイベントの発生時に、ロギングメッセージが発行されま

す。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、グレースフルリスタートセッションイベントのロギングメッセージをイネー

ブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# log graceful-restart

次の出力例は、コンソールに表示可能なロギングイベントを示しています。

RP/0/RP0/cpu 0: router: mpls_ldp[340]: %ROUTING-LDP-5-GR : GR session 4.4.4.4:0 (instance
1) disconnected

RP/0/RP0/cpu 0: router: mpls_ldp[340]: %ROUTING-LDP-5-GR : GR session 4.4.4.4:0 (instance

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
45

MPLS Label Distribution Protocolコマンド
log graceful-restart



2) reconnected

RP/0/RP0/cpu 0: router: mpls_ldp[340]: %ROUTING-LDP-5-GR : GR session 5.5.5.5:0 (instance
3) timed out

RP/0/RP0/cpu 0: router: mpls_ldp[336]: %ROUTING-LDP-5-GR_RESTART_COMPLETE : GR forwarding
state hold timer has expired
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log neighbor
セッションの変化を説明する通知のロギングをイネーブルにするには、MPLS LDPコンフィ
ギュレーションモードで log neighborコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

log neighbor
no log neighbor

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン ネイバーが起動またはダウンしたときにsyslogメッセージまたはコンソールメッセージを受信
するには、 log neighbor コマンドを使用します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、ネイバーセッションのアップイベントまたはダウンイベントに関するロギン

グメッセージをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# log neighbor

LDPセッションステートがアップからダウン（またはダウンからアップ）に変更され
た場合、ロギングメッセージが発行されます。

（注）

次に、コンソール上に表示可能なロギングイベントの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router:10 21:11:32.111:mpls_ldp[113]:%LDP-5-NBR_CHANGE: Nbr 10.44.44.44:0,
DOWN
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log nsr
ノンストップルーティング（NSR）同期イベントのロギングをイネーブルにするには、MPLS
LDPコンフィギュレーションモードで log nsr コマンドを使用します。デフォルトの動作に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

log nsr
no log nsr

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、NSR同期イベントのロギングをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# log nsr
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log session-protection
LDPセッション保護イベントを説明する通知のロギングをイネーブルにするには、MPLS LDP
コンフィギュレーションモードで log session-protection コマンドを使用します。デフォルトの
動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

log session-protection
no log session-protection

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン LDPセッション保護イベントが発生したときに syslogまたは consoleメッセージを受信するに
は、 log session-protection コマンドを使用します。これらのイベントには、LDPセッション保
護の開始、回復、およびタイムアウトが含まれています。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、セッション保護イベントに関するロギングメッセージをイネーブルにする例を

示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# log session-protection

ロギングメッセージは、セッション保護イベントが発生すると発行されます。（注）

次の出力例は、コンソールに表示されるロギングイベントを示しています。

RP/0/RP0/cpu 0: router:Apr 21 12:15:01.742:
mpls_ldp[315]:%ROUTING-LDP-5-SESSION_PROTECTION: Session hold up initiated for peer
4.4.4.4:0

RP/0/RP0/cpu 0: router:Apr 21 12:18:04.987:
mpls_ldp[315]:%ROUTING-LDP-5-SESSION_PROTECTION: Session recovery succeeded for peer
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4.4.4.4:0
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make-before-break
Multicast Label Distribution Protocol（MLDP）のMake-Before-Break（MBB）サポートをイネー
ブルにするには、MPLS LDP MLDPコンフィギュレーションで make-before-breakコマンドを
使用します。

address-family ipv4 make-before-break
[{delay seconds | route-policy name}]

構文の説明 （任意）MBB転送遅延を秒単位で指定します。範囲は 0～ 600です。delay seconds

（任意）ルートポリシー名を指定します。route-policy name

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS LDP MLDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例

次に、MLDPのMBBサポートをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-mldp)# address-family ipv4 make-before-break
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maximum interfaces（MPLS LDP）
設定された LDPインターフェイスの最大数の上限を設定するには、MPLS LDPコンフィギュ
レーションモードで maximum interfacesコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

maximum interfaces number
no maximum interfaces

構文の説明 設定された LDPインターフェイスの最大数。範囲デフォルトは 1～ 250のインター
フェイス800です。

number

コマンドデフォルト デフォルトでは、最大 100のインターフェイスで LDPをイネーブルにできます。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、ボックス上でイネーブルにできる LDPインターフェイスの最大数として、150
の上限を設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# maximum interfaces 150
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mpls ldp
MPLSLabelDistributionProtocol（LDP）コンフィギュレーションモードを開始するには、mpls
ldp コマンドを

XRコンフィギュレーションモード

モードで使用します。

mpls ldp

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次の例では、MPLS LDPコンフィギュレーションモードを開始する方法を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls ldp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)
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neighbor dual-stack transport-connection max-wait
非優先アドレスファミリまたは FCFSに頼る前に優先アドレスファミリ接続が確立を待つ必要
がある最大時間（秒単位）を設定するには、MPLS LDPコンフィギュレーションモードで
neighbor dual-stack transport-connection max-waitコマンドを使用します。

neighbor dual-stack transport-connection max-wait seconds

構文の説明 優先トランスポート接続確立の最大待機時間を秒単位で指定します。指定できる範

囲は 0～ 60です。ゼロは設定がないことを示します。
seconds

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls ldp

例

次に、優先トランスポート接続確立の最大待機時間を設定する例を示します。

RP/0/0/CPU0:ios#configure
RP/0/0/CPU0:ios(config)#mpls ldp
RP/0/0/CPU0:ios(config-ldp)#neighbor dual-stack transport-connection max-wait 5
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neighbor dual-stack transport-connection prefer ipv4 for-peers
デュアルスタックセットアップで TCP接続を確立するために一組のピアの優先トランスポー
トを IPv4に設定するには、MPLS LDPコンフィギュレーションモードで neighbor dual-stack
transport-connection prefer ipv4 for-peersコマンドを使用します。

neighbor dual-stack transport-connection prefer ipv4 for-peers access-list

構文の説明 IPv4アクセスリスト（ピアの LSR IDをA.B.C.D形式で指定）。access-list

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls ldp

例

次に、一組のピアの優先トランスポートを IPv4に設定する例を示します。

RP/0/0/CPU0:ios#configure
RP/0/0/CPU0:ios(config)#mpls ldp
RP/0/0/CPU0:ios(config-ldp)#neighbor dual-stack transport-connection prefer ipv4 for-peers
3.3.3.3

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
55

MPLS Label Distribution Protocolコマンド
neighbor dual-stack transport-connection prefer ipv4 for-peers



neighbor password
Message Digest 5（MD5）オプションを使用してネイバーにパスワード認証を設定するには、
MPLS LDPコンフィギュレーションモードで neighbor passwordコマンドを使用します。デ
フォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

[vrf vrf-name ] neighbor ldp-id password {clear | disable | encrypted password }
no [vrf vrf-name ] neighbor ldp-id password

構文の説明 （任意）VRF名を指定しま
す。

vrf vrf-name

A.B.C.D:0形式のネイバーの
LDP ID。

ldp-id

暗号化されていないパスワー

ドが続くことを指定するに

は、暗号化パラメータのパス

ワードをクリアします。

clear

指定したネイバーからのグ

ローバルパスワードをディ

セーブルにします。

disable

暗号化されたパスワードが続

くことを指定します。

encrypted

（クリアテキスト）暗号化さ

れたパスワード文字列または

暗号化されていないパスワー

ド文字列。

password

コマンドデフォルト LDPセッションは、パスワード（およびMD5）なしでネゴシエートされます。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このセキュリティ機能は、ネイバーごとにイネーブル化されるため、セッション確立の試行

は、パスワードの一致が設定されている場合にだけ許可されます。このオプションは、両方の

ピアのパスワードが一致するように設定する必要があります。
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特定のネイバーのデフォルトのパスワードを上書きするには、neighbor ldp-id passwordコマン
ドを使用します。ここで、ldp-id引数はネイバーの LDP IDです。

特定のネイバーのデフォルトパスワードを上書きするには、グローバルデフォルトパスワー

ドを設定しておく必要があります。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、ネイバー 10.20.20.20にパスワード abcを設定し、それをクリアする例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# neighbor 10.20.20.20:0 password clear abc
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neighbor password disable
パスワードが不要な個別のネイバーをディセーブルにするには、MPLSLDPコンフィギュレー
ションモードで neighbor password disable コマンドを使用します。

neighbor IP-address password disable

構文の説明 ネイバーの IPアドレス。IP-address

コマンドデフォルト LDPセッションは、パスワード（およびMD5）なしでネゴシエートされます。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン システムは各ネイバーの有効なパスワードの計算にグローバルパスワードを使用し、個々のネ

イバーのパスワードでグローバルパスワード（設定されている場合）を上書きします。セッ

ションは、個々のネイバーパスワードから同じグローバルパスワードへ移動すると安定した

状態を維持します。ただし、有効なパスワードが設定中に変更された場合、セッションは不安

定になる可能性があります。

ネイバーの LSR IDを使用して、各ネイバーのパスワードを設定する必要があります。（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、ネイバーの個々のパスワード abcを上書きする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# neighbor 10.20.20.20 password disable abc
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)#
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neighbor targeted
ターゲット helloをネイバーに送信し、LDPセッションをセットアップするように設定するに
は、MPLS LDPコンフィギュレーションモードで neighbor targeted コマンドを使用します。
デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

address-family {ipv4 | ipv6} neighbor Ip-address targeted
no address-family {ipv4 | ipv6} neighbor ip-address targeted

構文の説明 ネイバーの IPアドレス。ip-address

IPv4アドレスファミリを指定します。ipv4

IPv6アドレスファミリを指定します。ipv6

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、対象ディスカバリセッションをネイバー 200.1.1.1に設定する例を示します。

RP/0//CPU0:router(config-ldp)# neighbor 200.1.1.1 targeted
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nsr（MPLS-LDP）
サービス中断イベントでのLDPプロトコルのノンストップルーティングを設定するには、MPLS
LDPコンフィギュレーションモードで nsrコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻す
には、このコマンドの no形式を使用します。

nsr
no nsr

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトでは、MPLS LDP NSRはディセーブルになっています。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン サービスの中断では、次のイベントが発生している場合があります。

•ルートスイッチプロセッサ（RSP）スイッチオーバー
•ルートプロセッサ（RP）または分散ルートプロセッサ（DRP）フェールオーバー
• LDPプロセスの再開
• In-Service System Upgrade（ISSU;インサービスシステムのアップグレード）
• Minimum Disruption Restart（MDR）

NSRのイネーブル化によって、ルーティングピアには見えないイベントが発生し、軽微なサー
ビス中断が発生します。

LDPプロセスの再起動は、NSR process-failures switchoverが設定されている場合にだけ、NSR
によってサポートされます。それ以外の場合、プロセスの再起動によってセッションが不安定

になります。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、MPLS LDP NSRをイネーブルにする例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls ldp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# nsr
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recursive-fec
Multicast Label Distribution Protocol（MLDP）の再帰 FECサポートをイネーブルにするには、
MPLS LDP MLDPコンフィギュレーションで recursive-fecコマンドを使用します。

address-family ipv4 recursive-fec [route-policy name]

構文の説明 （任意）ルートポリシー名を指定します。route-policy name

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS LDP MLDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例

次に、MLDPの再帰 FECサポートをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp-mldp)# address-family ipv4 recursive-fec
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redistribute（MPLS LDP）
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）自律システムからMPLS LDPにルートを再配布す
るには、MPLS LDPコンフィギュレーションモードで redistributeコマンドを使用します。
ルートの再配布をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

redistribute bgp {as as-number | advertise-to access-list-name}
no redistribute bgp {as as-number | advertise-to access-list-name}

構文の説明 BGPプロトコルから情報を再配布します。bgp

BGP自律システム番号を指定します。as as-number

再配布されるルート情報をアドバタイズしま

す。

advertise-to access-list

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みMPLS
LDP

次に、MPLS LDPピアに BGP情報を再配布する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls ldp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# redistribute bgp ?
advertise-to IP access list specifying LDP peers to advertise
as BGP AS-number
<cr>

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# redistribute bgp as 10000
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# commit

RP/0/RP0/cpu 0: router# show run mpls ldp | b bgp
bgp
as 10000
!
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router-id（MPLS LDP）
IPv4アドレスをルータ IDとして指定するには、MPLS LDPコンフィギュレーションモードで
router-idコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使
用します。

[vrf vrf-name ]
router-id lsr-id
no [vrf vrf-name ] router-id

構文の説明 （任意）VRF名を指定しま
す。

vrf vrf-name

A.B.C.D形式の LSR ID。lsr-id

コマンドデフォルト LDPでは、グローバルルータ IDエージェント、IP Address Repository Manager（IP ARM）に
よって決定されるルータ IDを使用します。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン LDPでは、異なるソースのルータ IDを次の順序で使用します。

1. 設定済みの LDPルータ ID。
2. グローバルルータ ID（設定されている場合）。
3. プライマリ IPv4アドレスを使用した算出済み（計算済み）の最高番号設定済みループバッ
クアドレス。少なくとも 1つのループバックアドレスを設定することを推奨します。

不要なセッションフラップを回避するように LDPルータ IDの IPアドレスを設定することを
推奨します。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、LSR IDをルータ IDとして指定する例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)#router-id 10.0.0.1
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router ospf
特定の VRF、特定の VRFエリア、または特定の VRFエリアインターフェイスに対して Open
Shortest Path First（OSPF）LDP IGPの同期化をイネーブルにするには、XRコンフィギュレー
ションモードで router ospfコマンドを使用します。

router ospf process-id [vrf vrf-name [area {area-id ip-address}] [interface type interface-path-id]
mpls ldp sync [disable]]

構文の説明 OSPFルーティングプロセス
の内部で使用される識別パラ

メータ。ローカルで割り当て

られ、任意の正の整数を使用

できます。OSPFルーティング
プロセスごとに固有の値が割

り当てられます。

process-id

（任意）OSPF VRFプロセス
に関連付けるVRFインスタン
スの名前を指定します。

vrf vrf-name

（任意）OSPFエリアコンフィ
ギュレーションサブモードを

開始します。

area

OSPFエリア IDを 10進数値と
して指定します。

area-id

OSPFエリア IDを IPアドレス
として A.B.C.Dの形式で指定
します。

ip-address

（任意）OSPFインターフェイ
スコンフィギュレーションサ

ブモードを開始します。

interface

インターフェイスタイプ。詳

細については、疑問符（?）オ
ンラインヘルプ機能を使用し

ます。

type
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物理インターフェイスまたは

仮想インターフェイス。

ルータに現在設定さ

れている可能性があ

るすべてのインター

フェイスのリストを

表示するには、show
interfaces コマンド
を使用します。

（注）

ルータの構文の詳細について

は、疑問符（?）を使用してオ
ンラインヘルプを参照してく

ださい。

interface-path-id

指定したインターフェイスで

LDP IGPの同期化をイネーブ
ルにします。

sync

（任意）MPLS LDPの同期化
をディセーブルにします。

disable

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例

次に、特定の VRFに対して OSPF LDP IGPの同期化をイネーブルにする例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#router ospf 109
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ospf)#
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session protection
ピアとのリンクディスカバリの損失後の対象ディスカバリによって、LDPピアセッションの
アップを維持するLDPピアセッション保護機能をイネーブルにするには、MPLSLDPコンフィ
ギュレーションモードで session protection コマンドを使用します。デフォルトの動作に戻す
には、このコマンドの no形式を使用します。

session protection [{duration seconds | infinite}] [for peer-acl]
no session protection

構文の説明 （任意）保護期間を指定します。つまり、ネイバーへのリンクディスカバ

リ損失後に対象ディスカバリを継続する必要がある秒数です。範囲は30～
2147483です。

duration seconds

（任意）リンクディスカバリの損失後のセッション保護を永続することを

指定します。

infinite

（任意）セッション保護をイネーブルにするLDPピアのセットを指定しま
す。

for peer-acl

コマンドデフォルト デフォルトでは、セッション保護はディセーブルになっています。peer-aclおよび durationを
指定せずにイネーブルにした場合は、セッション保護がすべての LDPピアに適用され、リン
クディスカバリ損失後 24時間続行されます。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン LDPセッション保護機能によって、すべてのピアまたはピアセットでの targeted hello隣接の
自動設定をイネーブルにし、リンクディスカバリの損失後に targetedhelloを使用して維持する
必要があるセッション期間を指定できます。

LDPでは、IPv4標準アクセスリストだけがサポートされています。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、検出されたすべてのピアに関して、リンクディスカバリ損失後にセッションを

無制限で維持するセッション保護をイネーブルにする例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# session protection

次に、リンクディスカバリ後のセッションを維持する 30秒間、（ピア ACLによって
許可されている）ピアセットのセッション保護をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# session protection for peer_acl duration 30
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show mpls ldp backoff
設定済みのセッションセットアップバックオフパラメータ、およびセッションセットアップ

が試行され、スロットリング中である可能性がある LDPピアに関する情報を表示するには、
XR EXECモードで show mpls ldp backoff コマンドを使用します。

show mpls ldp [vrf vrf-name ] backoff [{location node-id | standby}]

構文の説明 （任意）指定した VRFの VRF情報を表示します。vrf vrf-name

（任意）指定されたノード IDのロケーション情報を表示します。location node-id

（任意）スタンバイノード固有の情報を表示します。standby

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン show mpls ldp backoff コマンドを使用するには、MPLS LDPアプリケーションをイネーブルに
する必要があります。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例 次に、show mpls ldp backoffコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp backoff

Backoff Time:
Initial:15 sec, Maximum:120 sec

Backoff Table: (2 entries)

LDP Id Backoff (sec) Waiting (sec)
-------------------- -------------- ----------------
33.33.33.33:0 15 15
11.11.11.11:0 30 30
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 1 : show mpls ldp backoffコマンドフィールドの説明

説明フィールド

初期および最大バックオフ時間パラメータ（秒数）。Backoff Time

互換性のない設定が原因でセッション確立が以前失敗したためにセッション設

定が遅れた、検出済みLDPネイバーのリスト。バックオフテーブルには、次の
情報が含まれています。

LDP Id

LDPネイバーを指定します。

Backoff (sec)

セッション設定が遅れる時間を指定します。

Waiting (sec)

セッション設定が遅れたおおよその時間を指定します。

Backoff
Table
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show mpls ldp bindings
ラベル情報ベース（LIB）の内容を表示するには、XR EXECモードコマンドで show mpls ldp
bindings コマンドを使用します。

show mpls ldp [afi-all] [vrf all] [vrf vrf-name ] [{ipv4 | ipv6}] bindings [prefix/length ]
[advertisement-acls] [brief] [detail] [local] [local-label label [to label]] [local-only] [neighbor
address] [remote-only][remote-label label [to label]] [summary] [{location node-id | standby}]
[all]

構文の説明 （任意）すべてのアドレス

ファミリを表示します。

afi-all

（任意）LDPで設定されたす
べての VRFを表示します。

vrf all

（任意）指定したVRFのVRF
情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）IPv4アドレスファミ
リを指定します。

ipv4

（任意）IPv6アドレスファミ
リを指定します。

ipv6

（任意）A.B.C.D形式で記述さ
れた宛先プレフィックス。

prefix

（任意）ビット単位のネット

ワークマスク長。範囲は 0～
32です。

length

（任意）（アドバタイズメン

ト）発信ラベルフィルタリン

グACLに適用される、ラベル
バインディングを表示しま

す。

advertisement-acls

（任意）LDPデータベース内
のすべてのプレフィックスを

表示します。

brief

（任意）IPアドレスの
advertised-toおよび
remote-bindingピアの合計数を
ソート順に表示します（remote
bindingsは表形式）。

detail
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（任意）ローカルラベルバイ

ンディングを表示します。

local

（任意）ローカルラベル値に

一致するエントリを表示しま

す。ラベル範囲を示すために

label to label引数を追加しま
す。

local-label label [to label]

（任意）ローカルラベルだけ

と一致するバインディングを

表示します。

local-only

（任意）選択したネイバーに

よって割り当てられたラベル

バインディングを表示しま

す。

neighbor address

（任意）リモートラベルだけ

と一致するバインディングを

表示します。

remote-only

（任意）ネイバールータに

よって割り当てられているラ

ベル値に一致するエントリを

表示します。ラベル範囲を示

すために label to label 引数
を追加します。範囲は 0～
2147483647です。

remote-label label [to label]

（任意）ラベル情報ベース

（LIB）の内容のサマリーを表
示します。

summary

（任意）指定されたノード ID
のロケーション情報を表示し

ます。

location node-id

（任意）スタンバイノード固

有の情報を表示します。

standby

（任意）LDPプロセスとすべ
てのVRFの集約の要約が表示
されます。

all

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。
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コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン show mpls ldp bindingsコマンドは、ネイバーから取得したBGP以外のルート（IGPプレフィッ
クスやスタティックルートなど）のローカルおよびリモートのラベルバインディングを表示し

ます。

データベース全体を表示したり、次の基準に従ってエントリのサブセットを表示することを選

択できます。

•プレフィックス
•入力または出力ラベルの値または範囲
•ラベルをアドバタイズするネイバー

show mpls ldp bindings summaryコマンドは、LIBから取得し、拡張性をテストするとき、ま
たは大規模ネットワークに展開するときに使用する要約情報を表示します。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例 次の出力例では、デフォルトルーティングドメインのLIBの内容が示されています。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp bindings

5.41.0.0/16 , rev 4
local binding: label:IMP-NULL
No remote bindings

5.43.9.98/32 , rev 6
local binding: label:IMP-NULL
No remote bindings

10.10.2.0/24 , rev 12
local binding: label:IMP-NULL
remote bindings :

lsr:10.255.255.255:0, label:16
lsr:10.256.256.256:0, label:IMP-NULL

10.10.3.0/24 , rev 10
local binding: label:IMP-NULL
remote bindings :

lsr:10.255.255.255:0, label:IMP-NULL
lsr:10.256.256.256:0, label:22

22.22.22.22/32 , rev 14
local binding: label:16
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remote bindings :
lsr:10.255.255.255:0, label:17
lsr:10.256.256.256:0, label:IMP-NULL

33.33.33.33/32 , rev 2
local binding: label:IMP-NULL
remote bindings :

lsr:10.255.255.255:0, label:18
lsr:10.256.256.256:0, label:23

次の出力例では、150.150.150.150/32のリモートバインディングで、IPアドレスの
advertised-toおよび remote-bindingピアの合計数の詳細情報をソート順に示しています。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp bindings 150.150.150.150/32 detail

150.150.150.150/32, rev 2
Local binding: label: IMP-NULL
Advertised to: (6 peers)
120.120.120.120:0 130.130.130.130:0 150.150.150.1:0 150.150.150.2:0
150.150.150.3:0 150.150.150.4:0

Remote bindings: (3 peers)
Peer Label

----------------- --------
120.120.120.120:0 27018
130.130.130.130:0 26017
160.160.160.160:0 27274

次の出力例では、ネットワーク番号を指定し、ラベルスイッチドルータ（LSR）
10.255.255.255から学習した、すべてのネットワークのラベルを示します。他のネイ
バーから取得したリモートラベルの出力を抑制するには、neighborキーワードを使用
します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp bindings neighbor 10.255.255.255

10.10.2.0/24 , rev 12
local binding: label:IMP-NULL
remote bindings :

lsr:10.255.255.255, label:16
10.10.3.0/24 , rev 10

local binding: label:IMP-NULL
remote bindings :

lsr:10.255.255.255:0, label:IMP-NULL
22.22.22.22/32 , rev 14

local binding: label:16
remote bindings :

lsr:10.255.255.255:0, label:17
33.33.33.33/32 , rev 2

local binding: label:IMP-NULL
remote bindings :

lsr:10.255.255.255:0, label:18
44.44.44.44/32 , rev 16

local binding: label:17
remote bindings :

lsr:10.255.255.255:0, label:IMP-NULL
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 2 : show mpls ldp bindingsおよび show mpls ldp bindings neighborコマンドのフィールドの説明

説明フィールド

特定の宛先の IPプレフィック
スおよびマスク（ネットワー

ク/マスク）。

a.b.c.d/n

宛先のラベル配布を内部的に

管理するために使用するリビ

ジョン番号（rev）。

rev

プレフィックスにローカルで

割り当てられたラベル。

local binding

他の LSRから学習したこの宛
先への出ラベル。1このリスト

の各項目によって、出ラベル

が学習された LSRが特定さ
れ、その LSRに関連付けられ
ているラベルが反映されま

す。転送パスの各 LSRは、そ
のLDP IDによって識別されま
す。

remote bindings

バインドはMPLS転送に書き
込まれ、使用中です。

(rewrite)

ルートが無効です。LDPは、
ローカルバインディングが削

除される前にこれをタイムア

ウトにします。

(no route)

1
ラベルスイッチドルータ。

次に、 summary キーワードを使用して要約した内容の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp bindings summary

LIB Summary:
Total Prefix : 20
Revision No : Current:34, Advertised:34
Local Bindings : 14

NULL : 10 (implicit:10, explicit:0)
Non-NULL: 4 (lowest:48, highest:51)

Remote Bindings: 24
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 3 : show mpls ldp bindings summaryコマンドフィールドの説明

説明フィールド

LDP LIBが認識しているプレフィックス（ルート）の数。すべての無効な、
タイムアウトされたルートがルートなしとして表示されます。

Total Prefix

LIBエントリの現在のリビジョン番号、およびすべてのピアにアドバタイズ
された最小リビジョン番号。

Revision No

ローカルバインディングの合計、およびそれらのうちヌル、ヌル以外、およ

び LDPによって割り当てられた最も低い/高いラベルの数に関する情報。
Local Bindings

リモートバインディングの数。Remote
Bindings

次の出力例は、アクセスリストアドバタイズメントを示しています。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp bindings advertisement-acls

Advertisement Spec:
Prefix ACL = 'pfx_11'
Prefix ACL = 'pfx_22'
Prefix ACL = 'pfx_40_1'; Peer ACL = 'peer_11'

5.41.0.0/16 , rev 82
11.11.11.11/32 , rev 69

Advert ACL(s): Prefix ACL 'pfx_11'
20.20.20.20/32 , rev 83
22.22.22.22/32 , rev 78

Advert ACL(s): Prefix ACL 'pfx_22'
40.1.1.0/24 , rev 79

Advert ACL(s): Prefix ACL 'pfx_40_1'; Peer ACL 'peer_11'

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 4 : show mpls ldp bindings advertisement-aclsコマンドフィールドの説明

説明フィールド

発信ラベルアドバタイズメントコントロールとして使用されるすべての

プレフィックスおよびピアアクセスリストを示します。

Advertisement Spec

発信ラベルアドバタイズメントコントロールのプレフィックスエントリ

（prefix-aclの場合）に関して最初に一致したルール（存在する場合）を示
します。

Advert ACL(s)

次に、 brief キーワードを使用した、LDPデータベースのすべてのプレフィックスの
出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp bindings brief
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Prefix Local Advertised Remote Bindings
Label (peers) (peers)

------------------ -------- ---------- ---------------
1.1.2.2/32 - 0 1
1.2.3.4/32 16010 396 0
4.4.4.4/32 16004 396 3
10.0.0.0/24 19226 396 395

次の出力例は、バインディングがローカルラベルと一致していることを示していま

す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp bindings local-only

10.12.32.2/32, rev 4
Local binding: label: IMP-NULL
No remote bindings

次の出力例は、バインディングがリモートラベルと一致することを示しています。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp bindings remote-only

10.26.4.0/24, rev 0
No local binding
Remote bindings: (1 peers)

Peer Label
----------------- --------
10.6.6.6:0 IMP-NULL

10.43.4.0/24, rev 0
No local binding
Remote bindings: (1 peers)

Peer Label
----------------- --------
10.4.4.4:0 IMP-NULL

10.46.4.0/24, rev 0
No local binding
Remote bindings: (2 peers)

Peer Label
----------------- --------
10.4.4.4:0 IMP-NULL
10.6.6.6:0 IMP-NULL
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show mpls ldp capabilities
LDPセッション用データベースの機能情報を表示するには、XR EXECモードで show mpls ldp
capabilitiesコマンドを使用します。

show mpls ldp [vrf vrf-name ] capabilities [detail] [{location node-id | standby}]

構文の説明 （任意）指定したVRFのVRF
情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）LDPセッションの詳
細なデータベース機能情報を

表示します。

detail

（任意）指定されたノード ID
のロケーション情報を表示し

ます。

location node-id

（任意）スタンバイノード固

有の情報を表示します。

standby

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例

次に、show mpls ldp capabilitiesコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp capabilities

Type Description Owner
------ ---------------------------------------- ------------
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0x50b Typed Wildcard FEC LDP
0x3eff Cisco IOS-XR LDP
0x508 MP: Point-to-Multipoint (P2MP) mLDP
0x509 MP: Multipoint-to-Multipoint (MP2MP) mLDP
0x703 P2MP PW L2VPN-AToM
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show mpls ldp discovery
LDP検出プロセスのステータスを表示するには、XR EXECモードで show mpls ldp discovery
コマンドを使用します。

show mpls ldp [afi-all] [vrf all][vrf vrf-name ] [{ipv4 | ipv6}] discovery [{lsr-id ldp-id}] [{type
interface-path-id | brief | link | targeted | summary [all]}] [detail] [{location node-id | standby}]

構文の説明 （任意）すべてのアドレス

ファミリを表示します。

afi-all

（任意）LDPで設定されたす
べての VRFを表示します。

vrf all

（任意）指定したVRFのVRF
情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）IPv4アドレスファミ
リを指定します。

ipv4

（任意）IPv6アドレスファミ
リを指定します。

ipv6

（任意）A.B.C.D:形式の LSR
ネイバー ID。

lsr-id

（任意）A.B.C.D:形式の LDP
ネイバー ID。

ldp-id

（任意）インターフェイスタ

イプ。詳細については、疑問

符（?）オンラインヘルプ機能
を使用します。

type
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物理インターフェイスまたは

仮想インターフェイス。

ルータに現在設定さ

れている可能性があ

るすべてのインター

フェイスのリストを

表示するには、show
interfaces コマンド
を使用します。

（注）

ルータの構文の詳細について

は、疑問符（?）を使用してオ
ンラインヘルプを参照してく

ださい。

interface-path-id

（任意）指定された LDP対応
インターフェイスに関する簡

潔な情報を表示します。

brief

（任意）LDPディスカバリの
リンク情報を表示します。

link

（任意）LDPディスカバリの
対象情報を表示します。

targeted

（任意）LDPディスカバリに
関するサマリー情報を表示し

ます。

summary

（任意）LDPプロセスとすべ
てのVRFの集約の要約が表示
されます。

all

（任意）LDPセッションに関
する詳細情報（着信ラベル

フィルタリング、セッション

KeepAlive（KA;キープアライ
ブ）、セッション保護ステー

トなど）を表示します。

detail

（任意）指定されたノード ID
のロケーション情報を表示し

ます。

location node-id

（任意）スタンバイノード固

有の情報を表示します。

standby
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コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン show mpls ldp discovery コマンドは、リンク検出とターゲット検出の両方を表示します。イン
ターフェイスフィルタが指定されていない場合は、このコマンドによって、LDPディスカバ
リプロセスを実行しているインターフェイスのリストが生成されます。このコマンドでは、デ

フォルトのルーティングドメインに関するネイバー探索情報も表示されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例 次に、show mpls ldp discoveryコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp discovery

Local LDP Identifier: 10.44.44.44:0
Discovery Sources:
Interfaces:

HundredGigE 0/1/0/0 : xmit/recv
LDP Id: 10.33.33.33:0, Transport address: 10.33.33.33

Hold time: 15 sec (local:15 sec, peer:15 sec)

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 5 : show mpls ldp discoveryコマンドフィールドの説明

説明フィールド

ローカルルータの LDP ID。LDP IDは、IPアドレス:番号の形式で表示さ
れる 6バイトの構造です。表記では、LDP IDの最初の 4バイトがルータ
IDを構成し、0で始まる整数が IPアドレス:番号構造の最後の 2バイトを
構成します。

ローカル LDP ID
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説明フィールド

LDPディスカバリアクティビティに関係するインターフェイスは次のと
おりです。

xmitフィールド

インターフェイスが LDP discovery helloパケットを送信することを示
します。

recvフィールド

インターフェイスが LDP discovery helloパケットを受信することを示
します。

LDP IDによって、インターフェイス上で検出された LDPネイバーが示さ
れます。

インターフェイス

LDPピアに関連付けられているアドレス（helloメッセージでアドバタイ
ズ）。

Transport Address

LDPピアの LDP ID。LDP Id

転送保持タイマーのステートおよびその現在値。Hold time

次に、 summary キーワードを使用して要約した LDP検出の情報の出力例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp discovery summary

LDP Identifier: 139.0.0.1:0
Interfaces:
Configured: 2
Enabled : 1

Discovery:
Hello xmit: 1 (1 link)
Hello recv: 1 (1 link)

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 6 : show mpls ldp discovery summaryコマンドフィールドの説明

説明フィールド

ローカルルータの LDP ID。LDP Identifier
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説明フィールド

LDPアクティビティに関するインターフェイスのサマリー。

Configured

LDPに設定されているインターフェイスの数。

Enabled

LDPがアクティブにイネーブルであるため、LDPhelloを送信するイン
ターフェイスの数。LDPに設定されているインターフェイスは、IPを
実行し、ダウン状態でない場合にだけイネーブルになります。

インターフェイス

LDPディスカバリプロセスのサマリー。

Hello xmit

LDP hello（リンク helloと targeted helloを含む）を送信するローカル
LDPディスカバリソースの数。

Hello recv

リンク helloまたは targeted helloメカニズムを使用して検出された hello
ソースの数。

Discovery

次に、簡単な形式でのMPLS LDP検出 hello情報の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp discovery brief

Local LDP Identifier: 192.168.0.3:0

Discovery Source VRF Name Peer LDP Id Holdtime Session
----------------------- ------------ ------------------- --------- ----------
PO0/3/0/2 default 192.168.0.1:0 15 Y

次に、mpls ldp afi-all discovery briefコマンドによる出力例を示します。

RP/0/0/CPU0:router#show mpls ldp afi-all discovery brief

Local LDP Identifier: 192.168.0.1:0

Discovery Source AFI VRF Name Peer LDP Id Holdtime Session
-------------------- ---- ---------------- -------------------- -------- -------
PO0/3/0/0 IPv6 default 192.168.0.2:0 15 Y

IPv4 default 192.168.0.2:0 15 Y
PO0/3/0/1 IPv4 default 192.168.0.3:0 15 Y
PO0/3/0/2 IPv4 default 192.168.0.4:0 15 Y
PO0/3/0/3 IPv6 default 192.168.0.3:0 15 Y
PO0/3/0/4 IPv6 default 192.168.0.5:0 15 Y
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show mpls ldp forwarding
MPLSフォワーディングにインストールされた Label Distribution Protocol（LDP）フォワーディ
ングステートを表示するには、XR EXECモードで show mpls ldp forwarding コマンドを使用
します。

show mpls ldp [afi-all][vrf all] [vrf vrf-name ] [{ipv4 | ipv6}] forwarding [prefix/length]
[fast-reroute] [detail] [next-hop {address ip-address | interface interface-path-id | label label-value
| neighbor ldp-id | unlabelled}] [local-label label-value] [{location node-id | summary | standby}]
[all]

構文の説明 （任意）すべてのアドレスファミリを表示します。afi-all

（任意）LDPで設定されたすべての VRFを表示します。vrf all

（任意）指定した VRFの VRF情報を表示します。vrf vrf-name

（任意）IPv4アドレスファミリを指定します。ipv4

（任意）IPv6アドレスファミリを指定します。ipv6

（任意）A.B.C.D形式で記述された宛先プレフィックス。prefix

（任意）ビット単位のネットワークマスク長。範囲は0～
32です。

length

（任意）ルーティングやフォワーディングの更新に使用す

る LDPタイムスタンプに関する詳細情報を表示します。
detail

（任意）本質的に LFA FRR保護のプレフィックスを表示
します。

fast-reroute

ネクストホップ IPアドレスによってプレフィックスを一
致させます。

next-hop

（任意）指定されたローカルラベルのプレフィックスを表

示します。指定できる値の範囲は 0～ 1048575です。
local-label label-value

プレフィックスを、指定した LDPネイバーを通るパスと
一致させます。

neighbor

ラベルの付いていないパスを含むプレフィックスを一致さ

せます。

unlabelled

（任意）指定されたノード IDのロケーション情報を表示
します。

location node-id
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（任意）LDP転送情報ベース（LFIB）のサマリー情報を表
示します。

summary

（任意）スタンバイノード固有の情報を表示します。standby

（任意）LDPプロセスとすべての VRFの集約の要約が表
示されます。

all

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン show mpls ldp forwardingコマンドは、LDP転送エントリを表示し、インストールされている
転送エントリの LDPビューを提供します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例 次に、show mpls ldp forwardingコマンドの出力例を示します。

（!）記号は、非プライマリ LFAバックアップパスを表します。（注）

次に、ルーティングおよびフォワーディングに使用されるLDPタイムスタンプに関す
る詳細情報の detailキーワードによる出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp forwarding 1.1.1.1/32 detail

Prefix Label Label Outgoing Next Hop GR Stale
In Out Interface

---------------- ------- ---------- ------------ --------------- -- -----
3.3.3.3/32 16000 16001 PO0/2/0/3.1 131.1.1.4 N N

[ Protected; path-id 1 backup-path-id 33;
[peer 13.13.13.1:0 ]
16002 PO0/2/0/3.2 131.1.2.4 Y N
[ Protected; path-id 2 backup-path-id 33;
peer 13.13.13.1:0 ]
16003 PO0/2/0/3.3 131.1.3.4 N N
[ Protected; path-id 3 backup-path-id 34;
peer 13.13.13.2:0 ]
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16002 PO0/2/0/1 192.11.1.1 (!) Y N
[ Backup; path-id 33; peer 14.14.14.1:0 ]
Unlabelled PO0/2/0/2 192.11.2.1 (!) N N
[ Backup; path-id 34 ]

Routing update : Mar 31 13:35:25.348 (00:55:32 ago)
Forwarding update: Mar 31 13:35:25.349 (00:55:32 ago)

（!）記号は、非プライマリ LFAバックアップパスを表します。（注）

次に、保護（ECMPまたはセカンダリLFAバックアップ）更新があるLDPプレフィッ
クスのみの fast-rerouteキーワードによる出力例を示します。

次に、保護されたプレフィクスおよび保護されたパスに関する統計情報の summary
キーワードによる出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp forwarding summary
Forwarding Server (LSD):
Connected: Yes
Forwarding State Holdtime: 360 sec

Forwarding States:
Interfaces: 10
Local labels: 8
Rewrites:
Prefix:
Total: 8 (0 with ECMP, 8 FRR protected)
Labelled:
Primary pathset : 8 labelled (0 partial), 0 unlabelled
Backup pathset : 8 labelled (0 partial), 0 unlabelled
Complete pathset: 8 labelled (0 partial), 0 unlabelled

Paths:
Total: 16 (8 backup, 8 FRR protected)
Labelled: 16 (8 backup)

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 7 : show mpls ldp forwardingコマンドフィールドの説明

説明フィールド

MPLS転送エントリの FEC2のプレフィックス。Prefix/mask

prefix/maskに割り当てられたローカルラベル。Label In

prefix/maskの出ラベル。Label Out

発信物理インターフェイス。Outgoing Interface

ネクストホップのアドレス。Next Hop

グレースフルリスタートスタータス（Yまたは N）。GR
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説明フィールド

エントリのステータス（staleまたは not stale）。ネクストホップのグ
レースフルリスタートネイバーが切断したときにエントリは staleと
マーキングされ、ネイバーが再接続してラベルを更新したときにマー

キングが解除されます。

Stale

エントリのステータス（checkpointedまたは not checkpointed）。Chkpt

プライマリパス ID。path-id

バックアップパス IDは、特定のプライマリパスを保護するパスのパ
ス IDです。保護パスはプライマリパスまたは非プライマリパスを指
定できます。

Backup-path-id

ネクストホップ LDPピアの LDP IDを表示します。Peer

LSD転送サーバの LDP接続の状態を表示します。Connected

LDP切断イベント時に LDPフォワーディングステートを保持するた
めに、LDPが LSDサーバに登録した時間を表示します。

Forwarding State
Holdtime

LDPがイネーブルになっているMPLSインターフェイスの数。Interfaces

LSDから LDPを割り当てられたローカルラベルの数。Local Labels

転送書き換えの数。複数のECMPパスがあるプレフィックスの数に関
する情報とともに、既知の IPv4プレフィックスの合計数を表示しま
す。これは、LFA-FRR保護のプレフィックス数も表示します。ラベル
付けされたセットは、unlabeled、labelled、および partialキーワードで
示される、ラベルのないパス、すべてラベル付けされたパス、部分的

にラベル付けされたパスを持つプレフィックスに関する数を出力しま

す。この情報は、プライマリ、バックアップ、および完全パスセット

で使用できます。

Rewrites

転送パスの数。バックアップパスの数および FRRで保護されたパス
の数とともに、既知の転送パスの合計数を表示します。また、ラベル

付けされた非プライマリパスの数を示す、ラベル付けされたパスの数

も表示します。

パス

2
転送等価クラス
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show mpls ldp graceful-restart
LabelDistributionProtocol（LDP）のグレースフルリスタートのステータスを表示するには、XR
EXECモードで show mpls ldp graceful-restartコマンドを使用します。

show mpls ldp [vrf all] [vrf vrf-name ] graceful-restart [{location node-id }] [{standby}] [
detail ]

構文の説明 （任意）LDPで設定されたす
べての VRFを表示します。

vrf all

（任意）指定したVRFのVRF
情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）指定されたノード ID
のロケーション情報を表示し

ます。

location node-id

（任意）スタンバイノード固

有の情報を表示します。

standby

（任意）指定したVRFの詳細
情報を表示します。

detail

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン show mpls ldp graceful-restart コマンドによって、 graceful-restart コマンドがイネーブルに
なったときに LDPのグレースフルリスタートに関する情報が表示されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例 次に、show mpls ldp graceful-restartコマンドの出力例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp graceful-restart

Forwarding State Hold timer : Not Running
GR Neighbors : 1

Neighbor ID Up Connect Count Liveness Timer Recovery Timer
--------------- -- ------------- ------------------ ------------------
10.0.0.2 Y 1 - -

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 8 : show mpls ldp graceful-restartコマンドフィールドの説明

説明フィールド

保持タイマーのステート：runningまたは not running。Forwarding State Hold timer

グレースフルリスタートが可能なネイバーの数。GR Neighbors

各ネイバーのルータ ID。Neighbor ID

ネイバーのアップまたはダウン。Up

同じネイバーが再接続される回数。Connect Count

活性タイマーのステート（runningまたは not running）、および
runningの場合はその有効期限。

Liveness Timer

回復タイマーのステート（runningまたは not running）、および
runningの場合はその有効期限。

Recovery Timer
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show mpls ldp igp sync
インターフェイスの Label Distribution Protocol（LDP）内部ゲートウェイプロトコル（IGP）同
期化情報を表示するには、XREXECモードで show mpls ldp igp sync コマンドを使用します。

show mpls ldp [afi-all] [{vrf all}] [vrf vrf-name ] [{ipv4 | ipv6}] igp sync [interface type
interface-path-id] [brief] [{location node-id }] [{standby}]

構文の説明 （任意）すべてのアドレス

ファミリを表示します。

afi-all

（任意）LDPで設定されたす
べての VRFを表示します。

vrf all

（任意）指定したVRFのVRF
情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）IPv4アドレスファミ
リを指定します。

ipv4

（任意）IPv6アドレスファミ
リを指定します。

ipv6

（任意）指定した LDP対応イ
ンターフェイスに関する簡単

な情報を表示します。

brief

（任意）インターフェイスタ

イプを表示します。

interface

（任意）インターフェイスタ

イプ。詳細については、疑問

符（?）オンラインヘルプ機能
を使用します。

type
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（任意）物理インターフェイ

スまたは仮想インターフェイ

ス。

ルータに現在設定さ

れている可能性があ

るすべてのインター

フェイスのリストを

表示するには、show
interfaces コマンド
を使用します。

（注）

ルータの構文の詳細について

は、疑問符（?）を使用してオ
ンラインヘルプを参照してく

ださい。

interface-path-id

（任意）指定されたノード ID
のロケーション情報を表示し

ます。

location node-id

（任意）スタンバイノード固

有の情報を表示します。

standby

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン LDP IGP同期では、MPLS LDPおよび IP（IGP）間の同期の結果として発生したトラフィック
損失の問題に対処します。たとえば、リンクのアップ時、IGPは、MPLSがリンクでコンバー
ジェンスを行う前にそのリンクをアドバタイズできます。また、この IGPリンクは、MPLS
セッションがダウンし、MPLS LSPがそのリンクで損傷している場合でも、引き続き使用され
ます。IGPリンクの使用は、リンクでのMPLSLDPコンバージェンス同期ステータスに基づい
て決定されます。

MPLSの集約ステータスを表示するには、 show mpls ldp igp sync コマンドを使用します。LDP
IGP同期の設定は、それぞれの IGP（OSPF、ISIS）に存在します。LDPでは、この情報をLDP
対応のすべてのインターフェイスに表示し、アドバタイズします（インターフェイスが LDP
IGPに設定されているかどうかは関係ありません）。
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タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例 次に、show mpls ldp igp syncコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp igp sync

POS0/3/0/2:
VRF: 'default' (0x60000000)
Sync delay: Disabled
Sync status: Ready
Peers:
192.168.0.1:0 (GR)

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 9 : show mpls ldp igp syncコマンドフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスの VRF。VRF

特定のリンクでのMPLS LDP
コンバージェンスステータ

ス。Readyは、リンクがコン
バージされ、IGPによって使
用される準備ができたことを

示します。Deferredが設定さ
れた Not Readyは、リンクに
よって LDP IGP同期要件が満
たされるが、LDP IGP同期の
遅延タイムアウトコンフィ

ギュレーション設定によって

遅れることを意味します。Not
Readyは、リンクが IGPによっ
て使用される準備ができてい

ないことを意味します。

Sync status
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説明フィールド

特定のリンクにコンバージェ

ンスされたピアのリスト。ピ

アセッションがGR3に対応し
ている場合、出力が GRとし
てタグ付けされます。ローカ

ル起動後にチェックポイント

から GR隣接レコードが回復
されために GRだけの到達可
能性が示されている場合は、

チェックポイントにより作成

されたフラグも設定されま

す。

Peers

3
グレースフルリスタート。
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show mpls ldp interface
LDP対応インターフェイスに関する情報を表示するには、XR EXECモードで show mpls ldp
interfaces コマンドを使用します。

show mpls ldp [afi-all] [{ipv4 | ipv6}] interface [{type interface-path-id | summary}] [brief]
[{location node-id | standby}]

構文の説明 （任意）すべてのアドレスファミリを表示します。afi-all

（任意）IPv4アドレスファミリを指定します。ipv4

（任意）IPv6アドレスファミリを指定します。ipv6

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、

疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用します。
type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるす

べてのインターフェイスのリストを表示する

には、 show interfaces コマンドを使用しま
す。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用し
てオンラインヘルプを参照してください。

interface-path-id

（任意）指定された LDP対応インターフェイスに関す
るサマリー情報を表示します。

summary

（任意）指定された LDP対応インターフェイスに関す
る簡潔な情報を表示します。

brief

（任意）指定された LDP対応インターフェイスに関す
る詳細情報を表示します。

detail

（任意）指定されたノード IDのロケーション情報を表
示します。

location node-id

（任意）スタンバイノード固有の情報を表示します。standby

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード
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コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例 次に、show mpls ldp interfaceコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp interface

Interface GigabitEthernet0/3/0/3
No LDP config

Interface POS0/2/0/0
No LDP config
Auto-config items:

ospf/100/0
Interface POS0/2/0/1

No LDP config
Auto-config items:

ospf/100/0
Interface POS0/2/0/2

No LDP config
Auto-config items:

ospf/100/0
Interface POS0/2/0/3

No LDP config
Auto-config items:

ospf/100/0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 10 : show mpls ldp interfaceコマンドフィールドの説明

説明フィールド

MPLSLDP自動設定のインターフェイスを指定する次の IGPを示します。

OSPF

OSPFインスタンスエリア

ISIS

ISISインスタンス

Auto-config
items
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次に、メッシュグループに対する show mpls ldp interface detailコマンドによる出力例
を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp interface detail

Interface GigabitEthernet0/2/0/0 (0x20200040)
Enabled via config: LDP interface
Interface GigabitEthernet0/2/0/1 (0x20200060)
Disabled via config: IGP Auto-config disable
Ignoring: LDP interface

Interface GigabitEthernet0/2/0/2 (0x20200080)
Disabled via config: IGP Auto-config disable
Ignoring: LDP interface

Interface tunnel-te1 (0x200000f0)
Disabled
Interface tunnel-te100 (0x20000110)
Enabled via config: TE Mesh-group 123, TE Mesh-group all
Interface tunnel-te101 (0x20000130)
Enabled via config: TE Mesh-group 123, TE Mesh-group all
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show mpls ldp neighbor
Label Distribution Protocol（LDP）セッションのステータスを表示するには、XR EXECモード
モードで show mpls ldp neighborコマンドを使用します。

show mpls ldp [vrf all] [vrf vrf-name ] neighbor [{ip-address ldp-id}] [type interface-path-id]
[brief] [capabilities] [detail] [gr] [location node-id ] [non-gr] [sp] [standby]

構文の説明 （任意）LDPで設定されたす
べての VRFを表示します。

vrf all

（任意）指定したVRFのVRF
情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）ネイバーの IPアドレ
ス。

ip-address

（任意）A.B.C.D:形式の LDP
ネイバー ID。

ldp-id

（任意）インターフェイスタ

イプ。詳細については、疑問

符（?）オンラインヘルプ機能
を使用します。

type

物理インターフェイスまたは

仮想インターフェイス。

ルータに現在設定さ

れている可能性があ

るすべてのインター

フェイスのリストを

表示するには、show
interfaces コマンド
を使用します。

（注）

ルータの構文の詳細について

は、疑問符（?）を使用してオ
ンラインヘルプを参照してく

ださい。

interface-path-id

（任意）既存の LDPセッショ
ンを簡単な形式で表示しま

す。

brief

（任意）ネイバー機能情報を

表示します。

capabilities
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（任意）LDPセッションに関
する詳細情報（着信ラベル

フィルタリング、セッション

KeepAlive（KA;キープアライ
ブ）、セッション保護ステー

トなど）を表示します。

detail

（任意）グレースフルリス

タートが可能なネイバーを表

示します。

gr

（任意）指定されたノード ID
のロケーション情報を表示し

ます。

location node-id

（任意）グレースフルリス

タートを実行できないネイ

バーを表示します。

non-gr

（任意）セッション保護が設

定されたネイバーを表示しま

す。

sp

（任意）スタンバイノード固

有の情報を表示します。

standby

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン show mpls ldp neighborコマンドは、ルーティングドメイン全体のすべての LDPネイバーに関
する情報を表示します。反対に、show出力はフィルタリングされて表示されます。

•特定の IPアドレスが設定された LDPネイバー
•特定のインターフェイス上の LDPネイバー
•グレースフルリスタートが可能な LDPネイバー
•非グレースフルリスタートが可能な LDPネイバー
•セッション保護がイネーブル化された LDPネイバー
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タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例 次に、IPアドレスを使用した show mpls ldp neighborコマンドによる出力例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp neighbor 4.4.4.4

Peer LDP Identifier: 4.4.4.4:0
TCP connection: 14.1.0.41:38022 - 1.1.1.1:646
Graceful Restart: Yes (Reconnect Timeout: 120 sec, Recovery: 96 sec)
Session Holdtime: 180 sec
State: Oper; Msgs sent/rcvd: 1721/1716; Downstream-Unsolicited
Up time: 1d00h
LDP Discovery Sources:
IPv4: (1)
GigabitEthernet0/1/0/0

IPv6: (0)
Addresses bound to this peer:
IPv4: (3)
4.4.4.4 14.1.0.41 24.1.0.4

IPv6: (0)

次に、show mpls ldp neighborコマンドで non-grキーワードを指定した場合の出力例
を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp neighbor non-gr

Peer LDP Identifier: 10.44.44.44:0
TCP connection: 10.44.44.44:65535 - 10.33.33.33:646
Graceful Restart: No
State: Oper; Msgs sent/rcvd: 49/46
Up time: 00:33:33
LDP Discovery Sources:
POS 0/1/0/0

Addresses bound to this peer:
10.44.44.44 10.10.3.2

Peer LDP Identifier: 10.22.22.22:0
TCP connection: 10.22.22.22:646 - 10.33.33.33:65530
Graceful Restart: No
State: Oper; Msgs sent/rcvd: 48/45
Up time: 00:33:11
LDP Discovery Sources:
POS 0/2/0/0

Addresses bound to this peer:
10.22.22.22 10.10.2.1
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 11 : show mpls ldp neighborコマンドフィールドの説明

説明フィールド

このセッションのネイバー（ピア）の LDP ID。Peer LDP Identifier

次の形式で表示される、LDPセッションのサポートに使用される
TCP接続。

neighbor IP address

ピアポート

local IP address

ローカルポート

TCP connection

グレースフルリスタートステータス（Yまたは N）。Graceful Restart

LDPセッションの状態。通常、これはOper（オプション）ですが、
もう一つのステートである transientになる場合もあります。

State

セッションピアとの間で送受信される LDPメッセージの数。この
数には、LDPセッションのメンテナンスに必要な、定期的なキープ
アライブメッセージの転送および受信が含まれます。

Msgs sent/rcvd

セッションがアップしている時間の長さ（hh:mm:ss形式）。Up time

LDPセッションの確立に使用される LDPディスカバリアクティビ
ティのソース。

LDP Discovery Sources

LDPセッションピアの既知のインターフェイスアドレス。これら
のアドレスは、ローカルルーティングテーブルの「ネクストホッ

プ」として表示される場合があります。LFIB4を維持するために使
用されます。.

Addresses bound to this
peer

4 LFIB =ラベル転送情報ベース。

次に、show mpls ldp neighborコマンドで briefキーワードを指定した場合の出力例を
示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp neighbor brief

Peer GR NSR Up Time Discovery Addresses Labels
ipv4 ipv6 ipv4 ipv6 ipv4 ipv6

----------------- -- --- ---------- ---------- ---------- ------------
4.4.4.4:0 Y N 1d00h 1 0 3 0 5 0
46.46.46.2:0 N N 1d00h 1 1 3 3 5 5
46.46.46.46:0 Y N 1d00h 2 2 4 4 5 5
6.6.6.1:0 Y N 23:25:50 0 1 0 2 0 5
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 12 : show mpls ldp neighbor briefコマンドフィールドの説明

説明フィールド

このセッションのネイバー（ピア）の LDP ID。ピア

（Peer）

グレースフルリスタートステータス（YまたはN）。GR

セッションがアップしている時間（hh:mm:ss形式）。Up Time

ネイバーに対応する LDPディスカバリソースの数。Discovery

ピアにバインドされているアドレスの数。Address

次に、show mpls ldp neighborコマンドで detailキーワードを指定した場合の出力例を
示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp neighbor detail

Peer LDP Identifier: 2.2.2.2:0
TCP connection: 2.2.2.2:11707 - 1.1.1.1:646
Graceful Restart: No
Session Holdtime: 180 sec
State: Oper; Msgs sent/rcvd: 33/29
Up time: 00:13:37
LDP Discovery Sources:

POS0/2/0/1
Targeted Hello (1.1.1.1 ->2.2.2.2, active)

Addresses bound to this peer:
23.0.0.2 2.0.0.2 123.0.4.2 10.42.37.119
10.2.2.2

Peer holdtime: 180 sec; KA interval: 60 sec; Peer state: Estab
Clients: Dir Adj Client
Inbound label filtering: accept acl 'pfx_acl2'
Session Protection:
Enabled, state: Ready
Duration: 30 seconds

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 13 : show mpls ldp neighbor detailコマンドフィールドの説明

説明フィールド

このセッションのネイバー（ピア）の LDP ID。Peer LDP Identifier
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説明フィールド

次の形式で表示される、LDPセッションのサポートに使用される TCP
接続。

neighbor IP address

ピアポート

local IP address

ローカルポート

TCP connection

グレースフルリスタートステータス（Yまたは N）。Graceful Restart

秒単位のセッションのホールドタイム。Session Holdtime

LDPセッションのステート（operationalまたは transient）。State

セッションピアとの間で送受信される LDPメッセージの数。この数に
は、LDPセッションのメンテナンスに必要な、定期的なキープアライブ
メッセージの転送および受信が含まれます。

Msgs sent/rcvd

セッションがアップしている時間（hh:mm:ss形式）。Up time

ピアから LDPプロトコルメッセージを受信しなくても LDPピアセッ
ションのアップを維持する時間。

Peer holdtime

ピアセッションのステート。Peer state

ピアから LDPプロトコルメッセージを受信しなくても LDPピアセッ
ションのアップを維持する時間。

Peer holdtime

ネイバーとのセッションを要求する LDP（内部）クライアント。Clients

LDPネイバー着信フィルタリングポリシー。Inbound label filtering

セッション保護のステート：

Incomplete

対象ディスカバリが要求されたが、まだアップされていない。

Ready

対象ディスカバリおよびピアへの少なくとも 1つのリンク hello隣接
がアップしている。

Protecting

対象ディスカバリがアップしており、ピアへのリンクhello隣接がな
い。対象ディスカバリが保護されており、リンクディスカバリが

バックアップされている。

Session Protection
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説明フィールド

プライマリリンクディスカバリの損失時に対象ディスカバリを使用し

てセッションを維持する最大時間。

Duration

「Protecting」ステート時に、ピアから LDPプロトコルメッセージを受
信しなくても LDPピアセッションのアップを維持する時間。

Holdtimer
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show mpls ldp nsr pending neighbor
LDPセッションのノンストップルーティング（NSR）保留ネイバー情報を表示するには、XR
EXECモードで show mpls ldp nsr pending neighborコマンドを使用します。

show mpls ldp [vrf vrf-name ] nsr pending neighbor [{lsr-id ldp-id}][{location node-id |
standby}]

構文の説明 （任意）指定したVRFのVRF
情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）A.B.C.D:形式のネイ
バーの LSR ID。

lsr-id

（任意）A.B.C.D:形式のネイ
バーの LDP ID。

ldp-id

（任意）指定されたノード ID
のロケーション情報を表示し

ます。

location node-id

（任意）スタンバイノード固

有の情報を表示します。

standby

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例

次に、LDPセッションの NSR保留ネイバー情報を表示する例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp nsr pending neighbor
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show mpls ldp nsr statistics
LDPセッションのノンストップルーティング（NSR）統計を表示するには、XR EXECモード
で show mpls ldp nsr statisticsコマンドを使用します。

show mpls ldp [vrf vrf-name ] nsr statistics [{location node-id | standby}] [neighbor [{lsr-id
ldp-id}] [{location node-id | standby}]]

構文の説明 （任意）指定したVRFのVRF
情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）指定されたノード ID
のロケーション情報を表示し

ます。

location node-id

（任意）スタンバイノード固

有の情報を表示します。

standby

（任意）ネイバー情報を表示

します。

neighbor

（任意）A.B.C.D:形式のネイ
バーの LSR ID。

lsr-id

（任意）A.B.C.D:形式のネイ
バーの LDP ID。

ldp-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp
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例

次に、show mpls ldp nsr statisticsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp nsr statistics

Global Init Sync:
Start: Oct 27 12:12:23 (00:01:20 ago)
End: Oct 27 12:12:23 (00:01:20 ago)

Protocol message stats:
4 Peer, 5 Adj, 0 DHCB, 14/20 sent/rcvd Capabilities
23 peer label for 18 FEC
Send-Ack: 0 Lcl-Addr-WD

Sync message stats:
Tx msgs/bytes = 32/5024
Rx msgs/bytes = 0/0
Max IPC Tx/Rx bytes = 4396/0
Default MTU bytes = 4768, IPCs exceeding MTU = 0
TX current/total fail count = 0/0
IPC restart count = 1
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show mpls ldp nsr summary
LDPセッションのノンストップルーティング（NSR）概要情報を表示するには、XREXECモー
ドで show mpls ldp nsr summaryコマンドを使用します。

show mpls ldp [vrf all] [vrf vrf-name ] nsr summary [{location node-id | standby}] [all]

構文の説明 （任意）LDPで設定されたすべての VRFを表示します。vrf all

（任意）指定した VRFの VRF情報を表示します。vrf vrf-name

（任意）指定されたノード IDのロケーション情報を表示します。location node-id

（任意）スタンバイノード固有の情報を表示します。standby

（任意）LDPプロセスとすべてのVRFの集約の要約が表示されます。all

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例

次に、show mpls ldp nsr summaryコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp nsr summary

Sessions:
Total: 1, NSR-eligible: 1, Sync-ed: 1

(1 Oper)
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show mpls ldp parameters
現在の LDPパラメータを表示するには、XR EXECモードで show mpls ldp parametersコマン
ドを使用します。

show mpls ldp [vrf vrf-name ] parameters [{location node-id | standby}]

構文の説明 （任意）指定したVRFのVRF
情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）指定されたノード ID
のロケーション情報を表示し

ます。

location node-id

（任意）スタンバイノード固

有の情報を表示します。

standby

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン show mpls ldp parametersコマンドは、LDPの動作パラメータと設定パラメータをすべて表示
します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

network

例 次に、show mpls ldp parametersコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp parameters

LDP Parameters:
Protocol Version: 1
Router ID: 10.11.11.11
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Null Label: Implicit
Session:
Hold time: 180 sec
Keepalive interval: 60 sec
Backoff: Initial:15 sec, Maximum:120 sec

Discovery:
Link Hellos: Holdtime:15 sec, Interval:5 sec
Targeted Hellos: Holdtime:90 sec, Interval:10 sec

(Accepting peer ACL 'peer_acl_10')
Graceful Restart:
Enabled (Configured)
Reconnect Timeout:120 sec, Forwarding State Holdtime:180 sec

Timeouts:
Binding with no-route: 300 sec
LDP application recovery (with LSD): 360 sec

OOR state
Memory: Normal

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 14 : show mpls ldp parametersコマンドフィールドの説明

説明フィールド

プラットフォーム上で実行されている LDPのバージョン。Protocol Version

現在使用されているルータ ID。Router ID

LDPでは、ヌルラベルの使用が必須のプレフィックスに対して、暗
黙的ヌルまたは明示的ヌルをラベルとして使用します。

Null Label

LDPセッション時間が、ピアからの LDPトラフィックまたは LDP
キープアライブメッセージを受信しなくても LDPピアで維持されま
す。

Session Hold time

LDPピアへの連続した LDPキープアライブメッセージ転送の間隔。Session Keepalive
interval

セッションに関する最初の最大バックオフ時間。Session Backoff

ネイバーからLDPhelloメッセージを受信しなくてもネイバープラッ
トフォームで LDPセッションを記憶しておく時間（Holdtime）、お
よびネイバーへの連続した LDP helloメッセージ転送の間隔
（Interval）。

Discovery Link Hellos
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説明フィールド

次の時間を示します。

•ネイバープラットフォームがルータに直接接続されていない場
合や LDP helloメッセージを送信していない場合は、LDPセッ
ションがそのネイバープラットフォームに必要であることを記

憶する時間。この中断間隔は、保持時間と呼ばれています。

•ルータに直接接続されていないネイバーへの連続した helloメッ
セージの転送間隔を示し、targeted helloが受け入れられる場合
は、peer-acl（ある場合）が表示されます。

Discovery Targeted
Hellos

グレースフルリスタートステータスのステータス（Yまたは N）。Graceful Restart

LDPが使用するさまざまな（関連する）タイムアウト。1つのタイム
アウトは、どのルートにもバインディングされていません。これは、

無効なルートを削除する前に、LDPでそのルートを待機する時間を
示します。また、LSDおよび LDPの再起動回復時間も示します。

Timeouts

リソースメモリの不足ステート：Normal、Major、または Critical。OOR state
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show mpls ldp statistics fwd-setup
RIB/LSDに関連する転送設定カウンタの統計情報を表示するには、XR EXECモードで show
mpls ldp statistics fwd-setupコマンドを使用します。

show mpls ldp [vrf vrf-name ] statistics fwd-setup [{location node-id | standby}]

構文の説明 （任意）指定したVRFのVRF
情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）指定されたノード ID
のロケーション情報を表示し

ます。

location node-id

（任意）スタンバイノード固

有の情報を表示します。

standby

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例

次に、show mpls ldp statistics fwd-setupコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp statistics fwd-setup

RIB
===

Thread counters:
Events In : 10
Events Out : 39
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RIB fetch throttled : 0 (0 during last throttle)

TC Thread counters:
Events In : 39 (3 skipped)
Events Out : 12 (0 failed, 2 skipped)

Address Family: IPv4
RIB server connects: 1
RIB converged: Yes
Op counters:
Fetch : 4 (2 buffers per fetch)

no-data: 0
callbacks: 33 routes, 3 convg, 0 rcmd

Route Up : 33 (0 protected; Paths: 29/0/0 total/backup/protected)
Route Down : 0
Route Filtered : 5 (0 intern, 5 misc, 0 alloc, 0 admin,

0 unsupp-intf 0, unsupp-protection,
0 bgp, 0 bgp-unlabelled, 0 ibgp-no-lbl-ucast)

MFI
===

Thread counters:
Events In : 9
Events Out : 8
LSD Rsrc-Complete : 1
LSD server connects : 1

Op counters:
Successful Failed
---------- ------

Control : 3 0
RCMD Markers : 0 0
State cleanup : 0 0
Interface Enable : 5 0
Interface Disable : 0 0
Label alloc : 4 0
Label alloc - mldp : 0 0
Label free : 0 0
Label free - mldp : 0 0
Rewrite create : 6 0
Rewrite delete : 0 0
Label/Rewrite create : 0 0
Label/Rewrite delete : 0 0
Label OOR cleared : 3 0

Total LSD Reqs/Msgs : 7 0

LSD flow control status:
Flow control : 0
Flow control cnt : 0
Evt queue item cnt : 0
Last flow control : N/A
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show mpls ldp statistics msg-counters
ネイバー間で交換されるメッセージの統計情報を表示するには、XREXECモードで showmpls
ldp statistics msg-countersコマンドを使用します。

show mpls ldp [vrf vrf-name ] statistics msg-counters [{lsr-id ldp-id}] [{location node-id |
standby}]

構文の説明 （任意）指定したVRFのVRF
情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）A.B.C.D:形式のネイ
バーの LSR ID。

lsr-id

（任意）A.B.C.D:形式のネイ
バーの LDP ID。

ldp-id

（任意）指定されたノード ID
のロケーション情報を表示し

ます。

location node-id

（任意）スタンバイノード固

有の情報を表示します。

standby

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン show mpls ldp statistics msg-countersコマンドは、ネイバー間で送受信されたさまざまなタイプ
のメッセージに関するカウンタ情報を表示できます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例 次に、show mpls ldp statistics msg-countersコマンドの出力例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp statistics msg-counters

Peer LDP Identifier: 10.33.33.33:0
Msg Sent: (80)
Init : 1
Address : 1
Address_Withdraw : 0
Label_Mapping : 5
Label_Withdraw : 0
Label_Release : 0
Notification : 0
KeepAlive : 73

Msg Rcvd: (81)
Init : 1
Address : 1
Address_Withdraw : 0
Label_Mapping : 8
Label_Withdraw : 0
Label_Release : 0
Notification : 0
KeepAlive : 71

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。

表 15 : show mpls ldp statistics msg-countersコマンドフィールドの説明

説明フィールド

ネイバー（ピア）の LDP IDPeer LDP Identifier

LDPピアに送信されたメッセージのサマリーMsg Sent

LDPピアから受信したメッセージのサマリーMsg Rcvd
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show mpls ldp summary
LDP情報のサマリーを表示するには、システム管理 EXECモードで show mpls ldp summaryコ
マンドを使用します。

show mpls ldp [vrf all] [vrf vrf-name ] summary [{location node-id | standby}] [all]

構文の説明 （任意）LDPで設定されたす
べての VRFを表示します。

vrf all

（任意）指定したVRFのVRF
情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）指定されたノード ID
のロケーション情報を表示し

ます。

location node-id

（任意）スタンバイノード固

有の情報を表示します。

standby

（任意）LDPプロセスとすべ
てのVRFの集約の要約が表示
されます。

all

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン show mpls ldp summaryコマンドは、LDPネイバーの数、インターフェイス、フォワーディン
グステート（書き換え）、サーバ接続/登録、およびグレースフルリスタートに関する情報を
表示できます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例 次に、show mpls ldp summaryコマンドの出力例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp summary

AFIs : IPv4
Routes : 4
Neighbors : 1 (1 GR)
Hello Adj : 1
Addresses : 3
Interfaces: 4 LDP configured

次に、show mpls ldp summary allコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp summary all

VRFs : 1 (1 oper)
AFIs : IPv4
Routes : 4
Neighbors : 1 (1 GR)
Hello Adj : 1
Addresses : 3
Interfaces : 4 (1 forward reference, 2 LDP configured)
Collaborators:

Connected Registered
--------- ----------

SysDB Y Y
IM Y Y
RSI Y -
IP-ARM Y -
IPv4-RIB Y Y (1/1 tables)
LSD Y Y
LDP-NSR-Partner Y -
L2VPN-AToM Y -
mLDP - N

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 16 : show mpls ldp summaryコマンドフィールドの説明

説明フィール

ド

既知の IPルート（プレフィックス）の数。Routes

対象ネイバーおよびグレースフルリスタートが可能なネイバーを含む、LDPネイ
バーの数。

Neighbors

検出された LDPディスカバリソースの数。Hello Adj

既知の IPインターフェイスの数および LDP設定済みインターフェイスの数。

LDPは、存在しないか、または IPアドレスが設定されていない、前方参照され
るインターフェイスで設定されます。

Interfaces

既知のローカル IPアドレスの数。Addresses
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show mpls ldp trace
Label Distribution Protocol（LDP）VRFのイベントトレースを表示するには、XR EXECモード
で show mpls ldp trace vrfコマンドを使用します。

show mpls ldp trace vrf
[binding] [capabilities] [config] [dev] [discovery] [error] [file file-name]
[forwarding] [gr] [hexdump] [iccp] [igp-sync] [interface] [last]
[location {node-id name all mgmt-nodes}] [misc] [mldp] [nsr] [peer] [process] [pw]
[reverse] [route] [since] [stats] [tailf] [unique] [usec]
[verbose] [wide] [wrapping]

構文の説明 （任意）バインディングのイ

ベントトレースを表示しま

す。

binding

（任意）機能のイベントト

レースを表示します。

capabilities

（任意）設定のイベントト

レースを表示します。

config

（任意）開発のプライベート

トレースを表示します。

dev

（任意）helloまたは discovery
と adjのインベントトレース
を表示します。

discovery

（任意）エラートレースを表

示します。

error

（任意）特定のファイルのト

レースを表示します。

file file-name

（任意）フォワーディングの

イベントトレースを表示しま

す。

forwarding

（任意）グレースフルリス

タートのイベントトレースを

表示します。

gr

（任意）トレースを 16進数で
表示します。

hexdump
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（任意）ICCPシグナリングの
イベントトレースを表示しま

す。

iccp

（任意）IGP同期化のイベン
トトレースを表示します。

igp-sync

（任意）インターフェイスの

イベントトレースを表示しま

す。

interface

（任意）エントリの最後の番

号を表示します。

last

（任意）表示するCPUコント
ローラ情報があるカードの場

所を識別します。

location

node-id引数は、
rack/slot/moduleの形式で表し
ます。

node-id

カードの名前を指定します。name

すべての場所を指定します。all

すべての管理ノードを指定し

ます。

mgmt-nodes

（任意）その他のイベントト

レースを表示します。

misc

（任意）MLDPのイベントト
レースを表示します。

mldp

（任意）ノンストップルー

ティングのイベントトレース

を表示します。

nsr

（任意）ピアセッションのイ

ベントトレースを表示しま

す。

peer

（任意）プロセスレベルのイ

ベントトレースを表示しま

す。

process
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（任意）L2VPN擬似ワイヤの
イベントトレースを表示しま

す。

pw

（任意）最初に最新のトレー

スを表示します。

reverse

（任意）ルートのイベントト

レースを表示します。

route

（任意）最後の開始時刻から

のトレースを表示します。

since last-start

（任意）統計情報を表示しま

す。

stats

（任意）新たに追加されたト

レースを表示します。

tailf

（任意）一意のエントリとそ

のカウントを表示します。

unique

（任意）タイムスタンプのマ

イクロ秒単位の詳細を表示し

ます。

usec

（任意）内部デバッグ情報を

表示します。

verbose

（任意）バッファ名、ノード

名、TIDを表示しません。
wide

（任意）折り返しエントリを

表示します。

wrapping

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。
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タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-ldp

例

次に、LDP VRFのイベントトレースを表示する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ldp trace vrf

4 wrapping entries (992576 possible, 38720 allocated, 4377 filtered, 4381 total)
Nov 23 05:54:44.332 mpls/ldp/vrf 0/RP0/CPU0 t7181 [VRF]:718: Tbl(0xe0000000):
ldp_vrf_tbl_go_active: afi IPv4
Nov 23 05:54:44.335 mpls/ldp/vrf 0/RP0/CPU0 t7181 [VRF]:604: VRF(0x60000000):
ldp_vrf_ctx_enable done
Nov 23 05:54:44.360 mpls/ldp/vrf 0/RP0/CPU0 t7181 [VRF]:703: VRF(0x60000000):
ldp_vrf_ctx_af_enable done: afi IPv4
Nov 23 05:54:44.360 mpls/ldp/vrf 0/RP0/CPU0 t7181 [VRF]:718: Tbl(0xe0800000):
ldp_vrf_tbl_go_active: afi IPv6
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show lcc
ラベル整合性チェッカ（LCC）情報を表示するには、XR EXECモードで show lccコマンドを
使用します。

show lcc {ipv4 | ipv6} unicast {all | label | tunnel-interface | statistics | [{summary | scan-id
scan-id}]} [vrf vrfname]

構文の説明 IP Version 4アドレスプレフィックスを指
定します。

ipv4

IP Version 6アドレスプレフィックスを指
定します。

ipv6

ユニキャストアドレスプレフィックスを指

定します。

unicast

すべてのルートをスキャンします。all

すべてのラベルをスキャンします。label

トンネルのインターフェイスを指定しま

す。

tunnel-interface

ルートの整合性検査の統計情報を表示しま

す。

statistics

スキャン IDの値を指定します。範囲は 0
～ 100000です。

scan-id

バックグラウンドルートの整合性検査の統

計サマリー情報を表示します。

summary

（任意）特定の VPNルーティング/転送
（VRF）インスタンスまたはすべてのVRF
インスタンスを指定します。

vrf vrfname

コマンドデフォルト なし

コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0
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使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

IPv4

読み取

り

IPv6

例 次の例では、ラベル整合性チェッカ情報の結果を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show lcc ipv4 unicast all

Sending scan initiation request to IPv4 LSD ... done
Waiting for scan to complete (max time 600 seconds)......................
Scan Completed
Collecting scan results from FIBs (max time 30 seconds)... done
Number of nodes involved in the scan: 2
Number of nodes replying to the scan: 2

Legend:
? - Currently Inactive Node, ! - Non-standard SVD Role
* - Node did not reply

Node Checks Performed Errors

0/2/CPU0 6 0
0/0/CPU0 6 0
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signalling dscp（LDP）
Label Distribution Protocol（LDP）シグナリングパケットを Differentiated Services Code Point
（DSC）に割り当てて、ネットワークを通過中に高いプライオリティを制御パケットに割り当
てるには、MPLS LDPコンフィギュレーションモードで signalling dscpコマンドを使用しま
す。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

signalling dscp dscp
no signalling dscp

構文の説明 DSCPプライオリティ値。指定できる範囲は、0～ 63です。dscp

コマンドデフォルト LDP制御パケットは優先順位 6（dscp：48）で送信されます。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン DSCPマーキングによって、シグナリング設定およびティアダウンタイムが改善されます。

通常、LDPが hello検出メッセージまたはプロトコル制御メッセージを送信すると、デフォル
トの制御パケット優先順位値（6、または dscp 48）を使用してマークされます。signalling dscp
コマンドを使用すると、そのDSCP値を上書きして送信されたすべての制御メッセージが指定
された DSCPでマークされるようにします。

signalling dscpコマンドは LDPシグナリングパケット（検出 helloメッセージおよびプロトコ
ルメッセージ）を制御しますが、通常の IPまたはMPLSデータパケットには影響しません。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、LDPパケットに DSCP値 56を割り当てる例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# signalling dscp 56
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snmp-server traps mpls ldp
セッションおよびしきい値の相互変更をネットワーク管理システムに通知するには、グローバ

ルコンフィギュレーションモードで snmp-server traps mpls ldpコマンドを使用します。

snmp-server traps mpls ldp {up | down | threshold}

構文の説明 セッションアップの通知を表示します。up

セッションダウンの通知を表示します。down

セッションバックオフしきい値の相互通知を表示します。threshold

コマンドデフォルト LDPは SNMPトラップを送信しません。

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン snmp-server traps mpls ldpコマンドは SNMPサーバに通知を送信します。3つのタイプのト
ラップが LDPによって送信されます。

Session up

セッションがアップしたときに生成されます。

Session down

セッションがダウンしたときに生成されます。

Threshold

セッションの確立に失敗すると生成されます。定義済みの値は 8です。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みsnmp

例 次に、セッションアップに関するLDPSNMPトラップ通知をイネーブルにする例を示
します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# snmp-server traps mpls ldp up
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address-family ipv4/ipv6 label
特定の IPv4または IPv6の宛先にラベルコントロールとポリシーを設定するには、MPLS LDP
コンフィギュレーションモードで address-family ipv4/ipv6 labelコマンドを使用します。

[ vrf vrf-name ]address-family {ipv4 | ipv6}
label [remote accept from ldp-id for prefix-acl]
local [default-route] [allocate for {prefix-acl | host-routes}]
[ advertise [to ldp-id for prefix-acl]
[interface type interface-path-id ]]

構文の説明 アドレスファミリとそのパラ

メータを設定します。

address-family

IPv4アドレスファミリを指定
します。

ipv4

IPv6アドレスファミリを指定
します。

ipv6

（任意）ラベルコントロール

とポリシーを設定します。

label

（任意）リモート/ピアラベル
コントロールとポリシーを設

定します。

remote

（任意）インバウンドラベル

の受け入れコントロールを設

定します。

accept

ラベルアドバタイズメントを

受信する LDPネイバーを指定
します。LDP IDはA.B.C.D:の
形式で記述します。

from ldp-id

ラベルのアドバタイズ先とな

るプレフィックスを指定しま

す。

for prefix-acl

（任意）ローカルラベルコン

トロールとポリシーを設定し

ます。

local

（任意）デフォルトルートの

MPLSフォワーディングをイ
ネーブルにします。

default-route
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（任意）ラベル割り当てコン

トロールを設定します。

allocate

ラベルの割り当て先となるプ

レフィックスを指定します。

for prefix-acl

ホストルートに対してのみラ

ベルを割り当てます。

host-routes

（任意）アウトバウンドラベ

ルアドバタイズメントコント

ロールを設定します。

advertise

（任意）ラベルアドバタイズ

メントを受信する LDPネイ
バーを指定します。LDP IDは
A.B.C.D:の形式で記述しま
す。

to ldp-id

（任意）ラベルのアドバタイ

ズ先となるプレフィックスを

指定します。

for prefix-acl

（任意）インターフェイスホ

ストアドレスをアドバタイズ

します。

interface

インターフェイスタイプ。詳

細については、疑問符（?）オ
ンラインヘルプ機能を使用し

ます。

type

物理インターフェイスまたは

仮想インターフェイス。

ルータに現在設定さ

れている可能性があ

るすべてのインター

フェイスのリストを

表示するには、show
interfaces コマンド
を使用します。

（注）

ルータの構文の詳細について

は、疑問符（?）を使用してオ
ンラインヘルプを参照してく

ださい。

interface-path-id
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コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS LDPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

例

次に、特定の IPv4の宛先にラベルコントロールとポリシーを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ldp)# address-family ipv4 label
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MPLS静的コマンド

CiscoNCS5500シリーズルータに適用可能なすべてのコマンドは、Cisco IOSXRリリース 6.3.2
以降に導入された Cisco NCS 540シリーズルータでもサポートされます。コマンド履歴の表に
記載されている以前のリリースへの参照は、CiscoNCS5500シリーズルータにのみ適用されま
す。

（注）

• Cisco IOS XRリリース 6.6.25以降、Cisco NCS 5500シリーズルータに適用可能なすべての
コマンドは、Cisco NCS 560シリーズルータでもサポートされます。

• Cisco IOS XRリリース 6.3.2以降、Cisco NCS 5500シリーズルータに適用可能なすべての
コマンドは、Cisco NCS 540シリーズルータでもサポートされます。

• Cisco IOS XRリリース 6.3.2より前のリリースへの参照は、Cisco NCS 5500シリーズルー
タにのみ適用されます。

• Cisco IOS XRソフトウェア リリース 7.0.1固有のアップデートは、Cisco NCS 540シリー
ズルータの次のバリエーションには適用されません。

• N540-28Z4C-SYS-A

• N540-28Z4C-SYS-D

• N540X-16Z4G8Q2C-A

• N540X-16Z4G8Q2C-D

• N540-12Z20G-SYS-A

• N540-12Z20G-SYS-D

• N540X-12Z16G-SYS-A

• N540X-12Z16G-SYS-D

（注）
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このモジュールでは、のネットワーク上のマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）
ネットワーク内で静的なMPLSラベルを設定するために使用するコマンドについて説明しま
す。

MPLSの概念、設定タスク、および例の詳細については、 MPLS Configuration Guide for Cisco
NCS 5500 Series RoutersMPLS Configuration Guide for Cisco NCS 540 Series RoutersMPLS Configuration
Guide for Cisco NCS 560 Series Routersを参照してください。

• address family ipv4 unicast (mpls-static)（135ページ）
• clear mpls static local-label discrepancy（137ページ）
• interface (mpls-static)（138ページ）
• show mpls static local-label（139ページ）
• show mpls static summary（141ページ）
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address family ipv4 unicast (mpls-static)
特定の IPv4ユニキャストの宛先アドレスプレフィックスおよびフォワーディングネクストホッ
プアドレスでスタティックMPLSラベルバインディングをイネーブルにするには、MPLSスタ
ティックコンフィギュレーションモードで address-family ipv4 unicastコマンドを使用します。
MPLSスタティックバインディングを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

address-family ipv4 unicast local-label label_value allocate [per-prefix ipv4_prefix_value]
forward path path_value nexthop nexthop_information interface-type interface-path-id out-label
{label_value | pop | exp-null}
no address-family ipv4 unicast

構文の説明 スタティックバインディングとフォワーディングにMPLSロー
カルラベル値を指定します。範囲は 16～ 1048575です。

local-label label_value

ローカルラベルの割り当てオプションを表示します。allocate

指定したMPLSラベルを静的にバインドする IPv4プレフィック
ス値を指定します。

per-prefix ipv4_prefix_value

スタティックMPLSラベルを使用してトラフィックに転送を設
定します。

forward

MPLS相互接続パスにパス IDを指定します。path path-value

ネクストホップ情報を指定します。IPアドレスまたはインター
フェイスのいずれかです。

nexthop nexthop_information

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラ
インヘルプ機能を使用します。

interface-type interface-id

出力パケットのスタティックバインディングにMPLSローカル
ラベル値を指定します。

out-label label_value

出力パケットからラベルを削除します。pop

出力パケットに明示的ヌルラベルを適用します。exp-null

コマンドデフォルト なし

コマンドモード MPLSスタティックコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
5.1.1
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使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-static

例

次に、IPプレフィックスにローカルラベルを指定し、LSPを定義するコマンドシーケ
ンスを示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router#configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#mpls static
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-static)#address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-static-af)#local-label 30500 allocate per-prefix
10.1.1.1/24 forward path 1 nexthop 12.2.2.2 out-label 30600
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clear mpls static local-label discrepancy
静的に割り当てられたローカルラベルと動的に割り当てられたローカルラベルとの間での不一

致を解消するには、XR EXECモードで clear mpls static local-label discrepancyコマンドを使用
します。ラベルの不一致は次の場合に発生します。

•ダイナミックラベルとのバインディングがすでにある IPプレフィックス（VRFごと）に
スタティックラベルを設定した。

•同じラベル値が別の IPプレフィックスに動的に割り当てられている場合に、スタティッ
クラベルを IPプレフィックスに設定した。

clear mpls static local-label discrepancy {label-value | all}

構文の説明 不一致を解消する必要があるラベルを表す値。label-value

すべての不一致を解消する必要があることを指定します。all

コマンドデフォルト なし

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-static

RP/0/RP0/cpu 0: router#clear mpls static local-label discrepancy all
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interface (mpls-static)
指定したインターフェイスでMPLSカプセル化をイネーブルにするには、MPLSスタティック
コンフィギュレーションモードで interfaceコマンドを使用します。指定したインターフェイ
スでMPLSカプセル化をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

interface interface-type interface-id
no interface interface-type interface-id

構文の説明 インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

interface-type

物理インターフェイスインスタンス。interface-path-id

コマンドデフォルト なし

コマンドモード MPLSスタティックコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク ID

読み取りおよび書き込みmpls-static

例

次に、HundredGigEポートでMPLSカプセル化をイネーブルにする例を示します。
RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls static
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-static)# interface HundredGigE 0/1/0/0
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show mpls static local-label
mpls staticコマンドを使用して割り当てたローカルラベルに関する情報を表示するには、XR
EXECモードで show mpls static local-labelコマンドを使用します。

show mpls static local-label {label-value | all [detail] | discrepancy [detail] | error [detail]}

構文の説明 ローカルラベル値を指定して、そのラベルのみのMPLSの静的情報を
表示します。

local-labellabel-value

すべてのローカルラベルに関するMPLSの静的情報を表示します。all

スタティックラベルとダイナミックラベル間のラベルの不一致を表示

します。

discrepancy

MPLSの静的ラベル付けエラーを表示します。error

（任意）詳細情報が表示されます。detail

コマンドデフォルト なし

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-static

次に、ラベル不一致情報を表示するコマンドシーケンスを示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router#show mpls static local-label discrepancy detail
Tue Apr 22 18:20:47.183 UTC
Label VRF Type Prefix RW Configured Status
------- --------------- ------------ ---------------- --------------- --------
16003 default Per-Prefix 1.1.1.1/32 No Discrepancy

STATUS : Label has discrepancy

次に、すべてのローカルラベルについてのMPLSの静的情報を表示するコマンドシー
ケンスを示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router#show mpls static local-label all
Tue Apr 22 18:21:41.813 UTC
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Label VRF Type Prefix RW Configured Status
------- --------------- ------------ ---------------- --------------- --------
200 default Per-Prefix 10.10.10.10/32 Yes Created
16003 default Per-Prefix 1.1.1.1/32 No Discrepancy
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show mpls static summary
MPLSの静的要約情報を表示するには、XR EXECモードで show mpls static summaryコマンド
を使用します。

show mpls static summary

構文の説明 MPLSのスタティックバインディング情報を表示します。summary

コマンドデフォルト なし

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-static

次に、show mpls static summaryコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router#show mpls static summary
Tue Apr 22 18:22:17.931 UTC

Label : Total 2 Errored 0 Discrepancies 1
VRF : Total 1 Active 1
Interface : Total 7 Enabled 1 Forward-Reference 0

LSD : CONNECTED
IM : CONNECTED
RSI : CONNECTED
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MPLSフォワーディングコマンド

CiscoNCS5500シリーズルータに適用可能なすべてのコマンドは、Cisco IOSXRリリース 6.3.2
以降に導入された Cisco NCS 540シリーズルータでもサポートされます。コマンド履歴の表に
記載されている以前のリリースへの参照は、CiscoNCS5500シリーズルータにのみ適用されま
す。

（注）

• Cisco IOS XRリリース 6.6.25以降、Cisco NCS 5500シリーズルータに適用可能なすべての
コマンドは、Cisco NCS 560シリーズルータでもサポートされます。

• Cisco IOS XRリリース 6.3.2以降、Cisco NCS 5500シリーズルータに適用可能なすべての
コマンドは、Cisco NCS 540シリーズルータでもサポートされます。

• Cisco IOS XRリリース 6.3.2より前のリリースへの参照は、Cisco NCS 5500シリーズルー
タにのみ適用されます。

• Cisco IOS XRソフトウェア リリース 7.0.1固有のアップデートは、Cisco NCS 540シリー
ズルータの次のバリエーションには適用されません。

• N540-28Z4C-SYS-A

• N540-28Z4C-SYS-D

• N540X-16Z4G8Q2C-A

• N540X-16Z4G8Q2C-D

• N540-12Z20G-SYS-A

• N540-12Z20G-SYS-D

• N540X-12Z16G-SYS-A

• N540X-12Z16G-SYS-D

（注）
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このモジュールでは、マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）転送を設定および使用
するためのコマンドについて説明します。

MPLSの概念、設定タスク、および例の詳細については、 MPLS Configuration Guide for Cisco
NCS 5500 Series RoutersMPLS Configuration Guide for Cisco NCS 540 Series RoutersMPLS Configuration
Guide for Cisco NCS 560 Series Routersを参照してください。

• clear mpls forwarding counters（145ページ）
• mpls ip-ttl-propagate（147ページ）
• mpls label range（149ページ）
• mpls label-security（151ページ）
• show mpls ea interfaces（152ページ）
• show mpls forwarding（154ページ）
• show mpls forwarding tunnels（159ページ）
• show mpls forwarding exact-route（161ページ）
• show mpls forwarding label-security interface（165ページ）
• show mpls forwarding label-security summary location（167ページ）
• show mpls forwarding labels（168ページ）
• show mpls forwarding summary（170ページ）
• show mpls interfaces（173ページ）
• show mpls label range（176ページ）
• show mpls label table（177ページ）
• show mpls lsd applications（179ページ）
• show mpls lsd clients（181ページ）
• show mpls lsd forwarding labels（183ページ）
• show mpls lsd forwarding summary（184ページ）
• show mpls traffic-eng fast-reroute database（185ページ）
• show mpls traffic-eng fast-reroute log（190ページ）
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clear mpls forwarding counters
MPLSフォワーディングカウンタをクリア（ゼロに設定）するには、XR EXECモードで clear
mpls forwarding countersコマンドを使用します。

clear mpls forwarding counters

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン すべてのMPLSフォワーディングカウンタをゼロに設定して、その後の変化を簡単に確認でき
るようにするには、clear mpls forwarding countersコマンドを使用します。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例:

これはテストです。

例 次に、すべてのカウンタをクリアする前後の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding

LLocal Outgoing Prefix Outgoing Next Hop Bytes
Label Label or ID Interface Switched
------ ----------- ------------------ ------------ --------------- ------------
10001 10002 No ID BE262 12.1.1.62 0
10003 10004 No ID BE264 12.1.1.70 0
10005 10006 No ID BE266 12.1.1.78 0
10007 10008 No ID BE268 12.1.1.86 0
10009 10010 No ID BE270 12.1.1.94 0
10011 10012 No ID BE272 12.1.1.102 0
10013 10014 No ID BE274 12.1.1.110 0
10015 10016 No ID BE276 12.1.1.118 0
10017 10018 No ID BE141 13.1.1.42 0
10022 10023 No ID BE73 17.1.1.10 0
10026 20001 No ID Te0/4/0/0/1 11.1.106.2 0
24000 Pop SR Adj (idx 1) Hu0/7/0/35 11.1.150.2 0
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24001 Pop SR Adj (idx 3) Hu0/7/0/35 11.1.150.2 0
24002 Pop SR Adj (idx 1) BE206 11.1.1.58 0
24003 Pop SR Adj (idx 3) BE206 11.1.1.58 0

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding

Local Outgoing Prefix Outgoing Next Hop Bytes
Label Label or ID Interface Switched
------ ----------- ------------------ ------------ --------------- ------------
24000 Pop TE: 65000 BE12 12.0.14.2 0
24001 Pop TE: 128 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 128 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24002 Pop TE: 3174 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 3174 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24003 Pop TE: 1443 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 1443 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24005 Pop TE: 3009 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 3009 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24006 Pop TE: 10 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 10 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24007 Pop TE: 63 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 63 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24010 Pop TE: 4848 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 4848 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24012 Pop TE: 1455 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 1455 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24013 Pop TE: 2932 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 2932 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24014 Pop TE: 2967 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 2967 tt65001 12.0.14.2 0 (!)

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear mpls forwarding counters
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mpls ip-ttl-propagate
MPLSヘッダーとの間の IP Time-To-Live（TTL）フィールドの伝播を制御する動作を設定する
には、XRコンフィギュレーションモードで mpls ip-ttl-propagateコマンドを使用します。デ
フォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls ip-ttl-propagate disable [{forwarded | local}]
no mpls ip-ttl-propagate

構文の説明 転送されるパケットとローカルパケットの両方について、MPLSヘッダーとの間
の IP TTLの伝播をディセーブルにします。

disable

（任意）転送されるパケットに限り、MPLSヘッダーとの間の IPTTLの伝播をディ
セーブルにします。これにより、 traceroute コマンドでMPLS対応ノードが構成
下のデバイスを越えて表示されることを防止します。

forwarded

（任意）ローカル生成パケットに限り、MPLSヘッダーへの IP TTLの伝播をディ
セーブルにします。これにより、tracerouteコマンドでMPLS対応ノードが構成下
のデバイスを越えて表示されることを防止します。

local

コマンドデフォルト イネーブル

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン デフォルトでは、IPパケットがMPLSドメインに入るときに IP TTLがMPLSヘッダーに伝播
されます。MPLSドメイン内では、各MPLSホップでMPLS TTLが減少します。MPLSカプセ
ル化された IPパケットがMPLSドメインの外に出ると、MPLS TTLは IPヘッダーに伝播され
ます。伝播がディセーブルになると、ラベルインポジションフェーズ中にMPLS TTLが 255
に設定され、IP TTLは変更されません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、IP TTL伝播をディセーブルにする例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls ip-ttl-propagate disable

次に、転送されるMPLSパケットの IP TTL伝播をディセーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls ip-ttl-propagate disable forwarded

次に、ローカルで生成されたMPLSパケットの IP TTL伝播をディセーブルにする例を
示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls ip-ttl-propagate disable local
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mpls label range
パケットインターフェイスで使用するために利用可能なローカルラベルのダイナミックレンジ

を設定するには、XRコンフィギュレーションモードで mpls label rangeコマンドを使用しま
す。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls label range table table-id minimum maximum
no mpls label range table table-id minimum maximum

構文の説明 特定のラベルテーブルを識別します。グローバルラベルテーブルでは table-id
が 0になっています。テーブルを指定しないと、グローバルテーブルと見なさ
れます。現在指定できるのはテーブル 0だけです。

table
table-id

ラベルスペースで許可される最小のラベルです。デフォルトは 16000です。minimum

ラベルスペースで許可される最大のラベルです。デフォルトは 1048575です。maximum

コマンドデフォルト table-id: 0

minimum: 16000

maximum: 1048575

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン mpls label rangeコマンドを設定した後、ルータを再起動して設定を適用します。

mpls label rangeコマンドで定義されたラベル範囲は、（ダイナミックラベルスイッチング
Label Distribution Protocol（LDP）、MPLSトラフィックエンジニアリングなどに）ローカルラ
ベルを割り当てるすべてのMPLSアプリケーションによって使用されます。

ラベル 0～ 15は Internet Engineering Task Force（IETF）によって予約されており（詳細につい
ては RFC 3032 referenceを参照）、mpls label rangeコマンドを使用して範囲に含めることはで
きません。

最大許容ラベルの上限は、拡張イーサネットラインカード使用時で 1000000です。

•現在の範囲外にあり、MPLSアプリケーションによって割り当てられるラベルは、解放さ
れるまで使用中のままになります。

•使用可能な最大ラベルは 144Kです。

（注）
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タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、最小 16200、最大 120000を使用して、ローカルラベル領域のサイズを設定する
例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls label range 16200 120000
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mpls label-security
インターフェイスのMPLSラベルセキュリティを設定するには、インターフェイスコンフィ
ギュレーションモードで mpls label-securityコマンドを使用します。

mpls label-security multi-label-packet [drop] rpf

構文の説明 スタックで複数のラベルを持つ着信パケットを処理します。multi-label-packet

スタックで複数のラベルを持つ着信パケットをドロップします。drop

着信パケットの RPFラベルをチェックします。rpf

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン 説明する任意のキーワードと引数によってMPLSラベルセキュリティ情報が表示されます。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

mpls-static

例 次に、MPLSラベルの RPFチェックを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)#mpls label-security rpf
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show mpls ea interfaces
インターフェイスラベルのセキュリティ情報を表示するには、XR EXECモードで show mpls
ea interfacesコマンドを使用します。

show mpls ea interface [location node-id ]

構文の説明 MPLSがイネーブルになっているインターフェイスを
表示します。

location node-id

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン 説明するキーワードと引数によってインターフェイスラベルのセキュリティ情報を表示できま

す。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

mpls-static

例 次に、show mpls ea interfacesコマンドと特定のインターフェイスおよび場所による出
力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ea interfaces location 0/1/CPU0
Interface IFH MTU Flags Type
-------------- ---------- ----- ---------- ----------
Interface IFH MTU
-------------- ---------- -----
Te0/0/0/1 0x08000040 1500
Te0/0/0/1.2 0x08001d90 1500
Te0/0/0/1.3 0x08001d98 1500
Te0/0/0/1.4 0x08001da0 1500
Te0/0/0/1.5 0x08001da8 1500
Te0/0/0/1.6 0x08001db0 1500
Te0/0/0/1.7 0x08001db8 1500
Te0/0/0/1.8 0x08001dc0 1500
Te0/0/0/1.9 0x08001dc8 1500
Te0/0/0/1.10 0x08001dd0 1500
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Te0/0/0/1.11 0x08001dd8 1500
Te0/0/0/1.12 0x08001de0 1500
Te0/0/0/1.13 0x08001de8 1500
Te0/0/0/1.14 0x08001df0 1500
Te0/0/0/1.15 0x08001df8 1500
Te0/0/0/1.16 0x08001e00 1500
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show mpls forwarding
MPLSラベル転送情報ベース（LFIB）の内容を表示するには、XR EXECモードで show mpls
forwardingコマンドを使用します。

show mpls forwarding [detail] [hardware{ingress | egress}] [interface type interface-path-id]
[location node-id ] [labels low-value [high-value] ] [prefix{network/mask | ipv4 unicast
network/mask} ] [private] [summary] [tunnels tunnel-id] [vrf vrf-name ]

構文の説明 （任意）情報をロングフォーマットで表示します（カプセル化の長

さ、メディアアクセスコントロール（MAC）の長さ、最大伝送単
位（MTU）、スイッチングされたパケット、およびラベルスタック
を含みます）。

detail

（任意）ハードウェアの場所エントリを表示します。hardware

（任意）入力 PSEから情報を読み取ります。ingress

（任意）出力 PSEから情報を読み取ります。egress

（任意）指定されたインターフェイスの情報を表示します。interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのイン

ターフェイスのリストを表示するには、show interfacesコ
マンドを使用します。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンライン
ヘルプを参照してください。

interface-path-id

（任意）エントリにローカルラベル範囲を付加します。low-valueの
範囲と、high-valueの範囲は両方とも 0 1048575です。

labels low-value
[high-value]

（任意）指定したノードのハードウェアリソースカウンタを表示し

ます。

location node-id

（任意）宛先アドレスおよび mask/prefixの長さを表示します。

networkと mask の間にスラッシュ（/）が必要です。（注）

prefix network/mask
/length

（任意）IPv4ユニキャストアドレスを表示します。ipv4 unicast

（任意）プライベート情報を表示します。private

（任意）概要情報を表示します。summary
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（任意）指定したラベルスイッチパス（LSP）トンネルに指定した
エントリ、またはすべての LSPトンネルエントリを表示します。

tunnels tunnel-id

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）のエントリを表示します。vrf vrf-name

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 説明する省略可能なキーワードおよび引数を使用すると、MPLS転送テーブル全体のサブセッ
トを指定できます。

このルータは、vrfラベルのラベルアカウンティングをサポートしていません。代わりに、IGP
および LDPラベルのアカウンティングをサポートします。その結果、show mpls forwarding
vrfコマンドのバイトスイッチドカウンタは 0です。

（注）

show mpls forwarding detailコマンドを locationキーワードを使用して（たとえば、アドレス
0/1/cpu0）実行すると、このノードで使用可能な転送情報が表示されます。このノードが、表
示されるインターフェイスをホストする場合、FIBは設定されたMTUを表示します。それ以
外の場合は、デフォルト値の 1500を表示します。これは、Cisco IOS XRソフトウェアでは、
インターフェイス情報はインターフェイスをホストするノードでだけ利用できるためです。バ

ンドルインターフェイスでは、バンドルメンバのリンクを持つラインカードで情報が使用で

きることに注意してください。位置が指定されていない場合、FIBは、インターフェイスが作
成されたノードからのデータを表示します。物理インターフェイスの場合、locationキーワー
ド値は実際のアドレスと一致します。したがって、FIBは正しい情報を表示します。これはバ
ンドルの場合は異なります。バンドルはRP上で作成されますが、LCにあるため、デフォルト
値が表示されます。これは、隣接などのインターフェイスごとのデータにも適用されます。

（注）

node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力します。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static
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例 次に、locationキーワードと特定の IDノードを使用した show mpls forwardingコマン
ドによる出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding location 0/6/CPU0
Local Outgoing Prefix Outgoing Next Hop Bytes
Label Label or ID Interface Switched
------ ----------- ------------------ ------------ --------------- ------------
24000 Pop TE: 65000 BE12 12.0.14.2 0
24001 Pop TE: 128 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 128 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24002 Pop TE: 3174 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 3174 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24003 Pop TE: 1443 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 1443 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24005 Pop TE: 3009 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 3009 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24006 Pop TE: 10 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 10 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24007 Pop TE: 63 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 63 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24010 Pop TE: 4848 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 4848 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24012 Pop TE: 1455 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 1455 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24013 Pop TE: 2932 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 2932 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24014 Pop TE: 2967 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 2967 tt65001 12.0.14.2 0 (!)

次の出力例は、LSPトンネルの詳細情報を示しています。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding prefix 32.0.143.0/24 detail

Local Outgoing Prefix Outgoing Next Hop Bytes
Label Label or ID Interface Switched
------ ----------- ------------------ ------------ --------------- ------------
25156 24715 32.0.143.0/24 BE1 11.1.1.1 0

Updated: Feb 1 11:30:20.150
Version: 84285, Priority: 3
Label Stack (Top -> Bottom): { 24715 }
NHID: 0x0, Encap-ID: 0xe3a, Path idx: 0, Backup path idx: 0, Weight: 0
MAC/Encaps: 14/18, MTU: 1500
Packets Switched: 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 17 : show mpls forwardingのフィールドの説明

説明フィールド

このルータによって割り当てられたラベル。Local Label
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説明フィールド

ネクストホップまたはダウンストリームピアによって割り当てられた

ラベル。このカラムに表示されるエントリには次のようなものがありま

す。

Unlabeled

ネクストホップからの宛先にラベルがないか、発信インターフェイ

スでラベルスイッチングがイネーブルになっていません。

Pop Label

ネクストホップが宛先に対して implicit-nullラベルをアドバタイズ
しました。

Outgoing Label

このラベルが付いたパケットの宛先となるアドレスまたはトンネル。Prefix or Tunnel ID

このラベルが付いたパケットの送信に使用されるインターフェイス。Outgoing Interface

出ラベルを割り当てたネイバーの IPアドレス。Next Hop

この入ラベルでスイッチされたバイト数。Bytes Switched

Timeout：転送時にエントリがタイムアウトになっている場合に「*」で
示されます。

TO

レイヤ 2ヘッダーのバイト長、およびパケットカプセル化のバイト長
（レイヤ 2ヘッダーおよびラベルヘッダーを含む）。

Mac/Encaps

ラベル付きパケットのMTU5MTU

転送済みパケットのすべての出ラベル。Label Stack

入ラベルでスイッチされたパケット数。Packets Switched

ラベルスイッチング LFIB転送エントリの数。6Label switching

IPv4ラベルインポジション転送エントリ（入力 LSRでインストール済
み）の数。

IPv4 label imposition

MPLS TEトンネルヘッド上の転送エントリ（入力 LSRでインストール
済み）の数。

MPLSTE tunnel head

MPLS-TE高速再ルーティングの転送エントリ（PLRでインストール済
み）の数。

MPLSTE fast-reroute

BCDLメカニズムを使用した LSD（RP/DRP）から LFIB/MPLS
（RP/DRP/LC）への転送更新。更新の合計数およびBCDLメッセージの
合計数を示しています。

Forwarding updates
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説明フィールド

使用中のローカルラベル（LFIBでインストール済み）。通常は（アプ
リケーションによって割り当てられた）使用中の最低および最高のラベ

ルが示されます。さらに、explicit-nullv4や explicit-nullv6のような予約
済みのラベルがフォワーディングプレーンにインストールされます。ラ

ベル範囲は 0～ 15です。

Labels in use

5 MTU =最大伝送ユニット
6 LFIB =ラベル転送情報ベース
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show mpls forwarding tunnels
MPLS転送トンネルの内容を表示するには、XR EXECモードで show mpls forwarding tunnel
コマンドを使用します。

show mpls forwarding tunnels [detail][tunnels tunnel-id] [vrf vrf-name ]

構文の説明 （任意）情報をロングフォーマットで表示します（カプセル化の長さ、メ

ディアアクセスコントロール（MAC）の長さ、最大伝送単位（MTU）、
スイッチングされたパケット、およびラベルスタックを含みます）。

detail

（任意）指定したラベルスイッチパス（LSP）トンネルに指定したエント
リ、またはすべての LSPトンネルエントリを表示します。

tunnels tunnel-id

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）のエントリを表示します。vrf vrf-name

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 説明する省略可能なキーワードおよび引数を使用すると、MPLS転送テーブル全体のサブセッ
トを指定できます。このルータは、vrfラベルのラベルアカウンティングをサポートしていま
せん。代わりに、IGPおよび LDPラベルのアカウンティングをサポートします。その結果、
show mpls forwarding vrfコマンドのバイトスイッチドカウンタは 0です。

locationキーワードを使用して show mpls forwarding tunnels detailコマンドを実行する場合、（注）

node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力します。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例 次に、locationキーワードと特定の IDノードを使用した show mpls forwarding tunnels
コマンドによる出力例を示します。
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show mpls forwarding tunnels

RP/0/RSP0/CPU0:PE1#sh mpls forwarding tunnels 1999 detail
Thu Jul 23 22:56:09.726 PDT
Tunnel Outgoing Outgoing Next Hop Bytes
Name Label Interface Switched
------------- ----------- ------------ --------------- ------------
tt1999 50045 BE10 point2point 0

Updated: Jul 23 20:04:57.416
Version: 82681, Priority: 2
Label Stack (Top -> Bottom): { 50045 }
Local Label: 27972
NHID: 0x0, Path idx: 0, Backup path idx: 0, Weight: 0
MAC/Encaps: 14/18, MTU: 1500
Packets Switched: 0

Interface Handle: 0x0801f4a0, Local Label: 27972
Forwarding Class: 0, Weight: 0
Packets/Bytes Switched: 7045837/7116295370

RP/0/RSP0/CPU0:PE1#sh mpls forwarding tunnels 1999 detail location 0/0/CPU0
Thu Jul 23 22:56:14.526 PDT
Tunnel Outgoing Outgoing Next Hop Bytes
Name Label Interface Switched
------------- ----------- ------------ --------------- ------------
tt1999 50045 BE10 point2point 0

Updated: Jul 23 20:04:57.640
Version: 82681, Priority: 2
Label Stack (Top -> Bottom): { 50045 }
Local Label: 27972
NHID: 0x0, Path idx: 0, Backup path idx: 0, Weight: 0
MAC/Encaps: 14/18, MTU: 1500
Packets Switched: 0

Interface Handle: 0x0801f4a0, Local Label: 27972
Forwarding Class: 0, Weight: 0
Packets/Bytes Switched: 7045837/7116295370

RP/0/RSP0/CPU0:PE1#sh mpls forwarding tunnels 1999
Thu Jul 23 22:56:19.717 PDT
Tunnel Outgoing Outgoing Next Hop Bytes
Name Label Interface Switched
------------- ----------- ------------ --------------- ------------
tt1999 50045 BE10 point2point 0
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show mpls forwarding exact-route
送信元と宛先のアドレスペアの正確なパスを表示するには、XR EXECモードで show mpls
forwarding exact-routeコマンドを使用します。

show mpls forwarding exact-route label label-number {bottom-label value | ipv4 source-address
destination-address | ipv6source-addressdestination-address} [detail] [protocol protocol source-port
source-port destination-port destination-port ingress-interface type interface-path-id] [location
node-id ] [policy-class value] [hardware {ingress | egress}]

構文の説明 ラベル番号を表示します。範囲は 0～ 1048575です。label label-number

下部ラベルの値を表示します。範囲は 0～ 1048575です。bottom-label value

IPv4ペイロードの正確なパスを表示します。x.x.x.xフォーマッ
トの IPv4送信元アドレス。x.x.x.xフォーマットの IPv4宛先アド
レス。

ipv4 source-address
destination-address

IPv6ペイロードの正確なパスを表示します。x:x::xフォーマット
の IPv6送信元アドレス。x:x::xフォーマットの IPv6宛先アドレ
ス。

ipv6 source-address
destination-address

（任意）詳細情報を表示します。detail

（任意）指定したルートのプロトコルを表示します。protocol protocol

UDP送信元ポートを設定します。範囲は 0～ 65535です。source-port source-port

UDP宛先ポートを設定します。範囲は 0～ 65535です。destination-port
destination-port

入力インターフェイスを設定します。ingress-interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラ
インヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのイ

ンターフェイスのリストを表示するには、show
interfacesコマンドを使用します。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラ
インヘルプを参照してください。

interface-path-id

（任意）指定したノードのハードウェアリソースカウンタを表

示します。

location node-id
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（任意）トラフィックを特定のTEトンネルに転送するようにポ
リシーベースのトンネル選択（PBTS）を表示します。policy-class
属性はこのポリシーに正しいトラフィッククラスをマップしま

す。policy-classの値の範囲は 1～ 7です。

policy-class value

（任意）ハードウェアの場所エントリを表示します。hardware

（任意）入力 PSEから情報を読み取ります。ingress

（任意）出力 PSEから情報を読み取ります。egress

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン show mpls forwarding exact-routeコマンドは長い形式で情報を表示し、次の情報が含まれてい
ます。

•カプセル化の長さ
•メディアアクセスコントロール（MAC）ストリングの長さ
•最大伝送ユニット（MTU）
•パケットスイッチング情報
•ラベルスタック情報

• GRE MPLSパケットに対して show mpls forwarding exact-routeコマンドを使用すると、間
違った出力場所が表示されます。

• GRE MPLSパケットに対して show mpls forwarding exact-routeコマンドを使用すると、間
違った出力場所が表示されます。

（注）

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例 次に、show mpls forwarding exact-routeコマンドの出力例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding exact-route label 24075 ipv4 11.255.255.1
12.0.14.1 protocol tcp sou$

Local Outgoing Prefix Outgoing Next Hop Bytes
Label Label or ID Interface Switched
------ ----------- ------------------ ------------ --------------- ------------
24075 Pop TE: 4131 BE12 12.0.14.2 N/A

Via: BE12, Next Hop: 12.0.14.2
Label Stack (Top -> Bottom): { Imp-Null }
NHID: 0x0, Encap-ID: 0xab8, Path idx: 0, Backup path idx: 0, Weight: 0
MAC/Encaps: 14/14, MTU: 1500

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 18 : show mpls forwarding exact-routeフィールドの説明

説明フィールド

このルータによって割り当てられたラベル。Local Label

ネクストホップまたはダウンストリームピアによって割り当てられた

ラベル。このカラムに表示されるエントリには次のようなものがありま

す。

Unlabeled

ネクストホップからの宛先にラベルがないか、発信インターフェイ

スでラベルスイッチングがイネーブルになっていません。

Pop Label

ネクストホップが宛先に対して implicit-nullラベルをアドバタイズ
しました。

Outgoing Label

このラベルが付いたパケットの宛先となるアドレスまたはトンネル。Prefix or Tunnel ID

このラベルが付いたパケットの送信に使用されるインターフェイス。Outgoing Interface

出ラベルを割り当てたネイバーの IPアドレス。Next Hop

この入ラベルでスイッチされたバイト数。Bytes Switched

Timeout：転送時にエントリがタイムアウトになっている場合に「*」で
示されます。

TO

レイヤ 2ヘッダーのバイト長、およびパケットカプセル化のバイト長
（レイヤ 2ヘッダーおよびラベルヘッダーを含む）。

MAC/Encaps

ラベル付きパケットのMTU7MTU

転送済みパケットのすべての出ラベル。Label Stack

入ラベルでスイッチされたパケット数。Packets Switched
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説明フィールド

ラベルスイッチング LFIB転送エントリの数。8Label switching

IPv4ラベルインポジション転送エントリ（入力 LSRでインストール済
み）の数。

IPv4 label imposition

MPLS TEトンネルヘッド上の転送エントリ（入力 LSRでインストール
済み）の数。

MPLSTE tunnel head

MPLS-TE高速再ルーティングの転送エントリ（PLRでインストール済
み）の数。

MPLSTE fast-reroute

BCDLメカニズムを使用した LSD（RP/DRP）から LFIB/MPLS
（RP/DRP/LC）への転送更新。更新の合計数およびBCDLメッセージの
合計数を示しています。

Forwarding updates

使用中のローカルラベル（LFIBでインストール済み）。通常は（アプ
リケーションによって割り当てられた）使用中の最低および最高のラベ

ルが示されます。さらに、explicit-nullv4や explicit-nullv6のような予約
済みのラベルがフォワーディングプレーンにインストールされます。ラ

ベル範囲は 0～ 15です。

Labels in use

7 MTU =最大伝送ユニット
8 LFIB =ラベル転送情報ベース
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show mpls forwarding label-security interface
MPLSラベルインターフェイスのセキュリティ情報の内容を表示するには、XR EXECモード
で show mpls forwarding label-security interface コマンドを使用します。

show mpls forwarding label-security[interface type interface-path-id] [location node-id ]

構文の説明 （任意）指定されたインターフェイスの情報を表示し

ます。

interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符

（?）オンラインヘルプ機能を使用します。
type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるす

べてのインターフェイスのリストを表示する

には、show interfacesコマンドを使用しま
す。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用し
てオンラインヘルプを参照してください。

interface-path-id

（任意）指定したノードのハードウェアリソースカ

ウンタを表示します。

location node-id

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン 説明する任意のキーワードと引数によってMPLSラベルセキュリティ情報が表示されます。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

mpls-static

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
165

MPLSフォワーディングコマンド
show mpls forwarding label-security interface



例 次に、show mpls forwarding label-security interfaceコマンドと特定のインターフェイ
スおよび場所による出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding label-security interface HundredGigE location
0/1/CPU0
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show mpls forwarding label-security summary location
MPLSラベルセキュリティ情報の要約を表示するには、XREXECモードで showmpls forwarding
label-security summary locationコマンドを使用します。

show mpls forwarding label-security summary location node-id

構文の説明 指定されたノードのラベルセキュリティ情報を

表示します。

location node-id

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン 説明する任意のキーワードと引数によってMPLSラベルセキュリティ情報が表示されます。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

mpls-static

例 次に、show mpls forwarding label-security summary locationコマンドと特定の場所に
よる出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding label-security summary location 0/1/CPU0
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show mpls forwarding labels
MPLSラベル情報の内容を表示するには、XR EXECモードで show mpls forwarding labels コ
マンドを使用します。

show mpls forwarding [labels low-value high-value ][detail] [rpf]

構文の説明 （任意）エントリにローカル

ラベル範囲を付加します。

low-value範囲は 0で、
high-valueの範囲は 0 1048575
です。

labels low-value high-value

detail

（任意）ラベルの RPF情報を
表示します。

これは将来の

Cisco IOS XRソフト
ウェアのリリースで

サポートされる予定

です。

（注）

rpf

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン 説明する任意のキーワードと引数で、MPLSラベルのセキュリティおよびRPF情報を表示でき
ます。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

mpls-static
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例 次に、show mpls forwarding labelsコマンドで rpfを指定した場合の出力例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding labels rpf
Forwarding entries:

Label switching: 0, protected: 0
MPLS TE tunnel head: 0, protected: 0
MPLS TE midpoint: 0, protected: 0
MPLS TE internal: 0, protected: 0
MPLS P2MP TE tunnel head: 0
MPLS P2MP TE tunnel midpoint/tail: 0
MPLS P2MP MLDP tunnel head: 0
MPLS P2MP MLDP tunnel midpoint/tail: 0

Forwarding updates:
messages: 2

p2p updates: 4
Labels in use:

Reserved: 4
Lowest: 0
Highest: 13
Deleted stale label entries: 0

Pkts dropped: 0
Pkts fragmented: 0
Failed lookups: 0
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show mpls forwarding summary
MPLSラベルテーブルの要約を表示するには、XREXECモードで showmpls forwardingsummary
コマンドを使用します。

show mpls forwarding summary [debug] [location node-id ] no-counters private

構文の説明 （任意）内部デバッグ情報をコマンド出力に表示します。debug

（任意）MPLSがイネーブルになっているインターフェイスを表示します。location node-id

（任意）カウンタの表示をスキップします。no-counters

（任意）プライベート情報を表示します。private

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 説明する任意のキーワードと引数によってMPLSラベルセキュリティ情報が表示されます。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

mpls-static

例 次に、show mpls forwarding summaryコマンドで debugキーワードを指定した場合の
出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding summary debug
Forwarding entries:

Label switching: 0, protected: 0
MPLS TE tunnel head: 0, protected: 0
MPLS TE midpoint: 0, protected: 0
MPLS TE internal: 0, protected: 0
MPLS P2MP TE tunnel head: 0
MPLS P2MP TE tunnel midpoint/tail: 0
MPLS P2MP MLDP tunnel head: 0
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MPLS P2MP MLDP tunnel midpoint/tail: 0
Forwarding updates:

messages: 2
p2p updates: 4

Labels in use:
Reserved: 4
Lowest: 0
Highest: 13
Deleted stale label entries: 0

Pkts dropped: 0
Pkts fragmented: 0
Failed lookups: 0

次に、locationキーワードと特定の場所を使用した show mpls forwarding summaryコ
マンドによる出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding summary location 0/1/CPU0
Forwarding entries:

Label switching: 0, protected: 0
MPLS TE tunnel head: 0, protected: 0
MPLS TE midpoint: 0, protected: 0
MPLS TE internal: 0, protected: 0
MPLS P2MP TE tunnel head: 0
MPLS P2MP TE tunnel midpoint/tail: 0
MPLS P2MP MLDP tunnel head: 0
MPLS P2MP MLDP tunnel midpoint/tail: 0

Forwarding updates:
messages: 2

p2p updates: 4
Labels in use:

Reserved: 4
Lowest: 0
Highest: 13
Deleted stale label entries: 0

Pkts dropped: 0
Pkts fragmented: 0
Failed lookups: 0

次に、show mpls forwarding summaryコマンドで no-countersを指定した場合の出力
例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding summary no-counters
Forwarding entries:

Label switching: 0, protected: 0
MPLS TE tunnel head: 0, protected: 0
MPLS TE midpoint: 0, protected: 0
MPLS TE internal: 0, protected: 0
MPLS P2MP TE tunnel head: 0
MPLS P2MP TE tunnel midpoint/tail: 0
MPLS P2MP MLDP tunnel head: 0
MPLS P2MP MLDP tunnel midpoint/tail: 0

Forwarding updates:
messages: 2

p2p updates: 4
Labels in use:

Reserved: 4
Lowest: 0
Highest: 13
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Deleted stale label entries: 0

次に、show mpls forwarding summaryコマンドで privateを指定した場合の出力例を
示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding summary private
Forwarding entries:

Label switching: 0, protected: 0
MPLS TE tunnel head: 0, protected: 0
MPLS TE midpoint: 0, protected: 0
MPLS TE internal: 0, protected: 0
MPLS P2MP TE tunnel head: 0
MPLS P2MP TE tunnel midpoint/tail: 0
MPLS P2MP MLDP tunnel head: 0
MPLS P2MP MLDP tunnel midpoint/tail: 0

Forwarding updates:
messages: 2

p2p updates: 4
Labels in use:

Reserved: 4
Lowest: 0
Highest: 13
Deleted stale label entries: 0

Path count:
Unicast: 0

Pkts dropped: 0
Pkts fragmented: 0
Failed lookups: 0
fwd-flags: 0x5, ttl-expire-pop-cnt: 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 19 : show mpls forwarding summary Field Descriptions

説明フィールド

ラベルスイッチングラベル転送情報ベース（LFIB）の転送エントリの
数。

ラベルスイッチング

MPLS TEトンネルヘッド上の転送エントリ（入力 LSRでインストール
済み）の数。

MPLS TE tunnel head

BCDLメカニズムを使用した LSD（RP/DRP）から LFIB/MPLS
（RP/DRP/LC）への転送更新。更新の合計数および BCDLメッセージ
の合計数を示しています。

Forwarding updates

使用中のローカルラベル（LFIBでインストール済み）。通常は（アプ
リケーションによって割り当てられた）使用中の最低および最高のラベ

ルが示されます。さらに、explicit-nullv4や explicit-nullv6のような予約
済みのラベルがフォワーディングプレーンにインストールされます。

ラベル範囲は 0～ 15です。

Labels in use
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show mpls interfaces
MPLSに設定した 1つ以上のインターフェイスに関する情報を表示するには、XR EXECモー
ドで show mpls interfacesコマンドを使用します。

show mpls interfaces [type interface-path-id] [location node-id ] [detail]

構文の説明 （任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

（任意）指定したノードのハードウェアリソースカウンタを表示します。location node-id

（任意）指定したノードの詳細情報を表示します。detail

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、特定のインターフェイスまたはMPLSの設定に使用されるすべて
のインターフェイスについてのMPLS情報が表示されます。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例 次に、show mpls interfacesコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls interfaces
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Interface LDP Tunnel Static Enabled
-------------------------- -------- --------

-------- --------
HundredGigE0/2/0/0 No No No Yes

HundredGigE0/2/0/3 No No No
Yes

HundredGigE0/2/0/10 No No No Yes
TenGigE0/2/0/2/3 No No No

Yes
TenGigE0/2/0/2/2 No No No Yes

TenGigE0/2/0/2/1 No No No
Yes

TenGigE0/2/0/2/0 Yes No No Yes
TenGigE0/4/0/0/0 No No No

Yes
TenGigE0/4/0/16/0 No No No Yes

TenGigE0/4/0/12/3 No No No
Yes

TenGigE0/4/0/12/2 No No No Yes
TenGigE0/4/0/12/1 No No No

Yes
TenGigE0/4/0/12/0 Yes No Yes Yes

TenGigE0/4/0/0/3 No No No
Yes

TenGigE0/4/0/0/2 No No No Yes
TenGigE0/4/0/0/1 Yes No Yes

Yes
HundredGigE0/7/0/29 No No No Yes

HundredGigE0/7/0/35 No No No
Yes

Bundle-Ether1 Yes No No Yes
Bundle-Ether2 No No No

Yes
Bundle-Ether3 No No No Yes

Bundle-Ether4 No No No
Yes

Bundle-Ether5 No No No Yes
Bundle-Ether6 Yes No No

Yes
Bundle-Ether7 No No No Yes

Bundle-Ether8 Yes No No
Yes

この表に、表示例の重要なフィールドを示します。

表 20 : show mpls interfacesコマンドフィールドの説明

説明フィール

ド

LDPラベルの状態。LDP

LSPトンネルラベルの状態。Tunnel

ラベル付きパケットのMTU9MTU

このインターフェイスにインストールされているカプセル化スイッチングチェー

ン。

Caps
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説明フィール

ド

MPLSスイッチングカプセル化およびスイッチングチェーンがインストールされ
ていて、MPLSトラフィックを切り替える準備ができています。

M

9 MTU =最大伝送ユニット
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show mpls label range
パケットインターフェイスで使用するために利用可能なローカルラベルの範囲を表示するに

は、XR EXECモードで show mpls label rangeコマンドを使用します。

show mpls label range

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン show mpls label rangeコマンドを使用して、デフォルトの範囲とは異なるローカルラベルの範
囲を設定できます。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例 次に、show mpls label rangeコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls label range

Range for dynamic labels: Min/Max: 16000/144000

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 21 : show mpls label rangeコマンドフィールドの説明

説明フィールド

ローカルラベルで許容される最小および最大の範囲（デフォルトの

範囲とは異なります）。

Range for dynamic labels
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show mpls label table
MPLSラベルテーブルに含まれているローカルラベルを表示するには、XREXECモードで show
mpls label tableコマンドを使用します。

show mpls label table table-index [application application] [label label-value] [summary] [detail]

構文の説明 表示するラベルテーブルのインデックス。グローバルラベルテーブ

ルは 0です。現在指定できるのはテーブル 0だけです。
table-index

（任意）選択されたアプリケーションが所有するすべてのラベルを表

示します。オプションは、bgp-ipv4、bgp-spkr、bgp-vpn-ipv4、
internal、ldp、none、l2vpn、static、te-control、te-link、および test
です。

application application

（任意）ラベルの値に基づいて選択したラベルを表示します。範囲は

0～ 1048575です。
label label-value

（任意）ローカルラベルのサマリーを表示します。summary

（任意）MPLSラベルテーブルの詳細情報を表示します。detail

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン ラベル 16～ 15999はスタティックレイヤ 2 VPN疑似配線用に予約されています。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例 次に、show mpls label tableコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls label table 0
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Table Label Owner State Rewrite
----- ------- ---------- ------ -------
0 0 LSD InUse Yes
0 1 LSD InUse Yes
0 2 LSD InUse Yes
0 3 LSD InUse Yes
0 16 TE-Link InUse Yes

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 22 : show mpls label tableコマンドフィールドの説明

説明フィール

ド

テーブル ID。Table

ラベルインデックス。Label

ラベルを割り当てたアプリケーション。「InUse」状態と表示されるラベルにはす
べて所有者がいます。

Owner

InUse

アプリケーションによってラベルが割り当てられ、使用されています。

Alloc

アプリケーションによってラベルが割り当てられていますが、まだ使用中で

はありません。

Pend

ラベルを使用していたアプリケーションが予期せず終了しましたが、そのア

プリケーションによってラベルがまだ再利用されていません。

Pend-S

ラベルはアプリケーションによって使用されていましたが、MPLS LSD（ラ
ベルスイッチングデータベース）サーバが再起動した直後であるため、アプ

リケーションがラベルを再要求していません。

State

開始された書き換えの数。Rewrite
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show mpls lsd applications
MPLSラベルスイッチングデータベース（LSD）サーバに登録されているMPLSアプリケー
ションを表示するには、XREXECモードで show mpls lsd applicationsコマンドを使用します。

show mpls lsd applications [application application]

構文の説明 （任意）選択されたアプリケーションが所有するすべてのラベルを表

示します。オプションは、bgp-ipv4、bgp-spkr、、internal、ldp、
none、、static、te-control、te-link、および testです。

application application

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン MPLSアプリケーションには、トラフィックエンジニアリング（TE）制御、TEリンク管理、
およびLabelDistribution Protocol（LDP）などが含まれます。アプリケーションの機能を正常に
動作させるには、アプリケーションをMPLSLSDに登録する必要があります。すべてのアプリ
ケーションがクライアントですが（ show mpls lsd clients（181ページ）を参照）、すべてのク
ライアントがアプリケーションとは限りません。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例 次に、show mpls lsd applicationsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls lsd applications

Type State RecoveryTime Node
------------ -------- ------------ ------------
LDP Active 300 0/0/CPU0
TE-Control Active 100 0/0/CPU0
TE-Link Active 600 0/0/CPU0
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 23 : show mpls lsd applicationsコマンドのフィールドの説明

説明フィールド

LSDアプリケーションのタイプ。タイプ

（Type）

Active

アプリケーションがMPLS LSDに登録されており、正常に機能していま
す。

Recover

アプリケーションがMPLS LSDに登録されており、再起動後に回復中で
す。この状態では、RecoveryTime値によってアプリケーションがアク
ティブになるまでに、あと何秒残っているかが示されます。

Zombie

予期しない終了の後にアプリケーションが再登録されていません。この

場合、RecoveryTime値によってMPLSLSDがアプリケーションを破棄す
るまでに、あと何秒残っているかが示されます。

State

MPLS LSDがアプリケーションを破棄または再開するまでの残りの秒数。RecoveryTime

標準の rack/slot/module表記で表されたノード。Node
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show mpls lsd clients
MPLSラベルスイッチングデータベース（LSD）サーバに接続されているMPLSクライアン
トを表示するには、XR EXECモードで show mpls lsd clientsコマンドを使用します。

show mpls lsd clients

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン MPLSクライアントには、トラフィック処理（TE）制御、TEリンク管理、ラベル配布プロト
コル（LDP）、およびBulk Content Downloader（BCDL）Agentが含まれます。すべてのクライ
アントがアプリケーションとは限りませんが（show mpls lsd applicationsコマンドを参照）、
すべてのアプリケーションがクライアントです。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例 次に、show mpls lsd clientsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls lsd clients

Id Services Node
-- -------------------- ------------
0 BA(p=none) 0/0/CPU0
1 A(TE-Link) 0/0/CPU0
2 A(LDP) 0/0/CPU0
3 A(TE-Control) 0/0/CPU0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 24 : show mpls lsd clientsコマンドのフィールドの説明

説明フィール

ド

クライアント ID番号。Id

A（xxx）はこのクライアントがアプリケーションであることを表します（xxxは
アプリケーション名です）。BA（yyy）はこのクライアントが BCDL Agentであ
ることを表します（yyyは専門データです）。システムの状態によって、BCDL
Agentクライアントが複数存在することもあります（これは通常のことです）。

Services

標準の rack/slot/module表記で表されたノード。ノード
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show mpls lsd forwarding labels
LSDラベルの RPF情報を表示するには、XR EXECモードで show mpls lsd forwarding labels
コマンドを使用します。

show mpls lsd forwarding [labels low-value high-value ] [location node-id ]

構文の説明 （任意）エントリにローカルラベル範

囲を付加します。low-valueの範囲と、
high-valueの範囲は両方とも 0 1048575
です。

labels low-value high-value

指定されたノードのハードウェアリ

ソースカウンタを表示します。

location node-id

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 説明する任意のキーワードと引数によってMPLSラベルセキュリティ情報が表示されます。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

mpls-static

例 次に、show mpls lsd forwarding labelsコマンドと特定の場所による出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls lsd forwarding labels 1 13 detail location 0/1/CPU0

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
183

MPLSフォワーディングコマンド
show mpls lsd forwarding labels



show mpls lsd forwarding summary
LSDラベルのRPF情報を表示するには、XREXECモードで show mpls lsd forwarding summary
コマンドを使用します。

show mpls lsd forwarding summary [location node-id ]

構文の説明 指定されたノードのハードウェアリソースカウ

ンタを表示します。

location node-id

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン 説明する任意のキーワードと引数によってインターフェイスラベルのセキュリティ情報を表示

できます。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

mpls-static

例 次に、show mpls lsd forwarding summaryコマンドと特定の場所による出力例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls lsd forwarding summary location 0/1/CPU0
Interface IFH MTU Flags Type
-------------- ---------- ----- ---------- ----------
FI0/1/CPU0 0x02000080 8000 0x01000000 0x0000001b
tt1 0x08000320 1500 0x01000000 0x00000024
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show mpls traffic-eng fast-reroute database
Fast Reroute（FRR）データベースの内容を表示するには、XR EXECモードで show mpls
traffic-eng fast-reroute databaseコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng fast-reroute database [ip-address ] [ip-address /length] [afi-all { safi-all |
unicast}{ip-address ip-address/length}] [backup-interface] [tunnel tunnel -id] [unresolved]
[interface type interface-path-id] [ipv4 { safi-all | unicast}{ip-address ip-address/length}] [labels
low-number high-number] [state {active | complete | partial | ready}] [role {head | midpoint}]
[summary] [location node-id ]

構文の説明 （任意）宛先ネットワークの IPアドレス。ip-address

（任意）IPアドレスの、サブネットアドレスに使用されている部分を示す
ビットの組み合わせ。

ip-address/length

（任意）指定したすべてのアドレスファミリ IDのデータを戻します。afi-all

（任意）すべてのサブアドレスファミリ IDのデータを戻します。safi-all

（任意）ユニキャストデータだけを戻します。unicast

（任意）指定したバックアップインターフェイスを持つエントリを表示し

ます。

backup-interface

（任意）このラベルが付いたパケットの宛先となるトンネルおよびトンネ

ル ID。summaryサブオプションが利用可能です。

tunnel tunnel-id

（任意）バックアップインターフェイスが完全に解決されていないエント

リを表示します。

unresolved

（任意）このプライマリ発信インターフェイスを持つエントリを表示しま

す。summaryキーワードが利用可能です。

interface

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

（任意）IPv4データだけを表示します。ipv4

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
185

MPLSフォワーディングコマンド
show mpls traffic-eng fast-reroute database



（任意）このルータによって割り当てられた内部ラベルを持つデータベー

スエントリを表示します（ローカルラベル）。開始値または値の範囲を指

定します。stateサブオプションが利用可能です。

labels

（任意）エントリの状態に応じてデータベースをフィルタリングします。

active

FRR書き換えが転送アクティブデータベースに存在します（ここでは
FRR書き換えを適切な着信パケットに配置できます）。

complete

FRR書き換えが作成され、準備が完了しているかアクティブになって
います。

partial

FRR書き換えは完成していますが、バックアップルーティング情報が
未完成です。

ready

FRR書き換えは作成されていますが、転送アクティブ状態になってい
ません。

state

（任意）トンネルheadまたはトンネルmidpointと関連付けられているエン
トリを表示します。summaryサブオプションが利用可能です。

role

（任意）FRRデータベースのサマリー情報を表示します。summary

（任意）指定したノードのハードウェアリソースカウンタを表示します。location node-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng fast-reroute databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng fast-reroute database
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Status Count
---------- ----------
Active 0
Ready 10000
Partial 0
IGP 0

Prefixフィールドは、このラベルを持つパケットの先頭に付加される IPアドレスを示
します。

（注）

次の出力例は、backup-interfaceキーワードを使用した FRRデータベースのフィルタ
リングを示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng fast database backup-interface

LSP midpoint FRR information:
LSP Identifier Out Intf/ FRR Intf/ Status

Label Label
----------------------------- ---------------- ---------------- -------
10.10.10.10 1006 [54] Gi0/6/5/2:Pop tt1060:Pop Ready

次の出力例は、プライマリ発信インターフェイスによってフィルタリングされる FRR
データベースを表示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng fast-reroute database interface bundle-ether
12

LSP midpoint FRR information:
LSP Identifier Local Out Intf/ FRR Intf/ Status

Label Label Label
----------------------------- ------ ---------------- ---------------- -------
11.255.255.1 128 [145] 24001 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 3174 [112] 24002 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 1443 [121] 24003 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 3009 [121] 24005 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 10 [157] 24006 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 63 [147] 24007 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 4848 [120] 24010 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 292 [144] 24011 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 1455 [131] 24012 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 2932 [116] 24013 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 2967 [146] 24014 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 6 [167] 24016 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 98 [159] 24017 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 2985 [131] 24018 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 334 [132] 24019 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 160 [140] 24020 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 4935 [123] 24021 BE12:Pop tt65001:Pop Ready

次の出力例は、ヘッドとしての役割を持つ FRRデータベースのサマリーを表示しま
す。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng fast-reroute database role head summary

Status Count
---------- ----------
Active 0
Ready 3
Partial 0

次の出力例は、ミッドポイントとしての役割を持つFRRデータベースのサマリー情報
を表示します。

RP/0/RP0/cpu 0: routerr# show mpls traffic-eng fast-reroute database role midpoint summary

Status Count
------- -----
Active 0
Ready 2
Partial 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 25 : show mpls traffic-eng fast-reroute databaseコマンドフィールドの説明

説明フィールド

トンネルインターフェイスの

省略名。

トンネル
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説明フィールド

Out interface

トラフィックが保護された

リンクに移動するときに使

用される物理インターフェ

イスの短い名前。

Out label

トンネルヘッドでは、こ

れはトンネルの宛先デバイ

スがアドバタイズするラベ

ルです。値「Unlabeled」
はこのようなラベルがアド

バタイズされていないこと

を示します。

トンネルミッドポイント

では、これはネクスト

ホップデバイスによって

選択されたラベルです。値

「Pop Label」はネクスト
ホップがトンネルの最終

ホップであることを示しま

す。

Out intf/label

Fast reroute interface

バックアップトンネルの

インターフェイス。

Fast reroute label

トンネルヘッドでは、宛

先ネットワークを示すため

にトンネルテールで選択

されたラベルです。値

「Unlabeled」はラベルが
アドバタイズされていない

ことを示します。

トンネルミッドポイント

では、Out labelと同じ値に
なります。

FRR intf/label

書き換えの状態：partial、
ready、active

ステータス（Status）

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
189

MPLSフォワーディングコマンド
show mpls traffic-eng fast-reroute database



show mpls traffic-eng fast-reroute log
Fast Reroute（FRR）イベントの履歴を表示するには、XR EXECモードで show mpls traffic-eng
fast-reroute logコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng fast-reroute log [interfacetypeinterface-path-id | location node-id]

構文の説明 （任意）指定の保護されたインターフェイスの FRRイベントをすべて表示
します。

interface

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

（任意）指定のノードで発生した FRRベントをすべて表示します。location node-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng fast-reroute logコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng fast-reroute log

Location Protected When Switching Time
Interface (usec)
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-------- ---------------------- ---------------------- --------------
0/RP0/CPU0 BE12 Jan 31 15:42:12.723782 0
0/RP0/CPU0 BE12 Jan 31 16:27:32.419837 0
0/RP0/CPU0 BE12 Jan 31 18:31:55.019120 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 26 : show mpls traffic-eng fast-reroute logコマンドのフィールドの説明

説明フィールド

ノードのアドレス。ノード

保護されているタイプとインターフェイスパス ID。Protected Interface

保護されている各インターフェイスと関連付けられた LSP10。LSP

LSPで開始された書き換え数。Rewrites

インターフェイスが保護された日付。When

保護されたインターフェイスを切り替えるのに必要な時間（マイクロ秒単

位）。

Switching Time

10 LSP =リンクステートパケット。
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MPLSトラフィックエンジニアリングコマ
ンド

CiscoNCS5500シリーズルータに適用可能なすべてのコマンドは、Cisco IOSXRリリース 6.3.2
以降に導入された Cisco NCS 540シリーズルータでもサポートされます。コマンド履歴の表に
記載されている以前のリリースへの参照は、CiscoNCS5500シリーズルータにのみ適用されま
す。

（注）

• Cisco IOS XRリリース 6.6.25以降、Cisco NCS 5500シリーズルータに適用可能なすべての
コマンドは、Cisco NCS 560シリーズルータでもサポートされます。

• Cisco IOS XRリリース 6.3.2以降、Cisco NCS 5500シリーズルータに適用可能なすべての
コマンドは、Cisco NCS 540シリーズルータでもサポートされます。

• Cisco IOS XRリリース 6.3.2より前のリリースへの参照は、Cisco NCS 5500シリーズルー
タにのみ適用されます。

• Cisco IOS XRソフトウェア リリース 7.0.1固有のアップデートは、Cisco NCS 540シリー
ズルータの次のバリエーションには適用されません。

• N540-28Z4C-SYS-A

• N540-28Z4C-SYS-D

• N540X-16Z4G8Q2C-A

• N540X-16Z4G8Q2C-D

• N540-12Z20G-SYS-A

• N540-12Z20G-SYS-D

• N540X-12Z16G-SYS-A

• N540X-12Z16G-SYS-D

（注）
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このモジュールでは、のマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）トラフィックエン
ジニアリング（TE）を設定するために使用するコマンドについて説明します。

MPLS-TEをイネーブルにするには、ネットワークで次のCisco機能がサポートされている必要
があります。

• MPLS

• IPシスコエクスプレスフォワーディング（CEF）

• Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS;中継システム間）またはOpen Shortest Path
First（OSPF）ルーティングプロトコル

•リソース予約プロトコル（RSVP）

MPLSラベル配布プロトコル（LDP）、リソース予約プロトコル（RSVP）、および Universal
Control Plane（UCP;ユニバーサルコントロールプレーン）コマンドの説明は、別個のマニュ
アルにまとめられています。

MPLSの概念、設定タスク、および例の詳細については、『MPLS Configuration Guide for Cisco
NCS 5500 Series RoutersMPLS Configuration Guide for Cisco NCS 540 Series Routers』を参照してく
ださい。

• adjustment-threshold（MPLS-TE）（198ページ）
• admin-weight（199ページ）
• affinity（200ページ）
• affinity-map（205ページ）
• application（MPLS-TE）（207ページ）
• attribute-flags（208ページ）
• attribute-names（209ページ）
• attribute-set（210ページ）
• auto-bw（MPLS-TE）（214ページ）
• auto-bw collect frequency（MPLS-TE）（216ページ）
• autoroute announce（217ページ）
• autoroute destination（219ページ）
• autoroute metric（220ページ）
• auto-tunnel backup（MPLS-TE）（222ページ）
• backup-bw（223ページ）
• backup-path tunnel-te（225ページ）
• bidirectional（227ページ）
• bw-limit（MPLS-TE）（229ページ）
• clear mpls traffic-eng auto-bw（MPLS-TE EXEC）（231ページ）
• clear mpls traffic-eng auto-tunnel backup unused（233ページ）
• clear mpls traffic-eng auto-tunnel mesh（234ページ）
• clear mpls traffic-eng counters auto-tunnel mesh（235ページ）
• clear mpls traffic-eng counters auto-tunnel backup（236ページ）
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• clear mpls traffic-eng counters global（237ページ）
• clear mpls traffic-eng counters signaling（238ページ）
• clear mpls traffic-eng counters soft-preemption（239ページ）
• clear mpls traffic-eng fast-reroute log（240ページ）
• clear mpls traffic-eng link-management statistics（241ページ）
• collect-bw-only（MPLS-TE）（242ページ）
• destination（MPLS-TE）（243ページ）
• disable（explicit-path）（244ページ）
• ds-te bc-model（245ページ）
• ds-te mode（247ページ）
• ds-te te-classes（249ページ）
• exclude srlg（自動トンネルバックアップ）（251ページ）
• fast-reroute（252ページ）
• fast-reroute protect（254ページ）
• fast-reroute timers promotion（255ページ）
• flooding thresholds（257ページ）
• forward-class（259ページ）
• forwarding-adjacency（260ページ）
• index exclude-address（262ページ）
• index exclude-srlg（264ページ）
• index next-address（265ページ）
• interface（MPLS-TE）（267ページ）
• interface（SRLG）（269ページ）
• interface tunnel-te（271ページ）
• ipv4 unnumbered（MPLS）（273ページ）
• ipv4 unnumbered mpls traffic-eng（274ページ）
• link-management timers bandwidth-hold（275ページ）
• link-management timers periodic-flooding（276ページ）
• link-management timers preemption-delay（277ページ）
• load-share（278ページ）
• load-share unequal（279ページ）
• match mpls disposition（280ページ）
• maxabs（MPLS-TE）（281ページ）
• mpls traffic-eng（282ページ）
• mpls traffic-eng auto-bw apply（MPLS-TE）（283ページ）
• mpls traffic-eng fast-reroute promote（285ページ）
• mpls traffic-eng level（286ページ）
• mpls traffic-eng link-management flood（287ページ）
• mpls traffic-eng path-protection switchover tunnel-te（288ページ）
• mpls traffic-eng reoptimize（EXEC）（289ページ）
• mpls traffic-eng reoptimize events link-up（291ページ）
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• mpls traffic-eng router-id（MPLS-TEルータ）（292ページ）
• mpls traffic-eng repotimize mesh group（294ページ）
• mpls traffic-eng srlg（295ページ）
• nhop-only（自動トンネルバックアップ）（297ページ）
• overflow threshold（MPLS-TE）（298ページ）
• path-option（MPLS-TE）（300ページ）
• path-protection（MPLS-TE）（303ページ）
• path-protection timers reopt-after-switchover（304ページ）
• path-selection cost-limit（305ページ）
• path-selection ignore overload（MPLS-TE）（306ページ）
• path-selection loose-expansion affinity（MPLS-TE）（308ページ）
• path-selection loose-expansion metric（MPLS-TE）（310ページ）
• path-selection metric（MPLS-TE）（311ページ）
• path-selection metric（インターフェイス）（312ページ）
• policy-class（313ページ）
• priority（MPLS-TE）（315ページ）
• record-route（317ページ）
• redirect default-route nexthop（318ページ）
• redirect nexthop（320ページ）
• reoptimize（MPLS-TE）（322ページ）
• reoptimize timers delay（MPLS-TE）（323ページ）
• route-priority（326ページ）
• router-id secondary（MPLS-TE）（328ページ）
• set destination-address（329ページ）
• set ipv4 df（330ページ）
• set source-address（331ページ）
• show explicit-paths（332ページ）
• show interfaces tunnel-te accounting（334ページ）
• show mpls traffic-eng affinity-map（335ページ）
• show mpls traffic-eng attribute-set （337ページ）
• show mpls traffic-eng autoroute（339ページ）
• show mpls traffic-eng auto-tunnel backup（341ページ）
• show mpls traffic-eng auto-tunnel mesh（344ページ）
• show mpls traffic-eng collaborator-timers（347ページ）
• show mpls traffic-eng counters signaling（349ページ）
• show mpls traffic-eng ds-te te-class（353ページ）
• show mpls traffic-eng forwarding（355ページ）
• show mpls traffic-eng forwarding-adjacency（358ページ）
• show mpls traffic-eng igp-areas（359ページ）
• show mpls traffic-eng link-management admission-control（362ページ）
• show mpls traffic-eng link-management advertisements（366ページ）
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• show mpls traffic-eng link-management bandwidth-allocation（369ページ）
• show mpls traffic-eng link-management igp-neighbors（372ページ）
• show mpls traffic-eng link-management interfaces（374ページ）
• show mpls traffic-eng link-management statistics（377ページ）
• show mpls traffic-eng link-management summary（379ページ）
• show mpls traffic-eng maximum tunnels（381ページ）
• show mpls traffic-eng preemption log（384ページ）
• show mpls traffic-eng topology（386ページ）
• show mpls traffic-eng tunnels（395ページ）
• show mpls traffic-eng tunnels auto-bw brief（426ページ）
• show mpls traffic-eng link-management soft-preemption（428ページ）
• show srlg（430ページ）
• signalled-bandwidth（433ページ）
• signalled-name（435ページ）
• signalling advertise explicit-null（MPLS-TE）（436ページ）
• snmp traps mpls traffic-eng（437ページ）
• soft-preemption（439ページ）
• soft-preemption frr-rewrite（440ページ）
• srlg（441ページ）
• timers loose-path（MPLS-TE）（442ページ）
• timers removal unused（auto-tunnel backup）（443ページ）
• timeout（ソフトプリエンプション）（444ページ）
• topology holddown sigerr（MPLS-TE）（445ページ）
• tunnel-id（自動トンネルバックアップ）（446ページ）
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adjustment-threshold（MPLS-TE）
調整をトリガーするトンネル帯域幅しきい値を設定するには、MPLS-TE自動帯域幅インター
フェイスコンフィギュレーションモードで adjustment-threshold コマンドを使用します。こ
の機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

adjustment-threshold percentage [min minimum bandwidth ]
no adjustment-threshold percentage [min minimum bandwidth ]

構文の説明 最大のサンプルパーセンテージが現在の帯域幅よりも大きいか小さい場

合に調整をトリガーする帯域幅しきい値（パーセント）を設定します。

範囲は 1～ 100です。デフォルトは 5です。

percentage

（任意）帯域幅の変更値を調整がトリガーされるように設定します。ト

ンネル帯域幅は、最大のサンプルが現在のトンネル帯域幅より大きいま

たは小さい場合にだけ変更されます（kbps単位）。範囲は 10～
4294967295です。デフォルトは 10です。

min minimum
bandwidth

コマンドデフォルト percentage：5

minimum bandwidth：10

MPLS-TE自動帯域幅インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン 自動帯域幅がすでに実行されているときに調整しきい値を設定または変更した場合、次の一時

的なアプリケーションはそのトンネルに影響を受けます。新しい調整しきい値は、実際の帯域

幅が発生するかどうかを決定します。

例 次に、調整がトリガーするトンネル帯域幅しきい値を設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# auto-bw
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if-tunte-autobw)# adjustment-threshold 20 min 500
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admin-weight
リンクの InteriorGatewayProtocol（IGP）管理上の重み（コスト）を無効にするには、MPLS-TE
インターフェイスコンフィギュレーションモードで admin-weightコマンドを使用します。デ
フォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

admin-weight weight
no admin-weight weight

構文の説明 リンクの管理上の重み（コスト）。範囲は 0～ 4294967295です。weight

コマンドデフォルト weight：IGPの重み（デフォルトでは、OSPF 1、IS-IS 10）

コマンドモード MPLS-TEインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン MPLS LSPパスの計算に admin-weightコマンドを使用するには、パス選択メトリックを TEに
設定する必要があります。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、リンクの IGPコストを無効にしてコストを 20に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te-if)# admin-weight 20
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affinity
MPLS-TEトンネルのアフィニティ（MPLS-TEトンネルのリンクで必要となる属性）を設定す
るには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで affinityコマンドを使用します。
この動作をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

affinity {affinity-value mask mask-value | exclude name | exclude-all | include name |
include-strict name | flex-algo name}
no affinity {affinity-value mask mask-value | exclude name | exclude-all | include name |
include-strict name}

構文の説明 リンクで対象のトンネルを伝送するために必要な属性値。32ビットの 10
進数です。範囲は0x0～0xFFFFFFFFで、32属性（ビット）を表します。
属性の値は 0または 1です。

affinity-value

リンク属性をチェックします。32ビットの 10進数です。範囲は 0x0～
0xFFFFFFFFで、32属性（ビット）を表します。属性マスクの値は 0ま
たは 1です。

mask mask-value

除外する特定のアフィニティを設定します。exclude name

すべてのアフィニティを除外します。exclude-all

含めるアフィニティを大まかに設定します。include name

含めるアフィニティを厳密に設定します。include-strict name

コマンドデフォルト affinity-value：0X00000000

mask-value：0x0000FFFF

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン アフィニティでは、トンネルのリンク属性（つまり、トンネルがアフィニティを持つことに関

する属性）を決定します。属性マスクでは、ルータでチェックする必要があるリンク属性を決

定します。マスクのビットが0の場合、リンクの属性値またはそのビットは無関係です。マス
クのビットが 1の場合、そのリンクの属性値と、そのビットに対応するトンネルの必要なア
フィニティは一致する必要があります。

トンネルでリンクを使用できるのは、トンネルアフィニティがリンク属性およびトンネルア

フィニティマスクと等しい場合です。
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アフィニティ障害が発生した場合、LSPヘッドエンドで 5分のタイマーが開始されます。トン
ネルを時間枠内で再最適化できない場合、トンネルが解除されます。ただし、mpls traffic-eng
reoptimize disable affinity-failureコマンドを実行すると、タイマーは開始されず、トンネルは
解除されません。その後、再最適化の他のトリガーによって、アフィニティ障害のあるLSPの
タイマーが開始される場合があります。

アフィニティで 1に設定したすべてのプロパティをマスクで 1にする必要があります。アフィ
ニティおよびマスクは、次のように設定する必要があります。

tunnel_affinity=tunnel_affinity and tunnel_affinity_mask

特定のトンネルで最大 16個のアフィニティ制約を設定できます。これらの制約は、トンネル
のアフィニティ制約を設定するために使用します。

包含制約

リンクに包含制約に関連付けられているすべてのアフィニティが含まれる場合に、CSPF
に対してそのリンクを考慮するように指定します。許容リンクに含まれるアフィニティ属

性は、include文に関連付けられているアフィニティ属性より多くなります。トンネル設定
では、複数の include文を使用できます。

厳密包含制約

リンクに include-strict文に関連付けられているカラーだけが含まれる場合に、CSPFに対
してそのリンクを考慮するように指定します。リンクには、他のカラーを追加できませ

ん。また、カラーなしのリンクは拒否されます。

除外制約

リンクに制約に関連付けられているすべてのカラーが含まれるわけではない場合に、その

リンクが除外制約を満たすことを指定します。また、属性のないリンクも除外制約を満た

します。

全除外制約

CSPFに対して属性のないリンクだけを考慮するように指定します。全除外制約はカラー
には関連付けられませんが、他のすべての制約タイプは最大で 10個にカラーに関連付け
られます。

カラーごとに 1ビットを設定します。ただし、出力例は、同時に複数のビットを示していま
す。たとえば、interfaceコマンドを使用して、HundredGigabitEthernet 0/0/0/3に赤とオレンジを
設定できます。showmpls traffic-eng link-management interfaces（374ページ）コマンドの出力例
は、属性フィールドが 0x21に設定されていることを示しています。これは、リンクに 0x20お
よび 0x1ビットが存在することを意味しています。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te
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例 次に、トンネルアフィニティおよびマスクを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# affinity 0101 mask 303

次に、カラーが赤の場合はそのリンクを CSPFの対象とする例を示します。リンクに
は、他のカラーを追加できます。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# affinity include red

次に、リンクに少なくとも赤とオレンジが含まれる場合にそのリンクを CSPFの対象
とする例を示します。リンクには、他のカラーを追加できます。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# affinity include red orange

次の出力例は、show mpls traffic-eng tunnelsコマンドの包含制約が 0x20および 0x1で
あることを示しています。

Name: tunnel-te1 Destination: 0.0.0.0
Status:
Admin: up Oper: down Path: not valid Signalling: Down
G-PID: 0x0800 (internally specified)

Config Parameters:
Bandwidth: 0 kbps (CT0) Priority: 7 7
Number of configured name based affinity constraints: 1
Name based affinity constraints in use:
Include bit map : 0x21
Metric Type: TE (default)
AutoRoute: disabled LockDown: disabled
Loadshare: 0 equal loadshares
Auto-bw: disabled(0/0) 0 Bandwidth Requested: 0
Direction: unidirectional
Endpoint switching capability: unknown, encoding type: unassigned
Transit switching capability: unknown, encoding type: unassigned

Reason for the tunnel being down: No destination is configured
History:

次に、赤またはオレンジのアフィニティを含むリンクをトンネルが通過できるように

する例を示します。リンクに赤またはオレンジが含まれる場合、そのリンクは CSPF
の対象となります。したがって、赤と他のカラーを含むリンクおよびオレンジと他の

カラーを含むリンクは制約を満たす必要があります。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# affinity include red
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# affinity include orange

次の出力例は、show mpls traffic-eng tunnelsコマンドの包含制約が 0x20または 0x1で
あることを示しています。

Name: tunnel-te1 Destination: 0.0.0.0
Status:
Admin: up Oper: down Path: not valid Signalling: Down
G-PID: 0x0800 (internally specified)

Config Parameters:
Bandwidth: 0 kbps (CT0) Priority: 7 7
Number of configured name based affinity constraints: 2
Name based affinity constraints in use:

Include bit map : 0x1
Include bit map : 0x20

Metric Type: TE (default)
AutoRoute: disabled LockDown: disabled
Loadshare: 0 equal loadshares
Auto-bw: disabled(0/0) 0 Bandwidth Requested: 0
Direction: unidirectional
Endpoint switching capability: unknown, encoding type: unassigned
Transit switching capability: unknown, encoding type: unassigned

Reason for the tunnel being down: No destination is configured
History:

次に、リンクに赤だけが含まれる場合にそのリンクを CSPFの対象とする例を示しま
す。リンクに他のカラーを追加してはなりません。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# affinity include-strict red

次に、リンクに赤の属性が含まれない場合にそのリンクを CSPFの対象とする例を示
します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# affinity exclude red

次に、リンクに赤と青の属性が含まれない場合にそのリンクを CSPFの対象とする例
を示します。したがって、赤の属性だけまたは青の属性だけを含むリンクが CSPFの
対象となります。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# affinity exclude red blue

次に、リンクに赤または青のどちらの属性も含まれない場合にそのリンクを CSPFの
対象とする例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# affinity exclude red
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# affinity exclude blue
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affinity-map
各アフィニティ名に数値を割り当てるには、MPLS-TEコンフィギュレーションモードで
affinity-mapコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドのno形式を
使用します。

affinity-map affinity name {affinity value | bit-position value}
no affinity-map affinity name {affinity value | bit-position value}

構文の説明 アフィニティマップの名前/値の指定子（16進数、 0-ffffffff）。affinity
name

アフィニティマップ値の指定子。範囲は 1～ 80000000です。affinity
value

32ビット数のビット位置のアフィニティマップの値を設定します。bit-position

ビット位置値。指定できる範囲は 0～ 31です。範囲は 0～ 255です。value

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 名前/値のマッピングは、32ビット値の単一ビットを表す必要があります。

affinity-mapコマンドを繰り返して、最大 256色の複数の色を定義できます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、各アフィニティ名に数値を割り当てる例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# affinity-map red 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# affinity-map blue 2

次に、ビット位置によってアフィニティマップの値を 15に設定する例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# affinity-map red2 bit-position 15
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application（MPLS-TE）
アプリケーショントンネルのアプリケーション頻度を分単位で設定するには、MPLS-TE自動
帯域幅インターフェイスコンフィギュレーションモードで applicationコマンドを使用しま
す。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

application minutes
no application minutes

構文の説明 自動帯域幅アプリケーションの頻度（分単位）。範囲は 5～ 10080分（7日）です。
デフォルト値は 1440です。

minutes

コマンドデフォルト minutes：1440（24時間）

コマンドモード MPLS-TE自動帯域幅インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン アプリケーション頻度を設定および変更すると、そのトンネルのアプリケーション期間をリ

セットし、再開できます。トンネルの次の帯域幅アプリケーションは指定の時間（分）内に発

生します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、MPLS-TEインターフェイス 1でアプリケーション頻度を 1000分に設定する例
を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# auto-bw
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if-tunte-autobw)# application 1000
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attribute-flags
インターフェイスの属性フラグを設定するには、MPLS-TEインターフェイスコンフィギュレー
ションモードで attribute-flagsコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコ
マンドの no形式を使用します。

attribute-flags attribute-flags
no attribute-flags attribute-flags

構文の説明 パスの選択時にトンネルのアフィニティビットと比較されるリンク属性。範

囲は 0x0～ 0xFFFFFFFFで、32属性（ビット）を表します。属性の値は 0ま
たは 1です。

attribute -flags

コマンドデフォルト attributes ：0x0

コマンドモード MPLS-TEインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン attribute-flagsコマンドでは、リンクに属性を割り当てて、一致する属性（アフィニティビッ
トで表される）を含むトンネルで、対象のリンクが他の一致しないものより優先して使用され

るようにします。

インターフェイス属性はグローバルにフラッディングされるため、トンネルヘッドエンドパ

スの選択基準として使用できます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、属性フラグを 0x0101に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te-if)# attribute-flags 0x0101
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attribute-names
インターフェイスの属性を設定するには、MPLS-TEインターフェイスコンフィギュレーショ
ンモードで attribute-namesコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

attribute-names attribute name
no attribute-names attribute name

構文の説明 英数字または 16進文字を使用して表される属性名。最大 32の属性名を割り当
てることができます。

attribute name

属性名のエントリインデックスを指定します。index

インデックス番号を指定します。範囲は 1～ 8です。index-number

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS-TEインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 名前/値のマッピングは、32ビット256ビット値の単一ビットを表す必要があります。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、TEリンクに属性名（この場合、赤）を割り当てる例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# interface HundredGigabitEthernet 0/0/0/3

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te-if)# attribute-name red
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attribute-set
自動バックアップトンネルの属性セットを設定するには、MPLS-TEコンフィギュレーション
モードで attribute-set コマンドを実行します。

attribute-set auto-backup attribute-set-name {affinity {affinity-value mask mask-value | exclude
name | exclude-all | include name | include-strict name} | logging events lsp-status {reoptimize |
state} | policy-class {range | default} | priority setup-range hold-range | record-route}

自動メッシュトンネルの属性セットを設定するには、MPLS-TEコンフィギュレーションモー
ドで attribute-set コマンドを実行します。

attribute-set auto-mesh attribute-set-name {affinity {affinity-value mask mask-value | exclude
name | exclude-all | include name | include-strict name} | auto-bw collect-bw-only | autoroute
announce | bandwidth bandwidth | fast-reroute [protect {bandwidth node | node bandwidth}] |
logging events lsp-status {insufficient-bandwidth | reoptimize | reroute | state} | policy-class {range
| default} | priority setup-range hold-range | record-route | signalled-bandwidth bandwidth
[class-type cl] | soft-preemption}

パスオプションの属性セットを設定するには、MPLS-TEコンフィギュレーションモードで
attribute-set コマンドを実行します。

attribute-set path-option attribute-set-name {affinity {affinity-value mask mask-value | exclude
name | exclude-all | include name | include-strict name} | signalled-bandwidth bandwidth [class-type
cl]}

この動作をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

no attribute-set

構文の説明 自動バックアップグループに設定された属

性の値を指定します。

auto-backup

自動メッシュグループに設定された属性の

値を指定します。

auto-mesh

パスオプションに設定された属性の値を指

定します。

path-option

属性セットが XROの定義に使用されるこ
とを指定します。

xro

属性セットのテンプレート名を指定する32
ビットの文字列。

attribute-set-name

リンクで対象のトンネルを伝送するために

必要な属性値。32属性（ビット）を表す32
ビットの 10進数。属性の値は 0または 1で
す。範囲は 0x0～ 0xFFFFです。

affinity-value
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リンク属性をチェックします。32属性
（ビット）を表す 32ビットの 10進数。属
性マスクの値は0または1です。範囲は0x0
～ 0xFFFFです。

mask mask-value

除外する特定のアフィニティを設定します。exclude name

すべてのアフィニティを除外します。exclude-all

含めるアフィニティを大まかに設定します。include name

含めるアフィニティを厳密に設定します。include-strict name

インターフェイス単位のロギング設定。logging

インターフェイス単位のロギングイベン

ト。

events

LSP状態変更アラームをイネーブルにしま
す。

lsp-status

LSPREOPT変更アラームをイネーブルにし
ます。

reoptimize

LSP UP/DOWN変更アラームをイネーブル
にします。

state

ポリシーベースのトンネル選択のためのク

ラスを指定します。

policy-class

トンネルポリシークラスの範囲 1～7。range

ポリシーベースのトンネル選択のデフォル

トクラス。

default

トンネルの優先順位を指定します。priority

確立優先順位を指定します。指定できる範

囲は、0～ 7です。
setup-range

保持優先順位を指定します。指定できる範

囲は、0～ 7です。
hold-range

トンネルで使用されるルートを記録します。record-route

信号を送信するトンネル帯域幅要件を指定

します。

signalled-bandwidth
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MPLS-TEトンネルに必要な帯域幅をキロ
ビット/秒で指定します。デフォルトでは、
グローバルプールの帯域幅が予約されま

す。範囲は 0～ 4294967295です。

bandwidth

（任意）トンネルの帯域幅要求のクラスタ

イプを設定します。範囲は 0～ 1です。ク
ラスタイプ0は、グローバルプールに対応
します。クラスタイプ 1は、サブプールに
対応します。

class-type ct

このトンネルのソフトプリエンプション機

能をイネーブルにします。

soft-preemption

コマンドデフォルト affinity-value：0x0

mask-value：0xFFFF

コマンドモード MPLS TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン path-option attribute-set内の属性に指定された値は、トンネルレベルで同じ属性の設定を妨げ
ません。ただし、1レベルだけが考慮されます。path-optionレベルの設定はトンネルレベルの
設定よりも詳細であると見なされるため、使用されます。

attribute-set内で指定されていない属性では、通常、トンネルレベルの設定、グローバル mpls
レベルの設定、またはデフォルト値からデフォルト値が選択されます。not

XRO属性セットは、パスオプションの一部として必要に応じて指定できます。XRO属性セッ
トが空の場合、除外なしで GMPLSトンネルが信号送信され、XROはなくなります。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

次に、自動バックアップトンネルの TEインターフェイスに属性セットを設定する例
を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# config
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# interface HundredGigabitEthernet 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te-if)# auto-tunnel backup
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te-if-auto-backup)# attribute-set ab
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te-if-auto-backup)#
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次に、自動メッシュトンネルの TEインターフェイスに属性セットを設定する例を示
します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# config
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# auto-tunnel mesh
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-auto-mesh)# group 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-mesh-group)# attribute-set am1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-mesh-group)# destination-list dl1

次に、自動バックアップトンネルの属性セットを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# config
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# attribute-set auto-backup ab
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-attribute-set)# affinity 0x1 mask 0x1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-attribute-set)# priority 3 3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-attribute-set)# policy-class 6
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-attribute-set)# logging events lsp-status reoptimize
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-attribute-set)# logging events lsp-status state
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-attribute-set)# policy-class default
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-attribute-set)# record-route

次に、自動メッシュトンネルの属性セットを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# config
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# attribute-set auto-mesh mesh1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-attribute-set)# affinity include red blue
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-attribute-set)# affinity include-strict yellow green
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-attribute-set)# affinity exclude orange
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-attribute-set)# affinity exclude-all
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-attribute-set)# policy-class default

次に、パスオプションのトンネルアフィニティおよび信号送信帯域幅を設定する例を

示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# config
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# attribute-set path-option myset
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-attribute-set)# affinity 0x3 mask 0x3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-attribute-set)# signalled-bandwidth 2000

次に、属性セット attr01を設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# attribute-set xro attr01
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-attribute-set)#

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
213

MPLSトラフィックエンジニアリングコマンド
attribute-set



auto-bw（MPLS-TE）
トンネルインターフェイスの自動帯域幅を設定し、MPLS-TE自動帯域幅インターフェイスコ
ンフィギュレーションモードを開始するには、MPLS-TEインターフェイスコンフィギュレー
ションモードでauto-bwコマンドを使用します。そのトンネルの自動帯域幅をディセーブルに
するには、このコマンドの no形式を使用します。

auto-bw
no auto-bw

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトでは、自動帯域幅はイネーブルではありません。

コマンドモード MPLS-TEインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン MPLS-TE自動帯域幅インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始するには、auto-bw
コマンドを使用します。

auto-bwコマンドと load-share unequalコマンドを一緒に使用することはできません。

load-share unequalコマンドでは、帯域幅に基づいてトンネルの負荷分散が決定されます。た
だし、MPLS-TE自動帯域幅機能では帯域幅が変更されます。load-share unequalコマンドと
MPLS-TE自動帯域幅機能の両方を設定する場合は、各MPLS-TE自動帯域幅トンネルで明示的
負荷分散値の設定を指定することを推奨します。

次の自動帯域幅のシナリオについて説明します。

•トンネルの自動帯域幅を設定すると、自動帯域幅がそのトンネルでイネーブルになりま
す。その他の設定が指定されていない場合、さまざまなパラメータのデフォルトが使用さ

れ、動作が停止します。

•自動帯域幅が1つのトンネルでイネーブルになると、自動操作（たとえば、出力レートの
収集）が開始されます。自動帯域幅がすべてのトンネルでディセーブルにされると、動作

が停止します。

•自動帯域幅がトンネルに設定されたときに出力レート収集がすでにアクティブである場
合、そのトンネルの統計情報収集は次の収集設定で開始されます。

収集タイマーがすでに稼動しているため、そのトンネルの最初の

収集イベントは、C分以内（たとえば、平均 C/2分）に行われま
す。

（注）
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タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、MPLS-TE自動帯域幅インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始
する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# auto-bw
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if-tunte-autobw)#
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auto-bw collect frequency（MPLS-TE）
自動帯域幅収集頻度を設定するには、MPLS-TEコンフィギュレーションモードで auto-bw
collect frequencyコマンドを使用します。自動帯域幅頻度をデフォルト値にリセットするには、
このコマンドの no形式を使用します。

auto-bw collect frequency minutes
no auto-bw collect frequency minutes

構文の説明 自動帯域幅調整の間隔（分単位）。範囲は 1～ 10080です。デフォルトは 5です。minutes

コマンドデフォルト minutes: 5

また、このコマンドの no形式ではデフォルトにリセットされます。

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン auto-bw collect frequencyコマンドでは、すべてのトンネルの自動帯域幅収集頻度を設定しま
す。

グローバル収集頻度を変更すると、現在のアプリケーション期間のトンネルは再開されませ

ん。アプリケーション期間は、変更された収集頻度で続行されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、100分の自動帯域幅調整のトンネルを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# auto-bw collect frequency 100
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autoroute announce
内部ゲートウェイプロトコル（IGP）で拡張最短パス優先（SPF）の計算にトンネル（トンネ
ルがアップしている場合）を使用するように指定するには、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードで autoroute announceコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

autoroute announce [include-ipv6] [metric value]
no autoroute announce

構文の説明 （任意）IPv6ルーティング用の IS-IS IGPへのMPLS-TEトンネルを通知します。include-ipv6

（任意）内部ゲートウェイプロトコル（IGP）の拡張最短パス優先（SPF）の計
算で使用されるMPLS-TEトンネルメトリックを指定します。

metric
value

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト IPv4トンネルを通知します。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 複数の IGPが設定されている場合、トンネルは、TEトンネルパスの計算に使用される IGPへ
の自動ルートとして通知されます。

autoroute announceコマンドが設定されている場合、宛先へのトンネルパスのルートメトリッ
クは、その宛先への最短 IGPパスのルートメトリックと等しくなります。

存在する場合、autoroute announce metric設定は autoroutemetric（220ページ）設定をオーバー
ライドします。

IS-ISは、IPv6 MPLS-TEトンネル通知をサポートする唯一の IGPです。（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te
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例 次に、拡張 SPFの計算でトンネル（トンネルがアップしている場合）を使用するよう
に IGPを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# autoroute announce

次に、IGPへのMPLS-TEトンネルの IPv6通知を作成する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router#configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#interface tunnel-te 65534
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)#autoroute announce
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if-tunte-aa)#include-ipv6
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autoroute destination
MPLSTEトンネルごとに、ルーティング情報ベース（RIB）に複数のスタティックルートをイ
ンストールするには、インターフェイスTEトンネルコンフィギュレーションモードでautoroute
destinationコマンドを使用します。自動ルート宛先をディセーブルにするには、このコマンド
の no形式を使用します。

autoroute destination ip-address
no autoroute destination ip-address

構文の説明 RIBにインストールするルートのホストアドレスを指定します。デフォルトルー
トとは別に、最大 6つのルートを指定できます。

ip-address

コマンドデフォルト 自動ルート宛先はディセーブルになっています。

コマンドモード インターフェイストンネル TE

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

次に、TEトンネル 10の RIBに 4つのルートをインストールするように設定する例を
示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router#configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#interface tunnel-te 10
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# autoroute destination 192.168.1.2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# autoroute destination 192.168.2.2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# autoroute destination 192.168.3.2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# autoroute destination 192.168.4.2
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autoroute metric
内部ゲートウェイプロトコル（IGP）の拡張最短パス優先（SPF）の計算で使用されるMPLS-TE
トンネルメトリックを指定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで

autoroute metricコマンドを使用します。特定のメトリックを指定しない場合は、このコマン
ドの no形式を使用します。

autoroute metric {absolute | relative} value
no autoroute metric {absolute | relative} value

構文の説明 絶対メトリックモードをイネーブルにします。正のメトリック値を入力できます。absolute

相対メトリックモードをイネーブルにします。正、負、またはゼロの値を入力でき

ます。

relative

IGPの拡張 SPF計算で使用されるメトリック。相対値の範囲は -10～ 10です。絶対
値の範囲は 1～ 2147483647です。

value

コマンドデフォルト 相対値は 0です。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン autoroute metricコマンドでは、宛先への最短 IGPパスのデフォルトのトンネルルートメトリッ
クを上書きします。

存在する場合、autoroute announce（217ページ）設定は autoroute metric設定をオーバーライ
ドします。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、MPLS-TEトンネルメトリックとして相対値の -1を使用するように IGPの拡張
SPFの計算を設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# autoroute metric relative -1
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auto-tunnel backup（MPLS-TE）
ネクストホップ（NHOP）およびネクストホップのネクストホップ（NNHOP）バックアップト
ンネルを自動的に構築し、自動トンネルバックアップコンフィギュレーションモードを開始

するには、MPLS-TEコンフィギュレーションモードで auto-tunnel backupコマンドを使用し
ます。NHOPおよび NNHOPバックアップトンネルをクリアするには、このコマンドの no形
式を使用します。

auto-tunnel backup
no auto-tunnel backup

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 自動トンネルバックアップトンネルについて tunnel-IDの範囲を説明する必要があります。そ
うしない場合、トンネルはいずれも作成されません。

このコマンドの no形式では、auto-tunnel backupコマンドまたは nhop-onlyコマンドを使用し
て設定された NHOPおよび NNHOPバックアップトンネルの両方が削除されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例

次に、NHOPおよび NNHOPバックアップトンネルを自動的に作成する例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# auto-tunnel backup
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backup-bw
（物理インターフェイスを保護するために使用される）MPLS-TEバックアップトンネルのバッ
クアップ帯域幅を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードでbackup-bw
コマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドのno形式を使用します。

backup-bw {backup bandwidth {any-class-type | class-type ct} | global-pool {bandwidth | unlimited}
| sub-pool {bandwidth | unlimited} | unlimited {any-class-type | class-type ct}}
no backup-bw {backup bandwidth {any-class-type | class-type ct} | global-pool {bandwidth |
unlimited} | sub-pool {bandwidth | unlimited} | unlimited {any-class-type | class-type ct}}

構文の説明 MPLS-TEバックアップトンネルによって提供される任意のプールの
バックアップ帯域幅。帯域幅はキロビット/秒（kbps）で指定します。
範囲は 1～ 4294967295です。

backup bandwidth

保護された任意のクラスタイプのトンネルに割り当てられるバック

アップ帯域幅を表示します。

any-class-type

バックアップ帯域幅のクラスタイプを表示します。範囲は 0～ 1で
す。

class-type ct

（RDM付きの先行標準 DS-TE）MPLS-TEバックアップトンネルに
よって提供されるグローバルプールのバックアップ帯域幅を表示しま

す。帯域幅はキロビット/秒で指定します。範囲は 1～ 4294967295で
す。

global-pool bandwidth

無制限の帯域幅を表示します。unlimited

（RDM付きの先行標準 DS-TE）MPLS-TEバックアップトンネルに
よって提供されるサブプールのバックアップ帯域幅を表示します。帯

域幅はキロビット/秒で指定します。帯域幅範囲は 1～ 4294967295で
す。バックアップトンネルを使用できるのは、サブプールの帯域幅を

使用するラベルスイッチドパス（LSP）だけです。

sub-pool bandwidth

コマンドデフォルト 制限なしの任意のクラスタイプです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン バックアップ帯域幅は、制限付きにすることも、制限なしにすることもできます。また、グ

ローバルプールやサブプールに固有にすることも、どのプールにも固有でないようにすること

もできます。グローバルプールのバックアップ帯域幅を使用するバックアップでは、グローバ
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ルプールの LSPだけが保護されます。サブプールのバックアップ帯域幅では、サブプールの
LSPだけが保護されます。

（任意のプール/グローバルプール/サブプールの）制限付きのバックアップ帯域幅が設定され
たバックアップトンネルは、信号がゼロの帯域幅が設定された LSPの保護用に割り当てられ
ることはありません。

バックアップ帯域幅により、FastReroute（FRR）の帯域幅保護が提供されます。FRRの帯域幅
保護では、2つの帯域幅プール（クラスタイプ）を使用する DiffServ-TEがサポートされてい
ます。

クラスタイプ 0は、グローバルプールに厳密に等しくなります。クラスタイプ 1は、Russian
Doll Model（RDM）を使用するサブプール帯域幅に厳密に等しくなります。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、グローバルプール（クラスタイプ 0のトンネル）の帯域幅を利用する LSP専
用としてバックアップトンネル 1を設定する例を示します。バックアップトンネル 1
では、帯域幅保護は提供されません。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# backup-bw global-pool unlimited

または

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# backup-bw unlimited class-type 0

次の例では、バックアップトンネル 2は、サブプール（クラスタイプ 1のトンネル）
だけの帯域幅を利用するLSPで使用されます。バックアップトンネル 2は、最大 1000
ユニットの帯域幅保護を提供します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# backup-bw sub-pool 1000

または

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# backup-bw 1000 class-type 1
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backup-path tunnel-te
MPLS-TEトンネルを設定して物理インターフェイスを障害から保護するには、MPLS-TEイン
ターフェイスコンフィギュレーションモードでbackup-path tunnel-teコマンドを使用します。
デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

backup-path tunnel-te tunnel-number
no backup-path tunnel-te tunnel-number

構文の説明 インターフェイスを保護するトンネルの数。範囲は 0～ 65535です。tunnel-number

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS-TEインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 保護されたインターフェイスがダウンしている場合（シャットダウンされたか、取り外された

場合）、そのインターフェイスで（保護 LSPと呼ばれる他のラベルスイッチドパス（LSP）
用に）伝送されていたトラフィックは、バックアップトンネル上への高速再ルーティング

（FRR）を使用して再ルーティングされます。

次に、FRRプロセスに関するガイドラインを示します。

•このコマンドを異なるトンネルに対して複数回入力することで、複数の（バックアップ）
トンネルで同じインターフェイスを保護できます。このコマンドを各インターフェイスに

対して入力することで、同じ（バックアップ）トンネルで複数のインターフェイスを保護

できます。

•物理インターフェイスを保護するために使用されるバックアップトンネルには、有効な
IPアドレスが設定されている必要があります。

•バックアップトンネルは、それが保護しているインターフェイスと同じインターフェイス
を通過できません。

• FRRオプションが設定されたTEトンネルは、バックアップトンネルとして使用できませ
ん。

•バックアップトンネルで保護 LSPに対して保護を提供する場合、そのバックアップトン
ネルでは保護 LSPのパスで終端ノードを使用する必要があります。

•バックアップトンネルの送信元 IPアドレスおよびMerge Point（MP;マージポイント）ア
ドレス（バックアップトンネルの終端アドレス）は到達可能である必要があります。
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シングルノードでマージしている複数のバックアップトンネルによって保護されるTEトンネ
ルには、レコードルートを設定する必要があります。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、トンネルを使用してインターフェイスを保護する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# interface HundredGigabitEthernet 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te-if)# backup-path tunnel-te 100
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te-if)# backup-path tunnel-te 150
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bidirectional
MPLS TEトンネルの双方向 LSPを設定し、LSPの他のパラメータを定義するには、MPLS-TE
インターフェイスコンフィギュレーションモードで bidirectionalコマンドを使用します。

bidirectional association {id value | source-address IP address | global-id value | type co-routed
| fault-oam}

構文の説明 双方向 LSPを設定します。bidirectional

双方向 LSPの関連付けパラメータを指定します。association

関連付けを識別する値番号。範囲は 0～ 65535です。id value

リバースパスが必要な LSPの送信元 IPアドレスを指定します。source-address value

グローバル IDを識別する値番号。範囲は 0～ 4294967295です。デフォ
ルト値は 0です。

global-id value

双方向CSPFを使用して、相互にルーティングされたLSPを設定します。co-routed

相互にルーティングされた双方向 LSPの障害 OAMを設定します。fault-oam

コマンドデフォルト トンネルインターフェイスはディセーブルです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例

次に、関連付けられ、相互にルーティングされた、双方向MPLS-TEトンネルを設定
する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RRP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# bidirectional
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if-bidir)# association id 1 source-address 11.0.0.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if-bidir)#association type co-routed

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
228

MPLSトラフィックエンジニアリングコマンド
bidirectional



bw-limit（MPLS-TE）
トンネルに設定する最小および最大自動帯域幅を設定するには、MPLS-TE自動帯域幅インター
フェイスコンフィギュレーションモードで bw-limitコマンドを使用します。この機能をディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

bw-limit min bandwidth {max bandwidth}
no bw-limit

構文の説明 トンネルの最小自動帯域幅を設定します（kbps単位）。範囲は0～4294967295
です。デフォルトは 0です。

min bandwidth

トンネルの最大自動帯域幅を設定します（kbps単位）。範囲は0～4294967295
です。デフォルトは 4294967295です。

max bandwidth

コマンドデフォルト min: 0

max：4294967295

コマンドモード MPLS-TE自動帯域幅インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン minキーワードと maxキーワードの両方を設定する必要があります。

bw-limitコマンドでは最小帯域幅がデフォルト値の0に自動的に設定されます。または、bw-limit
コマンドでは最大値がデフォルト値の 4294967295 kbpsに自動的に設定されます。

minキーワードの値がmaxキーワードよりも大きい場合、bw-limitコマンドは拒否されます。
自動帯域幅がすでに実行されているときに最小または最大帯域幅を設定および変更した場合、

そのトンネルの次の帯域幅アプリケーションが影響を受けます。たとえば、現在のトンネル要

求帯域幅が 30Mbpsで、最小帯域幅が 50Mbpsに変更された場合、次のアプリケーションでは
トンネル帯域幅が 50 Mbpsに設定されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、トンネルの最小および最大帯域幅を設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# auto-bw
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if-tunte-autobw)# bw-limit min 30 max 80
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clear mpls traffic-eng auto-bw（MPLS-TE EXEC）
自動帯域幅サンプル出力レートをクリアし、指定したトンネルのアプリケーション期間を再開

するには、XR EXECモードで clear mpls traffic-eng auto-bwコマンドを使用します。

clear mpls traffic-eng auto-bw{all | internal | tunnel-te tunnel-number}

構文の説明 すべてのトンネルの自動帯域幅サンプル出力レートをクリアします。all

すべての自動帯域幅の内部データ構造をクリアします。internal

特定のトンネルの自動帯域幅サンプル出力レートをクリアします。

tunnel-number引数は、サンプル出力レートをクリアするために使用
されるトンネル IDです。

tunnel-te tunnel-number

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン トンネルが指定されていない場合、clear mpls traffic-eng auto-bwコマンドは自動帯域幅がイ
ネーブルになっているすべてのトンネルをクリアします。

自動帯域幅調整がイネーブルになっている各トンネルでは、サンプル出力レートおよび残り時

間に関する情報が次の帯域幅調整まで維持されます。アプリケーション期間が再起動し、最大

収集帯域幅などの値がリセットされます。トンネルでは、次のアプリケーションまで現在の帯

域幅を使用し続けます。

タスク ID 動

作

タスク
ID

実

行

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng tunnels auto-bw briefコマンドのトンネル番号 0の自動帯
域幅に関する情報の例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels 0 auto-bw brief

Tunnel LSP Last appl Requested Signalled Highest Application
Name ID BW(kbps) BW(kbps) BW(kbps) BW(kbps) Time Left
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-------------- ------ ---------- ---------- ---------- ---------- --------------
tunnel-te0 278 100 100 100 150 12m 38s

次に、トンネル番号 0の自動帯域幅サンプル出力レートをクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear mpls traffic-eng auto-bw tunnel-te 0

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels 0 auto-bw brief

Tunnel LSP Last appl Requested Signalled Highest Application
Name ID BW(kbps) BW(kbps) BW(kbps) BW(kbps) Time Left

-------------- ------ ---------- ---------- ---------- ---------- --------------
tunnel-te0 278 100 100 100 0 24m 0s
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clear mpls traffic-eng auto-tunnel backup unused
未使用の自動バックアップトンネルを削除するには、XR EXECモードで clear mpls traffic-eng
auto-tunnel backup unusedコマンドを使用します。

clear mpls traffic-eng auto-tunnel backup unused {all | tunnel-te tunnel-number}

構文の説明 すべての未使用の自動バックアップトンネルをクリアします。all

特定の未使用の自動バックアップトンネルをクリアします。tunnel-te tunnel-number

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 未使用の自動トンネルバックアップトンネルは、FRRトンネルを保護するために割り当てら
れないトンネルです。

このコマンドの動作は、タイムアウト値に達すると自動バックアップトンネルが削除される

timers removal unusedコマンドの期限切れと同じです。

タスク ID 動

作

タスク
ID

実

行

mpls-te

例

次に、show mpls traffic-eng tunnels unusedコマンドの未使用のバックアップ自動トン
ネルに関する情報の例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels unused

次に、未使用のバックアップ自動トンネルをクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear mpls traffic-eng auto-tunnel backup unused all
RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels unused
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clear mpls traffic-eng auto-tunnel mesh
すべての未使用の自動トンネルメッシュ宛先をクリアするには、XREXECモードで clear mpls
traffic-eng auto-tunnel meshコマンドを使用します。

clear mpls traffic-eng auto-tunnel mesh unused {all | tunnel-te}

構文の説明 適用可能なすべての未使用の自動トンネル宛先をクリアします。all

トンネル IDによって識別される未使用の自動トンネル宛先をクリアします。tunnel-te id

コマンドデフォルト なし

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動

作

タスク
ID

実

行

mpls-te

例 次に、clear mpls traffic-eng auto-tunnel meshコマンドの出力例を示します。

clear mpls traffic-eng auto-tunnel mesh
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clear mpls traffic-eng counters auto-tunnel mesh
すべての自動トンネルメッシュカウンタをクリアするには、XR EXECモードの clear mpls
traffic-eng counters auto-tunnel meshコマンドを使用します。

clear mpls traffic-eng counters auto-tunnel mesh

このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト なし

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動

作

タスク
ID

実

行

mpls-te

例 次に、clear mpls traffic-eng counters auto-tunnel meshコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: routerclear mpls traffic-eng counters auto-tunnel mesh
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clear mpls traffic-eng counters auto-tunnel backup
MPLS-TE自動トンネルバックアップカウンタをクリアするには、XR EXECモードで clear
mpls traffic-eng counters auto-tunnel backupコマンドを使用します。

clear mpls traffic-eng counters auto-tunnel backup

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動

作

タスク
ID

実

行

mpls-te

例

次に、自動バックアップトンネルのカウンタをすべて削除する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear mpls traffic-eng counters auto-tunnel backup
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clear mpls traffic-eng counters global
内部MPLS-TEトンネルカウンタをクリアするには、XR EXECモードで clear mpls traffic-eng
counters globalコマンドを使用します。

clear mpls traffic-eng counters global

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動

作

タスク
ID

実

行

mpls-te

例 次に、内部MPLS-TEトンネルカウンタをクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear mpls traffic-eng counters global
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clear mpls traffic-eng counters signaling
MPLSトンネルのシグナリングカウンタをクリア（ゼロに設定）するには、XR EXECモード
で clear mpls traffic-eng counters signalingコマンドを使用します。

clear mpls traffic-eng counters signaling{all | [{heads | mids | tails}] | name name | summary}

構文の説明 すべてのMPLS-TEトンネルのカウンタをクリアします。all

（任意）対象のルータにヘッドがあるトンネルを表示します。heads

（任意）対象のルータにミッドポイントがあるトンネルを表示します。mids

（任意）対象のルータにテールがあるトンネルを表示します。tails

指定した名前のMPLS-TEトンネルのカウンタをクリアします。name name

カウンタの要約をクリアします。summary

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 変更を簡単に確認できるようにすべてのMPLSカウンタをゼロに設定するには、clear mpls
traffic-eng counters signalingコマンドを使用します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、すべてのカウンタをクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear mpls traffic-eng counters signaling all
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clear mpls traffic-eng counters soft-preemption
ソフトプリエンプション統計情報のカウンタをクリア（ゼロに設定）するには、XREXECモー
ドで clear mpls traffic-eng counters soft-preemptionコマンドを使用します。

clear mpls traffic-eng counters {all | soft-preemption}

構文の説明 すべてのMPLS-TEトンネルのカウンタをクリアします。all

ソフトプリエンプションカウンタの統計情報をクリアします。soft-preemption

コマンドデフォルト なし

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン clear mpls traffic-eng counters allコマンドを使用してすべてのカウンタがクリアされると、ソ
フトプリエンプション統計情報のカウンタは自動的にクリアされます。

タスク ID 動

作

タスク
ID

実

行

mpls-te

例 次に、すべてのカウンタをクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear mpls traffic-eng counters signaling all
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clear mpls traffic-eng fast-reroute log
MPLS高速再ルーティング（FRR）イベントのログをクリアするには、XREXECモードで clear
mpls traffic-eng fast-reroute logコマンドを使用します。

clear mpls traffic-eng fast-reroute log

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、FRRイベントのログをクリアする前の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng fast-reroute log

Node Protected LSPs Rewrites When Switching Time
Interface (usec)

-------- --------- ----- -------- ---------------------- --------------
0/0/CPU0 PO0/1/0/1 1 1 Feb 27 19:12:29.064000 147
0/1/CPU0 PO0/1/0/1 1 1 Feb 27 19:12:29.060093 165
0/2/CPU0 PO0/1/0/1 1 1 Feb 27 19:12:29.063814 129
0/3/CPU0 PO0/1/0/1 1 1 Feb 27 19:12:29.062861 128

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear mpls traffic-eng fast-reroute log
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clear mpls traffic-eng link-management statistics
すべてのMPLS-TEアドミッションコントロール統計情報をクリアするには、XREXECモード
で clear mpls traffic-eng link-management statisticsコマンドを使用します。

clear mpls traffic-eng link-management statistics

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、アドミッションコントロールのすべてのMPLS-TE統計情報をクリアする例を
示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear mpls traffic-eng link-management statistics
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collect-bw-only（MPLS-TE）
帯域幅を自動的に調整しないで帯域幅の収集だけを設定するには、MPLS-TE自動帯域幅イン
ターフェイスコンフィギュレーションモードで collect-bw-onlyコマンドを使用します。この
機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

collect-bw-only
no collect-bw-only

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 帯域幅の収集は、イネーブルまたはディセーブルです。

コマンドモード MPLS-TE自動帯域幅インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 自動帯域幅がトンネル上ですでに実行されているときにcollect-bw-onlyコマンドをイネーブル
にすると、帯域幅アプリケーションはその時点からディセーブルになります。実際の帯域幅ア

プリケーションをイネーブルにする前に、自動帯域幅の動作のステータスを取得できます。

自動帯域幅がすでに実行されているトンネルのcollect-bw-onlyコマンドをディセーブルにする
と、実際の帯域幅アプリケーションが、次のアプリケーション期間にトンネルで行われます。

トンネルで指定されている帯域幅だけ収集フラグに関係なく、帯域幅アプリケーションを手動

でアクティブにすることもできます。帯域幅アプリケーションをアクティブにするには、XR
EXECモードでmpls traffic-eng auto-bw apply（MPLS-TE）（283ページ）コマンドを使用しま
す。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、自動帯域幅を調整しないで帯域幅の収集だけをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# auto-bw
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if-tunte-autobw)# collect-bw-only
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destination（MPLS-TE）
TEトンネルの宛先アドレスを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモー
ドで destinationコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形
式を使用します。

destination ip-address
no destination ip-address

構文の説明 MPLS-TEルータ IDの宛先アドレス。ip-address

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン

トンネルの宛先アドレスは一意のMPLS-TEルータ IDにする必要があります。ノード上の
MPLS-TEリンクアドレスにすることはできません。

（注）

Point-to-Point（P2P）トンネルの場合、destinationコマンドは 1行のコマンドとして使用されま
す。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、tunnel-te1の宛先アドレスを 10.10.10.10に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# destination 10.10.10.10
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disable（explicit-path）
設定されているパスがMPLS-TEトンネルで使用されないようにするには、明示パスコンフィ
ギュレーションモードで disableコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、この
コマンドの no形式を使用します。

disable
no disable

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 明示パスはイネーブルです。

コマンドモード 明示パスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、明示パス 200をディセーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# explicit-path identifier 200
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-expl-path)# disable
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ds-te bc-model
ラベルスイッチドルータ（LSR）全体で特定の帯域幅制約モデル（Maximum Allocation Model
または Russian Doll Model）をイネーブルにするには、MPLS-TEコンフィギュレーションモー
ドで ds-te bc-modelコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

ds-te bc-model mam
no ds-te bc-model mam

構文の説明 MaximumAllocationModel（MAM）帯域幅制約モデルをイネーブルにします。mam

コマンドデフォルト RDMがデフォルトの帯域幅制約モデルです。

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 代替のグローバルMPLS-TE BCモデルに交換する前に、単一のインターフェイスにMAMと
RDMの両方の帯域幅値を設定できます。

帯域幅制約を設定し、対応する帯域幅制約値を設定しなかった場合、ルータではデフォルトの

帯域幅制約値が使用されます。

先行標準 DS-TEモードでは、MAMはサポートされていません。IETF DS-TEモードでは、
MAMと RDMがサポートされています。先行標準 DS-TEモードでは、RDMがサポートされ
ています。

帯域幅制約モデルを変更すると、ルータ全体に影響します。また、ゼロ以外の帯域幅のトンネ

ルが解放されたときに、システムパフォーマンスに大きな影響が及ぶ可能性があります。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、MAM帯域幅制約モデルをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# ds-te bc-model mam
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ds-te mode
標準のディファレンシエーテッドサービスTEモード（DS-TE）を設定するには、MPLS-TEコ
ンフィギュレーションモードで ds-te modeコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻す
には、このコマンドの no形式を使用します。

ds-te mode ietf
no ds-te mode ietf

構文の説明 IETF標準モードをイネーブルにします。ietf

コマンドデフォルト 先行標準 DS-TEがデフォルトの DiffServモードです。

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 次の 2つの DS-TEモードがサポートされています。

•先行標準モード

• IGPおよび RSVPシグナリングにはシスコ独自のメカニズムが使用され、DS-TEは
サードパーティベンダー製機器とは相互運用できません。

• IETFモード

• IGPおよび RSVPシグナリングには標準定義の拡張が使用され、このモードのDS-TE
はサードパーティ機器と相互運用できます。

• IETFモードでは、Russian Doll Model（RDM）とMaximum Allocation Model（MAM）
の 2つの帯域幅制約モデルがサポートされています。

• RDMがデフォルトのモデルです。

•ルータにより、可変長の帯域幅制約、予約可能な最大帯域幅、および TEクラスの非
予約帯域幅がアドバタイズされます。

•トンネルには、使用されているTEクラスマップのとおりに、有効なクラスタイプと
優先順位が設定されている必要があります。設定されていない場合、トンネルはダウ

ン状態のままです。

• IGPでアドバタイズされた非予約帯域幅値を解釈するために、TEクラスマップ（一
連のトンネル優先順位およびクラスタイプ値）がイネーブルにされます。したがっ

て、TEトンネルを正常に確立するためには、TEクラスマップがすべてのノードで同
一である必要があります。
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DS-TEを適切に機能させるには、すべてのMPLS-TEノードでDS-TEモードを同一に設定
する必要があります。

DS-TEモードを変更する必要がある場合は、すべてのトンネルインターフェイスを停止
する必要があります。また、変更後、更新された帯域幅値をネットワークを介してフラッ

ディングする必要があります。

DS-TEモードを変更すると、LSR全体に影響します。また、トン
ネルが解放されたときに、システムパフォーマンスに大きな影響

が及ぶ可能性があります。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、IETF標準モードをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# ds-te mode ietf
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ds-te te-classes
DS-TE teクラスマップコンフィギュレーションモードを開始するには、MPLS-TEコンフィ
ギュレーションモードで ds-te te-classesコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

ds-te te-classes te-class te_class_index {class-type class_type_number {priority pri_number} |
unused}
no ds-te te-classes te-class te_class_index {class-type class_type_number {priority pri_number}
| unused}

構文の説明 TEクラスマップを設定します。te-class

TEクラスマップのインデックス。指定できる範囲は、0～ 7です。te_class_index

クラスタイプを設定します。class-type

TEクラスマップのクラスタイプの値。範囲は 0～ 1です。class_type_number

TEトンネル優先順位を設定します。priority

TEトンネルの優先順位の値。指定できる範囲は、0～ 7です。pri_number

TEクラスを未使用としてマーキングします。unused

コマンドデフォルト IETF DS-TEモードでは、次のデフォルト teクラスマップが使用されます。

プライオリ

ティ

class-typete-class
index

700

711

—未使用2

—未使用3

004

015

—未使用6

—未使用7
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デフォルトのマッピングには、2つのクラスタイプで使用される TEクラスが 4つあります。
それに加え、未使用の TEクラスが 4つあります。先行標準 DS-TEモードでは、TEクラス
マップは使用されません。

（注）

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン IETF DS-TEモードでは、非予約帯域幅 TLVの変更版セマンティックが使用されます。IGPで
アドバタイズできる 8つの帯域幅値のそれぞれが TEクラスに対応します。IGPでは 8つの帯
域幅値だけがアドバタイズされるため、IETFDS-TEネットワークでサポートできるTEクラス
は 8つだけになります。TEクラスのマッピングは、DS-TEドメイン内のすべてのルータで同
じように設定する必要があります。ただし、この必要な一貫性を自動的に検出または強制する

方法はありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、TEクラス 7パラメータを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# ds-te te-classes te-class 7 class-type 0 priority
4
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exclude srlg（自動トンネルバックアップ）
自動バックアップトンネルが保護されたインターフェイスの共有リスクリンクグループ（SRLG）
を回避するように指定するには、自動トンネルバックアップコンフィギュレーションモード

で exclude srlgコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの
no形式を使用します。

exclude srlg [preferred]
no exclude srlg [preferred]

構文の説明 （任意）バックアップトンネルが保護されたインターフェイスのSRLGを回避す
るようにしますが、SRLGが回避されない場合、バックアップトンネルが作成さ
れます。

preferred

コマンドデフォルト Strict SRLG

コマンドモード 自動トンネルバックアップコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの Strict SRLG設定は、自動的に作成されるバックアップトンネルの計算された
パスに、除外されたSRLGグループに属しているリンクが含まれていてはならないことを意味
します。このようなパスを見つけることができない場合、バックアップトンネルは起動しませ

ん。

preferredオプションの設定により、SRLGを除外するパスが見つからない場合にも、自動バッ
クアップトンネルが起動します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例

次の例では、自動バックアップトンネルは保護されたインターフェイスの SRLGを回
避する必要があります。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)#
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te-if)# auto-tunnel backup
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te-if-auto-backup)# exclude srlg preferred
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fast-reroute
MPLS-TEトンネルの Fast Reroute（FRR）保護をイネーブルにするには、インターフェイスコ
ンフィギュレーションモードで fast-rerouteコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻す
には、このコマンドの no形式を使用します。

fast-reroute
no fast-reroute

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト FRRはディセーブルです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン Fast Rerouteの対象となるラベルスイッチドパス（LSP）で使用される保護リンクで障害が発
生すると、トラックは割り当て済みのバックアップトンネルに再ルーティングされます。トン

ネルで FRRを設定すると、LSPで伝送されているすべてのノードに対して、対象の LSPでは
リンク/ノード/帯域幅保護が要求されていることが通知されます。

（show redundancyコマンドを使用して確認された）アクティブ RSP RP と同期するために
は、RSP RP のスイッチオーバーが発生してからスタンバイ RSP RPで FRRがトリガーされ
るまでの間に、十分な時間を確保する必要があります。すべての TEトンネルが回復状態であ
り、データベースがすべての入力および出力ラインカードに対して準備完了状態である必要が

あります。この情報を確認するには、show mpls traffic-eng tunnelsコマンドと show mpls
traffic-eng fast-reroute databaseコマンドを使用します。

データベース状態が確認されてから FRRがトリガーされるまでの間に、約 60秒間確保してく
ださい。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、MPLS-TEトンネルで FRRをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# fast-reroute
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fast-reroute protect
MPLS-TEトンネルのノードおよび帯域幅保護をイネーブルにするには、インターフェイスコ
ンフィギュレーションモードで fast-reroute protectコマンドを使用します。デフォルトの動作
に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

fast-reroute protect {bandwidth | node}
no fast-reroute protect

構文の説明 帯域幅保護の要求をイネーブルにします。bandwidth

ノード保護の要求をイネーブルにします。node

コマンドデフォルト FRRはディセーブルです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、指定した TEトンネルの帯域幅保護をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# fast-reroute protect bandwidth
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fast-reroute timers promotion
追加のバックアップ帯域幅またはより最適なバックアップトンネルが使用可能になった場合

に、保護されたMPLS-TEトンネルを新規バックアップトンネルに切り替えることをルータに
考慮させる頻度を設定するには、MPLS-TEコンフィギュレーションモードで fast-reroute timers
promotionコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を
使用します。

fast-reroute timers promotion interval
no fast-reroute timers promotion

構文の説明 ラベルスイッチドパス（LSP）で新規のより最適なバックアップトンネルを使用す
るかどうかを判断するスキャン間隔（秒数）。範囲は 0～ 604800です。値 0を指定
すると、バックアップトンネルのプロモーションがディセーブルになります。

interval

コマンドデフォルト interval：300

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン この間隔を低い値に設定すると、保護されたすべてのLSPを高頻度でスキャンする必要がある
ため、CPUへの負荷が高まります。デフォルト値の300秒を下回るタイマーを設定することは
推奨されません。

バックアッププロモーションがアクティブなときに CPUへの負荷を分散させるためにペーシ
ングメカニズムが実装されています。そのため、保護された多数の LSPがプロモートされる
場合、バックアッププロモーションで遅延が顕著に現れます。プロモーションタイマーが非

常に低い値（保護された LSPの数に基づく）に設定されている場合、保護された LSPの一部
がプロモートされないことがあります。

タイマーをディセーブルにするには、値をゼロに設定します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、LSPをより最適なバックアップトンネルにプロモートするかどうかを判断する
ために 600秒（10分）ごとにスキャンするように指定する例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# fast-reroute timers promotion 600
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flooding thresholds
リンクの予約帯域幅しきい値を設定するには、MPLS-TEインターフェイスコンフィギュレー
ションモードで flooding thresholdsコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

flooding thresholds {down | up} percent [{percent1 percent2 percent3 ... percent 15}]
no flooding thresholds {down | up}

構文の説明 リソースアベイラビリティの減少のしきい値を設定します。down

リソースアベイラビリティの増加のしきい値を設定します。up

帯域幅しきい値レベル。範囲は 0～ 100です（16レベルすべて）。percent [ percent ]

コマンドデフォルト down：100、99、98、97、96、95、90、85 、80、75 、60、45、30、 15

up：5、30、45、60、75、80、85、90、95、97 、98、99、100

コマンドモード MPLS-TEインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 最大で 16個のフラッディングしきい値を設定できます。最初の値は必須です。次の 15個は任
意です。

しきい値が交差している場合、MPLS-TEリンク管理により、更新されたリンク情報がアドバ
タイズされます。しきい値が交差していない場合、定期的フラッディングがディセーブルにさ

れるまで、変更を定期的にフラッディングできます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、リソースアベイラビリティの減少（down）と増加（up）のしきい値に対して、
リンクの予約帯域幅しきい値を設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# interface HundredGigabitEthernet
0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te-if)# flooding thresholds down 100 75 25
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te-if)# flooding thresholds up 25 50 100

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
258

MPLSトラフィックエンジニアリングコマンド
flooding thresholds



forward-class
MPLS-TEインターフェイスで転送パスを定義するには、MPLS-TEコンフィギュレーション
モードで forward-classコマンドを使用します。forward-classの設定を削除するには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

forward-class forward-class
no forward-class

トンネルの転送クラス。範囲は 1～ 7です。forward-class

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、MPLS TEインターフェイスで転送パスを定義する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)#forward-class 1
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forwarding-adjacency
MPLS-TE転送隣接を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで
forwarding-adjacencyコマンドを使用します。転送隣接を設定することにより、MPLS-TEトン
ネルは IGPによってリンクと見なされます。転送隣接を定義しない場合は、このコマンドの
no形式を使用します。

forwarding-adjacency [holdtime time][include-ipv6]
no forwarding-adjacency [holdtime time][include-ipv6]

構文の説明 （任意）各転送隣接 LSPに関連付けられている保持時間値をミリ秒単位で設
定します。保持時間とは、LSPの状態変化が IGPにアドバタイズされるまでの
時間です。デフォルト値は 0です。

holdtime time

（任意）MPLS-TEトンネルを IPv6転送隣接として通知します。include-ipv6

コマンドデフォルト holdtime time：0

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン holdtime time値を指定しないと、遅延が発生し、次のように処理されます。

•アップしているトンネルに転送隣接が設定されている場合は、追加の遅延が発生すること
なく、TEから IGPに通知されます。

•ダウンしているトンネルに転送隣接が設定されている場合は、TEから IGPには通知され
ません。

•転送隣接が設定されているトンネルがアップすると、保持時間（ゼロでないと仮定）の
間、TEで IGPへの通知が保留にされます。保持時間が経過したときにトンネルが引き続
きアップしている場合、TEから IGPに通知されます。

トラフィックの宛先までのパスは、転送隣接リンクメトリックを調整することで操作できま

す。これには、bandwidthコマンドを使用します。使用可能な帯域幅値の単位は kbpsです。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、保持時間値が 60ミリ秒の転送隣接を設定する例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 888
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# forwarding-adjacency holdtime 60

次に、MPLS-TEトンネルを IPv6転送隣接として通知する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router#configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#interface tunnel-te 65534
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)#forwarding-adjacency
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if-tunte-fwdadj)#include-ipv6
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index exclude-address
特定のインデックスのトンネルパスエントリからアドレスを除外するには、明示パスコンフィ

ギュレーションモードで index exclude-addressコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

index index-id exclude-address{ ipv4 unicast IP address}
no index index-id

構文の説明 パスエントリを挿入または変更するインデックス番号。範囲は 1～
65535です。

index-id

IPv4ユニキャストアドレスを除外します。ipv4 unicast IP address

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード 明示パスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン exclude-addressキーワードを使用して明示的に設定しないかぎり、IP明示パスにアドレスを含
めたり、明示パスからアドレスを除外したりすることはできません。

exclude-addressキーワードを使用するには、事前に明示パスコンフィギュレーションモード
を開始してください。

exclude-addressキーワードを使用してリンクの IPアドレスを指定した場合、制約ベースのルー
チンではMPLS-TEパスの設定時にそのリンクは考慮されません。除外アドレスがフラッディ
ングされたMPLS-TEルータ IDの場合、制約ベースの Shortest Path First（SPF）ルーチンでは
そのノード全体が考慮されません。

設定の担当者は、ルータの IDを把握している必要があります。値がリンクまたはノードを表
している場合、IDが明らかでないことがあるためです。

（注）

MPLS-TEでは、exclude-addressキーワードを使用して設定されたすべての除外アドレスで構
成される IP明示パスが許容されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te
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例 次に、明示パス 200のインデックス 3のアドレス 192.168.3.2を除外する例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# explicit-path identifier 200
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-expl-path)# index 3 exclude-address ipv4 unicast 192.168.3.2
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index exclude-srlg
特定のインデックスのトンネルパスエントリからSRLGを取得するアドレスを除外するには、
index exclude-srlgコマンドを明示パスコンフィギュレーションモードで使用します。デフォ
ルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

index index-id exclude-srlg ipv4 unicast IP address

no index index-id

構文の説明 パスエントリを挿入または変

更するインデックス番号。範

囲は 1～ 65535です。

index-id

除外するために SRLG値を取
得する IPアドレスを指定しま
す。

exclude-srlg

IPv4ユニキャストアドレスを
除外します。

ipv4 unicast IP address

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード 明示パスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例

次に、明示パス 100のインデックス 1の IPアドレス 192.168.3.2から SRLG値を除外
する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# explicit-path identifier 100
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-expl-path)# index 1 exclude-srlg ipv4 unicast 192.168.3.2
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index next-address
特定のインデックスにパスエントリを含めるには、明示パスコンフィギュレーションモード

で index next-addressコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

index index-id next-address [{loose | strict}] ipv4 unicast IP-address
no index index-id

構文の説明 パスエントリを挿入または変更するインデックス番号。範囲は

1～ 65535です。
index-id

IPv4ユニキャストアドレス（厳密なアドレス）を含めます。ipv4 unicast IP-address

（任意）パス内の次のユニキャストアドレスをルーズホップ

として指定します。

loose ipv4 unicast IP-address

（任意）パス内の次のユニキャストアドレスをストリクトホッ

プとして指定します。

strict ipv4 unicast IP-address

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード 明示パスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン next-addressキーワードを使用して明示的に設定しないかぎり、IP明示パスにアドレスを含め
ることはできません。

next-addressキーワードを使用するには、事前に明示パスコンフィギュレーションモードを開
始してください。

設定の担当者は、ルータの IDを把握している必要があります。値がリンクまたはノードを表
している場合、IDが明らかでないことがあるためです。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te
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例 次に、明示パス 200のインデックス 3に next-address 192.168.3.2を挿入する例を示し
ます。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# explicit-path identifier 200
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-expl-path)# index 3 next-address ipv4 unicast 192.168.3.2
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interface（MPLS-TE）
インターフェイスでMPLS-TEをイネーブルにし、MPLS-TEインターフェイスコンフィギュ
レーションモードを開始するには、XRコンフィギュレーションモードで interfaceコマンド
を使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

interface type interface-path-id
no interface type interface-path-id

構文の説明 インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェイ

スのリストを表示するには、showinterfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 物理インターフェイスに特定のインターフェイスパラメータを設定するには、MPLS-TEイン
ターフェイスモードを開始する必要があります。

MPLS-TEリンクまたはトンネルTEインターフェイスを設定すると、RSPRPでTEコントロー
ルプロセスが開始されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、MPLS-TEインターフェイスコンフィギュレーションモードを開始する例を示
します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# interface HundredGigabitEthernet
0/0/0/3

次に、MPLS-TEドメインからインターフェイスを削除する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# no interface HundredGigabitEthernet 0/0/0/3
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interface（SRLG）
インターフェイスで共有リスクリンクグループ（SRLG）をイネーブルにし、SRLGインター
フェイスコンフィギュレーションモードを開始するには、SRLGコンフィギュレーションモー
ドで interface コマンドを使用します。前のコンフィギュレーションモードに戻るには、この
コマンドの no形式を使用します。

interface type interface-path-id
no interface type interface-path-id

構文の説明 インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンライ
ンヘルプを参照してください。

（注）

interface-path-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード SRLGコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例

次に、SRLGインターフェイスコンフィギュレーションモードを開始する例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# srlg
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-srlg)# interface HundredGigabitEthernet
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0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-srlg-if)# value 10
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-srlg-if)#value 50
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interface tunnel-te
MPLS-TEトンネルインターフェイスを設定するには、XRコンフィギュレーションモードで
interface tunnel-teコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

interface tunnel-te tunnel-id
no interface tunnel-te tunnel-id

構文の説明 トンネル番号。範囲は 0～ 65535です。tunnel-id

コマンドデフォルト トンネルインターフェイスはディセーブルです。

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 同じカプセル化モードを使用して、送信元アドレスと宛先アドレスがまったく同じの2つのト
ンネルを設定することはできません。対応策は、ループバックインターフェイスを作成して、

そのループバックインターフェイスアドレスをトンネルの送信元アドレスとして使用するこ

とです。

MPLS-TEリンクまたは Tunnel-TEインターフェイスを設定すると、RSP RPで TEコントロー
ルプロセスが開始されます。

interface tunnel-teコマンドでは、トンネルインターフェイスがMPLS-TEトンネル用であり、
さまざまなトンネルMPLS設定オプションをイネーブルにすることを指定します。

シングルノードでマージしている複数のバックアップトンネルによって保護されるTEトンネ
ルには、レコードルートを設定する必要があります。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みinterface

例 次に、トンネルインターフェイス 1を設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# ipv4 unnumbered loopback0

次に、トンネルクラス属性を設定して、正しいトラフィッククラスをトンネルにマッ

プする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# policy-class 1
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ipv4 unnumbered（MPLS）
MPLS-TEトンネルのインターネットプロトコルバージョン 4（IPv4）アドレスを指定するに
は、インターフェイスコンフィギュレーションモードで ipv4 unnumberedコマンドを使用し
ます。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no 形式を使用します。

ipv4 unnumbered type interface-path-id
no ipv4 unnumbered type interface-path-id

構文の説明 インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを
参照してください。

interface-path-id

コマンドデフォルト IPアドレスは設定されていません。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン Tunnel-TEには、トンネルインターフェイスで IPアドレスが設定されるまで信号は送信され
ません。したがって、IPアドレスを設定しないと、トンネル状態はダウンのままです。

通常インターフェイスタイプとしてループバックが使用されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みnetwork

例 次に、ループバックインターフェイス 0で使用される IPv4アドレスを使用するように
MPLS-TEトンネルを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# ipv4 unnumbered loopback0
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ipv4 unnumbered mpls traffic-eng
インターネットプロトコルバージョン 4（IPv4）アドレスを指定するには、XRコンフィギュ
レーションモードで ipv4 unnumbered mpls traffic-engコマンドを使用します。IPv4アドレス
を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv4 unnumbered mpls traffic-eng interface-path-id
no ipv4 unnumbered mpls traffic-eng

構文の説明 物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

interface-path-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード XRコンフィギュレーションモードを

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みnetwork

例 次に、ギガビットイーサネットインターフェイスに番号なし IPv4アドレスを指定す
る例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipv4 unnumbered mpls traffic-eng HundredGigabitEthernet
0/0/0/3

次に、トンネル ID 200のMPLS-TEトンネルに番号なし IPv4アドレスを指定する例を
示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipv4 unnumbered mpls traffic-eng tunnel-te 200
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link-management timers bandwidth-hold
リソース予約プロトコル（RSVP）パスの（確立）メッセージに対して対応するRSVPResvメッ
セージが返されるまでの間、帯域幅を保持する許容待機時間を設定するには、MPLS-TEコン
フィギュレーションモードで link-management timers bandwidth-holdコマンドを使用します。
デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

link-management timers bandwidth-hold holdtime
no link-management timers bandwidth-hold holdtime

構文の説明 帯域幅を保持する許容秒数。範囲は 1～ 300です。デフォルト値は 15秒です。holdtime

コマンドデフォルト holdtime: 15

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン link-management timers bandwidth-holdコマンドでは、RSVPメッセージに対する隣接 RSVP
ノードからの応答を待つ許容時間を決定します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、帯域幅を 10秒間保持するように設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# link-management timers bandwidth-hold 10
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link-management timers periodic-flooding
定期的フラッディングの間隔を設定するには、MPLS-TEコンフィギュレーションモードで
link-management timers periodic-floodingコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

link-management timers periodic-flooding interval
no link-management timers periodic-flooding

構文の説明 定期的フラッディングの間隔（秒数）。範囲は 0～ 3600です。値 0を指定すると、
定期的フラッディングがオフになります。最小値は 30です。

interval

コマンドデフォルト interval：180

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン link-management timers periodic-floodingコマンドでは、即時処理のトリガーとならないリン
クステート情報の変更（しきい値が交差しない割り当て済み帯域幅の変更など）をアドバタイ

ズします。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、定期的フラッディングの間隔を 120秒に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# link-management timers periodic-flooding 120

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
276

MPLSトラフィックエンジニアリングコマンド
link-management timers periodic-flooding



link-management timers preemption-delay
LSPプリエンプションを遅らせる間隔を設定するには、MPLS-TEコンフィギュレーションモー
ドで link-management timers preemption-delayコマンドを使用します。この動作をディセーブ
ルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

link-management timers preemption-delay bundle-capacity sec

構文の説明 バンドルキャパシティのプリエンプションタイマー値を指定します（秒

単位）。

bundle-capacitysec

コマンドデフォルト なし（None）

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン link-management timers preemption-delayコマンドでバンドルキャパシティ値として値が 0の
場合、このタイマーはディセーブルになります。これは、バンドルキャパシティがダウンした

場合に、プリエンプションが設定されるまでに遅延がないことを意味します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

次に、プリエンプション遅延の間隔を設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# link-management timers preemption-delay
bundle-capacity 180
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load-share
指定したインターフェイスの負荷分散（ロードバランシング）パラメータを決定するには、イ

ンターフェイスコンフィギュレーションモードで load-shareコマンドを使用します。デフォ
ルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

load-share value
no load-share

構文の説明 kbps単位の帯域幅に相当する負荷分散の値（つまり、設定と同じ値）。範囲は 1～
4294967295です。デフォルトは 0です。

value

コマンドデフォルト 明示的に設定しない場合のトンネルのデフォルトの負荷分散は、設定済みの信号送信帯域幅で

す。

value：0（値を割り当てない場合）

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン ロードバランシング用として、設定スキーマがサポートされています。

load-shareコマンドをイネーブルにするには、load-share unequalコマンドを使用して不均等な
ロードバランシングをイネーブルにする必要があります。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、指定したインターフェイスに負荷分散パラメータを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 100
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# load-share 100
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load-share unequal
MPLS-TEトンネルに対して不均等な負荷分散を設定するには、MPLS-TEコンフィギュレー
ションモードで load-share unequalコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

load-share unequal
no load-share unequal

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトでは、不均等なロードバランシングはディセーブルになっており、均等なロード

バランシングが行われます。

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン auto-bwコマンドと load-share unequalコマンドを一緒に使用することはできません。

load-share unequalコマンドでは、帯域幅に基づいてトンネルの負荷分散が決定されます。た
だし、MPLS-TE自動帯域幅機能では帯域幅が変更されます。load-share unequalコマンドと
MPLS-TE自動帯域幅機能の両方を設定する場合は、各MPLS-TE自動帯域幅トンネルで明示的
負荷分散値の設定を指定することを推奨します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、不均等な負荷分散をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# load-share unequal
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match mpls disposition
PBRポリシーを使用してMPLSラベル付きパケットを新しい宛先にリダイレクトするときに
Tag2IPパケットを照合するには、クラスマップコンフィギュレーションモードでmatch mpls
dispositionコマンドを使用します。MPLSラベル付きパケットのリダイレクトを削除するには、
このコマンドの no形式を使用します。

match mpls disposition access-group {ipv4 | ipv6} access-list
no match mpls disposition access-group {ipv4 | ipv6} access-list

構文の説明 アクセスグループを指定します。access-group

IPv4アドレスまたは IPv6アドレスを指定します。ipv4 | ipv6

アクセスリストを指定します。access-list

コマンドデフォルト 照合が設定されていません。

コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン Tag2IPパケットだけをリダイレクトできます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みqos

次に、IPv4アドレスの照合MPLSディスポジションシーケンスを設定する例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router#configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#class-map type traffic class_mpls_src_test
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-cmap)#match mpls disposition access-group ipv4 ACL_MPLS_SRC
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-cmap)#end-class-map
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maxabs（MPLS-TE）
設定可能なMPLS-TEトンネルの最大数を指定するには、MPLS-TEコンフィギュレーション
モードでmaxabsのコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドのno
形式を使用します。

maxabs tunnels tunnel-limit destinations dest-limit
no maxabs tunnels tunnel-limit destinations dest-limit

構文の説明 MPLS-TEのすべてのトンネルを設定します。tunnels

トンネル TEインターフェイスの最大数。範囲は 1～ 65536です。tunnel-limit

MPLS-TEのすべての宛先を設定します。destinations

設定できる宛先の最大数。範囲は 1～ 65536です。dest-limit

コマンドデフォルト tunnel-limit：4096

dest-limit：4096

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、tunnel-teの設定制限を 1000に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# maxabs tunnels 1000 destinations 1000
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mpls traffic-eng
MPLS-TEコンフィギュレーションモードを開始するには、XRコンフィギュレーションモー
ドで mpls traffic-engコマンドを使用します。

mpls traffic-eng

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、MPLS-TEコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)#
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mpls traffic-eng auto-bw apply（MPLS-TE）
現在のアプリケーション期間が終了するまで待機せずに、トンネルで収集された最大の帯域幅

を適用するには、XR EXECモードで mpls traffic-eng auto-bw applyコマンドを使用します。

mpls traffic-eng auto-bw apply {all | tunnel-te tunnel-number}

構文の説明 すべての自動帯域幅対応トンネルで収集された最大の帯域幅をただ

ちに適用します。

all

指定したトンネルに最大の帯域幅をただちに適用します。指定でき

る範囲は 0～ 65535です。
tunnel-te tunnel-number

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン mpls traffic-eng auto-bw applyコマンドでは、指定したトンネルの現在のアプリケーション期
間を強制的に期限切れにして、アプリケーション期間が独自に終了するのを待機せずに、それ

までに記録された最大の帯域幅を即座に適用することができます。

定義済みしきい値のチェックは引き続き設定に適用され、デルタが重要でない場合は、自動帯

域幅機能がこのコマンドを上書きします。

（注）

帯域幅アプリケーションは、少なくとも1つの出力レートのサンプルが現在のアプリケーショ
ン期間に収集された場合にだけ実行されます。

特定の信号送信帯域幅値のアプリケーションを保証するには、手動の帯域幅アプリケーション

をトリガーするときに、次の手順を実行します。

1. コマンドを使用して適用する帯域幅値に最小および最大の自動帯域幅を設定します。

2. mpls traffic-engauto-bwapplyコマンドを使用して、手動の帯域幅アプリケーションをトリ
ガーします。

3. 最小および最大の自動帯域幅値を元の値に戻します。
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タスク ID 動

作

タスク
ID

実

行

mpls-te

例 次に、指定したトンネルに最大帯域幅を適用する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# mpls traffic-eng auto-bw apply tunnel-te 1
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mpls traffic-eng fast-reroute promote
保護されたMPLS-TEトンネルに新規またはより効率的なバックアップMPLS-TEトンネルを
割り当てるようにルータを設定するには、XR EXECモードで mpls traffic-eng fast-reroute
promoteコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使
用します。

mpls traffic-eng fast-reroute promote
no mpls traffic-eng fast-reroute promote

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、バックアップトンネルのプロモーションと割り当てを開始する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# mpls traffic-eng fast-reroute promote
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mpls traffic-eng level
中継システム間（IS-IS）MPLS-TEを IS-ISレベル 1およびレベル 2で実行するようにルータを
設定するには、XRコンフィギュレーションモードで mpls traffic-eng levelコマンドを使用し
ます。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls traffic-eng level isis-level
no mpls traffic-eng level isis-level

構文の説明 MPLS-TEをイネーブルにする IS-ISレベル（1または 2、あるいはその両方）。isis-level

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン mpls traffic-eng levelコマンドは IS-IS用にサポートされており、MPLS-TEがそのルーティン
グプロトコルインスタンスに対してイネーブルになっている場合にだけ、MPLS-TEの動作に
影響します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みisis

例 次に、IS-ISMPLSを実行して IS-ISレベル 1の TEをフラッディングするようにルータ
を設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# router isis 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-isis-af)# mpls traffic-eng level 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-isis-af)# metric-style wide
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mpls traffic-eng link-management flood
すべてのローカルMPLS-TEリンクの即時フラッディングをイネーブルにするには、XR EXEC
モードで mpls traffic-eng link-management floodコマンドを使用します。デフォルトの動作に
戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls traffic-eng link-management flood
no mpls traffic-eng link-management flood

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 最後のフラッディングからLSAが変更されていない場合、IGPによりアドバタイズメントが抑
制されることがあります。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、ローカルMPLS-TEリンクのフラッディングを開始する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# mpls traffic-eng link-management flood
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mpls traffic-eng path-protection switchover tunnel-te
パス保護されたトンネルの手動スイッチオーバーを実行するには、XR EXECモードで mpls
traffic-eng path-protection switchover tunnel-teコマンドを使用します。この機能をディセーブ
ルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls traffic-eng path-protection switchover tunnel-te tunnel ID
no mpls traffic-eng path-protection switchover tunnel-te tunnel ID

構文の説明 パス保護スイッチオーバーの P2Pトンネルのトンネル ID。範囲は 0～ 65535で
す。

tunnel ID

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動

作

タスク
ID

実

行

mpls-te

例 次に、tunnel-teパス保護のスイッチオーバーを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# mpls traffic-eng path-protection switchover tunnel-te 8
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mpls traffic-eng reoptimize（EXEC）
すべてのTEトンネルの再最適化間隔をトリガーするには、XREXECモードでmpls traffic-eng
reoptimizeコマンドを使用します。

mpls traffic-eng reoptimize [tunnel-id] [tunnel-name] [all] [p2p{all tunnel-id}]

構文の説明 （任意）番号で表されるMPLS-TEトンネル ID。範囲は 0～ 65535です。tunnel-id

（任意）名前で表される TEトンネル ID。tunnel-name

（任意）すべてのトンネルの即時再最適化を強制的に実行します。all

（任意）すべてのP2PTEトンネルの即時再最適化を強制的に実行します。p2p

（任意）すべての P2Pトンネルの即時再最適化を強制的に実行します。all

再最適化する P2P TEトンネル ID。範囲は 0～ 65535です。tunnel-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動

作

タスク
ID

実

行

mpls-te

例 次に、すべての TEトンネルを即時に再最適化する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# mpls traffic-eng reoptimize

次に、TE tunnel-te90を即時に再最適化する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# mpls traffic-eng reoptimize tunnel-te90
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次に、すべての P2P TEトンネルを即時に再最適化する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# mpls traffic-eng reoptimize p2p all
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mpls traffic-eng reoptimize events link-up
特定のイベントが発生したとき（インターフェイスが動作を開始したときなど）にマルチプロ

トコルラベルスイッチング（MPLS）トラフィックエンジニアリングの自動再最適化をオン
にするには、XRコンフィギュレーションモードで mpls traffic-eng reoptimize events link-up
コマンドを使用します。リンクアップイベントが発生したときの自動再最適化をディセーブル

にするには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls traffic-eng reoptimize events link-up

no mpls traffic-eng reoptimize events link-up

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例

次に、インターフェイスが動作を開始したときに自動再最適化をオンにする例を示し

ます。

RP/0/RP0/cpu 0: router# mpls traffic-eng reoptimize events link-up
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mpls traffic-eng router-id（MPLS-TEルータ）
ノードの TEルータ IDを特定のインターフェイスに関連付けられている IPアドレスにするよ
うに指定するには、適切なモードで mpls traffic-eng router-idコマンドを使用します。デフォ
ルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls traffic-eng router-id type interface-path-id
no mpls traffic-eng router-id type interface-path-id

構文の説明 インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを
参照してください。

interface-path-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード OSPF設定

IS-ISアドレスファミリ設定

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン ルータ IDは、TE設定の安定 IPアドレスとして機能します。この IPアドレスはすべてのノー
ドにフラッディングされます。影響を受けるすべてのトンネルに対して、宛先ノードのTEルー
タ ID上の宛先を設定する必要があります。このルータ IDは、トンネルヘッドの TEトポロジ
データベースでそのパスの計算に使用されるアドレスです。

mpls traffic-eng router-idコマンドが設定されていない場合、MPLS-TEではグローバルルータ
IDが使用されます（設定されている場合）。

（注）

IGPで mpls traffic-eng router-idコマンドを明示的に設定することを推奨します。そうしない
場合、TEではデフォルトのアルゴリズムを使用してTEルータ IDが取得されます。これはルー
プバックインターフェイスまたは物理インターフェイスの最大 IPアドレスである可能性があ
ります。
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トンネルのヘッドエンドで正しい送信元アドレスが取得され、テールエンドの設定されたスタ

ティック RPFアドレスがトンネルの送信元に一致して、予期しないトラフィックのドロップ
を回避できるように、TEルータ ID設定を強く推奨します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、TEルータ IDをループバックインターフェイスに関連付けられている IPアド
レスとして指定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# router ospf CORE_AS
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ospf)# mpls traffic-eng router-id 7.7.7.7

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# router isis 811
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-isis-af)# mpls traffic-eng router-id 8.8.8.8
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mpls traffic-eng repotimize mesh group
メッシュグループ内のすべてのトンネルを再最適化するには、XREXECモードでmplstraffic-eng
repotimize mesh groupコマンドを使用します。

mpls traffic-eng reoptimize auto-tunnel mesh group group_id

構文の説明 再最適化する自動トンネルメッシュグループ IDを定義します。範囲は 0～
4294967295です。

group_id

コマンドデフォルト なし

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動

作

タスク
ID

実

行

mpls-te

例 次に、mpls traffic-eng reoptimize mesh groupコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router mpls traffic-eng reoptimize mesh group 10

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
294

MPLSトラフィックエンジニアリングコマンド
mpls traffic-eng repotimize mesh group



mpls traffic-eng srlg
MPLS-TESRLGコンフィギュレーションモードを開始するには、XRコンフィギュレーション
モードでmpls traffic-eng srlgコマンドを使用します。トラフィックエンジニアリングで設定さ
れたすべての SRLG値とマッピングを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。
MPLS-TE SRLG値コンフィギュレーションサブモードを開始するには、MPLS TE SRLGコン
フィギュレーションモードで mpls traffic-eng srlg value srlg valueコマンドを使用します。設

定されたすべての SRLG値を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。SRLG値
に関連付けられた管理上の重みを指定するには、MPLS TE SRLG値コンフィギュレーション
サブモードで admin-weight キーワードを使用します。

mpls traffic-eng srlg {admin-weight weight | value srlg value}ipv4 address ip-address next-hop
ipv4 address next-hop-ip-address

構文の説明 SRLG対応のパス計算中にリンクの管理上の重みに
追加される値。範囲は 0～ 4294967295です。

admin-weight weight

SRLG値。範囲は 0～ 4294967295です。value srlg-value

IPアドレスに基づいて SRLGをトポロジリンクに割
り当てます。

static

ローカルエンドポイントの IPアドレスとリンクのネ
クストホップアドレスを割り当てます。

ipv4 address ip-address next-hop ipv4
address next-hop-ip-address

コマンドデフォルト admin-weightキーワードのデフォルト値は 1です。

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、MPLS-TE SRLGコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng srlg
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te-srlg)#

次に、MPLS-TE SRLG値コンフィギュレーションサブモードを開始する例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng srlg value 150
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te-srlg)#

次に、MPLS TE SRLG値コンフィギュレーションサブモードで管理上の重みを指定す
る例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng srlg value 150
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te-srlg)# admin-weight 10
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nhop-only（自動トンネルバックアップ）
リンク保護のみでネクストホップ自動バックアップトンネルだけを設定するには、MPLS-TE
自動トンネルバックアップインターフェイスコンフィギュレーションモードで nhop-onlyコ
マンドを使用します。自動バックアップトンネルのデフォルト設定に戻すには、このコマンド

の no形式を使用します。

nhop-only
no nhop-only

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト NHOPおよび NNHOP保護の両方がイネーブルになります。

コマンドモード 自動トンネルバックアップコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン nhop-onlyコマンドを設定すると、指定したインターフェイス上で実行されるトンネルにノー
ド保護を提供するために作成されるネクストホップのネクストホップ（NNHOP）トンネルが
破棄されます。

nhop-onlyコマンドの設定を解除すると、そのリンクで実行されるプライマリトンネルのバッ
クアップの割り当てがトリガーされます。自動バックアップトンネル機能は、指定したトンネ

ルにノード保護を提供するために NNHOPバックアップトンネルの作成を試行します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例

次に、NNHOP自動バックアップトンネルが破棄され、リンク保護がある NHOPトン
ネルだけが設定される例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te-if)# auto-tunnel backup
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te-if-auto-backup)# nhop-only
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overflow threshold（MPLS-TE）
トンネルのオーバーフロー検出を設定するには、MPLS-TE自動帯域幅インターフェイスコン
フィギュレーションモードで overflow thresholdコマンドを使用します。オーバーフロー検出
機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

overflow threshold percentage [min bandwidth] limit limit
no overflow threshold

構文の説明 オーバーフローをトリガーする帯域幅変更パーセンテージ。範囲は 1～ 100
です。

percentage

（任意）オーバーフローをトリガーする帯域幅の変更値を設定します（kbps
単位）。

範囲は 10～ 4294967295です。デフォルトは 10です。

min bandwidth

しきい値を超過する連続収集間隔の回数を設定します。帯域幅オーバーフロー

は、早期のトンネル帯域幅更新をトリガーします。

値の範囲は 1～ 10です。デフォルトは noneです。

limit limit

コマンドデフォルト デフォルト値は [disabled]です。

コマンドモード MPLS-TE自動帯域幅インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン limitキーワードを変更すると、トンネルの連続するオーバーフローカウンタもリセットされま
す。

最小値をイネーブルにした場合、または変更した場合、トンネルの現在の連続したオーバーフ

ローカウンタもリセットされ、オーバーフローの検出が最初から効率的に再開されます。

複数の連続した帯域幅サンプルがオーバーフローしきい値（帯域幅の割合）および設定されて

いる最小帯域幅より大きいと、帯域幅アプリケーションは、アプリケーション期間の終了を待

たずにただちに更新されます。

オーバーフローの検出は、帯域幅の増加にだけ適用されます。たとえば、帯域幅が設定された

オーバーフローしきい値よりも減少した場合にも、オーバーフローはトリガーされません。
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タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、tunnel-te 1のトンネルのオーバーフロー検出を設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# auto-bw
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if-tunte-autobw)# overflow threshold 50 limit 3
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path-option（MPLS-TE）
MPLS-TEトンネルのパスオプションを設定するには、Tunnel-TEインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードで path-optionコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

path-option preference-priority [protecting number] {dynamic | explicit {name path-name |
identifier path-number}[protected-by path-option-level]} [attribute-set name] [isis instance-name
level level] [lockdown] [ospf instance-name area {value address}] [verbatim]
no path-option preference-priority {dynamic | explicit {name path-name | identifier
path-number}[protected-by path-option-level]} [isis instance-name level level] [lockdown] [ospf
instance-name area {value address}] [verbatim]

構文の説明 パスオプション番号。範囲は、1～ 1000です。preference-priority

パスを保護するためのパス確立オプションを指定します。範囲

は 1～ 1000です。
protecting number

ラベルスイッチドパス（LSP）がダイナミックに計算されるよ
うに指定します。

dynamic

LSPパスを IP明示パスにするように指定します。explicit

IP明示パスのパス名を指定します。name path-name

IP明示パスのパス番号を指定します。identifier path-number

（任意）別の明示的パスによって保護されている明示的パスの

パス保護を設定します。

protected-by path-option-level

（任意）CSPFを単一の IS-ISインスタンスおよびエリアに制限
します。

isis instance-name

（任意）LSPの属性セットを指定します。attribute-set name

IS-ISのレベルを設定します。有効な範囲は 1～ 2です。level level

（任意）LSPの再最適化を禁止するように指定します。lockdown

（任意）CSPFを単一の OSPFインスタンスおよびエリアに制
限します。

ospf instance-name

OSPFのエリアを設定します。area

OSPFエリア IDの 10進数値。value

OSPFエリア IDの IPアドレス。address

（任意）明示パスのトポロジ/CSPFチェックを回避します。verbatim

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
300

MPLSトラフィックエンジニアリングコマンド

path-option（MPLS-TE）



コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード Tunnel-TEインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 1つのトンネルに 7つのパスオプションを設定できます。たとえば、1つのトンネルに 7つの
明示パスオプションと 1つのダイナミックオプションを設定できます。パス確立プリファレ
ンスは（より高い番号ではなく）より低い番号を対象としているため、オプション1が優先さ
れます。

低い番号のパスオプションが失敗すると、（lockdownオプションを使用していないかぎり）
次のパスオプションを使用してトンネルが自動的に設定されます。

protectingキーワードでは、プライマリ LSPに対してパスの保護を設定できるように指定しま
す。protectingキーワードは、tunnel-gteインターフェイスでだけ使用できます。

プライマリパスで障害が発生した場合のために path-optionコマンドにバックアップパスを指
定します。

CSPFエリアは、path-optionごとに設定されます。

パス保護を設定するために dynamicキーワードが必要です。

パス保護がイネーブルになっているトンネル上のプライマリ明示パスを、protected-byキーワー
ドを使用して、明示的パスオプションレベルにより保護されるように設定できます。パスオプ

ションごとに 1つの明示的な保護パスのみがサポートされます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、トンネルの verbatimおよび lockdownオプションとして名前付き IPv4明示パス
を使用するようにトンネルを設定する例を示します。このトンネルは、FRRイベント
が解決されたときに再最適化できません。手動で再最適化する必要があります。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# path-option 1 explicit name test verbatim lockdown

次に、明示パスを設定するためにトンネルでパス保護をイネーブルにする例を示しま

す。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# path-option 1 explicit name po4
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# path-option protecting 1 explicit name po6

次に、CSPFを単一の OSPFインスタンスおよびエリアに制限する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# path-option 1 explicit name router1 ospf 3 area 7
verbatim

次に、CSPFを単一の IS-ISインスタンスおよびエリアに制限する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# path-option 1 dynamic isis mtbf level 1 lockdown
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path-protection（MPLS-TE）
トンネルインターフェイスのパス保護をイネーブルにするには、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードで path-protectionコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

path-protection
no path-protection

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン リンクまたはノードの保護ほど高速ではありませんが、セカンダリパスオプションを設定し

たり、トンネルの送信元ルータで動的にパスを再計算したりするよりも、セカンダリラベル

スイッチドパス（LSP）にプリシグナリングする方が高速です。実際の回復時間はトポロジ依
存であり、伝搬遅延やスイッチファブリック遅延などの遅延要素の影響を受けます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、tunnel-teインターフェイスタイプのパス保護をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# path-protection
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path-protection timers reopt-after-switchover
スイッチオーバーがトンネルで発生した後に再最適化がトンネルに試行されるまでの待機時間

を設定するには、MPLS-TEコンフィギュレーションモードで path-protection timers
reopt-after-switchoverコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

path-protection timers reopt-after-switchover seconds
no path-protection timers reopt-after-switchover seconds

構文の説明 パス保護イベントとトンネル再最適化の間隔（秒単位）。指定できる値の範囲は0～
604800です。

seconds

コマンドデフォルト seconds：180（3分）

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドは、トリガーされた再最適化として使用されます。これによって、トンネルはス

イッチオーバー後にスタンバイパスよりも良いパスに再最適化されます。このオプションは、

1回だけの再最適化として使用されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、パス保護スイッチオーバーがトンネルヘッドで実行されるときと再最適化がト

ンネルで実行されるときの間の秒数を調整する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# path-protection timers reopt-after-switchover
180
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path-selection cost-limit
MPLS-TE LSPのパスの計算におけるパス集約の管理上の重みに上限を設定するには、適切な
コンフィギュレーションモードで path-selection cost-limitコマンドを使用します。この上限を
削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

path-selection cost-limit cost-limit-value

構文の説明 パス選択のコスト制限値を設定します。範囲は 1～ 4294967295です。cost-limit-value

コマンドデフォルト コスト制限は無視されます。

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

インターフェイストンネル TEコンフィギュレーション

MPLS TEパスオプション属性セットコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン パス選択コスト制限設定は、MPLS TEトンネルでのみ機能します。パスオプション属性セッ
トコンフィギュレーションモードで設定されたコスト制限が優先され、グローバルコンフィ

ギュレーションモード、インターフェイストンネル TEモード、およびパスオプション属性
セットコンフィギュレーションモードでコスト制限が設定されている場合に有効になります。

デフォルトでは、コスト制限は無視されます。

LSPは、そのパス集約の管理上の重みが、指定されたパスコスト制限よりも小さい場合にのみ
作成されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

次に、MPLSTEパスオプション属性セットPO3AttrSetでパス選択コスト制限を設定す
る例を示しています。

RP/0/RP0/cpu 0: router#configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)#attribute-set path-option PO3AttrSet
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-attribute-set)#path-selection cost-limit 50000
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path-selection ignore overload（MPLS-TE）
MPLS-TEの中継システム間（IS-IS）の過負荷ビット設定を無視するには、MPLS-TEコンフィ
ギュレーションモードで path-selection ignore overloadコマンドを使用します。デフォルトの
動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

path-selection ignore overload {head | mid | tail}
no path-selection ignore overload {head | mid | tail}

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

構文の説明 トンネルは、set-overload-bitがヘッドルータの ISISに
よって設定されている場合にアップ状態のままになりま

す。ヘッドノードの CSPFの間に過負荷のノードを無視
します。

head

トンネルは、set-overload-bitが中間ルータの ISISによっ
て設定されている場合にアップ状態のままになります。

中間ノードのCSPFの間に過負荷のノードを無視します。

mid

トンネルは、set-overload-bitがテールルータの ISISに
よって設定されている場合にアップ状態のままになりま

す。テールノードの CSPFの間に過負荷のノードを無視
します。

tail

コマンドデフォルト なし（None）

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン IS-IS過負荷ビットをイネーブルとして持つルータによってラベルスイッチドパス（LSP）切断
されていないことを確認するには、path-selection ignore overloadコマンドを使用します。

IS-IS過負荷ビット無効化（OLA）機能がアクティブになると、過負荷ビットセット（ヘッド
ノード、中間ノード、テールノードを含む）を持つすべてのノードは無視されます。これは、

ラベルスイッチドパス（LSP）でまだ使用可能であることを意味します。この機能では、制約
ベースの Shortest Path First（CSPF）で過負荷になっているノードを取り入れることができま
す。
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タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、path-selection ignore overload headコマンドを使用する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# path-selection ignore overload
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# path-selection ignore overload head
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path-selection loose-expansion affinity（MPLS-TE）
エリア境界ルータ上のトンネルの次のルーズホップまでのパスを拡張するために使用されるア

フィニティ値を指定するには、MPLS-TEコンフィギュレーションモードで path-selection
loose-expansion affinityコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンド
の no形式を使用します。

path-selection loose-expansion affinity affinity-value mask affinity-mask [class-type type]
no path-selection loose-expansion affinity affinity-value mask affinity-mask [class-type type]

構文の説明 対象のトンネルを伝送するリンクに必要な属性値。32ビットの10進数で
す。範囲は 0x0～ 0xFFFFFFFFで、32属性（ビット）を表します。属性
の値は 0または 1です。

affinity-value

リンク属性、32ビットの 10進数をチェックします。範囲は 0x0～
0xFFFFFFFFで、32属性（ビット）を表します。属性マスクの値は 0ま
たは 1です。

mask affinity-mask

（任意）トンネル帯域幅のクラスタイプを要求します。範囲は 0～ 1で
す。

class-type type

コマンドデフォルト affinity-value：0X00000000

mask-value：0XFFFFFFFF

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン ルーズホップ拡張では、新規アフィニティスキーム（名前に基づく）はサポートされていま

せん。新規設定は、すでにアップしているトンネルには影響しません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、マスク 0xFFFFFFFFのアフィニティ 0x55を設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# path-selection loose-expansion affinity 55 mask
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FFFFFFFF
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path-selection loose-expansion metric（MPLS-TE）
エリア境界ルータ上のトンネルの次のルーズホップまでのパスを拡張するために使用されるメ

トリックタイプを設定するには、MPLS-TEコンフィギュレーションモードで path-selection
loose-expansionmetricコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

path-selection loose-expansion metric {igp | te} [class-type type]
no path-selection loose-expansion metric {igp | te} [class-type type]

構文の説明 Interior Gateway Protocol（IGP）メトリックを設定します。igp

TEメトリックを設定します。これがデフォルトです。te

（任意）トンネル帯域幅のクラスタイプを要求します。範囲は 0～ 1です。class-type type

コマンドデフォルト デフォルトは TEメトリックです。

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 新規設定は、すでにアップしているトンネルには影響しません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、IGPメトリックを使用してデフォルト値を上書きするようにパス選択メトリッ
クを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# path-selection loose-expansion metric igp
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path-selection metric（MPLS-TE）
MPLS-TEトンネルのパス選択メトリックを指定するには、MPLS-TEコンフィギュレーション
モードで path-selection metricコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコ
マンドの no形式を使用します。

path-selection metric {igp | te}
no path-selection metric {igp | te}

構文の説明 InteriorGateway Protocol（IGP）メトリックを設定します。igp

TEメトリックを設定します。te

コマンドデフォルト デフォルトは TEメトリックです。

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 特定のトンネルのパスの計算に使用されるメトリックタイプは、次のように決定されます。

• path-selection metricコマンドを入力してトンネルのメトリックタイプを指定した場合は、
そのメトリックタイプが使用されます。

•それ以外の場合は、デフォルトのメトリック（TE）が使用されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、IGPメトリックを使用してデフォルト値を上書きするようにパス選択メトリッ
クを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# path-selection metric igp
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path-selection metric（インターフェイス）
MPLS-TEトンネルのパス選択メトリックタイプを指定するには、インターフェイスコンフィ
ギュレーションモードで path-selection metricコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

path-selection metric {igp | te}
no path-selection metric {igp | te}

構文の説明 InteriorGateway Protocol（IGP）メトリックを設定します。igp

TEメトリックを設定します。これがデフォルトです。te

コマンドデフォルト デフォルトは TEメトリックです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 特定のトンネルのパスの計算に使用されるメトリックタイプは、次のように決定されます。

• path-selection metricコマンドをトンネルのメトリックタイプまたはメトリックタイプだけ
に入力した場合は、そのメトリックタイプが使用されます。

•それ以外の場合は、デフォルトのメトリック（TE）が使用されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、IGPメトリックを使用してデフォルト値を上書きするようにパス選択メトリッ
クを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# path-selection metric igp
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policy-class
トラフィックを特定のTEトンネルに転送するようにポリシーベースのトンネル選択（PBTS）
を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで policy-classコマンドを
使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

スペースで区切ることにより、複数のEXP値を policy-classの一部として指定できます。TEト
ンネルに設定されたEXP値により、モノリシックポリシークラスが効果的に形成されます（他
のポリシークラスとの重複は許可されない）。ポリシークラス設定で使用された EXP値は、
その EXP値を含む後続のポリシークラス設定が同一である場合にのみ再利用できます。たと
えば、設定 policy-class 1 2 3が 1つ以上のトンネルに適用される場合、 policy-class 1、
policy-class 2 3、 policy-class 3 4 5 などの設定は無効になります。

policy-class {1 - 7 | default}
no policy-class

構文の説明 対象のポリシーに正しいトラフィッククラスをマップするポリシークラス属性。ス

ペースで区切ることにより、複数の EXP値を指定できます。
1 - 7

デフォルトのトンネルポリシークラス。default

コマンドデフォルト 最下クラスのトンネルは、デフォルトトンネルが転送に使用できない場合にだけ、デフォルト

トラフィックを伝送するために割り当てられます。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン ポリシーベースのトンネル選択（PBTS）をイネーブルにするには、policy-classコマンドを使
用します。PBTSの詳細については、『Cisco IOS XR MPLS Configuration Guide for the Cisco CRS-1
RouterCisco IOS XR MPLS Configuration Guide for the Cisco XR 12000 Series Router』を参照してく
ださい。

設定済みの PBTSポリシークラス値を表示するには、show mpls traffic-eng tunnelsコマンドを
使用します。

PBTSの設定に関する情報を表示するには、『Cisco IOS XR IP Addresses and Services Command
Reference for the Cisco XR 12000 Series RouterCisco IOS XR IP Addresses and Services Command
Reference for the Cisco CRS-1 Router』の show cefコマンドと show cef hardware コマンドを使用
します。
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タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、ポリシークラスを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# policy-class 7

次に、複数のトラフィッククラスにマッピングするポリシークラスを設定する例を示

します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# policy-class 1 2 3

次に、デフォルトのポリシークラスのトンネルを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# policy-class default
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# commit
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priority（MPLS-TE）
MPLS-TEトンネルの確立および予約の優先順位を設定するには、インターフェイスコンフィ
ギュレーションモードでpriorityコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、この
コマンドの no形式を使用します。

priority setup-priority hold-priority
no priority setup-priority hold-priority

構文の説明 既存のトンネルより優先して使用できるかどうかを判断するために、対象のト

ンネルのラベルスイッチドパス（LSP）に信号を送信するときに使用される優
先順位。範囲は0～7です（低い番号ほど優先順位が高くなります）。したがっ
て、設定プライオリティが 0の LSPは、プライオリティが 0以外のどの LSPよ
りも優先的に取得されます。

setup-priority

信号を送信している他の LSPを優先して使用する必要があるかどうかを判断す
るために、対象のトンネルの LSPに関連付けられている優先順位。範囲は 0～
7です（低い番号ほど優先順位が高くなります）。

hold-priority

コマンドデフォルト setup-priority：7

hold-priority：7

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン LSPに信号を送信するときに、インターフェイスにそのLSP用の十分な帯域幅がない場合は、
コールアドミッションソフトウェア（必要な場合）により新規 LSPを許可するために低優先
順位の LSPが優先されます。それに応じて、新規 LSPの優先順位が確立優先順位になり、既
存のLSPの優先順位が保持優先順位になります。2つの優先順位により、確立優先順位が低く
（確立時にその LSPは他の LSPより優先されません）、保持優先順位が高い（確立後、その
LSPが優先されます）LSPに信号を送信できるようになります。確立優先順位と保持優先順位
は通常同じ値に設定します。また、確立優先順位に保持優先順位よりも低い値は設定できませ

ん。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te
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例 確立優先順位と保持優先順位が 1のトンネルを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# priority 1 1
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record-route
トンネルで使用されるルートを記録するには、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドで record-routeコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

record-route
no record-route

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン シングルノードでマージしている複数のバックアップトンネルによって保護されるTEトンネ
ルには、レコードルートを設定する必要があります。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、TEトンネルでレコードルートをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# record-route
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redirect default-route nexthop
VRFにおいてデフォルトルートで IPv4または IPv6アドレスファミリのマルチネクストホップ
トラッキングを設定するには、ポリシーマップクラスタイプコンフィギュレーションモード

で redirect default-route nexthopコマンドを使用します。

redirect {ipv4 | ipv6} default-route nexthop
[vrf vrf-name ] [{v4v6}] nexthop [vrf vrf-name ] [{v4v6}] nexthop [vrf vrf-name ] [{v4v6}]

構文の説明 IPv4アドレスファミリまたは
IPv6アドレスファミリを指定
します。

ipv4 | ipv6

ネクストホップのVRF名を指
定します。

vrf vrf-name

IPv4ネクストホップアドレス
を A.B.C.D形式で指定しま
す。

v4

IPv6ネクストホップアドレス
を X:X::X%zone形式で指定し
ます。

v6

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード ポリシーマップクラスタイプコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みqos

例

次に、VRFにおいてデフォルトルートで IPv4のマルチネクストホップトラッキング
を設定する例を示します。
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RP/0/RSP0/CPU0:Router# config
RP/0/RSP0/CPU0:Router(config)# policy-map type pbr kmd
RP/0/RSP0/CPU0:Router(config-pmap)# class type traffic acl
RP/0/RSP0/CPU0:Router(config-pmap-c)# redirect ipv4 default-route nexthop vrf vpn1 3.2.1.2
nexthop vrf vpn2 3.2.3.2 nexthop vrf vpn3 3.2.4.2
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redirect nexthop
VRFで IPv4または IPv6アドレスファミリのマルチネクストホップトラッキングを設定する
には、ポリシーマップクラスタイプコンフィギュレーションモードで redirect nexthopコマ
ンドを使用します。

redirect {ipv4 | ipv6} nexthop
[vrf vrf-name ] [{v4 v6}] nexthop [vrf vrf-name ] [{v4 v6}] nexthop [vrf vrf-name ] [{v4 v6}]

構文の説明 IPv4アドレスファミリまたは
IPv6アドレスファミリを指定
します。

ipv4 | ipv6

ネクストホップのVRF名を指
定します。

vrf vrf-name

IPv4ネクストホップアドレス
を A.B.C.D形式で指定しま
す。

v4

IPv6ネクストホップアドレス
を X:X::X%zone形式で指定し
ます。

v6

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード ポリシーマップクラスタイプコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 最大3つのネクストホップを設定できます。設定された最初のネクストホップは最も高いプラ
イオリティを持ち、最後のネクストホップが最も低いプライオリティを持ちます。設定された

ネクストホップは、IPv4または IPv6のいずれかである必要があります。特定のネクストホッ
プに対してVRF名と IPv4/IPv6アドレスのいずれかまたは両方を設定できます。VRFが設定さ
れていない場合は、入力インターフェイス VRFであると想定されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みqos
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例

次に、VRFで IPv4のマルチネクストホップトラッキングを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:Router# config
RP/0/RSP0/CPU0:Router(config)# policy-map type pbr kmd
RP/0/RSP0/CPU0:Router(config-pmap)# class type traffic acl
RP/0/RSP0/CPU0:Router(config-pmap-c)# redirect ipv4 nexthop vrf vpn1 3.2.1.2 nexthop vrf
vpn2 3.2.3.2 nexthop vrf vpn3 3.2.4.2
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reoptimize（MPLS-TE）
すべてのTEトンネルの再最適化間隔を強制するには、MPLS-TEコンフィギュレーションモー
ドで reoptimizeコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形
式を使用します。

reoptimize frequency
no reoptimize frequency

構文の説明 秒単位のタイマーの周波数範囲。指定できる値の範囲は 0～ 604800です。

（注）

•値を 0にすると、定期的な再最適化がディセーブルになります。

• 1～ 60の範囲の値を指定すると、60秒ごとの定期的な再最適化が実行されま
す。

frequency

コマンドデフォルト frequency：3600

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、再最適化間隔を 60秒に強制する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# reoptimize 60
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reoptimize timers delay（MPLS-TE）
トンネルの再最適化後、古いラベルスイッチドパス（LSP）（フォワーディングプレーンから
の再最適化済み LSP）の削除または再ラベル付けを遅延させるには、MPLS-TEコンフィギュ
レーションモードで reoptimize timers delayコマンドを使用します。デフォルト値に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

reoptimize timers delay {after-frr seconds | cleanup delay-time | installation delay-time |
path-protection seconds}
no reoptimize timers delay {after-frr seconds | cleanup delay-time | installation delay-time |
path-protection seconds}

構文の説明 FRRの場合に LSPの再最適化
を遅らせます。

after-frr

FRRイベント後のトンネルの
再最適化起動の遅延時間（秒

数）。指定できる値の範囲は

0～ 120です。

seconds

トンネルの再最適化後、古い

LSPの削除を遅延させます。
cleanup

再最適化の遅延時間（秒

数）。値 0を指定すると、遅
延がディセーブルになりま

す。クリーンアップ時間の有

効な範囲は 0～ 300です。

delay-time

トンネルの再最適化後、新規

ラベルのインストールを遅延

させます。

installation

再最適化の遅延時間（秒

数）。値 0を指定すると、遅
延がディセーブルになりま

す。インストール時間の有効

な範囲は 0～ 3600です。

delay-time

パス保護スイッチオーバーイ

ベントとトンネル再最適化の

間隔を遅らせます。

path-protection
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パス保護スイッチオーバーイ

ベントとトンネル再最適化の

間隔（秒数）。値 0を指定す
ると、遅延がディセーブルに

なります。指定できる値の範

囲は 0～ 604800です。

seconds

コマンドデフォルト after-frr delay：0

cleanup delay：20

delay-time：20

installation delay：20

path-protection：180

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン マルチプロトコルラベルスイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLS-TE）トンネル
を使用するデバイスでは、より効率的なLSP（パス）が使用可能でないか検出するために、確
立済みの LSPを使用するトンネルが定期的に調査されます。より効率的な LSPが存在する場
合は、デバイスからそのLSPに信号が送信されます。シグナリングが成功すると、デバイスに
よって古い LSPが新規のより効率的な LSPに置き換えられます。

低速のルータポイントノードでは、新規ラベルのフォワーディングプレーンをまだ利用でき

ない場合があります。その場合にヘッドエンドノードによりラベルがすばやく置き換えられる

と、短時間のパケット損失が発生する可能性があります。reoptimize timers delay cleanupコマ
ンドを使用して古いLSPのクリーンアップを遅延させることによって、パケット損失を回避で
きます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、再最適化のクリーンアップ遅延時間を 1分に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# reoptimize timers delay cleanup 60
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次に、再最適化のインストール遅延時間を 40秒に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# reoptimize timers delay installation 40

次に、FRRイベント後の再最適化の遅延時間を 50秒に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# reoptimize timers delay after-frr 50

次に、パス保護スイッチオーバーイベントとトンネル再最適化間の再最適化の遅延時

間を 80に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# reoptimize timers delay path-protection 80
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route-priority
他のプロトコルからのラベルおよびルート更新と比較して、データプレーンに TEラベルに与
えられたルート優先順位を調整できるようにするには、MPLS-TEコンフィギュレーションモー
ドで route-priorityコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

route-priority role {middle | head {primary | backup}} queue queue
no route-priority role {middle | head {primary | backup}}

構文の説明 ラベルが属するトンネルの役割を定義しま

す。

role

トンネルの中間点。middle

インターフェイスへの FRRバックアップと
して割り当てられているトンネルヘッド。

head backup

他のすべてのトンネルヘッド。head primary

キュー番号を定義します。範囲は 0～12で
す。値が小さいほど、プライオリティが高い

キューを表します。

queue

コマンドデフォルト head backup：9

head primary：10

middle：10

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン フォワーディングプレーンのアップデートがコントロールプレーンから実行されたときに、

TEラベルに与えられたプライオリティを変更するには、このコマンドを使用します。

他のアプリケーションによって使用されるプライオリティ値は次のとおりです。

• 0：未使用

• 1：未使用

• 2：RIB/LDP（緊急）

• 3：未使用
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• 4：未使用

• 5：RIB/LDP（高）

• 6：未使用

• 7：未使用

• 8：RIB/LDP（中）

• 9：TEバックアップトンネルヘッダー

• 10：他の TEトンネル

• 11：未使用（今後 TEで使用）

• 12：未使用（今後 TEで使用）

コントロールプレーンからフォワーディングプレーンに対するラベル更新のデフォルトのプ

ライオリティ設定は、通常動作時とシステム負荷が高い場合の両方でトラフィック損失を回避

し、ラベルスイッチングを使用するさまざまな機能の必要性のバランスを取るように、慎重に

選択されています。特にルータで高負荷が発生している場合、これらのデフォルトを変更する

と、トラフィック損失を含む予期しない動作が発生する可能性があります。このコマンドの使

用は、影響や、可能性のある副作用の適切な知識がない場合、推奨されません。

注意

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、ルートプライオリティをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# route-priority role middle queue 7
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router-id secondary（MPLS-TE）
MPLS-TEのセカンダリ TEルータ IDがローカルで使用される（IGPによってアドバタイズさ
れない）ように設定するには、MPLS-TEコンフィギュレーションモードで router-id secondary
コマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドのno形式を使用します。

router-id secondary IP address
no router-id secondary IP address

構文の説明 セカンダリ TEルータ IDとして使用される IPv4アドレス。IP
address

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 逐語的なトンネルをセカンダリ TE RIDを宛先として終端させるには、テールエンドノードで
router-id secondaryコマンドを使用します。

最大で 32個の IPv4アドレスを TEセカンダリルータ IDとして設定できます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、MPLS-TEにセカンダリ TEルータ IDを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# router-id secondary 1.1.1.1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# router-id secondary 2.2.2.2
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set destination-address
PBRポリシーを使用して Tag2IP MPLSラベル付きパケットをリダイレクトするときに宛先ア
ドレスを設定するには、ポリシーマップクラスタイプコンフィギュレーションモードで set
destination-addressコマンドを使用します。この設定を削除するには、このコマンドのno形式
を使用します。

set destination-address {ipv4 | ipv6} ip-address
no set destination-address {ipv4 | ipv6} ip-address

構文の説明 IPv4アドレス形式または IPv6アドレス形式を指定します。ipv4 | ipv6

IPv4アドレスまたは IPv6アドレスを指定します。ip-address

コマンドデフォルト 宛先 IPアドレスは設定されていません。

コマンドモード ポリシーマップクラスタイプコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン Tag2IPパケットのリダイレクションだけがサポートされています。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みqos

次に、リダイレクト宛先アドレスとして IPv4アドレスを設定する例を示します。

RP/0/0/CPU0:ios#configure
RP/0/0/CPU0:ios(config)#policy-map type pbr pbr_prec_exp
RP/0/0/CPU0:ios(config-pmap)#class type traffic class_prec_exp
RP/0/0/CPU0:ios(config-pmap-c)#set destination-address ipv4 3.3.3.3
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set ipv4 df
IPv4トラフィックでパケットを転送する前に DF（フラグメント化しない）ビットポリシーを
設定またはクリアするには、ポリシーマップコンフィギュレーションモードで set ipv4 dfコ
マンドを使用します。DFビットの設定またはクリアをディセーブルにするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

set ipv4 df df-value

構文の説明 DFビット値を指定します。指定できる範囲は 1～ 7です。df-value

コマンドデフォルト DFビットポリシーの設定はディセーブルになっています。

コマンドモード ポリシーマップコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みqos

次に、IPv4 DFビットポリシー値を 1に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-pmap-c)#set ipv4 df 1
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set source-address
PBRポリシーを使用して Tag2IP MPLSラベル付きパケットをリダイレクトするときに送信元
アドレスを設定するには、ポリシーマップクラスタイプコンフィギュレーションモードで

set source-addressコマンドを使用します。この設定を削除するには、このコマンドの no形式
を使用します。

set source-address {ipv4 | ipv6} ip-address

構文の説明 IPv4アドレス形式または IPv6アドレス形式を指定します。ipv4 | ipv6

IPv4アドレスまたは IPv6アドレスを指定します。ip-address

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード ポリシーマップクラスタイプコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みqos

例

次に、送信元アドレスとして IPv4アドレスを設定する例を示します。

RP/0/0/CPU0:ios#configure
RP/0/0/CPU0:ios(config)#policy-map type pbr pbr_prec_exp
RP/0/0/CPU0:ios(config-pmap)#class type traffic class_prec_exp
RP/0/0/CPU0:ios(config-pmap-c)#set source-address ipv4 1.1.1.1
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show explicit-paths
設定済みの IP明示パスを表示するには、XR EXECモードで show explicit-pathsコマンドを使
用します。

show explicit-paths [{name path-name | identifier number}]

構文の説明 （任意）明示パスの名前を表示します。name path-name

（任意）明示パスの番号を表示します。範囲は 1～ 65535です。identifier number

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン IP明示パスは、明示パス内のノードまたはリンクを表す IPアドレスのリストです。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show explicit-pathsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show explicit-paths

Path ToR2 status enabled
0x1: next-address 192.168.1.2
0x2: next-address 10.20.20.20

Path ToR3 status enabled
0x1: next-address 192.168.1.2
0x2: next-address 192.168.2.2
0x3: next-address 10.30.30.30

Path 100 status enabled
0x1: next-address 192.168.1.2
0x2: next-address 10.20.20.20

Path 200 status enabled
0x1: next-address 192.168.1.2
0x2: next-address 192.168.2.2
0x3: next-address 10.30.30.30
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 27 : show explicit-pathsコマンドフィールドの説明

説明フィールド

パス名または番号。この後にパスのステータスが続きます。Path

パス内の最初の IPアドレス。1:
next-address

パス内の 2番目の IPアドレス。2:
next-address

次に、show explicit-pathsコマンドで特定のパス名を使用した場合の出力例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show explicit-paths name ToR3

Path ToR3 status enabled
0x1: next-address 192.168.1.2
0x2: next-address 192.168.2.2
0x3: next-address 10.30.30.30

次に、show explicit-pathsコマンドで特定のパス番号を使用した場合の出力例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show explicit-paths identifier 200

Path 200 status enabled
0x1: next-address 192.168.1.2
0x2: next-address 192.168.2.2
0x3: next-address 10.30.30.30
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show interfaces tunnel-te accounting
MPLSトラフィックエンジニアリング（TE）トンネルの IPv4統計および IPv6統計を表示する
には、XR EXECモードで show interfaces tunnel-te accountingコマンドを使用します。

show interfaces tunnel-te tunnel-number accounting [{location location-id | rates}]

構文の説明 TEトンネル番号を指定しま
す。範囲は 0～ 6553です。

tunnel-number

TEトンネルの場所を完全修飾
で指定します。

location location-id

インターフェイスアカウン

ティング速度を表示します。

rates

コマンドデフォルト なし

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

次に、Tunnel-TEインターフェイス1からのアカウンティング情報を表示する例を示し
ます。

RP/0/RP0/cpu 0: router#show interface tunnel-te 1 accounting

tunnel-te1
Protocol Pkts In Chars In Pkts Out Chars Out
IPV4_UNICAST 0 0 5 520
IPV6_UNICAST 0 0 15 1560
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show mpls traffic-eng affinity-map
ルータに設定されているカラーの名前/値のマッピングを表示するには、XR EXECモードで
show mpls traffic-eng affinity-mapコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng affinity-map

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン アフィニティ制約に関連付けられているアフィニティのアフィニティ値が不明な場合、show
mpls traffic-eng affinity-mapコマンドでは、「(refers to undefined affinity name)」のように出力
されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng affinity-mapコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng affinity-map

Affinity Name Bit-position Affinity Value
---------------------------------- -------------- ----------------
bcdefghabcdefghabcdefghabcdefgha 0 1

red1 1 2
red2 2 4
red3 3 8
red4 4 10
red5 5 20
red6 6 40
red7 7 80
red8 8 100
red9 9 200
red10 10 400
red11 11 800
red12 12 1000
red13 13 2000
red14 14 4000
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red15 15 8000
red16 16 10000

cdefghabcdefghabcdefghabcdefghab 17 20000
red18 18 40000
red19 19 80000
red20 20 100000
red21 21 200000
red22 22 400000
red23 23 800000
red24 24 1000000
red25 25 2000000
red26 26 4000000
red27 27 8000000

orange28 28 10000000
red28 29 20000000
red30 30 40000000

abcdefghabcdefghabcdefghabcdefgh 31 80000000

表 28 : show mpls traffic-eng affinity-mapフィールドの説明（336ページ）に、この出力
で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 28 : show mpls traffic-eng affinity-mapフィールドの説明

説明フィールド

トンネルのアフィニティ制約に関連付けられたアフィニティ名。Affinity
Name

32ビットアフィニティ値に設定されたビット位置。Bit-position

アフィニティ名に関連付けられたアフィニティ値。Affinity
Value
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show mpls traffic-eng attribute-set
MPLS-TEの属性セットを表示するには、XREXECモードで show mpls traffic-eng attribute-set
コマンドを使用します。

show mpls traffic-eng attribute-set [{auto-backup | auto-mesh | path-option |
xro[attribute-set-name]}]

構文の説明 自動バックアップ属性タイプ

の情報を表示します。

auto-backup

自動メッシュ属性タイプの情

報を表示します。

auto-mesh

パスオプション属性タイプの

情報を表示します。

path-option

XRO属性タイプの情報を表示
します。

xro

表示する属性セットの名前を

指定します。

attribute-set-name

コマンドデフォルト すべてのタイプの属性セットに関する情報を表示します。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、まず、MPLS-TEアプリケーションをイネーブルにします。

タスク ID 動作タスク ID

読み取りmpls-te

例

次のコマンドは、自動バックアップ属性タイプの属性セットを表示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng attribute-set auto-backup auto1

Attribute Set Name: auto1 (Type: auto-backup)
Affinity: 0x0/0xffff (Default)
Priority: 7 7 (Default)
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Record-route: Enabled
Policy-class: 0 (Not configured)
Logging: None
List of protected interfaces (count 0)
List of tunnel IDs (count 0)

次のコマンドは、自動メッシュ属性タイプの属性セットを表示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng attribute-set auto-mesh mesh1

Attribute Set Name: mesh1 (Type: auto-mesh)
Bandwidth: 0 kbps (CT0) (Default)
Affinity: 0x0/0xffff (Default)
Priority: 7 7 (Default)
Interface Bandwidth: 0 kbps (Default)
AutoRoute Announce: Disabled
Auto-bw: Disabled
Soft Preemption: Disabled
Fast Reroute: Disabled, Protection Desired: None
Record-route: Disabled
Policy-class: 0 (Not configured)
Logging: None
List of Mesh Groups (count 0)

次のコマンドは、パスオプション属性タイプの属性セットを表示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng attribute-set path-option path1

Attribute Set Name: path1 (Type: path option)
Bandwidth: 0 kbps (CT0) (Default)
Affinity: 0x0/0xffff (Default)
List of tunnel IDs (count 0)

次のコマンドは、xroの属性セットを表示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng attribute-set xro

Attribute Set Name: foo (Type: XRO)
Number of XRO constraints : 2
LSP, best-effort, LSP-id used
Specified by FEC: tunnel-id 55, LSP-id 88, ext. id 10.10.10.10

source 10.10.10.10, destination 20.20.20.20
LSP, strict, LSP-id ignored
Specified by FEC: tunnel-id 3, LSP-id 0, ext. id 1.1.1.1

source 1.1.1.1, destination 2.2.2.2
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show mpls traffic-eng autoroute
ネクストホップと宛先に関する情報を含め、InteriorGatewayProtocol（IGP）に通知されるトン
ネルを表示するには、XR EXECモードで show mpls traffic-eng autorouteコマンドを使用しま
す。

show mpls traffic-eng autoroute [name tunnel-name][IP-address]

構文の説明 （任意）このアドレスへのトンネル。IP-address

トンネルを名前で指定します。name tunnel-name

コマンドデフォルト なし

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン IGPの拡張最短パス優先（SPF）の計算では、トラフィック処理トンネルが考慮されます。show
mpls traffic-eng autorouteコマンドでは、IGPの拡張 SPFの計算で現在使用されているトンネ
ル（つまり、アップされていて自動ルートが設定されているトンネル）が表示されます。

トンネルは宛先別にまとめられます。宛先へのすべてのトンネルで、その宛先にトンネリング

されるトラフィックシェアが伝送されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng autorouteコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng autoroute

Destination 103.0.0.3 has 2 tunnels in OSPF 0 area 0
tunnel-te1 (traffic share 1, nexthop 103.0.0.3)
tunnel-te2 (traffic share 1, nexthop 103.0.0.3)
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 29 : show mpls traffic-eng autorouteコマンドフィールドの説明

説明フィールド

マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）TEのテールエンドルータ
ID。

接続先

帯域幅に基づく係数。対象のトンネルによって同じ宛先に伝送されるトラフィッ

クの量を他のトンネルに対する相対量として示します。1つの宛先に向かうト
ンネルが2つ存在し、一方のトラフィックシェアが200、もう一方のトラフィッ
クシェアが 100の場合、最初のトンネルではトラフィックの 3分の 2が伝送さ
れます。

traffic share

MPLS-TEトンネルのネクストホップルータ ID。Nexthop

MPLS-TEトンネルに対して絶対的なモードを使用するメトリック。absolute
metric

MPLS-TEトンネルに対して相対的なモードを使用するメトリック。relative metric

次に、シグナリングされる名前の情報の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng autoroute
Destination 192.168.0.4 has 1 tunnels in OSPF ring area 0

tunnel-te1 (traffic share 0, nexthop 192.168.0.4)
Signalled-Name: rtrA_t1

次に、IS-IS自動ルートの情報の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router#show mpls traffic-eng autoroute
Destination 192.168.0.1 has 1 tunnels in IS-IS ring level 1

tunnel-te1 (traffic share 0, nexthop 192.168.0.1)
(IS-IS ring level-1, IPV4 Unicast)
(IS-IS ring level-1, IPV6 Unicast)
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show mpls traffic-eng auto-tunnel backup
自動的に構築されるMPLS-TEバックアップトンネルの情報を表示するには、XREXECモード
で show mpls traffic-eng auto-tunnel backup コマンドを使用します。

show mpls traffic-eng auto-tunnel {backup [{private | summary | unused}]}

構文の説明 自動トンネルバックアップに関する情報を表示します。backup

（任意）自動的に構築されるMPLS-TEバックアップトン
ネルに関するプライベート情報を表示します。

private

（任意）自動的に構築されるMPLS-TEバックアップトン
ネルのサマリー情報を表示します。

summary

（任意）未使用のMPLS-TEバックアップトンネルだけを表
示します。

unused

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例

次に、show mpls traffic-eng auto-tunnel backup コマンドの出力例を示します。

AutoTunnel Backup Configuration:
Interfaces count: 4
Unused removal timeout: 1h 0m 0s
Configured tunnel number range: 2000-2500

AutoTunnel Backup Summary:
AutoTunnel Backups:

1 created, 1 up, 0 down, 0 unused
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1 NHOP, 0 NNHOP, 0 SRLG strict, 0 SRLG preferred
Protected LSPs:

1 NHOP, 0 NHOP+SRLG
0 NNHOP, 0 NNHOP+SRLG

Protected S2L Sharing Families:
0 NHOP, 0 NHOP+SRLG
0 NNHOP, 0 NNHOP+SRLG

Protected S2Ls:
0 NHOP, 0 NHOP+SRLG
0 NNHOP, 0 NNHOP+SRLG

Cumulative Counters (last cleared 05:17:19 ago):
Total NHOP NNHOP

Created: 1 1 0
Connected: 1 1 0
Removed (down): 0 0 0
Removed (unused): 0 0 0
Removed (in use): 0 0 0
Range exceeded: 0 0 0

AutoTunnel Backups:
Tunnel State Protection Prot. Protected Protected
Name Offered Flows* Interface Node

-------------- ------- ------------ ------- --------------- ---------------
tunnel-te2000 up NHOP 1 Gi0/2/0/2 N/A

*Prot. Flows = Total Protected LSPs, S2Ls and S2L Sharing Families

次に、show mpls traffic-eng auto-tunnel mesh コマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router#show mpls traffic-eng auto-tunnel mesh

Auto-tunnel Mesh Global Configuration:
Unused removal timeout: 2h
Configured tunnel number range: 10000-12000

Auto-tunnel Mesh Groups Summary:
Mesh Groups count: 5

Mesh Groups Destinations count: 50

Mesh Group 40 (2 Destinations, 1 Up, 1 Down):
Destination-list: dl-40
Attribute-set: ta_name
Destination: 40.40.40.40, tunnel-id: 10000, State: Up
Destination: 10.10.10.10, tunnel-id: 10001, State: Down

Mesh Group 41 (3 Destinations, 2 Up, 1 Down):
Destination-list: dl-40
Attribute-set: ta_name
Destination: 4.4.4.4, tunnel-id: 10005, State: Up
Destination: 3.3.3.3, tunnel-id: 10006, State: Up
Destination: 1.1.1.1, tunnel-id: 10007, State: Down

Mesh Group 51 (0 Destinations, 0 Up, 0 Down):
Destination-list: Not configured
Attribute-set: Not configured

Mesh Group 52 (0 Destinations, 0 Up, 0 Down):
Destination-list: NAME1 (Not defined)
Attribute-set: NAME2 (Not defined)

Mesh Group 53 (2 Destinations, 1 Up, 1 Down):
Destination-list: dl-53
Attribute-set: Not configured
Destination: 40.40.40.40, tunnel-id: 10000, State: Up
Destination: 10.10.10.10, tunnel-id: 10001, State: Down
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Cumulative Counters (last cleared 7h ago):
Total

Created: 100
Connected: 50
Removed (unused): 50
Removed (in use): 0
Range exceeded: 0

次に、show mpls traffic-eng auto-tunnel private コマンドの出力例を示します。

Auto-tunnel Mesh Private Information:
ID allocator overall maximum ID: 4096
ID allocator last allocated ID: 50999
ID allocator number IDs allocated: 1000
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show mpls traffic-eng auto-tunnel mesh
自動的に構築されるMPLS-TEメッシュトンネルに関する情報を表示するには、XREXECモー
ドで show mpls traffic-eng auto-tunnel mesh コマンドを使用します。

show mpls traffic-eng auto-tunnel mesh {mesh-value | unused | summary | attribute-set name |
destination address | destination-list name | down | up | tunnel {created | not-created} | onehop}

構文の説明 指定された自動トンネルメッシュグループに属するトンネルを

表示します。メッシュグループ IDの範囲は 0～ 4294967295で
す。

mesh mesh-value

特定の属性セットが設定されているメッシュグループを表示し

ます。

attribute-set name

指定されたアドレスを持つ宛先だけを表示します。destination address

指定したプレフィックスリストで設定されているメッシュグルー

プを表示します。

destination-list name

ダウンしているトンネルだけを表示します。down

アップしているトンネルだけを表示します。up

自動トンネルメッシュのサマリー情報を表示します。summary

トポロジに宛先のないダウンしているトンネルだけを表示しま

す。

unused

トンネルありで作成された宛先、またはトンネルなしで作成され

なかった宛先を指定します。

tunnel created | not-created

ワンホップ対応のメッシュグループを表示します。onehop

コマンドデフォルト なし

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。
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タスク ID 動

作

タスク
ID

readMPLS-TE

次に、show mpls traffic-eng auto-tunnel meshコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router show mpls traffic-eng auto-tunnel mesh

Auto-tunnel Mesh Global Configuration:
Unused removal timeout: 1h 0m 0s
Configured tunnel number range: 1000-1200

Auto-tunnel Mesh Groups Summary:
Mesh Groups count: 1
Mesh Groups Destinations count: 3
Mesh Groups Tunnels count:
3 created, 0 up, 3 down, 0 FRR enabled

Mesh Group: 65 (3 Destinations)
Status: Enabled
Attribute-set: am-65
Destination-list: dl-65 (Not a prefix-list)
Recreate timer: Not running

Destination Tunnel ID State Unused timer
---------------- ----------- ------- ------------

192.168.0.2 1000 up Not running
192.168.0.3 1001 up Not running
192.168.0.4 1002 up Not running

Displayed 3 tunnels, 0 up, 3 down, 0 FRR enabled

Auto-mesh Cumulative Counters:
Last cleared: Wed Nov 9 12:56:37 2011 (02:39:07 ago)

Total
Created: 3
Connected: 0
Removed (unused): 0
Removed (in use): 0
Range exceeded: 0

次に、destination-listキーワードと attribute-setキーワードを使用して auto-tunnel mesh
コマンドを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# auto-tunnel mesh
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-auto-mesh)# group 65
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-mesh-group)# disable
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-mesh-group)# destination-list dl-65
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-mesh-group)# attribute-set am-65
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このattribute-set設定は任意です。この設定がない場合、すべてのトンネルではデフォ
ルトのトンネル属性値が使用されます。存在しない属性セットを設定すると、このメッ

シュグループはトンネルを作成しません。

この destination-list 設定は必須です。ルータにこの名前の IPv4プレフィックスリス
トがない場合、メッシュグループはネットワーク内のすべてのルータでトンネルを作

成します。

（注）

次に、ワンホップトンネルに関する情報を表示する出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router#show mpls traffic-eng auto-tunnel mesh onehop

Auto-tunnel Mesh Onehop Groups Summary:
Mesh Groups count: 1
Mesh Groups Destinations count: 2
Mesh Groups Tunnels count:
2 created, 2 up, 0 down, 0 FRR enabled

Mesh Group: 25 (2 Destinations) Onehop
Status: Enabled
Attribute-set: Not configured
Destination-list: dest_list (Not a prefix-list)
Recreate timer: Not running

Destination Tunnel ID State Unused timer
---------------- ----------- ------- ------------

10.10.10.2 3500 up Not running
11.11.11.2 3501 up Not running

Displayed 2 tunnels, 2 up, 0 down, 0 FRR enabled

Auto-mesh Onehop Cumulative Counters:
Last cleared: Thu Sep 12 13:39:38 2013 (03:47:21 ago)

Total
Created: 2
Connected: 2
Removed (unused): 0
Removed (in use): 0
Range exceeded: 0

（注）
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show mpls traffic-eng collaborator-timers
MPLS-TEコラボレータタイマーの現在のステータスを表示するには、XREXECモードで show
mpls traffic-eng collaborator-timersコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng collaborator-timers

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン MPLS-TEプロセスは、RSVP、LSDなどコラボレータすべてのタイマーを維持します。show
mpls traffic-eng collaborator-timersコマンドは、これらのタイマーのステータスを表示します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次の出力例は、コラボレータタイマーの現在のステータスを示しています。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng collaborator-timers

Collaborator Timers
-------------------
Timer Name: [LMRIB Restart] Index:[0]

Duration: [60] Is running: NO
Last start time: 02/09/2009 11:57:59
Last stop time: 02/09/2009 11:58:00
Last expiry time: Never expired

Timer Name: [LMRIB Recovery] Index:[1]
Duration: [60] Is running: YES
Last start time: 02/09/2009 11:58:00
Last stop time: Never Stopped
Last expiry time: 19/08/2009 17:45:24

Timer Name: [RSVP Restart] Index:[2]
Duration: [180] Is running: NO
Last start time: 26/08/2009 18:59:18
Last stop time: 26/08/2009 18:59:20
Last expiry time: Never expired

Timer Name: [RSVP Recovery] Index:[3]
Duration: [1800] Is running: NO
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Last start time: 26/08/2009 18:59:20
Last stop time: 26/08/2009 19:03:19
Last expiry time: 19/08/2009 18:12:39

Timer Name: [LSD Restart] Index:[4]
Duration: [60] Is running: NO
Last start time: 19/08/2009 17:44:26
Last stop time: 19/08/2009 17:44:26
Last expiry time: Never expired

Timer Name: [LSD Recovery] Index:[5]
Duration: [600] Is running: NO
Last start time: 19/08/2009 17:44:26
Last stop time: Never Stopped
Last expiry time: 19/08/2009 17:53:44

Timer Name: [Clearing in progress BW for the whole topology] Index:[6]
Duration: [60] Is running: YES
Last start time: 02/09/2009 11:57:50
Last stop time: Never Stopped
Last expiry time: 02/09/2009 11:57:50

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 30 : show mpls traffic-eng collaborator-timersコマンドのフィールドの説明

説明フィールド

コラボレータに関連付けられたタイマーの名前。Timer Name

タイマーの識別番号。索引

タイマーの期限切れ遅延（秒単位）。たとえば、期間はタイマー間隔を示し

ます。

持続時間

タイマーが残り少なくなりつつあるかどうか。Is running

MPLS LSDのコラボレータプロセスが最後に再起動した時間。Last start time

TEがMPLS TE LSDプロセスに再接続できた時間。Last stop time

タイマーが期限切れになった時間。Last expiry
time
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show mpls traffic-eng counters signaling
トンネルのシグナリング統計情報を表示するには、XR EXECモードで show mpls traffic-eng
counters signalingコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng counters {signaling | soft-preemption} {tunnel -number | all | [{heads | mids
| tails}] | name tunnel-name | summary}

構文の説明 シグナリングカウンタを表示

します。

signaling

ソフトプリエンプションの統

計情報を表示します。

soft-preemption

入力トンネル番号の統計情

報。指定できる範囲は 0～
65535です。

tunnel-number

すべてのトンネルの統計情報

を表示します。

all

（任意）すべてのトンネル

ヘッドの統計情報を表示しま

す。

heads

（任意）すべてのトンネル

ミッドポイントの統計情報を

表示します。

mids

（任意）すべてのトンネル

テールの統計情報を表示しま

す。

tails

指定したトンネルの統計情報

を表示します。

name

指定したトンネルの名前。tunnel-name

シグナリング統計情報の要約

を表示します。

summary

コマンドデフォルト なし

コマンドモード XR EXECモード
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コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng counters signalingコマンドで allキーワードを使用してす
べてのトンネルのトンネルシグナリング統計情報を表示した場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng counters signaling all

Tunnel Head: tunnel-te100
Cumulative Tunnel Counters:
Signalling Events Recv Xmit Recv Xmit

PathCreate 1 1 ResvCreate 1 0
PathChange 0 0 ResvChange 0 0
PathError 0 0 ResvError 0 0
PathTear 0 18 ResvTear 0 0
BackupAssign 0 1 BackupError 0 0
PathQuery 0 0 Unknown 0 0

Destination 100.0.0.4
Cumulative counters
Signalling Events Recv Xmit Recv Xmit

PathCreate 1 1 ResvCreate 1 0
PathChange 0 0 ResvChange 0 0
PathError 0 0 ResvError 0 0
PathTear 0 18 ResvTear 0 0
BackupAssign 0 1 BackupError 0 0
PathQuery 0 0 Unknown 0 0

S2L LSP ID: 2 Sub-Grp ID: 0 Destination: 100.0.0.4
Signalling Events Recv Xmit Recv Xmit

PathCreate 1 1 ResvCreate 1 0
PathChange 0 0 ResvChange 0 0
PathError 0 0 ResvError 0 0
PathTear 0 0 ResvTear 0 0
BackupAssign 0 1 BackupError 0 0
PathQuery 0 0 Unknown 0 0

Signaling Counter Summary:
Signalling Events Recv Xmit Recv Xmit

PathCreate 11 7 ResvCreate 11 4
PathChange 0 0 ResvChange 0 0
PathError 0 0 ResvError 0 0
PathTear 0 38 ResvTear 0 0
BackupAssign 0 3 BackupError 0 0
PathQuery 0 0 Unknown 0 0

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
350

MPLSトラフィックエンジニアリングコマンド
show mpls traffic-eng counters signaling



次に、show mpls traffic-eng counters signalingコマンドで tunnel number引数を使用し
て入力トンネル番号の統計情報を表示した場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng counters signaling 200

Tunnel Head: tunnel-te200
Cumulative Tunnel Counters:
Signalling Events Recv Xmit Recv Xmit

PathCreate 4 4 ResvCreate 4 0
PathChange 0 0 ResvChange 0 0
PathError 0 0 ResvError 0 0
PathTear 0 1 ResvTear 0 0
BackupAssign 0 4 BackupError 0 0
PathQuery 0 0 Unknown 0 0

Destination 3.3.3.3
Cumulative counters
Signalling Events Recv Xmit Recv Xmit

PathCreate 4 4 ResvCreate 4 0
PathChange 0 0 ResvChange 0 0
PathError 0 0 ResvError 0 0
PathTear 0 1 ResvTear 0 0
BackupAssign 0 4 BackupError 0 0
PathQuery 0 0 Unknown 0 0

S2L LSP ID: 3 Sub-Grp ID: 0 Destination: 3.3.3.3
Signalling Events Recv Xmit Recv Xmit

PathCreate 3 3 ResvCreate 3 0
PathChange 0 0 ResvChange 0 0
PathError 0 0 ResvError 0 0
PathTear 0 0 ResvTear 0 0
BackupAssign 0 3 BackupError 0 0
PathQuery 0 0 Unknown 0 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 31 : show mpls traffic-eng counters signalingコマンドのフィールドの説明

説明フィールド

トンネルヘッド ID。トンネルヘッド

受信した RSVP予約作成メッセージの数。Match Resv Create

TEから RSVPに送信された送信者作成メッセージの数。Sender Create

受信した RSVPパスエラーメッセージの数。Path Error

受信した RSVP予約変更メッセージの数。MatchResvChange

TEから RSVPに送信された送信者変更メッセージの数。Sender Modify

受信した RSVPパス変更メッセージの数。Path Change

受信した RSVP予約削除メッセージの数。Match Resv Delete

TEから RSVPに送信された送信者削除メッセージの数。Sender Delete
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説明フィールド

受信した RSVPパス削除メッセージの数。Path Delete

RSVPから受信したシグナリングメッセージの合計数。Total

不明なメッセージの数。Fast Rerouteイベントおよびプロセスの再起動に
関する内部メッセージを含みます。

不明（Unknown）

次に、show mpls traffic-eng counters soft-preemptionコマンドでソフトプリエンプトさ
れた LSPの統計情報を表示した場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: routershow mpls traffic-eng counters soft-preemption

Soft Preemption Global Counters:
Last Cleared: Never
Preemption Node Stats:
Number of soft preemption events: 1
Number of soft preempted LSPs: 1
Number of soft preempted LSPs that timed out: 0
Number of soft preempted LSPs that were torn down: 0
Number of soft preempted LSPs that were fast rerouted: 0
Minimum Time in Soft Preemption Pending State (sec): 0
Maximum Time in Soft Preemption Pending State (sec): 0
Average Time in Soft Preemption Pending State (sec): 0

Headend Stats:
Number of soft preempted LSPs: 1
Number of reoptimized soft preempted headend-LSPs: 0
Number of path protected switchover soft preempted headend-LSPs: 0
Number of torn down soft preempted headend-LSPs: 0

次に、シグナリングされる名前の情報する show mpls traffic-eng counters signaling all
コマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router#show mpls traffic-eng counters signaling all
Tunnel Head: tunnel-te1
Signalled-Name: rtrA_t1
Cumulative Tunnel Counters:
Signalling Events Recv Xmit Signalling Events Recv Xmit

PathCreate 2 2 ResvCreate 2 0
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show mpls traffic-eng ds-te te-class
使用されている Diff-Serv TEクラスマップを表示するには、XR EXECモードで show mpls
traffic-eng ds-te te-class コマンドを使用します。

show show mpls traffic-eng ds-te te-class

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン TEクラスは IETF DS-TEモードでだけ使用されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng ds-te te-classコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng ds-te te-class

te-class 0: class-type 0 priority 7 status default
te-class 1: class-type 1 priority 7 status default
te-class 2: unused
te-class 3: unused
te-class 4: class-type 0 priority 0 status default
te-class 5: class-type 1 priority 0 status default
te-class 6: unused
te-class 7: unused

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 32 : show mpls traffic-eng ds-te te-classコマンドフィールドの説明

説明フィール

ド

TEクラスマップ。クラスタイプと優先順位のペアです。te-class
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説明フィール

ド

トンネルのクラスタイプ。class-type

TEクラスマップのソース。デフォルト値またはユーザ設定値です。status
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show mpls traffic-eng forwarding
ローカルで許可されたトンネルのフォワーディング情報を表示するには、XR EXECモードで
show mpls traffic-eng forwardingコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng forwarding [backup-name tunnel-name] [source source-address][tunnel-id
tunnel-id] [interface {in | inout | out} type interface-path-id][{ p2p}] {p2p} [detail]

構文の説明 （任意）このバックアップトンネルの名

前のトンネルを制限します。

backup-name tunnel-name

（任意）この指定されたトンネル送信元

IPv4アドレスのトンネルを制限します。
source source-address

（任意）このトンネル IDのトンネルを
制限します。tunnel-id引数の範囲は 0～
65535です。

tunnel-id tunnel-id

（任意）指定したインターフェイスの情

報を表示します。

interface

（任意）インターフェイスタイプ。詳細

については、疑問符（?）オンラインヘ
ルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想イン

ターフェイス。

ルータに現在設定されている可

能性があるすべてのインター

フェイスのリストを表示するに

は、show interfacesコマンドを
使用します。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符

（?）を使用してオンラインヘルプを参
照してください。

interface-path-id

入力インターフェイスの情報を表示しま

す。

in

入力または出力インターフェイスのいず

れかの情報を表示します。

inout

出力インターフェイスの情報を表示しま

す。

out
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（任意）ポイントツーポイント（P2P）
の情報だけを表示します。

p2p

（任意）詳細な転送情報を表示します。detail

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng forwardingコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng forwarding

Tue Sep 15 14:22:39.609 UTC P2P tunnels

Tunnel ID Ingress IF Egress IF In lbl Out
lbl Backup tunnel
---------------------- ------------ ------------ --------
-------- -------------
2.2.2.2 2_2 HundredGigE0/0/0/3 HundredGigE0/0/0/4 16004 16020

unknown
6.6.6.6 1_23 - HundredGigE0/0/0/3 16000 3

tt1300
6.6.6.6 1100_9 - HundredGigE0/0/0/3 16002 16001

unknown
6.6.6.6 1200_9 - HundredGigE0/0/0/3 16001 16000

unknown
6.6.6.6 1300_2 - HundredGigE0/0/0/4 16005 16021

unknown
6.6.6.6 1400_9 - HundredGigE0/0/0/3 16003 16002

unknown
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 33 : show mpls traffic-eng forwardingフィールドの説明

説明フィールド

トンネル ID。TUNNEL ID

トンネルの入力インターフェイス。Ingress IF

トンネルの出力インターフェイス。Egress IF

トンネルに関連付けられた着信ラベル。In lbl

トンネルに関連付けられた出力ラベル。Out lbl

高速再ルーティングバックアップトンネルBackup
tunnel
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show mpls traffic-eng forwarding-adjacency
IPv4アドレスの転送隣接情報を表示するには、XR EXECモードで show mpls traffic-eng
forwarding-adjacencyコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng forwarding-adjacency [IP-address]

構文の説明 （任意）転送隣接の宛先 IPv4アドレス。IP-address

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng forwarding-adjacencyコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng forwarding-adjacency

destination 3.3.3.3 has 1 tunnels
tunnel-te1 (traffic share 0, next-hop 3.3.3.3)
(Adjacency Announced: yes, holdtime 0)

次に、IS-IS IGPの IPv6自動ルート転送隣接情報に関する情報の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router#show mpls traffic-eng forwarding-adjacency

destination 3.3.3.3 has 1 tunnels

tunnel-te10 (traffic share 0, next-hop 3.3.3.3)
(Adjacency Announced: yes, holdtime 0)
(IS-IS 100, IPv4 unicast)
(IS-IS 100, IPv6 unicast)
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show mpls traffic-eng igp-areas
MPLS-TEの内部エリアストレージを表示するには、XR EXECモードで show mpls traffic-eng
igp-areasコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng igp-areas [detail]

構文の説明 （任意）設定されたMPLS-TE igp-areasおよび IGPとの通信の統計情報に関する詳細情
報を表示します。

detail

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng igp-areasコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng igp-areas

MPLS-TE IGP Areas

Global router-id: 10.144.144.144
Global optical router-id: Not available

IS-IS 100

IGP ID: 0000.0000.0044
TE router ID configured: 10.144.144.144

in use: 10.144.144.144
Link connection: up
Topology/tunnel connection: up

level 2
TE index: 1
IGP config for TE: complete
Local links flooded in this IGP level: 1
Flooding beacon sent and received
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P2P tunnel heads running over this IGP level: 1
1 AA, 0 FA

Tunnel loose-hops expanded over this IGP level: 0

OSPF 100

IGP ID: 10.144.144.144
TE router ID configured: 10.144.144.144

in use: 10.144.144.144
Link connection: up
Topology/tunnel connection: up

area 0
TE index: 0
IGP config for TE: complete
Local links flooded in this IGP area: 2
Flooding beacon sent and received
P2P tunnel heads running over this IGP area: 3

1 AA, 0 FA
Tunnel loose-hops expanded over this IGP area: 0

次に、show mpls traffic-eng igp-areasコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng igp-areas

MPLS-TE IGP Areas
Global router-id: 0.0.0.0
Global optical router-id: Not available
OSPF 0

IGP ID: 101.0.0.1
TE router ID configured: 101.0.0.1

in use: 101.0.0.1
Link connection: up
Topology/tunnel connection: up
area 4

TE index: 0
IGP config for TE: complete
Number of links in this IGP area: 1
Number of tunnel heads running over this IGP area: 0
Number of tunnel loose-hops expanded over this IGP area: 0

area 3
TE index: 1
IGP config for TE: complete
Number of links in this IGP area: 1
Number of tunnel heads running over this IGP area: 0
Number of tunnel loose-hops expanded over this IGP area: 0

area 2
TE index: 2
IGP config for TE: complete
Number of links in this IGP area: 1
Number of tunnel heads running over this IGP area: 0
Number of tunnel loose-hops expanded over this IGP area: 0

area 1
TE index: 3
IGP config for TE: complete
Number of links in this IGP area: 1
Number of tunnel heads running over this IGP area: 0
Number of tunnel loose-hops expanded over this IGP area: 0

area 0
TE index: 4
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IGP config for TE: complete
Number of links in this IGP area: 2
Number of tunnel heads running over this IGP area: 1
Number of tunnel loose-hops expanded over this IGP area: 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 34 : show mpls traffic-eng igp-areasコマンドフィールドの説明

説明フィールド

対象のノード上のグローバルルータ ID。Global router-id

IGPシステム ID。IGP ID

IGPエリア。area

IGPエリアテーブル内の内部インデックス。TE index

IGP設定が完了しているか、不足しているかどうか。IGP config for
TE
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show mpls traffic-eng link-management admission-control
ローカルで許可されたトンネルおよびそのパラメータを表示するには、XR EXECモードで
show mpls traffic-eng link-management admission-controlコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng link-management admission-control [interface type interface-path-id]

構文の説明 （任意）指定したインターフェイスの情報を表示します。interface

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng link-management admission-controlコマンドの出力例を示
します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng link-management admission-control

S System Information:
Tunnels Count : 2
Tunnels Selected : 2
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Bandwidth descriptor legend:
B0 = bw from pool 0, B1 = bw from pool 1, R = bw locked, H = bw held

TUNNEL ID UP IF DOWN IF PRI STATE BW (kbits/sec)

------------------------ ---------- ---------- --- ------------- ---------------

10.10.10.10 1_34 - HundredGigE0/0/0/3 7/7 Resv Admitted 100
RB0
10.10.10.10 15_2 - HundredGigE0/0/0/3 7/7 Resv Admitted 0
B0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 35 : show mpls traffic-eng link-management admission-controlコマンドフィールドの説明

説明フィールド

許可されたトンネルの合計数。Tunnels Count

表示されたトンネルの数。Tunnels Selected

トンネルエントリとともに表示されたBWのプールタイプとステー
タス。上記の出力例では、RG（グローバルプールでBWがロック）
として表示されます。

Bandwidth descriptor
legend

トンネル ID。TUNNEL ID

トンネルで使用されているアップストリームインターフェイス。UP IF

トンネルで使用されているダウンストリームインターフェイス。DOWN IF

トンネルの確立優先順位と保持優先順位。PRI

トンネルの許可ステータス。STATE

トンネルの帯域幅（キロビット/秒）。帯域幅番号に続けて Rが付
いている場合、帯域幅は予約されています。帯域幅番号に続けてH
が付いている場合、帯域幅はパスメッセージ用に一時的に保持され

ています。帯域幅番号に続けて Gが付いている場合、グローバル
プールの帯域幅が使用されています。帯域幅番号に続けてSが付い
ている場合、サブプールの帯域幅が使用されています。

BW (kbps)

次に、show mpls traffic-eng link-management interfaceコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng link-management interface HundredGigE
0/0/0/3

System Information::
Links Count : 1

Link ID:: HundredGigE 0/0/0/3 (35.0.0.5)
Local Intf ID: 7
Link Status:
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Link Label Type : PSC (inactive)
Physical BW : 155520 kbits/sec
BCID : RDM
Max Reservable BW : 0 kbits/sec (reserved: 100% in, 100% out)
BC0 (Res. Global BW): 0 kbits/sec (reserved: 100% in, 100% out)
BC1 (Res. Sub BW) : 0 kbits/sec (reserved: 100% in, 100% out)
MPLS-TE Link State : MPLS-TE on, RSVP on
Inbound Admission : allow-all
Outbound Admission : allow-if-room
IGP Neighbor Count : 0
Max Res BW (RDM) : 0 kbits/sec
BC0 (RDM) : 0 kbits/sec
BC1 (RDM) : 0 kbits/sec
Max Res BW (MAM) : 0 kbits/sec
BC0 (MAM) : 0 kbits/sec
BC1 (MAM) : 0 kbits/sec
Admin Weight : 1 (OSPF), 10 (ISIS)
Attributes : 0x5 (name-based)
Flooding Status: (1 area)
IGP Area[1]: ospf 100 area 0, not flooded

(Reason: Interface has been administratively disabled)

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 36 : show mpls traffic-eng link-management interfaceコマンドフィールドの説明

説明フィールド

MPLS-TEに設定されているリンクの数。Links Count

対象のリンクのインデックス。Link ID

ローカルインターフェイス ID。Local Intf ID

リンクのラベルタイプ。たとえば、PSC11、TDM12、FSC13。Link Label Type

リンクの帯域幅容量（キロビット/秒）。Physical BW

帯域幅制約モデル ID（RDMまたはMAM）。BCID

対象のリンク上の予約可能最大帯域幅。Max Reservable BW

クラスタイプ 0の帯域幅制約値。BC0 (Res. Global BW)

クラスタイプ 1の帯域幅制約値。BC1 (Res. Sub BW)

リンクのMPLS-TE関連機能のステータス。MPLS-TE Link State

着信トンネル用のリンク許可ポリシー。Inbound Admission

発信トンネル用のリンク許可ポリシー。Outbound Admission

対象のリンクを介して直接到達可能な IGPネイバー。IGP Neighbor Count

対象のリンク上の RDM用の予約可能最大帯域幅。Max Res BW (RDM)
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説明フィールド

RDM用の帯域幅制約値。BC0 (RDM)

RDM用の帯域幅制約値。BC1 (RDM)

対象のリンクに関連付けられている管理上の重み。Admin Weight

1つまたは複数のアフィニティ名を表すインターフェイス属性。属性

TEフラッディング用に使用される IGPタイプ、エリア、およびレベ
ル。

IGP Area[1]

11 PSC =パケットスイッチに対応。
12 TDM =時分割多重。
13 FSC =ファイバスイッチに対応。
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show mpls traffic-eng link-management advertisements
MPLS-TEリンク管理で現在グローバルTEトポロジにフラッディングされているローカルリン
ク情報を表示するには、XREXECモードで show mpls traffic-eng link-management advertisements
コマンドを使用します。

show mpls traffic-eng link-management advertisements

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン show mpls traffic-eng link-management advertisementsコマンドには、Diff-Serv TEモードに基
づく 2つの出力形式があります。1つは先行標準モード用、もう 1つは IETFモード用です。

SRLG値がリンクに対してアドバタイズされます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng link-management advertisementsコマンドの出力例を示し
ます。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng link-management advertisements

Link ID:: 0 (GigabitEthernet0/2/0/1)
Link IP Address : 12.9.0.1
O/G Intf ID : 28
Designated Router : 12.9.0.2
TE Metric : 1
IGP Metric : 1
Physical BW : 1000000 kbits/sec
BCID : RDM
Max Reservable BW : 10000 kbits/sec
Res Global BW : 10000 kbits/sec
Res Sub BW : 0 kbits/sec
SRLGs : 10, 20

Downstream::
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Global Pool Sub Pool
----------- -----------

Reservable BW[0]: 10000 0 kbits/sec
Reservable BW[1]: 10000 0 kbits/sec
Reservable BW[2]: 9800 0 kbits/sec
Reservable BW[3]: 9800 0 kbits/sec
Reservable BW[4]: 9800 0 kbits/sec
Reservable BW[5]: 9800 0 kbits/sec
Reservable BW[6]: 9800 0 kbits/sec
Reservable BW[7]: 9800 0 kbits/sec

Attribute Flags: 0x00000004
Attribute Names: red2

Link ID:: 1 (GigabitEthernet0/2/0/2)
Link IP Address : 14.9.0.1
O/G Intf ID : 29
Designated Router : 14.9.0.4
TE Metric : 1
IGP Metric : 1
Physical BW : 1000000 kbits/sec
BCID : RDM
Max Reservable BW : 750000 kbits/sec
Res Global BW : 750000 kbits/sec
Res Sub BW : 0 kbits/sec

Downstream::
Global Pool Sub Pool
----------- -----------

Reservable BW[0]: 750000 0 kbits/sec
Reservable BW[1]: 750000 0 kbits/sec
Reservable BW[2]: 750000 0 kbits/sec
Reservable BW[3]: 750000 0 kbits/sec
Reservable BW[4]: 750000 0 kbits/sec
Reservable BW[5]: 750000 0 kbits/sec
Reservable BW[6]: 750000 0 kbits/sec
Reservable BW[7]: 750000 0 kbits/sec

Attribute Flags: 0x00000000
Attribute Names:

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 37 : show mpls traffic-eng link-management advertisementsコマンドフィールドの説明

説明フィールド

対象のリンクのインデックス。Link ID

リンクのローカル IPアドレス。Link IP Address

MPLS-TEで設定されている TEリンクのメトリック値。TEMetric（TEメトリック）

IGPで設定されている TEリンクのメトリック値。IGP Metric

リンクの帯域幅容量（キロビット/秒）。Physical BW

帯域幅制約モデル ID（RDMまたはMAM）。BCID
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説明フィールド

対象のリンク上の予約可能最大帯域幅。Max Reservable BW

対象のリンク上のグローバルプール /BC0帯域幅用の予約可能
最大帯域幅。

Res Global BW

対象のリンク上のサブプール /BC1帯域幅用の予約可能サブ帯域
幅。

Res Sub BW

共通ファイバまたは共通物理属性を共有しているリンク。1つの
リンクで障害が発生すると、グループ内の他のリンクでも障害

が発生する可能性があります。グループ内のリンクには共有リ

スクがあります。

SRLG14

LSPパスメッセージの方向。ダウンストリーム

グローバルTEトポロジおよびサブプールでの予約で使用可能な
帯域幅。

Reservable BW[x]

フラッディングされているリンク属性フラグ。Attribute Flags

リンクのアフィニティ属性の名前。属性名

クラスタイプ 0の帯域幅制約値。BC0

クラスタイプ 1の帯域幅制約値。BC1

特定のインデックスの対象のルータに設定されているTEクラス
（クラスタイプと優先順位のマッピング）。そのクラスで使用

できる帯域幅を示します。

TE-class [index]

14 SRLG =共有リスクリンクグループ。
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show mpls traffic-eng link-management bandwidth-allocation
現在のローカルリンク情報を表示するには、XR EXECモードで show mpls traffic-eng
link-management bandwidth-allocationコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng link-management bandwidth-allocation [interface type interface-path-id]

構文の説明 （任意）指定したインターフェイスの情報を表示します。interface

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン アドバタイズされた情報と現在の情報は、フラッディングの設定に応じて異なる場合がありま

す。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng link-management bandwidth-allocationコマンドの出力例を
示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng link bandwidth-allocation interface
HundredGigE 0/0/0/3
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System Information::
Links Count : 4
Bandwidth Hold time : 15 seconds

Link ID: HundredGigE0/0/0/3 (7.2.2.1)
Local Intf ID: 4
Link Status:
Link Label Type : PSC
Physical BW : 155520 kbits/sec
BCID : MAM
Max Reservable BW : 1000 kbits/sec (reserved: 0% in, 0% out)
BC0 : 600 kbits/sec (reserved: 2% in, 2% out)
BC1 : 400 kbits/sec (reserved: 0% in, 0% out)
MPLS-TE Link State : MPLS-TE on, RSVP on, admin-up, flooded
Inbound Admission : allow-all
Outbound Admission : allow-if-room
IGP Neighbor Count : 2
BW Descriptors : 1 (including 0 BC1 descriptors)
Admin Weight : 1 (OSPF), 10 (ISIS)

Up Thresholds : 15 30 45 60 75 80 85 90 95 96 97 98 99 100 (default)
Down Thresholds : 100 99 98 97 96 95 90 85 80 75 60 45 30 15 (default)

Bandwidth Information::

Downstream BC0 (kbits/sec):

KEEP PRIORITY BW HELD BW TOTAL HELD BW LOCKED BW TOTAL LOCKED
------------- ---------- ------------- ---------- ---------------

0 0 0 0 0
1 0 0 0 0
2 0 0 0 0
3 0 0 0 0
4 0 0 0 0
5 0 0 0 0
6 0 0 0 0
7 0 0 10 10

Downstream BC1 (kbits/sec):

KEEP PRIORITY BW HELD BW TOTAL HELD BW LOCKED BW TOTAL LOCKED
------------- ---------- ------------- ---------- ---------------

0 0 0 0 0
1 0 0 0 0
2 0 0 0 0
3 0 0 0 0
4 0 0 0 0
5 0 0 0 0
6 0 0 0 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 38 : show mpls traffic-eng link-management bandwidth-allocationコマンドフィールドの説明

説明フィールド

MPLS-TEに設定されているリンクの数。Links Count

帯域幅を保持できる時間（秒数）。BandwidthHold Time

リンクのインターフェイス名と IPアドレス。Link ID
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説明フィールド

リンクのラベルタイプ。たとえば、次のものがあります。

• PSC15

• TDM16

• FSC17

Link Label Type

リンクの帯域幅容量（ビット/秒）。Physical BW

帯域幅制約モデル ID（RDMまたはMAM）。BCID

対象のリンク上の予約可能最大帯域幅。Max Reservable BW

BC0の最大 RSVP帯域幅。BC0

BC1の最大 RSVP帯域幅。BC1

対象のリンク上の帯域幅割り当ての数。BW Descriptors

リンクのMPLS-TE関連機能のステータス。MPLS-TE Link State

着信トンネル用のリンク許可ポリシー。Inbound Admission

発信トンネル用のリンク許可ポリシー。Outbound Admission

対象のリンクを介して直接到達可能な IGPネイバー。IGP Neighbor Count

トンネルが許可されるときに作成される内部帯域幅ディスクリプタ。BW Descriptors

対象のリンクに関連付けられている管理上の重み。Admin Weight

使用可能な帯域幅が増加したときにリンクアドバタイズメントを決定す

るために使用されるしきい値。

Up Thresholds

使用可能な帯域幅が減少したときにリンクアドバタイズメントを決定す

るために使用されるしきい値。

Down Thresholds

15 PSC =パケットスイッチに対応。
16 TDM =時分割多重。
17 FSC =ファイバスイッチに対応。
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show mpls traffic-eng link-management igp-neighbors
内部ゲートウェイプロトコル（IGP）ネイバーを表示するには、XR EXECモードで show mpls
traffic-eng link-management igp-neighborsコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng link-management igp-neighbors [igp-id {isis isis-address | ospf ospf-id}
[{interface type interface-path-id IP-address}]]

構文の説明 （任意）指定した IGP IDを使用している IGPネイバーを表示します。igp-id

ネイバーが IGP IDで表示されている場合に、指定した中継システム間
（IS-IS）ネイバーのシステム IDを表示します。

isis isis-address

ネイバーが IGP IDで表示されている場合に、指定した Open Shortest Path
First（OSPF）ネイバーの OSPFルータ IDを表示します。

ospf ospf-id

（任意）指定したインターフェイスの情報を表示します。interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

（任意）指定した IGP IPアドレスを使用している IGPネイバー。IP-address

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te
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例 次に、show mpls traffic-eng link-management igp-neighborsコマンドの出力例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng link igp-neighbors

Link ID: HundredGigE0/0/0/3
No Neighbors

Link ID: HundredGigE0/0/0/4
Neighbor ID: 10.90.90.90 (area: ospf area 0, IP: 10.15.12.2)

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 39 : show mpls traffic-eng link-management igp-neighborsコマンドフィールドの説明

説明フィールド

ネイバーに到達するために使用されるリンク。Link ID

ネイバーの IGP ID情報。ネイバー
ID
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show mpls traffic-eng link-management interfaces
インターフェイスリソースまたはリンク管理情報の要約を表示するには、XR EXECモードで
show mpls traffic-eng link-management interfacesコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng link-management interfaces [type interface-path-id]

構文の説明 （任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン MPLS-TEに 250を超えるリンクは設定できません。

SRLG値をリンクに対して設定できます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng link-management interfacesコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng link-management interfaces HundredGigE
0/0/0/3

System Information::
Links Count : 7 (Maximum Links Supported 250)
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Link ID:: HundredGigE0/0/0/3 (12.9.0.1)
Local Intf ID: 28
Link Status:

Link Label Type : PSC
Physical BW : 1000000 kbits/sec
BCID : RDM
Max Reservable BW : 10000 kbits/sec (reserved: 2% in, 2% out)
BC0 (Res. Global BW): 10000 kbits/sec (reserved: 2% in, 2% out)
BC1 (Res. Sub BW) : 0 kbits/sec (reserved: 100% in, 100% out)
MPLS TE Link State : MPLS TE on, RSVP on, admin-up
Inbound Admission : reject-huge
Outbound Admission : allow-if-room
IGP Neighbor Count : 1
Max Res BW (RDM) : 10000 kbits/sec
BC0 (RDM) : 10000 kbits/sec
BC1 (RDM) : 0 kbits/sec
Max Res BW (MAM) : 0 kbits/sec
BC0 (MAM) : 0 kbits/sec
BC1 (MAM) : 0 kbits/sec
Attributes : 0x4
Attribute Names : red2
Flooding Status: (1 area)
IGP Area[1]: OSPF 100 area 0, flooded
Nbr: ID 12.9.0.2, IP 0.0.0.0 (Up)
Admin weight: not set (TE), 1 (IGP)

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 40 : show mpls traffic-eng link-management interfacesコマンドフィールドの説明

説明フィールド

MPLS-TEに設定されているリンクの数。サポートされているリンクの最
大数は 100です。

Links Count

リンク IDインデックス。Link ID

リンクに割り当てられているラベルタイプ。Link Label Type

リンクの帯域幅容量（キロビット/秒）。Physical Bandwidth

帯域幅制約モデル ID（RDMまたはMAM）。BCID

対象のリンク上の予約可能最大帯域幅。MaxReservable BW

BC0の対象のリンク上の予約可能帯域幅（kbps）。BC0

BC1の対象のリンク上の予約可能帯域幅（kbps）。BC1

16進数の TEリンク属性。属性

リンクのアフィニティ属性の名前。属性名
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説明フィールド

共通ファイバまたは共通物理属性を共有しているリンク。1つのリンクで
障害が発生すると、グループ内の他のリンクでも障害が発生する可能性

があります。グループ内のリンクには共有リスクがあります。

SRLG18。

MPLSリンクのステータス。MPLS-TELink State

着信トンネル用のリンク許可ポリシー。Inbound Admission

発信トンネル用のリンク許可ポリシー。OutboundAdmission

対象のリンクを介して直接到達可能な IGP19ネイバー。IGP Neighbor Count

対象のリンクに関連付けられている管理上の重み。Admin. Weight

設定済みの各エリアのステータスまたは設定済みのエリアのフラッディ

ングステータス。

Flooding Status

TEフラッディング用に使用される IGPタイプ、エリア、およびレベル。IGP Area

18 SRLG =共有リスクリンクグループ。
19 IGP = Interior Gateway Protocol。
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show mpls traffic-eng link-management statistics
インターフェイスリソースまたはリンク管理情報の要約を表示するには、XR EXECモードで
show mpls traffic-eng link-management statisticsコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng link-management statistics [{summary | interface type interface-path-id}]

構文の説明 （任意）統計サマリーを表示します。summary

（任意）情報が要求されているインターフェイスを表示します。interface

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェイ

スのリストを表示するには、showinterfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン show mpls traffic-eng link-management statistics コマンドでは、設定されているすべてのイン
ターフェイスのリソースと設定情報が表示されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng link-management statistics コマンドで summaryキーワー
ドを指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng link-management statistics summary
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LSP Admission Statistics:

Setup Setup Setup Setup Tear Tear Tear
Requests Admits Rejects Errors Requests Preempts Errors
-------- -------- -------- -------- -------- -------- --------

Path 13 12 1 0 10 0 0
Resv 8 8 0 0 5 0 0

表 41 : show mpls traffic-eng link-management statistics summaryコマンドのフィールドの
説明（378ページ）に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 41 : show mpls traffic-eng link-management statistics summaryコマンドのフィールドの説明

説明フィールド

パス情報。Path

予約情報。Resv

確立要求の数。Setup
Requests

許可された確立の数。Setup Admits

拒否された確立の数。Setup Rejects

確立エラーの数。Setup Errors

解放要求の数。Tear Requests

プリエンプションにより解放されたパスの数。Tear Preempts

解放エラーの数。Tear Errors
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show mpls traffic-eng link-management summary
リンク管理情報の要約を表示するには、XREXECモードで showmpls traffic-eng link-management
summaryコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng link-management summary

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン MPLS-TE/FRRに 250を超えるリンクは設定できません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng link-management summaryコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng link-management summary

System Information::
Links Count : 6 (Maximum Links Supported 100)
Flooding System : enabled
IGP Areas Count : 2

IGP Areas
----------

IGP Area[1]:: isis level-2
Flooding Protocol : ISIS
Flooding Status : flooded
Periodic Flooding : enabled (every 180 seconds)
Flooded Links : 4
IGP System ID : 0000.0000.0002.00
MPLS-TE Router ID : 20.20.20.20
IGP Neighbors : 8

IGP Area[2]:: ospf area 0
Flooding Protocol : OSPF
Flooding Status : flooded
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Periodic Flooding : enabled (every 180 seconds)
Flooded Links : 4
IGP System ID : 20.20.20.20
MPLS-TE Router ID : 20.20.20.20
IGP Neighbors : 8

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 42 : show mpls traffic-eng link-management summaryコマンドフィールドの説明

説明フィールド

MPLS-TEに設定されているリンクの数。サポートされているリンクの最
大数は 100です。

Links Count

MPLS-TEフラッディングシステムのステータスをイネーブルにします。Flooding System

記述される IGP20領域の数。IGP Areas Count

TEフラッディング用に使用される IGPタイプ、エリア、およびレベル。IGP Area

対象のエリアの IGPフラッディング情報。Flooding Protocol

対象のエリアのフラッディングのステータス。Flooding Status

対象のエリアの定期的フラッディングのステータス。Periodic Flooding

フラッディングされたリンク。Flooded Links

対象のエリアに関連付けられているノードの IGP。IGP System ID

対象のノードのMPLS-TEルータ ID。MPLS-TERouter ID

対象のエリアに関連付けられている到達可能 IGPネイバーの数。IGP Neighbors

20 IGP =内部ゲートウェイプロトタイプ。
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show mpls traffic-eng maximum tunnels
設定可能なMPLS-TEトンネルの最大数を表示するには、XREXECモードで showmpls traffic-eng
maximum tunnelsコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng maximum tunnels

構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

コマンドデフォルト なし

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng maximum tunnelsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng maximum tunnels

Maximum Global Tunnel Count:

Maximum Current Count
-------------- ---------------------
4096 2

Maximum Global Destination Count:

Maximum Current Count
-------------- --------------------
4096 2

Maximum AutoTunnel Backup Count:

Maximum Current Count
-------------- --------------------

200 122
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次に、show mpls traffic-eng maximum tunnelsコマンドの自動メッシュトンネルの出力
例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng maximum tunnels

Maximum Global Tunnel Count:

Maximum Current Count
------- -------------
4096 12

Maximum Static Tunnel Count:

Maximum Current Count
------- -------------
4096 8

Maximum Auto-tunnel Mesh Count:

Maximum Current Count
------- -------------
201 3

Maximum Global Destination Count:

Maximum Current Count
------- -------------
4096 13

Maximum GMPLS-UNI Tunnel Count:

Maximum Current Count
------- -------------
500 39

表 43 : showmpls traffic-eng maximum tunnelsコマンドフィールドの説明（382ページ）
に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 43 : show mpls traffic-eng maximum tunnelsコマンドフィールドの説明

説明フィールド

設定可能なトンネルインター

フェイス（すべてのTEトンネ
ルタイプ、tunnel-te、
tunnel-mte、および tunnel-gte）
の最大数。

Maximum Global Tunnel Count

設定可能なトンネルインター

フェイス（すべてのTEトンネ
ルタイプと tunnel-te）の最大
数。

Maximum Global Tunnel Count
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説明フィールド

設定可能なトンネルの宛先の

最大数。

Maximum Global Destination Count

各カテゴリの最大数の表見出

し。

Maximum

各カテゴリの現在数の表見出

し。

Current Count

設定可能な自動バックアップ

トンネルの最大数。

Maximum AutoTunnel Backup Count

設定できる Generalized
Multiprotocol Label Switching
（GMPLS）User-Network
Interface（UNI）の最大数と現
在のトンネル数。

Maximum GMPLS UNI Tunnel Count

設定可能な自動メッシュトン

ネルの最大数。

Maximum AutoTunnel Mesh Count
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show mpls traffic-eng preemption log
プリエンプションイベントのログを表示するには、XR EXECモードで show mpls traffic-eng
preemption logコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng preemption log

構文の説明 プリエンプションイベントのログを表示します。log

コマンドデフォルト なし

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

次に、プリエンプションイベントのログを表示した show mpls traffic-eng preemption
logコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng preemption log
Bandwidth Change on GigabitEthernet0/0/0/0
Old BW (BC0/BC1): 200000/100000, New BW (BC0/BC1): 1000/500 kbps
BW Overshoot (BC0/BC1): 1000/0 kbps
Preempted BW (BC0/BC1): 35000/0 kbps; Soft 30000/0 kbps; Hard 5000/0 kbps;
Preempted 2 tunnels; Soft 1 tunnel; Hard 1 tunnel

------------------------------------------------------------------------------
TunID LSP ID Source Destination Preempt Pri Bandwidth BW Type

Type S/H (in kbps)
------ ------ --------------- --------------- ------- ---- ---------- --------

1 10002 192.168.0.1 1.0.0.0 Hard 7/7 5000 BC0
1 2 192.168.0.1 192.168.0.4 Soft 7/7 30000 BC0

次に、FRRバックアップトンネルイベントのソフトプリエンプションのログを表示す
る出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router#show mpls traffic-eng preemption log
Thu Apr 25 13:12:04.863 EDT
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Bandwidth Change on GigabitEthernet0/0/0/1 at 04/25/2013 12:56:14
Old BW (BC0/BC1): 200000/100000, New BW (BC0/BC1): 100000/0 kbps
BW Overshoot (BC0/BC1): 30000/0 kbps
Preempted BW (BC0/BC1): 130000/0 kbps; Soft 60000/0 kbps; Hard 0/0 kbps; FRRSoft

70000/0
Preempted 2 tunnel, 2 LSP; Soft 1 tunnel, 1 LSP; Hard 0 tunnels, 0 LSPs; FRRSoft 1

tunnel, 1 LSP
------------------------------------------------------------------------------
TunID LSP ID Source Destination Preempt Pri Bandwidth BW Type

Type S/H (in kbps)
------ ------ --------------- --------------- ------- ---- ---------- --------

1 13 192.168.0.1 192.168.0.3 FRRSoft 7/7 70000 BC0
2 22 192.168.0.1 192.168.0.3 Soft 7/7 60000 BC0
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show mpls traffic-eng topology
ノードの現在のMPLS-TEネットワークトポロジを表示するには、XR EXECモードで show
mpls traffic-eng topologyコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng topology [ IP-address] [affinity] [brief] [{exclude-srlg
exclude-srlg-interface-address| explicit-path{identifier explicit-path-id-number | name
explicit-path-name}| priority level}] [{isis nsap-address | ospf ospf-address | [path { destination
IP-address | tunnel P2P-tunnel-number }] | {router | network}}] [model-type {rdm | mam}]
[srlg][static]

構文の説明 （任意）ノード IPアドレス
（インターフェイスアドレス

に対するルータ ID）。

IP-address

LSP宛先 IPv4アドレスを表示
します。

destination IP-address

除外するために SRLG値を取
得する IPアドレスを指定しま
す。

exclude-srlg

明示的な LSPパスを表示しま
す。

explicit-path

ポイントツーポイント（P2P）
トンネル番号に基づくトポロ

ジパスを表示します。

tunnel

P2Pトンネル番号。範囲は 0
～ 65535です。

P2P -tunnel-number

（任意）対象のトンネルを伝

送するリンクに必要な属性値

を表示します。32ビットの 10
進数です。範囲は 0x0～
0xFFFFFFFFで、32属性（ビッ
ト）を表します。属性の値は

0または 1です。

affinity

（任意）既存のトンネルより

優先して使用できるかどうか

を判断するために、対象のト

ンネルの LSPに信号を送信す
るときに使用される優先順位

を表示します。

priority level
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（任意）中継システム間

（IS-IS）がイネーブルの場合
のノードルータ IDを表示しま
す。

isis nsap-address

（任意）Open Shortest Path First
（OSPF）がイネーブルの場合
のノードルータ IDを表示しま
す。

ospf ospf-address

（任意）対象のルータから宛

先へのパスを表示します。

path

ルータノードの特定の OSPF
アドレスタイプを表示しま

す。

router

ネットワークノードの特定の

OSPFアドレスタイプを表示
します。

network

（任意）詳細度の低いトポロ

ジバージョンを示す出力の簡

易形式を表示します。

brief

（任意）帯域幅制約モデルタ

イプ（RDMまたはMAM）を
表示します。

model-type { rdm | mam }

（任意）SRLG情報を表示しま
す。

srlg

（任意）静的に設定された

SRLGを表示します。
static

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。
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タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng topologyコマンドで簡易形式のトンネル番号を指定した場
合の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng topology path tunnel 160

Tunnel160 Path Setup to 10.10.10.10: FULL_PATH
bw 100 (CT0), min_bw 0, metric: 10
setup_pri 7, hold_pri 7
affinity_bits 0x0, affinity_mask 0xffff
Hop0:10.2.2.1
Hop1:10.10.10.10

次に、show mpls traffic-eng topologyコマンドで宛先 IPアドレスを指定した場合の出
力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng topology path destination 10.10.10.10

Path Setup to 10.10.10.10:
bw 0 (CT0), min_bw 999900, metric: 10
setup_pri 7, hold_pri 7
affinity_bits 0x0, affinity_mask 0xffffffff
Hop0:10.2.2.1
Hop1:10.10.10.10

次の出力例は、リンクのアフィニティ属性の名前を持つMPLS-TEネットワークトポ
ロジを示しています。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng topology

Link[1]:Point-to-Point, Nbr IGP Id:3.3.3.3, Nbr Node Id:9, gen:23
Frag Id:25, Intf Address:13.9.1.1, Intf Id:0
Nbr Intf Address:13.9.1.3, Nbr Intf Id:0
TE Metric:1, IGP Metric:1, Attribute Flags:0x0
Attribute Names:
Switching Capability:, Encoding:
BC Model ID:RDM
Physical BW:155520 (kbps), Max Reservable BW Global:116640 (kbps)
Max Reservable BW Sub:0 (kbps)

Global Pool Sub Pool
Total Allocated Reservable Reservable
BW (kbps) BW (kbps) BW (kbps)
--------------- ----------- ----------

bw[0]: 0 116640 0
bw[1]: 0 116640 0
bw[2]: 0 116640 0
bw[3]: 0 116640 0
bw[4]: 0 116640 0
bw[5]: 0 116640 0
bw[6]: 0 116640 0
bw[7]: 0 116640 0
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Link[2]:Broadcast, DR:12.9.0.2, Nbr Node Id:1, gen:23
Frag Id:28, Intf Address:12.9.0.1, Intf Id:0
Nbr Intf Address:0.0.0.0, Nbr Intf Id:0
TE Metric:1, IGP Metric:1, Attribute Flags:0x4
Attribute Names: red2
Switching Capability:, Encoding:
BC Model ID:RDM
Physical BW:1000000 (kbps), Max Reservable BW Global:10000 (kbps)
Max Reservable BW Sub:0 (kbps)

Global Pool Sub Pool
Total Allocated Reservable Reservable
BW (kbps) BW (kbps) BW (kbps)
--------------- ----------- ----------

bw[0]: 0 10000 0
bw[1]: 0 10000 0
bw[2]: 0 10000 0
bw[3]: 0 10000 0
bw[4]: 0 10000 0
bw[5]: 0 10000 0
bw[6]: 0 10000 0
bw[7]: 0 10000 0

次に、show mpls traffic-eng topologyコマンドを先行標準 DS-TEモードの詳細形式で
使用した場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng topology

My_System_id: 0000.0000.0002.00 (isis level-2)
My_System_id: 20.20.20.20 (ospf area 0)
My_BC_Model_Type: RDM

Signalling error holddown: 10 sec Global Link Generation 36

IGP Id: 0000.0000.0002.00, MPLS-TE Id: 20.20.20.20 Router Node (isis level-2)

Link[0]:Point-to-Point, Nbr IGP Id:0000.0000.0003.00, Nbr Node Id:3, gen:36
Frag Id:0, Intf Address:7.3.3.1, Intf Id:0
Nbr Intf Address:7.3.3.2, Nbr Intf Id:0
TE Metric:10, IGP Metric:10, Attribute Flags:0x0
Switching Capability:SRLGs: 10, Encoding:20
Switching Capability:, Encoding:

BC Model ID:RDM
Physical BW:155520 (kbps), Max Reservable BW Global:100000 (kbps)

Max Reservable BW Sub:50000 (kbps)
Global Pool Sub Pool

Total Allocated Reservable Reservable
BW (kbps) BW (kbps) BW (kbps)
--------------- ----------- ----------

bw[0]: 0 100000 50000
bw[1]: 0 100000 50000
bw[2]: 0 100000 50000
bw[3]: 0 100000 50000
bw[4]: 0 100000 50000
bw[5]: 0 100000 50000
bw[6]: 0 100000 50000
bw[7]: 0 100000 50000

次に、show mpls traffic-eng topologyコマンドを IETF DS-TEモードの詳細形式で使用
した場合の出力例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng topology

My_System_id: 0000.0000.0001.00 (isis 1 level-2)
My_System_id: 10.10.10.10 (ospf 100 area 0)
My_BC_Model_Type: MAM

Signalling error holddown: 10 sec Global Link Generation 84

IGP Id: 0000.0000.0001.00, MPLS-TE Id: 10.10.10.10 Router Node (isis 1 level-2)

Link[0]:Point-to-Point, Nbr IGP Id:0000.0000.0002.00, Nbr Node Id:6, gen:84
Frag Id:0, Intf Address:7.2.2.1, Intf Id:0
Nbr Intf Address:7.2.2.2, Nbr Intf Id:0
TE Metric:10, IGP Metric:10, Attribute Flags:0x0
TE Metric:SRLGs: 10, IGP Metric:10, Attribute Flags:0x020
Switching Capability:, Encoding:

BC Model ID:MAM
Physical BW:155520 (kbps), Max Reservable BW:1000 (kbps)
BC0:600 (kbps) BC1:400 (kbps)

Total Allocated Reservable
BW (kbps) BW (kbps)
--------------- -----------

TE-class[0]: 10 590
TE-class[1]: 0 400
TE-class[2]: 0 0
TE-class[3]: 0 0
TE-class[4]: 0 600
TE-class[5]: 0 400

Link[1]:Point-to-Point, Nbr IGP Id:0000.0000.0002.00, Nbr Node Id:6, gen:84
Frag Id:0, Intf Address:7.1.1.1, Intf Id:0
Nbr Intf Address:7.1.1.2, Nbr Intf Id:0
TE Metric:10, IGP Metric:10, Attribute Flags:0x0
TE Metric:SRLGs: 10, IGP Metric:10, Attribute Flags:0x020
Switching Capability:, Encoding:
BC Model ID:MAM
Physical BW:155520 (kbps), Max Reservable BW:1000 (kbps) BC0:600 (kbps) BC1:400

(kbps)
Total Allocated Reservable
BW (kbps) BW (kbps)
--------------- -----------

TE-class[0]: 10 590
TE-class[1]: 0 400
TE-class[2]: 0 0
TE-class[3]: 0 0
TE-class[4]: 0 600
TE-class[5]: 0 400
TE-class[6]: 0 0
TE-class[7]: 0 0

次に、簡易形式の show mpls traffic-eng topologyコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng topology 192.168.0.145 brief

IGP Id: 0000.0000.0010.00, MPLS TE Id: 192.168.0.145 Router Node (ISIS test level-1)
Link[0]:Point-to-Point, Nbr IGP Id:0000.0000.0234.00, Nbr Node Id:4, gen:5

Frag Id:0, Intf Address:10.3.11.145, Intf Id:0
Nbr Intf Address:10.3.11.143, Nbr Intf Id:0
TE Metric:10, IGP Metric:10, Attribute Flags:0x0
SRLGs: 10, 20
Attribute Names: red2
Switching Capability:, Encoding:
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BC Model ID:RDM
Physical BW:155520 (kbps), Max Reservable BW Global:0 (kbps)
Max Reservable BW Sub:0 (kbps)

次の出力例は、アフィニティ属性の簡易トポロジを示しています。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng topology affinity

affinity
Mon Mar 23 13:25:47.236 EST EST
My_System_id: 1.1.1.1 (OSPF 100 area 0)
My_System_id: 0000.0000.0001.00 (IS-IS 100 level-2)
My_BC_Model_Type: RDM

Signalling error holddown: 10 sec Global Link Generation 233

IGP Id: 0000.0000.0001.00, MPLS TE Id: 11.11.1.1 Router Node (IS-IS 100 level-2)

IGP Id: 1.1.1.1, MPLS TE Id: 1.1.1.1 Router Node (OSPF 100 area 0)
Link[0]: Intf Address: 12.9.1.1, Nbr Intf Address: 12.9.1.2

Attribute Flags: 0x0
Attribute Names:

Link[1]: Intf Address: 13.9.1.1, Nbr Intf Address: 13.9.1.3
Attribute Flags: 0x0
Attribute Names:

Link[2]: Intf Address: 12.9.0.1, DR: 12.9.0.2
Attribute Flags: 0x4
Attribute Names: red2

Link[3]: Intf Address: 14.9.0.1, DR: 14.9.0.4
Attribute Flags: 0x0
Attribute Names:

Link[4]: Intf Address: 13.9.0.1, DR: 13.9.0.3
Attribute Flags: 0x0
Attribute Names:

IGP Id: 4.4.4.4, MPLS TE Id: 4.4.4.4 Router Node (OSPF 100 area 0)
Link[0]: Intf Address: 34.9.1.4, Nbr Intf Address: 34.9.1.3

Attribute Flags: 0x0
Attribute Names:

Link[1]: Intf Address: 14.9.0.4, DR: 14.9.0.4
Attribute Flags: 0x1e
Attribute Names: red1 red2 red3 red4

Link[2]: Intf Address: 24.9.0.4, DR: 24.9.0.4
Attribute Flags: 0x0
Attribute Names:

Link[3]: Intf Address: 34.9.0.4, DR: 34.9.0.3
Attribute Flags: 0x0
Attribute Names:

Link[4]: Intf Address: 24.9.1.4, Nbr Intf Address: 24.9.1.2
Attribute Flags: 0x0
Attribute Names:

次に、1つのリンクへの出力を示す show mpls traffic-eng topologyコマンドの出力例を
示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng topology 12.9.1.1 link-only

Wed Sep 2 13:24:48.821 EST
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IGP Id: 0000.0000.0002.00, MPLS TE Id: 2.2.2.2 Router Node (IS-IS 100 level-2)

Link[0]:Point-to-Point, Nbr IGP Id:0000.0000.0001.00, Nbr Node Id:-1, gen:277740
Frag Id:0, Intf Address:12.9.1.2, Intf Id:0
Nbr Intf Address:12.9.1.1, Nbr Intf Id:0
TE Metric:10, IGP Metric:10, Attribute Flags:0x0
Attribute Names:
Switching Capability:, Encoding:
BC Model ID:RDM
Physical BW:155520 (kbps), Max Reservable BW Global:116640 (kbps)
Max Reservable BW Sub:0 (kbps)

Global Pool Sub Pool
Total Allocated Reservable Reservable
BW (kbps) BW (kbps) BW (kbps)
--------------- ----------- ----------

bw[0]: 0 116640 0
bw[1]: 0 116640 0
bw[2]: 0 116640 0
bw[3]: 0 116640 0
bw[4]: 0 116640 0
bw[5]: 0 116640 0
bw[6]: 0 116640 0
bw[7]: 0 116640 0

IGP Id: 2.2.2.2, MPLS TE Id: 2.2.2.2 Router Node (OSPF 100 area 0)

Link[3]:Point-to-Point, Nbr IGP Id:1.1.1.1, Nbr Node Id:-1, gen:277737
Frag Id:29, Intf Address:12.9.1.2, Intf Id:0
Nbr Intf Address:12.9.1.1, Nbr Intf Id:0
TE Metric:1, IGP Metric:1, Attribute Flags:0x0
Attribute Names:
Switching Capability:, Encoding:
BC Model ID:RDM
Physical BW:155520 (kbps), Max Reservable BW Global:116640 (kbps)
Max Reservable BW Sub:0 (kbps)

Global Pool Sub Pool
Total Allocated Reservable Reservable
BW (kbps) BW (kbps) BW (kbps)
--------------- ----------- ----------

bw[0]: 0 116640 0
bw[1]: 0 116640 0
bw[2]: 0 116640 0
bw[3]: 0 116640 0
bw[4]: 0 116640 0
bw[5]: 0 116640 0
bw[6]: 0 116640 0
bw[7]: 0 116640 0

次に、show mpls traffic-eng topology model-type mamコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng topology model-type mam

IGP Id: 0000.0000.0001.00, MPLS-TE Id: 10.10.10.10 Router Node (isis 1 level-2)
Link[0]: Intf Address:7.2.2.1, Nbr Intf Address:7.2.2.2
Link[1]: Intf Address:7.1.1.1, Nbr Intf Address:7.1.1.2

IGP Id: 0000.0000.0002.00, MPLS-TE Id: 20.20.20.20 Router Node (isis 1 level-2)
Link[0]: Intf Address:7.2.2.2, Nbr Intf Address:7.2.2.1
Link[1]: Intf Address:7.1.1.2, Nbr Intf Address:7.1.1.1
Link[2]: Intf Address:7.3.3.1, Nbr Intf Address:7.3.3.2

IGP Id: 0000.0000.0003.00, MPLS-TE Id: 30.30.30.30 Router Node (isis 1 level-2)
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Link[0]: Intf Address:7.3.3.2, Nbr Intf Address:7.3.3.1

次に、show mpls traffic-eng topologyコマンドで SRLGインターフェイスのトポロジを
指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng topology srlg

Tue Oct 6 13:10:30.342 UTC
My_System_id: 0000.0000.0005.00 (IS-IS 1 level-2)

SRLG Interface Addr TE Router ID IGP Area ID
__________ ______________ ____________ _______________

1 51.1.2.1 100.0.0.1 IS-IS 1 level-2
2 51.1.2.1 100.0.0.1 IS-IS 1 level-2
3 51.1.2.1 100.0.0.1 IS-IS 1 level-2
4 51.1.2.1 100.0.0.1 IS-IS 1 level-2
5 51.1.2.1 100.0.0.1 IS-IS 1 level-2
6 51.1.2.1 100.0.0.1 IS-IS 1 level-2
7 51.1.2.1 100.0.0.1 IS-IS 1 level-2
8 51.1.2.1 100.0.0.1 IS-IS 1 level-2
10 50.4.5.5 100.0.0.5 IS-IS 1 level-2
30 50.4.5.5 100.0.0.5 IS-IS 1 level-2
77 50.4.5.5 100.0.0.5 IS-IS 1 level-2
88 50.4.5.5 100.0.0.5 IS-IS 1 level-2

1500 50.4.5.5 100.0.0.5 IS-IS 1 level-2
10000000 50.4.5.5 100.0.0.5 IS-IS 1 level-2

4294967290 50.4.5.5 100.0.0.5 IS-IS 1 level-2
4294967295 50.4.5.5 100.0.0.5 IS-IS 1 level-2

次に、show mpls traffic-eng topology path destinationコマンドで SRLG除外でトポロジ
パスを指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng topology path destination 100.0.0.2
exclude-srlg 50.4.5.5 isis 1 level 2

Tue Oct 6 13:13:44.053 UTC
Path Setup to 100.0.0.2:
bw 0 (CT0), min_bw 0, metric: 20
setup_pri 7, hold_pri 7
affinity_bits 0x0, affinity_mask 0xffff
Exclude SRLG Intf Addr : 50.4.5.5
SRLGs Excluded: 10, 30, 77, 88, 1500, 10000000

4294967290, 4294967295
Hop0:50.5.1.5
Hop1:50.5.1.1
Hop2:51.1.2.1
Hop3:51.1.2.2
Hop4:100.0.0.2

次に、show mpls traffic-eng topology path destinationコマンドで特定の明示パスに基づ
いてトポロジパスを指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng topology path destination 100.0.0.2
explicit-path name exclude-srlg isis 1 level 2

Tue Oct 6 13:16:44.233 UTC
Path Setup to 100.0.0.2:
bw 0 (CT0), min_bw 0, metric: 20
setup_pri 7, hold_pri 7
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affinity_bits 0x0, affinity_mask 0xffff
SRLGs Excluded: 10, 30, 77, 88, 1500, 10000000

4294967290, 4294967295, 1, 2, 3, 4
5, 6, 7, 8

Hop0:50.5.1.5
Hop1:50.5.1.1
Hop2:50.1.2.1
Hop3:50.1.2.2
Hop4:100.0.0.2
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show mpls traffic-eng tunnels
MPLS-TEトンネルの情報を表示するには、XR EXECモードで show mpls traffic-eng tunnelsコ
マンドを使用します。

show mpls traffic-eng tunnels [tunnel-number] [affinity] [all] [auto-bw] [attribute-set{all
tunnel-name}] [auto-tunnel] [backup [{tunnel-number | auto-tunnel [mesh ] mesh-value | [ name
tunnel-name] | protected-interface type interface-path-id | {static | auto}}]] [brief] [destination
destination-address] [detail] [down] [interface {in | out | inout} type interface-path-id] [name
tunnel-name] [p2p] [property { backup-tunnel | fast-reroute}] [protection [{frr | path |
tunnel-id tunnel-id | tabular}]] [reoptimized within-last interval][role {all | head | tail | middle}]
[soft-preemption{desired | triggered}}][source source-address] [suboptimal constraints {current
| max | none}] [summary] [tabular] [up] [class-type ct]

構文の説明 （任意）トンネル数。範囲は 0～ 65535で
す。

tunnel-number

（任意）属性が設定されたトンネルの表示

を制限します。

attribute-set

（任意）すべての発信リンクのアフィニティ

属性を表示します。トンネルで使用される

リンクはカラー情報を表示します。

affinity

（任意）すべてのMPLS-TEトンネルを表
示します。

all

（任意）自動帯域幅がイネーブルの場合に

トンネルだけを表示するように制限します。

auto-bw

（任意）自動的に作成されたトンネルの表

示を制限します。

auto-tunnel

指定された自動トンネルメッシュグループ

に属するトンネルを表示します。

mesh mesh-value

（任意）FRR21バックアップトンネル情報
を表示します。この情報には、トンネルに

よって保護されている物理インターフェイ

ス、保護されているTELSP22の数、および
保護されている帯域幅が含まれます。

（任意）自動トンネルおよびFRRトンネル
のバックアップ情報を表示します。

backup

（任意）特定の名前のトンネルを表示しま

す。

name tunnel-name
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（任意）FRR保護のインターフェイスを表
示します。

protected-interface

（任意）スタティックバックアップトンネ

ルを表示します。

static

（任意）保護されたバックアップ自動トン

ネルを表示します。

auto-tunnel

（任意）このコマンドの簡易形式を表示し

ます。

brief

（任意）指定した IPアドレスを宛先とする
トンネルだけを表示するように制限します。

destination destination-address

（任意）ヘッドエンドトンネルの詳細情報

を表示します。

detail

（任意）ダウンしているトンネルを表示し

ます。

down

（任意）指定した入力インターフェイスを

使用するトンネルを表示します。

interface in

（任意）指定した出力インターフェイスを

使用するトンネルを表示します。

interface out

（任意）指定したインターフェイスを入力

または出力インターフェイスとして使用す

るトンネルを表示します。

interface inout

（任意）インターフェイスタイプ。詳細に

ついては、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インター

フェイス。

ルータに現在設定されている可能

性があるすべてのインターフェイ

スのリストを表示するには、show
interfacesコマンドを使用します。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符

（?）を使用してオンラインヘルプを参照
してください。

interface-path-id

（任意）P2Pトンネルだけを表示します。p2p
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（任意）バックアップトンネルのプロパ

ティが設定されたトンネルを表示します。

対象のルータで物理インターフェイスを保

護するために使用されるMPLS-TEトンネ
ルを選択します。バックアップトンネルと

は、リンクを障害から保護するように設定

されたトンネルのことです。このようなト

ンネルには、バックアップトンネルのプロ

パティが設定されています。

property backup-tunnel

（任意）FastRerouteのプロパティが設定さ
れたトンネルを表示します。対象のルータ

で開始（ヘッド）、転送（ルータ）、また

は終端（テール）している FRR保護の
MPLS-TEトンネルを選択します。

property fast-reroute

（任意）保護されているすべてのトンネル

（FastReroute可能として設定されているも
の）を表示します。このコマンドで指定し

た他のオプションによって選択された各ト

ンネルに提供されている保護に関する情報

を表示します。この情報には、トンネルに

対して保護が設定されているかどうか、対

象のルータによってトンネルに提供されて

いる保護（存在する場合）、および保護さ

れているトンネル帯域幅が含まれます。

protection

（任意）保護されているすべてのトンネル

（FastReroute可能として設定されているも
の）を表示します。

frr

（任意）パス保護の情報を表示します。path

（任意）特定のトンネルのパス保護に関す

る情報を表示します。

tunnel-id

（任意）トンネル ID。指定できる範囲は 0
～ 65535です。

tunnel-id

（任意）パス保護トンネルの情報を表形式

で表示します。

tabular

（任意）最後に指定した期間に再最適化さ

れたトンネルを表示します。

reoptimized within-last間隔

（任意）すべてのトンネルを表示します。role all
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（任意）対象のルータにヘッドがあるトン

ネルを表示します。

role head

（任意）対象のルータの中間でトンネルを

表示します。

role middle

（任意）対象のルータにテールがあるトン

ネルを表示します。

role tail

ソフトプリエンプション機能がイネーブル

になっているトンネルを表示します。

soft-preemption

（任意）送信元 IPアドレスが一致するトン
ネルだけを表示するように制限します。

source source-address

（任意）パスメトリックが、トンネルの設

定済みのオプションによって制約されてい

る現在の最短パスを超えるトンネルを表示

します。

suboptimal constraints current

（任意）パスメトリックが、トンネルの設

定済みのオプションによって制約されてい

る現在の最短パスを超え、ネットワーク容

量だけが考慮されているトンネルを表示し

ます。

suboptimal constraints max

（任意）パスメトリックが、制約なしの最

短パスを超えるトンネルを表示します。

suboptimal constraints none

（任意）設定済みのトンネルの要約を表示

します。

summary

（任意）TE LSPを示すテーブル（1行に 1
エントリ）を表示します。

tabular

（任意）トンネルインターフェイスがアッ

プの場合にトンネルを表示します。

up

（任意）特定のクラスタイプ値の設定を使

用しているトンネルを表示します。

class-type ct

21 FRR =高速再ルーティング。
22 LSP =ラベルスイッチドパス。

コマンドデフォルト なし

コマンドモード XR EXECモード
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コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン トンネルインターフェイスに固有の情報を表示するには、show mpls traffic-eng tunnelsコマン
ドの brief形式を使用します。宛先アドレス、発信元 ID、ロール、名前、次善の制約、イン
ターフェイスなどの情報を表示するには、briefキーワードなしのコマンドを使用します。

affinityキーワードは送信元ルータだけで使用できます。

トンネルが即時に再最適化された場合、より短いパスを持つトンネルを選択します。

パス保護サマリーフィールドを表示するには、パス保護のオプションを設定する必要がありま

す。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 アクティブなパスオプションにエリアが指定されていない場合、次の出力例は変わり

ません。エリアを指定すると、既存のパスオプション情報の下に独自の行として追加

されます。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels 20 detail

Signalling Summary:
LSP Tunnels Process: running

RSVP Process: running
Forwarding: enabled

Periodic reoptimization: every 3600 seconds, next in 2400 seconds
Periodic FRR Promotion: every 300 seconds, next in 16 seconds
Auto-bw enabled tunnels: 6

Name: tunnel-te20 Destination: 130.130.130.130
Status:
Admin: up Oper: up Path: valid Signalling: connected

path option 1, type explicit r1r2r3gig_path (Basis for Setup, path weight 200)
G-PID: 0x0800 (derived from egress interface properties)
Bandwidth Requested: 113 kbps CT0

Config Parameters:
Bandwidth: 100 kbps (CT0) Priority: 7 7 Affinity: 0x0/0xffff
Metric Type: TE (interface)
AutoRoute: enabled LockDown: disabled Policy class: not set
Forwarding-Adjacency: disabled
Loadshare: 0 equal loadshares
Auto-bw: enabled
Last BW Applied: 113 kbps CT0 BW Applications: 1
Last Application Trigger: Periodic Application
Bandwidth Min/Max: 0-4294967295 kbps
Application Frequency: 5 min Jitter: 0s Time Left: 4m 19s
Collection Frequency: 1 min
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Samples Collected: 0 Next: 14s
Highest BW: 0 kbps Underflow BW: 0 kbps
Adjustment Threshold: 10% 10 kbps
Overflow Detection disabled
Underflow Detection disabled

Fast Reroute: Disabled, Protection Desired: None
Path Protection: Not Enabled

History:
Tunnel has been up for: 00:18:54
Current LSP:
Uptime: 00:05:41

Prior LSP:
ID: path option 1 [3]
Removal Trigger: reoptimization completed

Current LSP Info:
Instance: 4, Signaling Area: IS-IS 1 level-2
Uptime: 00:05:41 (since Mon Mar 15 00:01:36 UTC 2010)
Outgoing Interface: HundredGigE0/0/0/3, Outgoing Label: 16009
Router-IDs: local 110.110.110.110

downstream 120.120.120.120
Path Info:
Outgoing:
Explicit Route:
Strict, 61.10.1.2
Strict, 61.15.1.1
Strict, 61.15.1.2
Strict, 130.130.130.130

Record Route: Disabled
Tspec: avg rate=113 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=113 kbits
Session Attributes: Local Prot: Not Set, Node Prot: Not Set, BW Prot: Not Set

Resv Info: None
Record Route: Disabled
Fspec: avg rate=113 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=113 kbits

Displayed 1 (of 6) heads, 0 (of 0) midpoints, 0 (of 0) tails
Displayed 1 up, 0 down, 0 recovering, 0 recovered heads

次に、show mpls traffic-eng tunnelsコマンドで propertyキーワードを指定した場合の
出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels property backup interface out
HundredGigE0/0/0/3

Signalling Summary:
LSP Tunnels Process: running, not registered with RSVP

RSVP Process: not running
Forwarding: enabled

Periodic reoptimization: every 3600 seconds, next in 3595 seconds
Periodic FRR Promotion: every 300 seconds, next in 295 seconds

Periodic auto-bw collection: disabled

Name: tunnel-te1 Destination: 1.1.1.1
Status:
Admin: up Oper: up Path: valid Signalling: connected

path option 1, type dynamic (Basis for Setup, path weight 1)
G-PID: 0x0800 (derived from egress interface properties)

Config Parameters:
Bandwidth: 1000 kbps (CT0) Priority: 7 7 Affinity: 0x0/0xffff
Metric Type: TE (default)
AutoRoute: disabled LockDown: disabled
Loadshare: 10000 bandwidth-based
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Auto-bw: disabled(0/0) 0 Bandwidth Requested: 0
Direction: unidirectional
Endpoint switching capability: unknown, encoding type: unassigned
Transit switching capability: unknown, encoding type: unassigned
Backup FRR EXP Demotion: 1 ' 7, 2 ' 1
Class-Attributes: 1, 2, 7
Bandwidth-Policer: off

History:
Tunnel has been up for: 00:00:08
Current LSP:
Uptime: 00:00:08

Path info (ospf 0 area 0):
Hop0: 10.0.0.2
Hop1: 102.0.0.2

Displayed 1 (of 1) heads, 0 (of 0) midpoints, 0 (of 0) tails
Displayed 0 up, 1 down, 0 recovering, 0 recovered heads

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 44 : show mpls traffic-eng tunnelsコマンドフィールドの説明

説明フィールド

LSP23トンネルプロセスのステータス。LSP Tunnels Process

RSVPプロセスのステータス。RSVP Process

フォワーディングのステータス（イネーブルまたはディセーブ

ル）。

Forwarding

次の定期的再最適化までの時間（秒数）。Periodic reoptimization

次の定期的 FRR24プロモーションまでの時間（秒単位）。Periodic FRR Promotion

次の定期的自動帯域幅収集までの時間（秒数）。Periodic auto-bw collection

トンネルヘッドに設定されているインターフェイス。名前

テールエンドルータ ID。接続先

設定上、アップ（up）かダウン（down）か。Admin/STATUS

運用上、アップ（up）かダウン（down）か。Oper/STATE

シグナリングが接続済み（connected）かダウン（down）か進行中
（proceeding）か。

シグナリング

トンネルモードMPLS traffic-engを使用した場合の設定パラメー
タ。不均等なロードバランシング機能に固有のパラメータ（帯域

幅、負荷分散、バックアップ FRR EXPデモーション、クラス属
性、および帯域幅ポリサー）を含みます。

Config Parameters
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説明フィールド

LSPがアップされている時間。History: Current LSP: Uptime

現在の LSPのホップリスト。Path Info

23 LSP =リンクステートパケット。
24 FRR =高速再ルーティング。

次の出力例は、トンネルが通過するリンクのリンク属性（カラー情報）を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels 11 affinity

Signalling Summary:
LSP Tunnels Process: running

RSVP Process: running
Forwarding: enabled

Periodic reoptimization: every 3600 seconds, next in 2710 seconds
Periodic FRR Promotion: every 300 seconds, next in 27 seconds

Auto-bw enabled tunnels: 0 (disabled)

Name: tunnel-te11 Destination: 3.3.3.3
Status:
Admin: up Oper: up Path: valid Signalling: connected

path option 1, type explicit gige_1_2_3 (Basis for Setup, path weight 2)
G-PID: 0x0800 (derived from egress interface properties)
Bandwidth Requested: 200 kbps CT0

Config Parameters:
Bandwidth: 200 kbps (CT0) Priority: 2 2
Number of affinity constraints: 1

Include bit map : 0x4
Include name : red2

Metric Type: TE (default)
AutoRoute: disabled LockDown: disabled Policy class: not set
Forwarding-Adjacency: disabled
Loadshare: 0 equal loadshares
Auto-bw: disabled
Fast Reroute: Enabled, Protection Desired: Any
Path Protection: Not Enabled

History:
Tunnel has been up for: 02:55:27
Current LSP:
Uptime: 02:02:19

Prior LSP:
ID: path option 1 [8]
Removal Trigger: reoptimization completed

Path info (OSPF 100 area 0):
Link0: 12.9.0.1
Attribute flags: 0x4
Attribute names: red2

Link1: 23.9.0.2
Attribute flags: 0x4
Attribute names: red2

Displayed 1 (of 8) heads, 0 (of 0) midpoints, 0 (of 0) tails
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Displayed 1 up, 0 down, 0 recovering, 0 recovered heads

次の出力例は、トンネルの状態および設定の簡単なサマリーを示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels brief

Signalling Summary:
LSP Tunnels Process: running

RSVP Process: running
Forwarding: enabled

Periodic reoptimization: every 3600 seconds, next in 2538 seconds
Periodic FRR Promotion: every 300 seconds, next in 38 seconds
Auto-bw enabled tunnels: 0 (disabled)

TUNNEL NAME DESTINATION STATUS STATE

tunnel-te1060 10.6.6.6 up up
PE6_C12406_t607 10.7.7.7 up up
PE6_C12406_t608 10.8.8.8 up up
PE6_C12406_t609 10.9.9.9 up up
PE6_C12406_t610 10.10.10.10 up up
PE6_C12406_t621 10.21.21.21 up up
PE7_C12406_t706 10.6.6.6 up up
PE7_C12406_t721 10.21.21.21 up up
Tunnel_PE8-PE6 10.6.6.6 up up
Tunnel_PE8-PE21 10.21.21.21 up up
Tunnel_PE9-PE6 10.6.6.6 up up
Tunnel_PE9-PE21 10.21.21.21 up up
Tunnel_PE10-PE6 10.6.6.6 up up
Tunnel_PE10-PE21 10.21.21.21 up up
PE21_C12406_t2106 10.6.6.6 up up
PE21_C12406_t2107 10.7.7.7 up up
PE21_C12406_t2108 10.8.8.8 up up
PE21_C12406_t2109 10.9.9.9 up up
PE21_C12406_t2110 10.10.10.10 up up
PE6_C12406_t6070 10.7.7.7 up up
PE7_C12406_t7060 10.6.6.6 up up
tunnel-te1 200.0.0.3 up up
HundredGigE0/0/0/3 100.0.0.1 up up
HundredGigE0/0/0/4 200.0.0.1 up up

Displayed 1 (of 1) heads, 20 (of 20) midpoints, 0 (of 0) tails
Displayed 1 up, 0 down, 0 recovering, 0 recovered heads

ここでは、自動バックアップトンネルが作成された場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels brief

.

.

.
TUNNEL NAME DESTINATION STATUS STATE

tunnel-te0 200.0.0.3 up up
tunnel-te1 200.0.0.3 up up
tunnel-te2 200.0.0.3 up up

*tunnel-te50 200.0.0.3 up up
*tunnel-te60 200.0.0.3 up up
*tunnel-te70 200.0.0.3 up up
*tunnel-te80 200.0.0.3 up up

.

.

.
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* = automatically created backup tunnel

次に、summaryキーワードを使用して設定されたトンネルの要約の出力例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels summary

LSP Tunnels Process: not running, disabled
RSVP Process: running
Forwarding: enabled

Periodic reoptimization: every 3600 seconds, next in 2706 seconds
Periodic FRR Promotion: every 300 seconds, next in 81 seconds

Periodic auto-bw collection: disabled

Signalling Summary:
Head: 1 interfaces, 1 active signalling attempts, 1 established

0 explicit, 1 dynamic
1 activations, 0 deactivations
0 recovering, 0 recovered

Mids: 0
Tails: 0

Fast ReRoute Summary:
Head: 0 FRR tunnels, 0 protected, 0 rerouted
Mid: 0 FRR tunnels, 0 protected, 0 rerouted
Summary: 0 protected, 0 link protected, 0 node protected, 0 bw protected

Path Protection Summary:
20 standby configured tunnels, 15 connected, 10 path protected
2 link-diverse, 4 node-diverse, 4 node-link-diverse

AutoTunnel Backup Summary:
AutoTunnel Backups:

50 created, 50 up, 0 down, 8 unused
25 NHOP, 25 NNHOP, 10 SRLG strict, 10 SRLG pref

Protected LSPs:
10 NHOP, 20 NHOP+SRLG
15 NNHOP, 5 NNHOP+SRLG

Protected S2L Sharing Families:
10 NHOP, 20 NHOP+SRLG
15 NNHOP, 5 NNHOP+SRLG

Protected S2Ls: 10 NHOP, 20 NHOP+SRLG
15 NNHOP, 5 NNHOP+SRLG

次に、show mpls traffic-eng tunnelsコマンドで protectionキーワードを指定した場合
の出力例を示します。このコマンドでは、信号が送信されたルータで FRR保護の LSP
（高速再ルーティングのプロパティが設定されている）として認識されているすべて

のMPLS-TEトンネルを選択し、選択された各トンネルに対して対象のルータから提
供されている保護に関する情報を表示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels protection

tunnel160
LSP Head, Admin: up, Oper: up
Src: 10.20.20.20, Dest: 10.10.10.10, Instance: 28
Fast Reroute Protection: None
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tunnel170
LSP Head, Admin: up, Oper: up
Src: 10.20.20.20, Dest: 10.10.10.10, Instance: 945
Fast Reroute Protection: Requested
Outbound: FRR Ready
Backup tunnel160 to LSP nhop
tunnel160: out I/f: HundredGigE0/0/0/3
LSP signalling info:
Original: out I/f: HundredGigE0/0/0/4, label: 3, nhop: 10.10.10.10
With FRR: out I/f: tunnel160, label: 3
LSP bw: 10 kbps, Backup level: any unlimited, type: CT0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 45 : show mpls traffic-eng tunnels protectionコマンドフィールドの説明

説明フィールド

MPLS-TEバックアップトンネルの番号。Tunnel#

ノードは、対象の LSP25のヘッドまたはルータです。LSP Head/router

LSP ID。[インスタンス（Instance）]の
下で、

NHOP/NNHOPのバックアップトンネルの保護。Backup tunnel

バックアップトンネルの発信インターフェイス。out if

バックアップを使用していない場合の発信インターフェイ

ス、ラベル、および LSPのネクストホップ。
Original

バックアップトンネルを使用している場合の発信インター

フェイスとラベル。

With FRR

LSPの信号送信帯域幅。LSP BW

提供されている帯域幅保護のタイプ。プールタイプおよび制

限付きまたは制限なしの帯域幅です。

Backup level

TEプロセスのステータス26。LSP Tunnels Process

25 LSP =リンクステートパケット。
26 LSP =ラベルスイッチドパス。

次に、show mpls traffic-eng tunnelsコマンドで backupキーワードを指定した場合の出
力例を示します。このコマンドでは、ルータで認識されているすべてのMPLS-TEト
ンネルを選択し、選択された各トンネルによって対象のルータ上のインターフェイス

に対して提供されているFRR保護に関する情報を表示します。対象のルータ上のイン
ターフェイスに対して FRR保護を提供していないトンネルは出力されません。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels backup
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tunnel160
Admin: up, Oper: up
Src: 10.20.20.20, Dest: 10.10.10.10, Instance: 28
Fast Reroute Backup Provided:
Protected I/fs: HundredGigE0/0/0/3
Protected lsps: 0
Backup BW: any-class unlimited, Inuse: 0 kbps

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 46 : show mpls traffic-eng tunnels backupコマンドフィールドの説明

説明フィールド

MPLS-TEバックアップトンネル番号。Tunnel#

バックアップトンネルの宛先の IPアドレス。Dest

バックアップトンネルの状態。値は、up（アップ）、down（ダ
ウン）、または admin-down（管理ダウン）です。

状態（State）

トンネルの LSP ID。[インスタンス（Instance）]
の下で、

バックアップトンネルによって保護されているインターフェイ

スのリスト。

Protected I/fs

現在バックアップトンネルによって保護されている LSPの数。Protected lsps

設定されているバックアップ帯域幅のタイプと量。帯域幅の取得

元のプールです。値は、any-class（任意のクラス）、CT0、およ
び CT1です。量は、unlimited（制限なし）または設定済みの制
限値（kbps）です。

Backup BW

バックアップトンネルで現在使用されているバックアップ帯域

幅。

Inuse

次に、show mpls traffic-eng tunnelsコマンドで backupキーワードと protected-interface
キーワードを指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels backup protected-interface

Interface: HundredGigE0/0/0/3
Tunnel100 UNUSED : out I/f: Admin: down Oper: down

Interface: HundredGigE0/0/0/4
Tunnel160 NHOP : out I/f: HundredGigE0/0/0/5 Admin: up Oper: up
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 47 : show mpls traffic-eng tunnels backup protected-interfaceコマンドフィールドの説明

説明フィールド

MPLS-TE対応の FRR保護のインターフェイス。インターフェイス

インターフェイス上の FRR保護のトンネル。Tunnel#

保護されているトンネルの状態。値は、unused、next hop、next-next
hopです。

NHOP/NNHOP/UNUSED

保護を提供しているバックアップトンネルの発信インターフェイ

ス。

out I/f

次に、show mpls traffic-eng tunnelsコマンドで up within-lastキーワードを指定した場
合の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels up within-last 200

Signalling Summary:
LSP Tunnels Process: running

RSVP Process: running
Forwarding: enabled

Periodic reoptimization: every 3600 seconds, next in 3381 seconds
Periodic FRR Promotion: every 300 seconds, next in 81 seconds

Periodic auto-bw collection: disabled

Name: tunnel-te11 Destination: 30.30.30.30
Status:
Admin: up Oper: up Path: valid Signalling: connected

path option 1, type explicit back (Basis for Setup, path weight 1)
G-PID: 0x0800 (derived from egress interface properties)

Config Parameters:
Bandwidth: 0 kbps (CT0) Priority: 7 7 Affinity: 0x0/0xffff
Number of configured name based affinities: 2
Name based affinity constraints in use:

Include bit map : 0x4 (refers to undefined affinity name)
Include-strict bit map: 0x4

Metric Type: TE (default)
AutoRoute: disabled LockDown: disabled Loadshare: 0 bw-based
Auto-bw: disabled(0/0) 0 Bandwidth Requested: 0
Direction: unidirectional

Endpoint switching capability: unknown, encoding type: unassigned
Transit switching capability: unknown, encoding type: unassigned

History:
Tunnel has been up for: 00:00:21
Current LSP:
Uptime: 00:00:21

Prior LSP:
ID: path option 1 [4]
Removal Trigger: tunnel shutdown

Path info (ospf area 0):
Hop0: 7.4.4.2
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Hop1: 30.30.30.30

Displayed 1 (of 3) heads, 0 (of 0) midpoints, 0 (of 0) tails
Displayed 1 up, 0 down, 0 recovering, 0 recovered heads

次に、show mpls traffic-eng tunnelsコマンドで reoptimized within-last キーワードを指
定した場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels reoptimized within-last 600

Signalling Summary:
LSP Tunnels Process: running

RSVP Process: running
Forwarding: enabled

Periodic reoptimization: every 60000 seconds, next in 41137 seconds
Periodic FRR Promotion: every 300 seconds, next in 37 seconds

Periodic auto-bw collection: disabled

Name: tunnel-te1 Destination: 30.30.30.30
Status:
Admin: up Oper: up Path: valid Signalling: connected

path option 1, type explicit prot1 (Basis for Setup, path weight 1)
G-PID: 0x0800 (derived from egress interface properties)

Config Parameters:
Bandwidth: 66 kbps (CT0) Priority: 7 7 Affinity: 0x0/0xffff
Metric Type: IGP (global)
AutoRoute: enabled LockDown: disabled Loadshare: 66 bw-based
Auto-bw: disabled(0/0) 0 Bandwidth Requested: 66
Direction: unidirectional

Endpoint switching capability: unknown, encoding type: unassigned
Transit switching capability: unknown, encoding type: unassigned

History:
Tunnel has been up for: 00:14:04
Current LSP:
Uptime: 00:03:52
Selection: reoptimization

Prior LSP:
ID: path option 1 [2017]
Removal Trigger: reoptimization completed

Path info (ospf area 0):
Hop0: 7.2.2.2
Hop1: 7.3.3.2
Hop2: 30.30.30.30

Displayed 1 (of 1) heads, 0 (of 0) midpoints, 0 (of 0) tails
Displayed 1 up, 0 down, 0 recovering, 0 recovered heads

次に、show mpls traffic-eng tunnelsコマンドで detail キーワードを指定した場合の出
力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels 100 detail

Name: tunnel-te1 Destination: 24.24.24.24
Status:
Admin: up Oper: up

Working Path: valid Signalling: connected
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Protecting Path: valid Protect Signalling: connected
Working LSP is carrying traffic

path option 1, type explicit po4 (Basis for Setup, path weight 1)
(Basis for Standby, path weight 2)

G-PID: 0x001d (derived from egress interface properties)
Path protect LSP is present.

path option 1, type explicit po6 (Basis for Setup, path weight 1)

Config Parameters:
Bandwidth: 10 kbps (CT0) Priority: 7 7 Affinity: 0x0/0xffff
Metric Type: TE (default)
AutoRoute: enabled LockDown: disabled Loadshare: 10 bw-based
Auto-bw: disabled(0/0) 0 Bandwidth Requested: 10
Direction: unidirectional
Endpoint switching capability: unknown, encoding type: unassigned
Transit switching capability: unknown, encoding type: unassigned

History:
Tunnel has been up for: 00:04:06
Current LSP:
Uptime: 00:04:06

Prior LSP:
ID: path option 1 [5452]
Removal Trigger: path verification failed

Current LSP Info:
Instance: 71, Signaling Area: ospf optical area 0
Uptime: 00:10:41
Incoming Label: explicit-null
Outgoing Interface: HundredGigE0/0/0/3, Outgoing Label: implicit-null
Path Info:
Explicit Route:
Strict, 100.0.0.3
Strict, 24.24.24.24

Record Route: None
Tspec: avg rate=2488320 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=2488320 kbits

Resv Info:
Record Route:
IPv4 100.0.0.3, flags 0x0

Fspec: avg rate=2488320 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=2488320 kbits
Protecting LSP Info:
Instance: 72, Signaling Area: ospf optical area 0
Incoming Label: explicit-null
Outgoing Interface: HundredGigE0/0/0/4, Outgoing Label: implicit-null
Path Info:
Explicit Route:
Strict, 101.0.0.3
Strict, 24.24.24.24

Record Route: None
Tspec: avg rate=2488320 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=2488320 kbits

Resv Info:
Record Route:
IPv4 101.0.0.3, flags 0x0

Fspec: avg rate=2488320 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=2488320 kbits
Reoptimized LSP Info (Install Timer Remaining 11 Seconds):
Cleaned LSP Info (Cleanup Timer Remaining 19 Seconds):

次の出力例は、detailキーワードを使用した場合の tunnel-te 100のパス保護オプション
を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels 100 detail
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Signalling Summary:
LSP Tunnels Process: running

RSVP Process: running
Forwarding: enabled

Periodic reoptimization: every 60 seconds, next in 31 seconds
Periodic FRR Promotion: every 300 seconds, next in 299 seconds
Auto-bw enabled tunnels: 0 (disabled)

Name: tunnel-te100 Destination: 33.3.33.3
Status:
Admin: up Oper: up (Up for 02:06:14)
Path: valid Signalling: connected

Path options:
path-option 5 explicit name to-gmpls3 verbatim lockdown OSPF 0 area 0
PCALC Error [Standby]: Wed Oct 15 15:53:24 2008
Info: Destination IP address, 1.2.3.4, not found in topology

path-option 10 dynamic
path option 15 explicit name div-wrt-to-gmpls3 verbatim
path option 20 dynamic standby OSPF 0 area 0
(Basis for Standby, path weight 2)

G-PID: 0x0800 (derived from egress interface properties)
Bandwidth Requested: 0 kbps CT0

Config Parameters:
Bandwidth: 0 kbps (CT0) Priority: 7 7 Affinity: 0x0/0xffff
Metric Type: TE (default)
AutoRoute: disabled LockDown: disabled
Loadshare: 0 equal loadshares
Auto-bw: disabled(0/0) 0 Bandwidth Requested: 0
Direction: unidirectional
Endpoint switching capability: unknown, encoding type: unassigned
Transit switching capability: unknown, encoding type: unassigned
Path Protection: enabled

Reoptimization Info in Inter-area:
Better Path Queries sent = 13; Preferred Path Exists received = 0
Last better path query was sent 00:08:22 ago
Last preferred path exists was received 00:00:00 ago

History:
Tunnel has been up for: 02:15:56
Current LSP:
Uptime: 02:15:56

Prior LSP:
ID: path option 10 [22]
Removal Trigger: path verification failed

Current LSP Info:

Bandwidth: 0 kbps (CT0) Priority: 7 7 Affinity: 0x0/0xffff
Metric Type: TE (default)
AutoRoute: disabled LockDown: disabled Policy class: not set
Loadshare: 0 equal loadshares
Auto-bw: disabled
Direction: unidirectional
Endpoint switching capability: unknown, encoding type: unassigned
Transit switching capability: unknown, encoding type: unassigned
Fast Reroute: Disabled, Protection Desired: None

Reoptimization Info in Inter-area:
Better Path Queries sent = 13; Preferred Path Exists received = 0
Last better path query was sent 00:08:22 ago
Last preferred path exists was received 00:00:00 ago

Path Protection Info:
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Standby Path: Node and Link diverse Last switchover 00:08:22 ago
Switchover Reason: Path delete request

Number of Switchovers 13, Standby Ready 15 times

History:
Prior LSP:
ID: path option 10 [188]
Removal Trigger: path option removed

Tunnel has been up for: 00:03:58
Current LSP:
Uptime: 00:03:58

Reopt. LSP:
Setup Time: 272 seconds

Current LSP Info:
Instance: 1, Signaling Area: OSPF 0 area 0
Uptime: 00:03:58
Outgoing Interface: HundredGigE0/0/0/3, Outgoing Label: implicit-null
Router-IDs: local 222.22.2.2

downstream 33.3.33.3
Path Info:
Outgoing:
Explicit Route:
Strict, 23.0.0.3
Strict, 33.3.33.3

Record Route: None
Tspec: avg rate=0 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=0 kbits
Session Attributes: Local Prot: Not Set, Node Prot: Not Set, BW Prot: Not Set

Resv Info:
Record Route: None
Fspec: avg rate=0 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=0 kbits

Standby LSP Info:
Instance: 1, Signaling Area: OSPF 0 area 0
Uptime: 00:03:58
Outgoing Interface: HundredGigE0/0/0/3, Outgoing Label: implicit-null
Router-IDs: local 222.22.2.2

downstream 33.3.33.3
Path Info:
Outgoing:
Explicit Route:
Strict, 23.0.0.3
Strict, 33.3.33.3

Record Route: None
Tspec: avg rate=0 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=0 kbits
Session Attributes: Local Prot: Not Set, Node Prot: Not Set, BW Prot: Not Set

Resv Info:
Record Route: None
Fspec: avg rate=0 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=0 kbits

Reoptimized LSP Info:
Instance: 5, Signaling Area: OSPF 0 area 0
Outgoing Interface: HundredGigE0/0/0/4, Outgoing Label: 16000
Path Info:
Outgoing:
Explicit Route:
Strict, 26.0.0.6
Strict, 36.0.0.3
Strict, 33.3.33.3

Record Route: None
Tspec: avg rate=0 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=0 kbits
Session Attributes: Local Prot: Not Set, Node Prot: Not Set, BW Prot: Not Set

Resv Info:
Record Route: None
Fspec: avg rate=0 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=0 kbits

Delayed Clean Standby LSP Info:
Instance: 1, Signaling Area: OSPF 0 area 0
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Uptime: 00:03:58
Outgoing Interface: HundredGigE0/0/0/3, Outgoing Label: implicit-null
Router-IDs: local 222.22.2.2

downstream 33.3.33.3
Path Info:
Outgoing:
Explicit Route:
Strict, 23.0.0.3
Strict, 33.3.33.3

Record Route: None
Tspec: avg rate=0 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=0 kbits
Session Attributes: Local Prot: Not Set, Node Prot: Not Set, BW Prot: Not Set

Resv Info:
Record Route: None
Fspec: avg rate=0 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=0 kbits

Displayed 0 (of 2) heads, 0 (of 0) midpoints, 0 (of 0) tails
Displayed 0 up, 0 down, 0 recovering, 0 recovered heads

次に、show mpls traffic-eng tunnelsコマンドで role midキーワードを指定した場合の
出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels role mid

Signalling Summary:
LSP Tunnels Process: running

RSVP Process: running
Forwarding: enabled

Periodic reoptimization: every 3600 seconds, next in 1166 seconds
Periodic FRR Promotion: every 300 seconds, next in 90 seconds

Periodic auto-bw collection: disabled
LSP Tunnel 10.10.10.10 1 [5508] is signalled, connection is up
Tunnel Name: FRR1_t1 Tunnel Role: Mid
InLabel: HundredGigE0/0/0/3, 33
OutLabel: HundredGigE0/0/0/4, implicit-null
Signalling Info:
Src 10.10.10.10 Dst 30.30.30.30, Tunnel ID 1, Tunnel Instance 5508
Path Info:1
Incoming Address: 7.3.3.1

Incoming Explicit Route:
Strict, 7.3.3.1
Loose, 30.30.30.30

ERO Expansion Info:
ospf 100 area 0, Metric 1 (TE), Affinity 0x0, Mask 0xffff, Queries 0
Outgoing Explicit Route:
Strict, 7.2.2.1
Strict, 30.30.30.30

Record Route: None
Tspec: avg rate=10 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=10 kbits

Resv Info:
Record Route:
IPv4 30.30.30.30, flags 0x20
Label 3, flags 0x1
IPv4 7.3.3.2, flags 0x0
Label 3, flags 0x1

Fspec: avg rate=10 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=10 kbits
Displayed 0 (of 1) heads, 1 (of 1) midpoints, 0 (of 1) tails
Displayed 0 up, 0 down, 0 recovering, 0 recovered heads

次の出力例は、tabularキーワードを使用した TE LSPの表を示しています。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels tabular

Tunnel LSP Destination Source Tun FRR LSP
Name ID Address Address State State Role
------------------ ------ --------------- --------------- ------- ------- ------
tunnel-mte100 1 2.2.2.2 60.60.60.60 up Inact Head

tunnel-mte300 1 60.60.60.60 2.2.2.2 up Inact Tail
tunnel-te1060 2 10.6.6.6 10.1.1.1 up Inact Head

PE6_C12406_t607 2 10.7.7.7 10.6.6.6 up Inact Mid
PE6_C12406_t608 2 10.8.8.8 10.6.6.6 up Inact Mid
PE6_C12406_t609 2 10.9.9.9 10.6.6.6 up Inact Mid
PE6_C12406_t610 2 10.10.10.10 10.6.6.6 up Inact Mid
PE6_C12406_t621 2 10.21.21.21 10.6.6.6 up Inact Mid
PE7_C12406_t706 835 10.6.6.6 10.7.7.7 up Inact Mid
PE7_C12406_t721 603 10.21.21.21 10.7.7.7 up Inact Mid
Tunnel_PE8-PE6 4062 10.6.6.6 10.8.8.8 up Inact Mid
Tunnel_PE8-PE21 6798 10.21.21.21 10.8.8.8 up Inact Mid
Tunnel_PE9-PE6 4062 10.6.6.6 10.9.9.9 up Inact Mid
Tunnel_PE9-PE21 6795 10.21.21.21 10.9.9.9 up Inact Mid
Tunnel_PE10-PE6 4091 10.6.6.6 10.10.10.10 up Inact Mid
Tunnel_PE10-PE21 6821 10.21.21.21 10.10.10.10 up Inact Mid
PE21_C12406_t2106 2 10.6.6.6 10.21.21.21 up Ready Mid
PE21_C12406_t2107 2 10.7.7.7 10.21.21.21 up Inact Mid
PE21_C12406_t2108 2 10.8.8.8 10.21.21.21 up Inact Mid
PE21_C12406_t2109 2 10.9.9.9 10.21.21.21 up Inact Mid
PE21_C12406_t2110 2 10.10.10.10 10.21.21.21 up Inact Mid
PE6_C12406_t6070 2 10.7.7.7 10.6.6.6 up Inact Mid
PE7_C12406_t7060 626 10.6.6.6 10.7.7.7 up Inact Mid

tunnel-te1 1 200.0.0.3 200.0.0.1 up Inact Head InAct

tunnel-te100 1 200.0.0.3 200.0.0.1 up Ready Head InAct

HundredGigE0/0/0/3 2 100.0.0.1 200.0.0.1 up Inact Head InAct

HundredGigE0/0/0/4 6 200.0.0.1 100.0.0.1 up Inact Tail InAct

次の出力例は、tabularキーワードを使用した場合の自動バックアップトンネルを示す
表を示しています。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels tabular

Tunnel LSP Destination Source FRR LSP Path
Name ID Address Address State State Role Prot

------------------ ------ --------------- --------------- ------- ------- ------ -----
tunnel-te0 549 200.0.0.3 200.0.0.1 up Inact Head InAct
tunnel-te1 546 200.0.0.3 200.0.0.1 up Inact Head InAct
tunnel-te2 6 200.0.0.3 200.0.0.1 up Inact Head InAct

*tunnel-te50 6 200.0.0.3 200.0.0.1 up Active Head InAct
*tunnel-te60 4 200.0.0.3 200.0.0.1 up Active Head InAct
*tunnel-te70 4 200.0.0.3 200.0.0.1 up Active Head InAct
*tunnel-te80 3 200.0.0.3 200.0.0.1 up Active Head InAct

* = automatically created backup tunnel
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 48 : show mpls traffic-eng tunnels tabularコマンドフィールドの説明

説明フィールド

MPLS-TEトンネルの名前。Tunnel Name

トンネルの LSP ID。LSP ID

（[TunnelName]で示された）TEトンネルの宛先アドレス。[宛先アドレス（Destination
Address）]

フィルタリングされたトンネルの送信元アドレス。Source Address

トンネルの状態。値は、up（アップ）、down（ダウン）、
または admin-down（管理ダウン）です。

Tunnel State

FRR状態 ID。FRR State

ロール ID。値は、All（すべて）、Head（ヘッド）、また
は Tail（テール）です。

LSP Role

次の出力例は、トンネル ID 10のパス保護を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels protection path tunnel-id 10

Tun ID 10, Src 22.2.22.2 Dst 66.6.66.6, Ext ID 22.2.22.2
Switchover 00:08:22 ago, Standby Path: {Not found | Link diverse | Node diverse |

Node and Link diverse}
Current LSP: LSP ID 10022, Up time 12:10:24,

Local lbl: 16001, Out Interface: HundredGigE0/0/0/3, Out lbl: implicit-null
Path: 1.1.1.1, 2.2.2.2, 3.3.3.3, 8.8.8.8

Standby LSP: None | LSP ID, Up time 12:00:05,
Local lbl: 16002, Out Interface: HundredGigE0/0/0/4, Out lbl: implicit-null
Path 4.4.4.4, 5.5.5.5, 6.6.6.6, 7.7.7.7

次の出力例は表形式のパス保護を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels protection path tabular

Tunnel Current Standby Protected Standby
ID LSP ID LSP ID State Diversity
155 10 11 Ready Node and Link Diverse
1501 11 12 Ready Node and Link Diverse
1502 10 11 Ready Node and Link Diverse
1504 10 11 Ready Node and Link Diverse
1505 10 11 Ready Node and Link Diverse
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 49 : show mpls traffic-eng tunnels protection path tabularコマンドのフィールドの説明

説明フィールド

トンネルの ID。トンネル ID

トラフィックを伝送している LSPの ID。Current LSP ID

トラフィックを保護するスタンバイ LSPの ID。Standby LSP ID

値は Readyおよび Not readyです。Protected State

値は、Node and Link Diverse、Node Diverse、および Link Diverseです。現在
およびスタンバイの LSPに共通のノードまたはリンクがないことを示す値
です。現在およびスタンバイの LSPに、共通のノードがない（ただし、リ
ンクを共有できます）か、共通のリンクがありません（ただし、ノードを共

有できます）。

Standby
Diversity

次の出力例は、自動帯域幅が auto-bwキーワードを使用してイネーブルにされたトン
ネルだけのMPLS-TEトンネル情報を示しています。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels auto-bw

Signalling Summary:
LSP Tunnels Process: running

RSVP Process: running
Forwarding: enabled

Periodic reoptimization: every 3600 seconds, next in 636 seconds
Periodic FRR Promotion: every 300 seconds, next in 276 seconds
Auto-bw enabled tunnels: 1

Name: tunnel-te1 Destination: 0.0.0.0
Status:
Admin: up Oper: down Path: not valid Signalling: Down
G-PID: 0x0800 (internally specified)
Bandwidth Requested: 0 kbps CT0

Config Parameters:
Bandwidth: 0 kbps (CT0) Priority: 7 7 Affinity: 0x0/0xffff
Metric Type: TE (default)
AutoRoute: disabled LockDown: disabled Policy class: not set
Loadshare: 0 equal loadshares

Auto-bw: (collect bw only)
Last BW Applied: 500 kbps (CT0) BW Applications: 25
Last Application Trigger: Periodic Application
Bandwidth Min/Max: 10-10900 kbps
Application Frequency: 10 min (Cfg: 10 min) Time Left: 5m 34s
Collection Frequency: 2 min
Samples Collected: 2 Highest BW: 450 kbps Next: 1m 34s
Adjustment Threshold: 5%
Overflow Threshold: 15% Limit: 1/4 Early BW Applications: 0

Direction: unidirectional
Endpoint switching capability: unknown, encoding type: unassigned
Transit switching capability: unknown, encoding type: unassigned
Fast Reroute: Disabled, Protection Desired: None
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Reason for the tunnel being down: No destination is configured
History:

Displayed 1 (of 1) heads, 0 (of 0) midpoints, 0 (of 0) tails
Displayed 0 up, 1 down, 0 recovering, 0 recovered heads

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 50 : show mpls traffic-eng tunnels auto-bwコマンドのフィールドの説明

説明フィールド

フィールドは、帯域幅の収集がトンネルの自動帯域幅設定で設定

されている場合にだけ表示されます。

collect bw only

トンネルの自動帯域幅によって要求された最後の帯域幅変更。ま

た、このフィールドは、帯域幅に使用されるプールを示します。

Last BW Applied

オーバーフロー状態によってトリガーされたアプリケーションを

含む、自動帯域幅で要求される帯域幅アプリケーションの合計

数。

BW Applications

次の最後のアプリケーションオプションが表示されます。

• Periodic Application
• Overflow Detected
• Manual Application

Last Application Trigger

設定される帯域幅は最小または最大です。Bandwidth Min/Max

設定されたアプリケーションの頻度。Time Leftフィールドは、
次のアプリケーションが実行されるまでの残り時間を示します。

Application Frequency

すべてのトンネルに同じ値である、グローバルに設定された収集

頻度。

Collection Frequency

現在のアプリケーションの期間中に収集されたサンプルの数。

CollectionFrequencyが現在設定されていない場合、このフィール
ドは Collection Disabledフィールドで置き換えられます。

Samples Collected

アプリケーション期間に収集された最大の帯域幅。Highest BW

次の収集イベントまでの残り時間。Next

設定されたオーバーフローしきい値。Overflowフィールドは、
オーバーフローの検出がトンネルの自動帯域幅設定で設定されて

いる場合にだけ表示されます。

オーバーフローしきい値

（Overflow Threshold）

検出される連続オーバーフローまたは設定されている制限Limit
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説明フィールド

オーバーフロー条件によってトリガーされる早期の帯域幅アプリ

ケーションの数。

Early BW Applications

次に、NNHOP SRLG優先自動バックアップトンネルが設定された後の show mpls
traffic-eng tunnelsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels 1

Signalling Summary:
LSP Tunnels Process: running

RSVP Process: running
Forwarding: enabled

Periodic reoptimization: every 3600 seconds, next in 2524 seconds
Periodic FRR Promotion: every 300 seconds, next in 49 seconds
Auto-bw enabled tunnels: 1

Name: tunnel-te1 Destination: 200.0.0.3 (auto backup)
Status:
Admin: up Oper: up Path: valid Signalling: connected

path option 10, type explicit (autob_nnhop_srlg_tunnel1) (Basis for Setup, path
weight 11)

path option 20, type explicit (autob_nnhop_tunnel1)
G-PID: 0x0800 (derived from egress interface properties)
Bandwidth Requested: 0 kbps CT0
Creation Time: Fri Jul 10 01:53:25.581 PST (1h 25m 17s ago)

Config Parameters:
Bandwidth: 0 kbps (CT0) Priority: 7 7 Affinity: 0x0/0xffff
Metric Type: TE (default)
AutoRoute: disabled LockDown: disabled Policy class: not set
Forwarding-Adjacency: disabled

Loadshare: 0 equal loadshares
Auto-bw: disabled
Fast Reroute: Disabled, Protection Desired: None
Path Protection: Not Enabled

Auto Backup:
Protected LSPs: 4
Protected S2L Sharing Families: 0
Protected S2Ls: 0
Protected i/f: HundredGigE0/0/0/2 Protected node: 20.0.0.2
Protection: NNHOP+SRLG
Unused removal timeout: not running

History:
Tunnel has been up for: 00:00:08
Current LSP:
Uptime: 00:00:08

Prior LSP:
ID: path option 1 [545]
Removal Trigger: configuration changed

Path info (OSPF 0 area 0):
Hop0: 10.0.0.2
Hop1: 100.0.0.2
Hop2: 100.0.0.3
Hop3: 200.0.0.3
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 51 : show mpls traffic-eng tunnelsコマンドフィールドの説明

説明フィールド

自動バックアップのセクションヘッダー。Auto Backup

トンネルが作成された時刻およびトンネルが作成された期

間。

作成時間

対象のバックアップによって保護されている使用可能およ

びアクティブな LSPの数。
Protected LSPs

対象のバックアップによって保護されている使用可能およ

びアクティブな共有ファミリの数。

Protected S2L Sharing Familes

対象のバックアップによって保護されている使用可能およ

びアクティブなプライマリトンネルの数。

Protected S2Ls

対象のバックアップによって保護されているインターフェ

イスおよび NNHOPノード。
Protected i/f

Protected node

対象のバックアップで提供される保護のタイプ。

保護は、優先SRLGが設定されSRLGパスが見つ
からない場合、異なることがあります。

（注）

Protection: NNHOP+SRLG

未使用の削除のタイムアウトが期限切れになるまでの残り

時間。バックアップが未使用の状態にあるときは、このタ

イマーのみが動作します。タイマーの期限が切れると、自

動バックアップトンネルが削除されます。

バックアップが使用中の場合の

例：

Unused removal timeout: not running

バックアップが未使用である場合

の例：

Unused removal timeout: 1h26m

次に、show mpls traffic-eng tunnelsコマンドで detailキーワードを指定した場合の出
力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels 999 detail

Name: tunnel-te999 Destination: 1.1.1.1
Status:
Admin: up Oper: up Path: valid Signalling: connected

path option 1, type dynamic (Basis for Setup, path weight 2)
Path-option attribute: po
Number of affinity constraints: 2

Include bit map : 0x4
Include name : blue
Exclude bit map : 0x2
Exclude name : red
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Bandwidth: 300 (CT0)
G-PID: 0x0800 (derived from egress interface properties)
Bandwidth Requested: 300 kbps CT0
Creation Time: Fri Jan 14 23:35:58 2017 (00:00:42 ago)

Config Parameters:
Bandwidth: 100 kbps (CT0) Priority: 7 7 Affinity: 0x0/0xffff
Metric Type: TE (default)
Hop-limit: disabled
AutoRoute: disabled LockDown: disabled Policy class: not set
Forwarding-Adjacency: disabled
Loadshare: 0 equal loadshares
Auto-bw: disabled
Fast Reroute: Enabled, Protection Desired: Any
Path Protection: Not Enabled
Soft Preemption: Disabled

SNMP Index: 42
History:
Tunnel has been up for: 00:00:30 (since Fri Jan 14 23:36:10 EST 2017)
Current LSP:
Uptime: 00:00:30 (since Fri Jan 14 23:36:10 EST 2017)

Current LSP Info:
Instance: 2, Signaling Area: OSPF 100 area 16909060
Uptime: 00:00:30 (since Fri Jan 14 23:36:10 EST 2017)
Outgoing Interface: HundredGigE0/0/0/4, Outgoing Label: 16005
Router-IDs: local 3.3.3.3

downstream 2.2.2.2
Soft Preemption: None
Path Info:
Outgoing:
Explicit Route:
Strict, 23.9.0.2
Strict, 12.9.0.2
Strict, 12.9.0.1
Strict, 1.1.1.1

Record Route: Disabled
Tspec: avg rate=300 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=300 kbits
Session Attributes: Local Prot: Set, Node Prot: Not Set, BW Prot: Not Set

Soft Preemption Desired: Not Set
Resv Info:
Record Route:
IPv4 2.2.2.2, flags 0x20
Label 16005, flags 0x1
IPv4 23.9.0.2, flags 0x0
Label 16005, flags 0x1
IPv4 1.1.1.1, flags 0x20
Label 3, flags 0x1
IPv4 12.9.0.1, flags 0x0
Label 3, flags 0x1

Fspec: avg rate=300 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=300 kbits Displayed 1 (of
8) heads, 0 (of 3) midpoints, 0 (of 0) tails Displayed 1 up, 0 down, 0 recovering, 0
recovered heads

次に、show mpls traffic-eng tunnelsコマンドで auto-tunnel backupキーワードを指定
した場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels auto-tunnel backup

AutoTunnel Backup Configuration:
Interfaces count: 30
Unused removal timeout: 2h
Configured tunnel number range: 0-100

AutoTunnel Backup Summary:
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50 created, 50 up, 0 down, 8 unused
25 NHOP, 25 NNHOP, 10 SRLG strict, 10 SRLG pref

Protected LSPs:
10 NHOP, 20 NHOP+SRLG
15 NNHOP, 5 NNHOP+SRLG

Protected S2L Sharing Families:
10 NHOP, 20 NHOP+SRLG
15 NNHOP, 5 NNHOP+SRLG

Protected S2Ls:
10 NHOP, 20 NHOP+SRLG
15 NNHOP, 5 NNHOP+SRLG

Cumulative Counters (last cleared 1h ago):
Total NHOP NNHOP

Created: 550 300 250
Connected: 500 250 250
Removed (down): 0 0 0
Removed (unused): 200 100 100
Removed (in use): 0 0 0
Range exceeded: 0 0 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 52 : show mpls traffic-eng tunnels auto-tunnel backupコマンドのフィールドの説明

説明フィールド

自動トンネルバックアップ設定のヘッダー。AutoTunnel Backup Configuration

自動トンネルバックアップがイネーブルになって

いるインターフェイスの数。

Interfaces count

未使用の削除のタイムアウト属性の設定値および

期限が切れるまでの時間。

Unused removal timeout

設定されたトンネル番号の範囲。Configured tunnel number range

自動トンネルバックアップのサマリー情報のヘッ

ダー。

AutoTunnel Backup Summary

作成された自動バックアップトンネルの数。50 created

アップ状態の自動バックアップトンネルの数。50 up

ダウン状態の自動バックアップトンネルの数。0 down

未使用状態の自動バックアップトンネルの数。8 unused

NHOP保護用に作成された自動バックアップトン
ネルの数。

25 NHOP

NNHOP保護用に作成された自動バックアップト
ンネルの数。

25 NNHOP
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説明フィールド

SRLG優先属性で作成された自動バックアップト
ンネルの数。

10 SRLG strict

SRLG優先属性で作成された自動バックアップト
ンネルの数。

10 SRLG pref

自動トンネルバックアップで保護されている

LSP、S2L共有ファミリ、および S2Lの現在のス
テータスを示すサマリー情報のヘッダー。数値に

は、FRRが使用可能およびアクティブ状態のプラ
イマリトンネルが含まれます。

Protected LSPs

Protected S2L Sharing Families

Protected S2Ls

リンクが保護された自動バックアップトンネルの

数。

10 NHOP

リンクが保護され、SRLG diverseバックアップパ
スを使用する自動バックアップトンネルの数。

20 NHOP+SRLG

ノードが保護された自動バックアップトンネルの

数。

15 NNHOP

ノードが保護され、SRLG diverseバックアップパ
スを使用する自動バックアップトンネルの数。

20 NNHOP+SRLG

自動バックアップトンネルの累積カウンタ。Cumulative Counters (last cleared 1h ago):

カウンタの合計数、および NHOPと NNHOPの内
訳。

Headers: Total, NHOP, NNHOP

最後のカウンタがクリアされた後に作成された自

動バックアップトンネルの累積数。

Created:

最後のカウンタがクリアされた後に接続された自

動バックアップトンネルの累積数。

カウンタは、トンネルが最初に接続した

ときだけ増加します。

（注）

Connected:

状態に基づいて削除される自動バックアップトン

ネルの数。

Removed (down/unused/in use)

試行され、後で合計数が設定された範囲を超えた

ときに拒否された自動バックアップトンネルの数。

Range exceeded

次に、tunnel-te1トンネルのソフトプリエンプション情報を表示する showmpls traffic-eng
tunnels name tunnel-te1 detailコマンドの出力例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels name tunnel-te1 detail
Name: tunnel-te1 Destination: 192.168.0.4
Status:
Admin: up Oper: up Path: valid Signalling: connected

path option 1, type explicit ABC1 (Basis for Setup, path weight 2)
Last PCALC Error [Reopt]: Fri Jan 13 16:40:24 2017
Info: Can't reach 10.10.10.2 on 192.168.0.2, from node 192.168.0.1 (bw)

Last Signalled Error: Fri Jan 13 16:38:53 2017
Info: [2] PathErr(34,1)-(reroute, flow soft-preempted) at 10.10.10.1

G-PID: 0x0800 (derived from egress interface properties)
Bandwidth Requested: 30000 kbps CT0
Creation Time: Thu Jan 13 15:46:45 2017 (00:53:44 ago)

Config Parameters:
Bandwidth: 30000 kbps (CT0) Priority: 7 7 Affinity: 0x0/0xffff
Metric Type: TE (default)
Hop-limit: disabled
AutoRoute: enabled LockDown: disabled Policy class: not set
Forwarding-Adjacency: disabled
Loadshare: 0 equal loadshares
Auto-bw: disabled
Fast Reroute: Enabled, Protection Desired: Any
Path Protection: Not Enabled
Soft Preemption: Enabled

Soft Preemption:
Current Status: Preemption pending
Last Soft Preemption: Fri Jan 13 16:38:53 2017 (00:01:36 ago)
Addresses of preempting links:
10.10.10.1: Fri Jan 13 16:38:53 2017 (00:01:36 ago)

Duration in preemption pending: 96 seconds
Preemption Resolution: Pending

Stats:
Number of preemption pending events: 1
Min duration in preemption pending: 0 seconds
Max duration in preemption pending: 0 seconds
Average duration in preemption pending: 0 seconds
Resolution Counters: 0 reopt complete, 0 torn down

0 path protection switchover
SNMP Index: 9
History:
Tunnel has been up for: 00:52:46 (since Thu Jan 13 15:47:43 EDT 2017)
Current LSP:
Uptime: 00:52:46 (since Thu Jan 13 15:47:43 EDT 2017)

Reopt. LSP:
Last Failure:
LSP not signalled, has no S2Ls
Date/Time: Thu Jan 13 16:40:24 EDT 2017 [00:00:05 ago]

Prior LSP:
ID: path option 1 [2]
Removal Trigger: path error

Current LSP Info:
Instance: 2, Signaling Area: OSPF ring area 0
Uptime: 00:52:46 (since Thu Jan 13 15:47:43 EDT 2017)
Outgoing Interface: HundredGigE0/0/0/3, Outgoing Label: 16002
Router-IDs: local 192.168.0.1

downstream 192.168.0.2
Soft Preemption: Pending
Preemption Link: HundredGigE0/0/0/3; Address: 10.10.10.1
Preempted at: Fri Jan 13 16:38:53 2017 (00:01:36 ago)
Time left before hard preemption: 204 seconds

Path Info:
Outgoing:
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Explicit Route:
Strict, 10.10.10.2
Strict, 14.14.14.2
Strict, 14.14.14.4
Strict, 192.168.0.4

Record Route: Empty
Tspec: avg rate=30000 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=30000 kbits
Session Attributes: Local Prot: Set, Node Prot: Not Set, BW Prot: Not Set

Soft Preemption Desired: Set
Resv Info:
Record Route:
IPv4 192.168.0.2, flags 0x20
Label 16002, flags 0x1
IPv4 10.10.10.2, flags 0x0
Label 16002, flags 0x1
IPv4 192.168.0.4, flags 0x20
Label 3, flags 0x1
IPv4 14.14.14.4, flags 0x0
Label 3, flags 0x1

Fspec: avg rate=30000 kbits, burst=1000 bytes, peak rate=30000 kbits
Displayed 1 (of 4) heads, 0 (of 0) midpoints, 0 (of 2) tails
Displayed 1 up, 0 down, 0 recovering, 0 recovered heads

次に、show mpls traffic-eng tunnelsコマンドでmeshキーワードを指定した場合の出力
例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels auto-tunnel
Signalling Summary:

LSP Tunnels Process: running
RSVP Process: running
Forwarding: enabled

Periodic reoptimization: every 3600 seconds, next in 3098 seconds
Periodic FRR Promotion: every 300 seconds, next in 238 seconds
Auto-bw enabled tunnels: 1000

Name: tunnel-te9000 Destination: 20.20.20.20 (auto-tunnel mesh)
Status:
Admin: up Oper: up Path: valid Signalling: connected
path option 10, type dynamic (Basis for Setup, path weight 11)
G-PID: 0x0800 (derived from egress interface properties)
Bandwidth Requested: 0 kbps CT0
Creation Time: Fri Jan 14 09:09:31 2010 (01:41:20 ago)

Config Parameters:
Bandwidth: 0 kbps (CT0) Priority: 7 7 Affinity: 0x0/0xffff
Metric Type: TE (default)
AutoRoute: disabled LockDown: disabled Policy class: not set
Forwarding-Adjacency: disabled
Loadshare: 0 equal loadshares
Auto-bw: disabled
Fast Reroute: Disabled, Protection Desired: None
Path Protection: Not Enabled
Attribute-set: TA-NAME (type auto-mesh)

Auto-tunnel Mesh:
Group 40: Destination-list dl-40
Unused removal timeout: not running

History:
Tunnel has been up for: 01:40:53 (since Fri Jan 14 09:09:58 EST 2010)
Current LSP:
Uptime: 01:41:00 (since Fri Jan 14 09:09:51 EST 2010)

Reopt. LSP:
Last Failure:
LSP not signalled, identical to the [CURRENT] LSP
Date/Time: Fri Jan 14 09:42:30 EST 2010 [01:08:21 ago]

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
423

MPLSトラフィックエンジニアリングコマンド
show mpls traffic-eng tunnels



Path info (OSPF 100 area 0):
Hop0: 7.0.15.1
Hop1: 20.20.20.20

次に、show mpls traffic-eng tunnelsコマンドで summaryキーワードを使用した場合の
自動トンネルメッシュサマリーの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels summary
Fri Jan 14 10:46:34.677 EST

LSP Tunnels Process: running
RSVP Process: running
Forwarding: enabled

Periodic reoptimization: every 3600 seconds, next in 3354 seconds
Periodic FRR Promotion: every 300 seconds, next in 193 seconds

Periodic auto-bw collection: 1000

Signalling Summary:
Head: 2000 interfaces, 2000 active signalling attempts, 2000 established

2000 explicit, 0 dynamic
9250 activations, 7250 deactivations
0 recovering, 2000 recovered

Mids: 0
Tails: 0

Fast ReRoute Summary:
Head: 1000 FRR tunnels, 1000 protected, 0 rerouted
Mid: 0 FRR tunnels, 0 protected, 0 rerouted
Summary: 1000 protected, 500 link protected, 500 node protected, 0 bw protected

<snip>

Auto-tunnel Mesh Summary:
Auto-mesh Tunnels:

50 created, 50 up, 0 down, 25 FRR, 20 FRR enabled
Mesh Groups:

4 groups, 50 destinations

次に、シグナリングされる名前の情報の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router#show mpls traffic-eng tunnels
Name: tunnel-te1 Destination: 192.168.0.4
Signalled-Name: rtrA_t1
Status:
Admin: up Oper: up Path: valid Signalling: connected

.

.

.

次に、コスト制限設定情報の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router#show mpls traffic-eng tunnels detail
Name: tunnel-te1
Signalled-Name: ios_t1
Status:
Admin: up Oper: down Path: not valid Signalling: Down
G-PID: 0x0800 (derived from egress interface properties)
Bandwidth Requested: 0 kbps CT0
Creation Time: Fri Jan 15 13:00:29 2014 (5d06h ago)

Config Parameters:
Bandwidth: 0 kbps (CT0) Priority: 7 7 Affinity: 0x0/0xffff
Metric Type: TE (default)
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Hop-limit: disabled
Cost-limit: 2
AutoRoute: disabled LockDown: disabled Policy class: not set
Forward class: 0 (default)
Forwarding-Adjacency: disabled
Loadshare: 0 equal loadshares
Auto-bw: disabled
Fast Reroute: Disabled, Protection Desired: None
Path Protection: Not Enabled
BFD Fast Detection: Disabled
Reoptimization after affinity failure: Enabled
Soft Preemption: Disabled

Reason for the tunnel being down: No destination is configured
SNMP Index: 10

Displayed 1 (of 1) heads, 0 (of 0) midpoints, 0 (of 0) tails
Displayed 0 up, 1 down, 0 recovering, 0 recovered heads

次に、FRRバックアップがソフトプリエンプションの一部としてアクティブ化された
ときに「Traffic switched to FRR backup tunnel」メッセージを表示する出力例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router#show mpls traffic-eng tunnels detail
.
.
.
Soft Preemption: Pending

Preemption Link: HundredGigE0/0/0/3; Address: 14.14.14.2
Traffic switched to FRR backup tunnel-te 1000
Preempted at: Fri Jan 27 12:56:14 2017 (00:00:03 ago)
Time left before hard preemption: 96 seconds

.

.

.
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show mpls traffic-eng tunnels auto-bw brief
自動帯域幅がイネーブルになっているトンネルのリストを表示し、トンネルの現在の送信帯域

幅が、自動帯域幅によって適用される帯域幅と同じであるかどうかを示すには、XREXECモー
ドで show mpls traffic-eng tunnels auto-bw briefコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng tunnels auto-bw brief

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 自動帯域幅アプリケーションが、指定されたトンネルに適用されているかどうかを確認するに

は、show mpls traffic-eng tunnels auto-bw briefコマンドを使用します。単一のトンネルが指定
されている場合、そのトンネルの情報だけが表示されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次の出力例は、自動帯域幅がイネーブルになっているトンネルのリストを示していま

す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng tunnels auto-bw brief

Tunnel LSP Last appl Requested Signalled Highest Application
Name ID BW(kbps) BW(kbps) BW(kbps) BW(kbps) Time Left
-------------- ------ ---------- ---------- ---------- ---------- --------------
tunnel-te0 1 10 10 50 2h 5m
tunnel-te1 5 500 300 420 1h 10m

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 53 : show mpls traffic-eng tunnels auto-bw briefフィールドの説明

説明フィールド

トンネルの名前。Tunnel Name
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説明フィールド

トンネルで使用されるラベルスイッチドパスの ID。LSP ID

トンネルの自動帯域幅機能によって適用された（たとえば、要求され

た）最後の帯域幅。

Last appl BW (kbps)

トンネルに要求された帯域幅。Requested BW (kbps)

トンネルの実際に送信された帯域幅。Signalled BW (kbps)

アプリケーション間隔の最後の開始後に測定された最大の帯域幅。Highest BW (kbps)

対象のトンネルのアプリケーション期間が終了するまでの残り時間。Application Time Left
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show mpls traffic-eng link-management soft-preemption
MPLS TEリンクのソフトプリエンプションのアクティビティに関する情報を表示するには、
XR EXECモードで show mpls traffic-eng link-management soft-preemptionコマンドを使用しま
す。

show mpls traffic-eng link-management soft-preemption [interfacetype interface-path-id]

構文の説明 指定したインターフェイスの

情報を表示します。

interface

インターフェイスタイプ。詳

細については、疑問符（?）オ
ンラインヘルプ機能を使用し

ます。

type

物理インターフェイスまたは

仮想インターフェイス。

ルータに現在設定さ

れている可能性があ

るすべてのインター

フェイスのリストを

表示するには、show
interfacesコマンドを
使用します。

（注）

ルータの構文の詳細について

は、疑問符（?）を使用してオ
ンラインヘルプを参照してく

ださい。

interface-path-id

コマンドデフォルト なし

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。
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タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng link-management soft-preemptionコマンドの出力例を示し
ます。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng link-management soft-preemption interface
HundredGigE0/0/0/3

Name: HundredGigE0/0/0/3; IPv4 Address: 10.2.1.10
Total Soft Preempted Bandwidth (BC0/BC1) kbps: 1500/1000
Currently Soft Preempted Bandwidth (BC0/BC1) kbps: 1200/800
Released Soft Preempted Bandwidth (BC0/BC1) kbps: 300/200
Currently Over-subscribed Bandwidth (BC0/BC1) kbps: 1000/600
Currently Soft Preempted Tunnels: 5 tunnels
TunID LSPID Source Destination Pri BW Class Time

S/H Kbps Type out
------ ------ --------------- --------------- ----- ---------- -------- ----

50 10 10.4.4.40 10.1.1.10 2/2 400 BC0 100
51 11 10.4.4.40 10.1.1.10 2/2 600 BC0 100
52 12 10.4.4.40 10.1.1.10 3/3 200 BC0 80
53 11 10.4.4.40 10.1.1.10 3/3 500 BC1 90
54 12 10.4.4.40 10.1.1.10 4/4 300 BC1 90
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show srlg
SRLGのインターフェイスおよび設定情報を表示するには、XR EXECモードで show srlgコマ
ンドを使用します。

show srlg [group group-name ] [inherit-location {location}] [interface type interface-path-id]
[location {name | mgmt-nodes}] [mapping {locationname}] [name name] [optical-interface
{locationinterface-id}] [producers name] [value value-number] [trace{file filename original |
hexdump | last entries | reverse | stats | tailf | unique | verbose | wrapping}]

構文の説明 （任意）グループを指定します。group group-name

（任意）特定の場所を指定します。inherit-location location

（任意）特定のインターフェイスタイプの情

報を表示します。詳細については、疑問符（?）
オンラインヘルプ機能を使用します。

interface type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェ

イス。

ルータに現在設定されているすべて

のインターフェイスのリストを表示

するには、show interfacesコマンド
を使用します。

（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オ
ンラインヘルプ機能を使用します。

interface-path-id

（任意）ノードを指定します。location

ノード ID。node-id引数は、rack/slot/moduleの
形式で入力します。

node-id

すべての場所を指定します。all

すべての管理ノードを指定します。mgmt-nodes

（任意）マッピングを指定します。mapping

ノードの位置。location

マッピングの名前。name

（任意）SRLG名を指定します。name name

（任意）光インターフェイスを指定します。optical-interface interface-id

（任意）SRLGプロデューサを指定します。producers name
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（任意）SRLGの値番号を表示します。value value-number

（任意）SRLGのトレース情報を表示します。trace

（任意）特定のファイル名のトレース情報を

表示します。

file filename

ファイルの元の位置を表示します。original

（任意）16進数表記のトレースを表示します。hexdump

（任意）一定数のエントリのトレース情報を

表示します。

last

エントリの数。エントリを、表示するエント

リの数で置き換えます。たとえば、5を入力す
ると、トレースデータの最後の 5個のエント
リが表示されます。範囲は 1～ 4294967295で
す。

entries

（任意）最新のトレースから順に表示します。reverse

（任意）統計情報をコマンド出力に表示しま

す。

stats

（任意）追加された新しいトレースをコマン

ド出力に表示します。

tailf

（任意）一意のエントリとそのカウントをコ

マンド出力に表示します。

unique

（任意）内部デバッグ情報をコマンド出力に

表示します。

verbose

（任意）折り返しエントリをコマンド出力に

表示します。

wrapping

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。
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タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

ip-services

例

次に、show srlg valueコマンドの出力例を示します。

System Information::
Interface Count : 2 (Maximum Interfaces Supported 250)

Interface : HundredGigE0/0/0/3, Value Count : 2
SRLG Values : 10,20

Interface : HundredGigE0/0/0/3, Value Count : 2
SRLG Values : 10,30

Interface : HundredGigE0/0/0/3, Value Count : 2
SRLG Values : 10,40

Interface : HundredGigE0/0/0/3, Value Count : 1
SRLG Values : 100
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signalled-bandwidth
MPLS-TEトンネルに必要な帯域幅を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーショ
ンモードで signalled-bandwidthコマンドを使用します。動作をディセーブルにするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

signalled-bandwidth {bandwidth [class-type ct] | sub-pool bandwidth}
no signalled-bandwidth {bandwidth [class-type ct] | sub-pool bandwidth}

構文の説明 MPLS-TEトンネルに必要な帯域幅。帯域幅はキロビット/秒で指定しま
す。デフォルトでは、グローバルプールの帯域幅が予約されます。範囲

は 0～ 4294967295です。

bandwidth

（任意）トンネルの帯域幅要求のクラスタイプを設定します。指定でき

る値の範囲は 0～ 1です。クラスタイプ 0は、厳密にグローバルプール
に対応します。クラスタイプ 1は、厳密にサブプールに相当します。

class-type ct

グローバルプールの代わりにサブプールの帯域幅を予約します。範囲は

1～4294967295です。サブプールの帯域幅値として0は使用できません。
sub-pool bandwidth

コマンドデフォルト デフォルト値はクラスタイプ 0の 0です。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン signalled-bandwidthコマンドでは、Diff-Serv Aware TE（DS-TE）機能用に 2つの帯域幅プール
（クラスタイプ）がサポートされています。このコマンドは、自動帯域幅がイネーブルになっ

ているトンネルを起動する帯域幅起動値としても使用されます。

Cisco Diff-Serve Aware TE機能は IETF標準に準拠しており、サードパーティベンダー製の
DS-TEと相互運用できます。帯域幅割り当て用として、RussianDollModelとMaximumAllocation
Modelの両方がサポートされています。DS-TE帯域幅設定では IETF用語、つまり Class Type
（CT;クラスタイプ）および Bandwidth Constraints（BC;帯域幅制約）を使用することをお勧
めします。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te
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例 次に、MPLS-TEトンネルに必要な帯域幅をグローバルプール（クラスタイプ 0）の
1000に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# signalled-bandwidth 1000

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# signalled-bandwidth 1000 class-type 0

次に、MPLS-TEトンネルに必要な帯域幅をサブプール（クラスタイプ 1）の 1000に
設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# signalled-bandwidth sub-pool 1000

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# signalled-bandwidth 1000 class-type 1
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signalled-name
MPLS-TEトンネルに必要なトンネルの名前を設定するには、インターフェイスコンフィギュ
レーションモードで signalled-nameコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

signalled-name name
no signalled-bandwidth name

構文の説明 トンネルに信号を送信するために使用される名前。name

コマンドデフォルト デフォルトの名前は hostname_tIDです。ここで、IDはトンネルインターフェイス番号です。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、トンネル名を設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)# signalled-name tunnel-from-NY-to-NJ
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signalling advertise explicit-null（MPLS-TE）
ルータで終端するトンネルで明示的なヌルラベルが使用されるように指定するには、MPLS-TE
コンフィギュレーションモードで signalling advertise explicit-nullコマンドを使用します。デ
フォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

signalling advertise explicit-null
no signalling advertise explicit-null

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 明示的なヌルラベルがアドバタイズされます。

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 対象のルータで終端するトンネルで明示的なヌルラベルが使用されるように指定するには、

signalling advertise explicit-nullコマンドを使用します。このコマンドは、最後から 2番目の
ホップにアドバタイズされるトンネルラベルに適用されます。

明示的なラベルは、Quality of Service（QoS）情報をラベルスイッチドパス（LSP）の終端ルー
タまで伝送するために使用されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、明示的なヌルトンネルラベルを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# signalling advertise explicit-null
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snmp traps mpls traffic-eng
ルータでマルチプロトコルラベルスイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLS-TE）
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知またはインフォームを送信できるようにする
には、XRコンフィギュレーションモードで snmp traps mpls traffic-engコマンドを使用しま
す。この動作をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp traps mpls traffic-eng [notification-option] preempt
no snmp traps mpls traffic-eng [notification-option]

構文の説明 （任意）MPLS-TEトンネルのステータスの変化を示すために、通知の送信
をイネーブルにする通知オプション。次のいずれかの値を使用します。

• up
•ダウン（down）
• reoptimize
• reroute
• cisco-ext

notification-option

MPLS TEトンネルをプリエンプション処理するトラップをイネーブルにし
ます。

preempt

コマンドデフォルト なし

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン notification-option引数を指定しないでコマンドを入力した場合は、すべてのMPLS-TE通知タ
イプがイネーブルになります。

SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。

snmp-server enable traps mpls traffic-engコマンドは、特定の通知タイプのトラップと情報要求
の両方をイネーブルにします。通知をトラップとインフォームのどちらで送信するかを指定す

るには、 snmp-server hostコマンドを使用して、キーワード trapまたは informsを指定しま
す。

snmp traps mpls traffic-engコマンドを入力しないと、このコマンドで制御されるMPLS-TE通
知は送信されません。これらのMPLS-TESNMP通知を送信するようにルータを設定するには、
少なくとも 1つの snmp enable traps mpls traffic-engコマンドを入力する必要があります。キー
ワードを指定しないでこのコマンドを入力した場合は、すべてのMPLS-TE通知タイプがイネー
ブルになります。キーワードを指定してこのコマンドを入力した場合は、指定したキーワード

に関連する通知タイプだけがイネーブルになります。複数のタイプのMPLS-TE通知をイネー
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ブルにするには、通知タイプおよび通知オプションごとに snmp traps mpls traffic-engコマン
ドを個別に発行する必要があります。

snmp traps mpls traffic-engコマンドは snmp hostコマンドと組み合わせて使用します。MPLS-TE
SNMP通知を受信するホストを指定するには、snmp hostコマンドを使用します。通知を送信
するには、少なくとも 1つの snmp hostコマンドを設定する必要があります。

このコマンドで制御されるMPLS-TE通知をホストで受信できるようにするには、対象のホス
トに対して snmp traps mpls traffic-engコマンドと snmp hostコマンドの両方をイネーブルに
する必要があります。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り/書き込みmpls-te

例 次に、設定されているMPLS-TEトンネルがダウン状態からアップ状態に変わったと
きに、MPLS-TEトンネルがアップになったことを示す SNMP通知を送信するように
ルータを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# snmp traps mpls traffic-eng up
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soft-preemption
MPLS TEトンネルのヘッドエンドのソフトプリエンプションをデフォルトのタイムアウトで
イネーブルにするには、MPLS TEモードで soft-preemptionコマンドを使用します。この機能
を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

soft-preemption timeout seconds

no soft-preemption

ソフトプリエンプトされた LSPのタイムアウトを定義します（秒単位）。
デフォルトのタイムアウトは 60です。指定できる値の範囲は 30～ 300で
す。

timeout seconds

コマンドデフォルト デフォルトの timeout secondsは 60秒です。

コマンドモード MPLS TEコンフィギュレーション

トンネルインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動

作

タスク
ID

writeMPLS-TE

次に、特定のトンネルのソフトプリエンプションをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#interface tunnel-te 50
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)#soft-preemption

次に、ノードのソフトプリエンプションをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)#soft-preemption
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-soft-preemption)#
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soft-preemption frr-rewrite
LSPがソフトプリエンプトされているときに、バックアップトンネルを介したLSPトラフィッ
クをイネーブルにするには、MPLS TEコンフィギュレーションモードで soft-preemption
frr-rewriteコマンドを使用します。バックアップトンネルを介した LSPトラフィックをディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

soft-preemption frr-rewrite
no soft-preemption frr-rewrite

構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

コマンドデフォルト バックアップトンネルを介した FRR LSPトラフィックはディセーブルになっています。

コマンドモード MPLS TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 高速再ルーティングバックアップトンネルが使用可能であり、プリエンプトされたLSPのトラ
フィックが FRRバックアップに移行できるようになっている必要があります。LSPがすでに
ソフトプリエンプトされている場合、トラフィックはバックアップトンネルに移行されませ

ん。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

次に、LSPがソフトプリエンプトされているときに、バックアップトンネルを介した
FRR LSPトラフィックをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router#configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)#soft-preemption frr-rewrite
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srlg
特定のインターフェイスのリンクのMPLSトラフィックエンジニアリング共有リスクリンク
グループ（SRLG）値を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで srlgコマ
ンドを使用します。この設定をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

srlg value
no srlg value

構文の説明 SRLGを識別する値番号。範囲は 0～ 4294967295です。value

コマンドデフォルト 共有リスクリンクグループのメンバーシップは設定されていません。

コマンドモード MPLS-TEインターフェイスコンフィギュレーション

XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン インターフェイスの入力および出力ポートでは、最大30個のSRLGエントリを入力できます。
30を超えて設定された SRLGエントリは自動的にドロップされます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、10のメンバリンクで SRLGを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te-if)# srlg 10

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router#(config)# srlg
RP/0/RP0/cpu 0: router#(config-srlg)# interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router#(config-srlg-if)# value 10
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timers loose-path（MPLS-TE）
パスエラー後のヘッドエンドでのリトライ間隔を設定するには、MPLS-TEコンフィギュレー
ションモードで timers loose-path コマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

timers loose-path retry-period value
no timers loose-path retry-period value

構文の説明 パスエラー後のリトライ間隔（秒単位）を設定します。範囲は 30～ 600
です。

retry-period value

コマンドデフォルト value：120

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、パスエラー後のリトライ間隔を 300秒に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# timers loose-path retry-period 300
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timers removal unused（auto-tunnel backup）
タイマーがバックアップ自動トンネルをスキャンし、使用されていないトンネルを削除する頻

度を設定するには、自動トンネルバックアップコンフィギュレーションモードで timersremoval
unused (auto-tunnel backup)コマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

timers removal unused frequency
no timers removal unused frequency

構文の説明 バックアップ自動トンネルスキャンで、使用されていないトンネルを削除する頻

度の間隔（分単位）。範囲は 0、5～ 10080分（7日）です。0の値は、トンネル
のスキャンおよび削除をディセーブルにします。

frequency

コマンドデフォルト frequency：60

コマンドモード 自動トンネルバックアップコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン 未使用の自動トンネルバックアップトンネルは、FRRトンネルを保護するために割り当てら
れないトンネルです。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例

次に、未使用の自動バックアップトンネルが、10分のタイマースキャンに達した後
に削除される例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# auto-tunnel backup
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-auto-bk)# timers removal unused 10
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timeout（ソフトプリエンプション）
ソフトプリエンプションのデフォルトタイムアウトを上書きするには、MPLS TEモードで
timeoutコマンドを使用します。この設定を削除するには、このコマンドのno形式を使用しま
す。

soft-preemption timeout seconds

no soft-preemption

構文の説明 ソフトプリエンプトされた LSPのタイムアウトを定義します（秒単位）。
デフォルトのタイムアウトは 60です。指定できる値の範囲は 30～ 300で
す。

timeout seconds

コマンドデフォルト デフォルトの timeout secondsは 60秒です。

コマンドモード MPLS TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動

作

タスク
ID

writeMPLS-TE

次に、ソフトプリエンプションのデフォルトタイムアウトを上書きする例を示しま

す。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# soft-preemption
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-soft-preemption)# timeout 60
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topology holddown sigerr（MPLS-TE）
TEトポロジデータベース内のリンクでTEトンネルシグナリングエラーが発生した後、ルータ
でトンネルパスのConstrained Shortest Path First（CSPF）の計算時にそのリンクを無視するよう
に指定するには、MPLS-TEコンフィギュレーションモードで topology holddown sigerrコマン
ドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

topology holddown sigerr seconds
no topology holddown sigerr seconds

構文の説明 リンクでTEトンネルエラーが発生した後、ルータでトンネルパスの計算時にそのリ
ンクを無視する時間を指定します（秒単位）。範囲は 0～ 300です。デフォルト値は
10です。

seconds

コマンドデフォルト seconds：10

コマンドモード MPLS-TEコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン TEトンネルのヘッドエンドのルータでは、リンクがダウンしていることを通知する IGPルー
ティングプロトコルからトポロジ更新を受信する前に、リソース予約プロトコル（RSVP）か
らルートが存在しないことを示すエラーメッセージを受信することがあります。その場合、そ

のリンクを含み、シグナリング時に失敗する可能性のあるパスが生成されないように、ヘッド

エンドルータではそれ以降のトンネルパスの計算時にそのリンクが無視されます。ルータで

IGPからトポロジ更新を受信するか、リンクのホールドダウンタイムアウトが発生するまで、
そのリンクは無視されます。リンクのホールドダウン時間をデフォルト値の 10秒から変更す
るには、topology holddown sigerrコマンドを使用します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、シグナリングエラー用のリンクのホールドダウン時間を 15秒に設定する例を
示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# topology holddown sigerr 15
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tunnel-id（自動トンネルバックアップ）
自動バックアップトンネルで使用されるトンネルインターフェイス番号の範囲を設定するに

は、自動トンネルバックアップコンフィギュレーションモードで tunnel-idコマンドを使用し
ます。自動バックアップトンネルを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

tunnel-id
min number
max number
no tunnel-id

構文の説明 （任意）自動バックアップトンネルの最小番号。min

有効値は、0～ 65535です。number

（任意）自動バックアップトンネルの最大番号。max

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード 自動トンネルバックアップコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン トンネル IDの範囲を拡大すると、以前に失敗した自動バックアップトンネルは、次に自動
バックアップの割り当てが処理されるときに作成されます。

Restrictions:

• maxの値から minの値を引いた値が 1K以上の場合、コマンドは拒否されます。

• minの値が maxの値よりも大きい場合、コマンドは拒否されます。

• minの値が既存の自動バックアップトンネルのトンネル IDよりも大きい場合、コマンド
は拒否されます。

• maxの値が既存の自動バックアップトンネルのトンネル IDよりも小さい場合、コマンド
は拒否されます。

•スタティックに設定されたトンネル IDが、設定された min および maxの範囲の値と一
致する場合、コマンドは拒否されます。

•スタティックバックアップの割り当てが、minの値/maxの値の範囲内の IDを持つトンネ
ルにすでに設定されている場合、コマンドは拒否されます。
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タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmple-te

例

次の例では、800の自動バックアップトンネルの作成が許可されます。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls traffic-eng
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-te)# auto-tunnel backup
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-te-auto-bk)# tunnel-id min 1200 max 2000
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RSVPインフラストラクチャコマンド

CiscoNCS5500シリーズルータに適用可能なすべてのコマンドは、Cisco IOSXRリリース 6.3.2
以降に導入された Cisco NCS 540シリーズルータでもサポートされます。コマンド履歴の表に
記載されている以前のリリースへの参照は、CiscoNCS5500シリーズルータにのみ適用されま
す。

（注）

• Cisco IOS XRリリース 6.6.25以降、Cisco NCS 5500シリーズルータに適用可能なすべての
コマンドは、Cisco NCS 560シリーズルータでもサポートされます。

• Cisco IOS XRリリース 6.3.2以降、Cisco NCS 5500シリーズルータに適用可能なすべての
コマンドは、Cisco NCS 540シリーズルータでもサポートされます。

• Cisco IOS XRリリース 6.3.2より前のリリースへの参照は、Cisco NCS 5500シリーズルー
タにのみ適用されます。

• Cisco IOS XRソフトウェア リリース 7.0.1固有のアップデートは、Cisco NCS 540シリー
ズルータの次のバリエーションには適用されません。

• N540-28Z4C-SYS-A

• N540-28Z4C-SYS-D

• N540X-16Z4G8Q2C-A

• N540X-16Z4G8Q2C-D

• N540-12Z20G-SYS-A

• N540-12Z20G-SYS-D

• N540X-12Z16G-SYS-A

• N540X-12Z16G-SYS-D

（注）
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このモジュールでは、Resource Reservation Protocol（RSVP）を設定するために使用するコマン
ドについて説明します。RSVPは、IP上でエンドツーエンドのQuality of Service（QoS）予約を
設定、メンテナンス、および制御するためのシグナリングプロトコルです。InternetEngineering
Task Force（IETF;インターネット技術特別調査委員会）の RFC 2205
（ftp://ftp.isi.edu/in-notes/rfc2205.txt）で規定されています。

このプロトコルは、Multiprotocol Label Switching Traffic Engineering（MPLS-TE;マルチプロトコ
ルラベルスイッチングトラフィック処理）トンネルを信号通知するよう拡張されており、こ

れは IETF RFC 3209の『RSVP-TE: Extensions to RSVP for LSP Tunnels』で規定されています。
RSVPの実装は、IETF RFC 3473の『Generalized Multiprotocol Label Switching (GMPLS) Signaling
RSVP-TE extensions』の規定によって、障害処理をサポートしています。RSVPの実装は、
RFC2747の『RSVP Cryptographic Authentication』および RFC2961の『RSVP Refresh Overhead

Reduction Extensions』の規定によって、暗号の認証およびリフレッシュオーバーヘッド軽減も
サポートしています。

MPLSの概念、設定タスク、および例の詳細については、 MPLS Configuration Guide for Cisco
NCS 5500 Series RoutersMPLS Configuration Guide for Cisco NCS 540 Series RoutersMPLS Configuration
Guide for Cisco NCS 560 Series Routersを参照してください。

RSVPメッセージチェックサムのディセーブルまたはイネーブル

RSVPは、すべての発信RSVPメッセージのチェックサムフィールドを、デフォルトで計算し、
設定します。RSVPは、すべての RSVP受信メッセージで受信したチェックサムも確認して完
全性を保証します。

CLIは、このデフォルトの動作を上書きし、以前のリリースで示された動作に戻るために提供
されます。これに対し、RSVPは発信 RSVPメッセージの RSVPチェックサムフィールドを計
算または設定することも、着信 RSVPメッセージのチェックサムを確認することもありませ
ん。この CLIは次のようになります。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#rsvp signalling checksum disable

rsvp signalling checksum disableコマンドが設定されている場合、RSVPはすべての RSVP発信
メッセージのゼロチェックサムを設定し、受信したすべてのRSVP着信メッセージのチェック
サムを無視します。

（注）

• authentication（RSVP）（452ページ）
• bandwidth mam（RSVP）（454ページ）
• bandwidth rdm（RSVP）（456ページ）
• bandwidth（RSVP）（458ページ）
• clear rsvp authentication（461ページ）
• clear rsvp counters all（463ページ）
• clear rsvp counters authentication（464ページ）
• clear rsvp counters chkpt（466ページ）
• clear rsvp counters events（467ページ）
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• clear rsvp counters messages（468ページ）
• clear rsvp counters oor（469ページ）
• clear rsvp counters prefix-filtering（470ページ）
• key-source key-chain（RSVP）（472ページ）
• life-time（RSVP）（474ページ）
• rsvp（476ページ）
• rsvp interface（477ページ）
• rsvp neighbor（479ページ）
• show rsvp request（480ページ）
• show rsvp authentication（482ページ）
• show rsvp counters（488ページ）
• show rsvp counters oor（491ページ）
• show rsvp counters prefix-filtering（493ページ）
• show rsvp fast-reroute（497ページ）
• show rsvp graceful-restart（500ページ）
• show rsvp hello instance（504ページ）
• show rsvp hello instance interface-based（507ページ）
• show rsvp interface（509ページ）
• show rsvp neighbor（512ページ）
• show rsvp reservation（513ページ）
• show rsvp sender（516ページ）
• show rsvp session（519ページ）
• signalling dscp（RSVP）（522ページ）
• signalling graceful-restart（524ページ）
• signalling hello graceful-restart interface-based（526ページ）
• signalling hello graceful-restart refresh interval（527ページ）
• signalling prefix-filtering access-list（529ページ）
• signalling prefix-filtering default-deny-action（530ページ）
• signalling rate-limit（531ページ）
• signalling refresh interval（533ページ）
• signalling refresh missed（535ページ）
• window-size（RSVP）（537ページ）
• signalling refresh reduction summary（539ページ）
• signalling refresh reduction reliable（541ページ）
• signalling refresh reduction disable（544ページ）
• signalling refresh reduction bundle-max-size（546ページ）
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authentication（RSVP）
RSVP認証モードを開始するには、グローバルコンフィギュレーションモード、RSVPイン
ターフェイスコンフィギュレーションモード、または RSVPネイバー XRコンフィギュレー
ションモードで authenticationコマンドを使用します。対応するモードの認証パラメータを削
除するには、このコマンドの no形式を使用します。

authentication
no authentication

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルト値は no authenticationで、この機能はディセーブルです。

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

RSVPインターフェイスコンフィギュレーション

RSVPネイバーコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、グローバルコンフィギュレーションモードから RSVP認証コンフィギュレー
ションモードを開始する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp authentication
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-auth)#

次に、インターフェイス上でRSVPをアクティブにして、RSVP認証コンフィギュレー
ションモードを開始する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# authentication
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if-auth)#
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次に、IPアドレスが 1.1.1.1の RSVPネイバーを設定して、ネイバー認証コンフィギュ
レーションモードを開始する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp neighbor 1.1.1.1 authentication
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-nbor-auth)#
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bandwidth mam（RSVP）
最大割り当てモデル（MAM）帯域幅制約モデルを使用してインターフェイスに RSVP帯域幅
を設定するには、RSVPインターフェイスコンフィギュレーションモードで bandwidth mam
コマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドのno形式を使用します。

bandwidth mam [percentage] {total-reservable-bandwidth | max-reservable-bw
maximum-reservable-bw} [largest-reservable-flow [bc0 reservable-bandwidth ] [bc1 reservable-bw]]
no bandwidth mam

構文の説明 RSVPがこのインターフェイスで予約を受け入れる場合に、予約
可能な総帯域幅（Kbps、Mbps、または Gbps単位）。範囲は 0
～ 4294967295です。

total-reservable- bandwidth

RSVPがこのインターフェイスで予約を受け入れる場合に、予約
可能な最大帯域幅を設定します（Kbps、Mbps、または Gbps単
位）。範囲は 0～ 4294967295です。

max-reservable-bw
maximum-reservable-bw

（任意）RSVPがこのインターフェイスで予約を受け入れる場合
に、予約可能な最大フロー（kbps、Mbps、またはGbps単位）。
範囲は 0～ 4294967295です。

largest-reservable-flow

（任意）bc0プールで予約可能な総帯域幅を設定します（Kbps、
Mbps、または Gbps単位）。

bc0 reservable-bandwidth

（任意）bc1プールで予約可能な総帯域幅を設定します（Kbps、
Mbps、または Gbps単位）。

bc1 reservable-bw

（任意）物理リンク帯域幅のパーセンテージによる帯域幅。percentage

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード RSVPインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 1つのインターフェイス上でMAMおよび RDMモデルを両方設定すると、各モデル間で切り
替えができます。

帯域幅制限モデルを変更すると、Non-stop Forwarding（NSF）は保証されません。（注）
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タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みouni

例 次に、インターフェイス上のすべての RSVP予約の合計を制限する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# bandwidth mam 7500

例 次に、総帯域幅の一定の割合を bc0プールと bc1プールに割り当てる例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# bandwidth mam percentage bc0 100 bc1 50
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bandwidth rdm（RSVP）
Russian Dollモデル（RDM）帯域幅制約モデルを使用してインターフェイスに RSVP帯域幅を
設定するには、RSVPインターフェイスコンフィギュレーションモードで bandwidth rdmコ
マンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

bandwidth rdm [percentage] {total-reservable-bw | bc0 total-reservable-bw | global-pool
total-reservable-bw} [largest-reservable-flow] [bc1 reservable-bw] [sub-pool reservable-bw]
no bandwidth rdm

構文の説明 予約可能な総帯域幅（Kbps、Mbps、または Gbps単位）。デフォルト
値は Kbps単位です。

total-reservable-bw

bc0プールで帯域幅を予約します（Kbps、Mbps、またはGbps単位）。bc0 total-reservable-bw

グローバルプールの帯域幅を予約します。global-pool

（任意）予約可能な最大フロー（Kbps、Mbps、または Gbps単位）。
デフォルト値は Kbps単位です。

largest-reservable-flow

（任意）bc1プールの帯域幅を予約します（Kbps、Mbps、またはGbps
単位）。

bc1

（任意）サブプールの帯域幅を予約します。sub-pool

サブプールおよびbc1プールの予約可能な帯域幅（Kbps、Mbps、また
は Gbps単位）。デフォルト値は Kbps単位です。

reservable-bandwidth

（任意）物理リンク帯域幅のパーセンテージによる帯域幅。percentage

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード RSVPインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン MAMおよび RDM帯域幅制限モデルでは、最大 2つの帯域幅プールをサポートします。

Cisco IOS XRソフトウェアには、帯域幅制限モデルを切り替える場合のグローバルコンフィ
ギュレーションが用意されています。1つのインターフェイスで両方のモデルを設定すると、
モデル間で切り替えができます。
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帯域幅制限モデルを変更すると、Non-stop Forwarding（NSF）は保証されません。（注）

先行標準DS-TEで後方互換性を得るために、このコマンドにglobalpoolキーワードと sub-pool
キーワードが含まれています。global poolキーワードは bc0キーワードと同等です。sub-pool
キーワードは bc1キーワードと同等です。

先行標準モードと IETFモードで使用するデフォルトの帯域幅制限モデルは RDMです。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みouni

例 次に、インターフェイス上のすべてのRSVP予約の合計を 7500 kbpsに制限し、個々の
フローの予約は 1000 kbpsまでとする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# bandwidth rdm 7500 1000

例 次に、総帯域幅の一定の割合を bc0プールと bc1プールに割り当てる例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# bandwidth rdm percentage 100 bc0 100 bc1 50
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bandwidth（RSVP）
先行標準DS-TEを使用してインターフェイスにRSVP帯域幅を設定するには、RSVPインター
フェイス XRコンフィギュレーションモードで bandwidthコマンドを使用します。インター
フェイスの RSVP帯域幅をデフォルト値にリセットするには、このコマンドの no形式を使用
します。

bandwidth [percentage] [total-reservable-bandwidth [largest-reservable-flow] [sub-pool
reservable-bw]] [global-pool bandwidth [sub-pool reservable-bw]] [bc0 bandwidth [bc1
reservable-bw]]
no bandwidth

構文の説明 （任意）RSVPがこのインターフェイスで予約を受け入れる場合に、
予約可能な総帯域幅（kbps、Mbps、または Gbps単位）。範囲は 0
～ 4294967295です。

total-reservable-bandwidth

（任意）RSVPがこのインターフェイスで予約を受け入れる場合に、
予約可能な最大フロー（kbps、Mbps、または Gbps単位）。範囲は
0～ 4294967295です。

largest-reservable-flow

（任意）サブプールで予約可能な総帯域幅を設定します（Kbps、
Mbps、または Gbps単位）。範囲は 0～ 4294967295です。

sub-pool reservable-bw

（任意）bc0プールで予約可能な総帯域幅を設定します（Kbps、
Mbps、または Gbps単位）。デフォルトは Kbpsです。範囲は 0～
4294967295です。

bc0 bandwidth

（任意）bc1プールで予約可能な総帯域幅を設定します（Kbps、
Mbps、または Gbps単位）。

bc1 reservable-bw

（任意）グローバルプールで予約可能な総帯域幅を設定します。範

囲は 0～ 4294967295 Kbpsです。
global-pool bandwidth

（任意）物理リンク帯域幅のパーセンテージによる帯域幅。percentage

コマンドデフォルト sub-pool-bw: 0

オプション引数を指定しないでコマンドを入力すると、総帯域幅はインターフェイス固有の帯

域幅の 75 %に設定されます（インターフェイス固有の帯域幅がゼロの場合、予約は行われま
せん）。

（注）

コマンドモード RSVPインターフェイスコンフィギュレーション
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コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン rsvp interfaceコマンドを使用するか、またはインターフェイスにMPLSが設定されている場
合にRSVPはイネーブルになります。また、この他にRSVPが自動的にイネーブルになるイン
スタンスが存在します。たとえば、RSVPまたはMPLSが設定されていないインターフェイス
（光ユーザネットワークインターフェイスアプリケーションのアウトオブバンドシグナリン

グなど）で RSVPメッセージを受信した場合などが該当します。

対応する Pathメッセージを送信したインターフェイスとは異なるインターフェイスで RSVP
予約メッセージを受信した場合、インターフェイスは変更され、帯域幅などのリソース予約は

すべて Pathメッセージを発信したインターフェイスで行われます。

先行標準DS-TEでは、RSVPシグナリングおよび IGPアドバタイズにシスコ独自のメカニズム
を採用しています。この DS-TEモードには、サードパーティベンダー製機器との相互運用性
はありません。先行標準DS-TEをイネーブルにするには、MPLS対応のインターフェイスでサ
ブプール帯域幅の値を設定する必要があります。

インターフェイスのRSVP帯域幅は、IETFDS-TEモードを使用して設定することもできます。
このモードは、Russian Doll Model（RDM）およびMaximum Allocation Model（MAM）を含む
複数の帯域幅制限モデルをサポートしており、どちらのモデルでも2つの帯域幅プールを使用
します。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みouni

例 次に、HundredGigEインターフェイス 0/0/0/3上のすべての RSVP予約の合計を 5000
Kbpsに制限する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# bandwidth 5000

例 次に、総帯域幅の一定の割合を bc0プールと bc1プールに割り当てる例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# bandwidth percentage bc0 100 bc1 50
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clear rsvp authentication
ライフタイムが期限切れになる前に RSVPのセキュリティアソシエーション（SA）を削除す
るには、XR EXECモードで clear rsvp authenticationコマンドを使用します。

clear rsvp authentication [type interface-path-id] [destination IP address ] [source IP address]

構文の説明 （任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オン
ラインヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインター

フェイスのリストを表示するには、showinterfacesコマンドを
使用します。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘ
ルプを参照してください。

interface-path-id

（任意）ライフタイムの期限が切れる前に RSVPセキュリティアソシ
エーション（SA）を削除します。指定した宛先 IPアドレスを持つ SA
がすべてクリアされます。

destination IP
address

（任意）ライフタイムの期限が切れる前に RSVPセキュリティアソシ
エーション（SA）を削除します。指定した送信元 IPアドレスを持つSA
がすべてクリアされます。

source IP address

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン clear rsvp authenticationコマンドは、次の目的で使用します。

•ライフタイムの期限が切れる前にセキュリティアソシエーションを削除する場合
•メモリを解放する場合
•独立ステートにあるセキュリティアソシエーションの問題を解決する場合

オプションのフィルタ（インターフェイス、送信元 IPアドレス、または宛先 IPアドレス）を
入力しなければ、すべての RSVPセキュリティアソシエーションを削除できます。

セキュリティアソシエーションを削除しても、必要に応じて再び作成されます。
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タスク ID 動

作

タスク
ID

実

行

mpls-te

例 次に、各 SAをクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear rsvp authentication

次に、宛先アドレスが 1.1.1.1の各 SAをクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear rsvp authentication destination 1.1.1.1

次に、送信元アドレスが 2.2.2.2の各 SAをクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear rsvp authentication source 2.2.2.2

次に、インターフェイスの各 SAをクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear rsvp authentication HundredGigE 0/0/0/3

次に、インターフェイス、宛先アドレス1.1.1.1、および送信元アドレス2.2.2.2の各SA
をクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear rsvp authentication HundredGigE 0/0/0/3 destination 1.1.1.1
source 2.2.2.2
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clear rsvp counters all
ルータによって保持されているすべてのRSVPメッセージカウンタおよびイベントカウンタを
クリア（またはゼロに設定）するには、XR EXECモードで clear rsvp counters allコマンドを
使用します。

clear rsvp counters all [type interface-path-id]

構文の説明 （任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、メッセージカウンタおよびイベントカウンタをすべてクリアする例を示しま

す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear rsvp counters all
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clear rsvp counters authentication
各セキュリティアソシエーションのRSVPカウンタを削除するには、XREXECモードで clear
rsvp counters authenticationコマンドを使用します。

clear rsvp counters authentication [type interface-path-id] [destination IP address ][source IP
address ]

構文の説明 （任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オン
ラインヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインター

フェイスのリストを表示するには、show interfacesコマンド
を使用します。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘ
ルプを参照してください。

interface-path-id

（任意）指定した宛先 IPアドレスのセキュリティアソシエーション
（SA）ごとに認証関連の統計情報を削除します。

destination IP address

（任意）指定した送信元 IPアドレスのセキュリティアソシエーション
（SA）ごとに認証関連の統計情報を削除します。

source IP address

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動

作

タスク
ID

実

行

mpls-te

例 次に、各 SAの認証カウンタをクリアする例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# clear rsvp counters authentication

次に、宛先アドレスが 1.1.1.1の各 SAの認証カウンタをクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear rsvp counters authentication destination 1.1.1.1

次に、送信元アドレスが 2.2.2.2の各 SAの認証カウンタをクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear rsvp counters authentication source 2.2.2.2

次に、インターフェイスの各 SAの認証カウンタをクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear rsvp counters authentication HundredGigE 0/0/0/3

次に、インターフェイス、宛先アドレス1.1.1.1、および送信元アドレス2.2.2.2の各SA
の認証カウンタをクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear rsvp counters authentication HundredGigE 0/0/0/3 destination
1.1.1.1 source 2.2.2.2
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clear rsvp counters chkpt
RSVPチェックポイントカウンタをクリアするには、XR EXECモードで clear rsvp counters
chkptコマンドを使用します。

clear rsvp counters chkpt

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、メッセージカウンタおよびイベントカウンタをすべてクリアする例を示しま

す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear rsvp counters chkpt
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clear rsvp counters events
ルータによって保持されているすべての RSVPイベントカウンタをクリア（またはゼロに設
定）するには、XR EXECモードで clear rsvp counters eventsコマンドを使用します。

clear rsvp counters events [type interface-path-id]

構文の説明 （任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン すべての RSVPイベントカウンタをゼロに設定するには、clear rsvp counters eventsコマンド
を使用します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、イベントカウンタをすべてクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear rsvp counters events
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clear rsvp counters messages
ルータによって保持されているすべてのRSVPメッセージカウンタをクリア（またはゼロに設
定）するには、XR EXECモードで clear rsvp counters messagesコマンドを使用します。

clear rsvp counters messages [type interface-path-id]

構文の説明 （任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン すべての RSVPメッセージカウンタをゼロに設定するには、clear rsvp counters messagesコマ
ンドを使用します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、インターフェイスのすべての RSVPメッセージカウンタをゼロに設定する例を
示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear rsvp counters messages HundredGigE0/0/0/3
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clear rsvp counters oor
リソース不足（OOR）イベントの内部 RSVPカウンタをクリアするには、XR EXECモードで
clear rsvp counters oorコマンドを使用します。

clear rsvp counters oor [type interface-path-id]

構文の説明 （任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン RSVP OORカウンタをゼロに設定するには、clear rsvp counters oorコマンドを使用します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、HundredGigEインターフェイス 0/0/0/3のすべての RSVPメッセージカウンタを
ゼロにクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear rsvp counters oor HundredGigE0/0/0/3
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clear rsvp counters prefix-filtering
内部プレフィックスフィルタリング関連の RSVPカウンタをクリアするには、XR EXECモー
ドで clear rsvp counters prefix-filteringコマンドを使用します。

clear rsvp counters prefix-filtering {interface [type interface-path-id] | access-list [aclname]}

構文の説明 すべてのインターフェイスの RSVPプレフィックスフィルタリングカウン
タをクリアします。

interface

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

アクセスコントロールリストのRSVPプレフィックスフィルタリングカウ
ンタをクリアします。

access-list

（任意）アクセスリストの名前。aclname

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン RSVPプレフィックスフィルタリング関連のRSVPカウンタをゼロに設定するには、clear rsvp
counters prefix-filteringコマンドを使用します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te
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例 次に、HundredGigEインターフェイス 0/0/0/3のすべての RSVPメッセージカウンタを
ゼロに設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear rsvp counters prefix-filtering interface HundredGigE0/0/0/3

次に、アクセスリストバンクに関するすべてのRSVPプレフィックスフィルタリング
カウンタをゼロに設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear rsvp counters prefix-filtering access-list banks
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key-source key-chain（RSVP）
主要な情報の送信元を指定してRSVPメッセージを認証するには、適切なRSVP認証コンフィ
ギュレーションモードで key-source key-chainコマンドを指定します。該当する RSVP認証コ
ンフィギュレーションモードからキーソースを削除するには、このコマンドの no形式を使用
します。

key-source key-chain key-chain-name
no key-source key-chain key-chain-name

構文の説明 キーチェーンの名前。最大文字数は32です。key-chain-name

コマンドデフォルト デフォルト値はありません。したがって、キーソースは指定されません。

コマンドモード RSVP認証コンフィギュレーション

RSVPインターフェイス認証コンフィギュレーション

RSVPネイバー認証コンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン •指定したキーチェーンの存在にかかわらず、または指定したキーチェーンに使用できる
キーの有無にかかわらず、RSVP認証はイネーブルです。指定したキーチェーンが存在し
ない、またはそのキーチェーンに使用可能なキーがない場合、RSVP認証処理は失敗しま
す。

• key-source key-chainコマンドは、キーチェーンを作成せず、使用するキーチェンを指定
するだけです。キーチェーンは最初に設定しておく必要があります。

• no key-source key-chainコマンドは認証を必ずしもディセーブルにするとは限りません。

• RSVP認証は、Keyed-Hash Message Authentication Code（HMAC;キー付きハッシュメッ
セージ認証コード）タイプのアルゴリズムだけをサポートしています。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、RSVP認証コンフィギュレーションモードでキー情報のソースをキーチェーン
mpls-keysに指定する例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp authentication
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-auth)# key-source key-chain mpls-keys

次に、RSVP認証コンフィギュレーションモードで、HundredGigEインターフェイス
に対してキー情報のソースをキーチェーン mpls-keysに指定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# authentication
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if-auth)# key-source key-chain mpls-keys

次に、RSVPネイバー認証コンフィギュレーションモードでキー情報のソースをキー
チェーン mpls-keysに指定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp neighbor 1.1.1.1 authentication
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-nbor-auth)# key-source key-chain mpls-keys
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life-time（RSVP）
他の信頼できる RSVPネイバーとのアイドルセキュリティアソシエーションを RSVPが維持
する期間を制御するには、適切な RSVP認証コンフィギュレーションモードで life-timeコマ
ンドを使用します。ライフタイム設定をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を
使用します。

life-time seconds
no life-time seconds

構文の説明 信頼できる他の RSVPネイバーとのセキュリティアソシエーションを RSVPが保持
する期間（秒単位）。範囲は 30～ 86400です。

seconds

コマンドデフォルト seconds: 1800 (30 minutes)

コマンドモード RSVP認証コンフィギュレーション

RSVPインターフェイス認証コンフィギュレーション

RSVPネイバー認証コンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 信頼できる RSVPネイバーとのアイドルセキュリティアソシエーションをいつ終了するかを
指定するには、life-time (RSVP)コマンドを使用します。

ライフタイムを長く設定すると、ルータは状態を長期間保持するため、リプレイアタックに対

する保護が向上します。

ライフタイムの期限が切れる前にセキュリティアソシエーションを解放するには、clear rsvp
authenticationコマンドを使用します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、RSVP認証コンフィギュレーションモードで各 SAのライフタイムを 2000秒に
設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp authentication

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
474

RSVPインフラストラクチャコマンド

life-time（RSVP）



RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-auth)# life-time 2000

次に、RSVPネイバー認証コンフィギュレーションモードで各 SAのライフタイムを
2000秒に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp neighbor 1.1.1.1 authentication
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-nbor-auth)# life-time 2000

次に、RSVPインターフェイス認証コンフィギュレーションモードで各 SAのライフ
タイムを 2000秒に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# authentication
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if-auth)# life-time 2000
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rsvp
Resource Reservation Protocol（RSVP）の機能をイネーブルにし、RSVPコンフィギュレーショ
ンコマンドを入力するには、XRコンフィギュレーションモードで rsvpコマンドを使用しま
す。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

rsvp
no rsvp

構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、RSVP機能をイネーブルにして RSVPコンフィギュレーションコマンドのサブ
モードを開始する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp)#
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rsvp interface
インターフェイスでRSVPを設定するには、XRコンフィギュレーションモードでrsvp interface
コマンドを使用します。そのインターフェイスでRSVPをディセーブルにするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

rsvp interface type interface-path-id
no rsvp interface type interface-path-id

構文の説明 インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェイ

スのリストを表示するには、showinterfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

コマンドデフォルト 次の条件下では、インターフェイスでRSVPがデフォルトでイネーブルとなります（インター
フェイスでRSVPをイネーブルにすると、RSVPでそのインターフェイスを使用してRSVPメッ
セージを送受信できるようになります）。

• rsvp interfaceコマンドを使用して、RSVPがそのインターフェイスに設定されます。
•インターフェイス上でMPLSが設定されている場合

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン これまでに示した 3つの方法のいずれかによって、インターフェイスでRSVPがイネーブルに
されている場合、デフォルトの帯域幅は 0です。インターフェイスの帯域幅を設定する場合
は、RSVPインターフェイスコンフィギュレーションモードで帯域幅コマンドを使用してくだ
さい。

インターフェイスの帯域幅が 0の場合、RSVPを使用できるのは、このインターフェイスで帯
域幅を必要としないフローを信号通知する場合に限られます。

rsvp interfaceコマンドは、RSVPインターフェイスコンフィギュレーションモードをイネー
ブルにします。
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タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、RSVPインターフェイスコンフィギュレーションモードをイネーブルにして、
帯域幅が 0のこのインターフェイス上で RSVPをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
478

RSVPインフラストラクチャコマンド
rsvp interface



rsvp neighbor
RSVPネイバーを指定するには、XRコンフィギュレーションモードで rsvp neighborコマンド
を使用します。ネイバーの認証を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

rsvp neighbor IP-address authentication
no rsvp neighbor IP-address authentication

構文の説明 ネイバーの IPアドレス。特定のネイバーの単一 IPアドレスです。通常は、ネ
イバーの物理インターフェイスまたは論理（ループバック）インターフェイス

のいずれかです。

IP-address

RSVP認証パラメータを設定します。authentication

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン RSVPネイバーコンフィギュレーションモードは、特定のネイバーの認証を設定する場合にか
ぎり使用できます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、IPアドレス 1.1.1.1についてRSVPネイバー認証コンフィギュレーションモード
を開始する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp neighbor 1.1.1.1 authentication
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-nbor-auth)#

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
479

RSVPインフラストラクチャコマンド
rsvp neighbor



show rsvp request
ルータ上で RSVPが認識しているすべての要求を一覧表示するには、XR EXECモードで show
rsvp requestコマンドを使用します。

show rsvp request [destination IP-address] [detail] [dst-port port-num] [session-type { lsp-p2p
}] [source IP-address] [src-port port-num]

構文の説明 （任意）パスごとにステータスを複数行で表示します。このキーワー

ドを指定しない場合は、1行のテーブルエントリだけが表示されま
す。

detail

（任意）指定されたアドレスに一致するエントリを表示します。destination IP-address

（任意）宛先ポートおよびトンネル情報を表示します。dst-port port-num

（任意）指定されたセッションタイプに一致するエントリを表示しま

す。

session-type

P2Pセッションに使用するエントリを表示します。lsp-p2p

（任意）送信元アドレス情報を表示します。source IP-address

（任意）ポートおよび LSP ID情報を表示します。src-port port-num

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドを実行すると、アップストリーム予約、つまり、アップストリームホップに送信

される予約に関する情報だけが表示されます。ダウンストリームの予約（着信予約またはロー

カルに作成された予約）に関する情報は、show rsvp reservationコマンドで取得できます。

予約は、宛先 IPアドレス、宛先ポート、送信元 IPアドレス、および送信元ポートの昇順で表
示されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te
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例 次に、show rsvp requestコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp request

Dest Addr DPort Source Addr SPort Pro OutputIF Sty Serv Rate
Burst
---------------- ----- ---------------- ----- --- ---------- --- ---- ----

-----
192.168.40.40 2001 192.168.67.68 2 0 HundredGigE 0/0/0/3 SE LOAD 0

1K

次に、show rsvp request detailコマンドによる出力例を示します。これには、ルータ内
のすべての要求に関する詳細情報が表示されています。要求は、アップストリームに

送信された予約メッセージの予約ステートを表します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp request detail

REQ: IPv4-LSP Session addr: 192.168.40.40. TunID: 2001. LSPId: 2.
Source addr: 192.168.67.68. ExtID: 192.168.67.68.
Output interface: HundredGigE 0/0/0/3. Next hop: 192.168.67.68 (lih: 0x19700001).
Flags: Local Receiver.
Style: Shared-Explicit. Service: Controlled-Load.
Rate: 0 bits/sec. Burst: 1K bytes. Peak: 0 bits/sec.
MTU min: 0, max: 500 bytes.
Policy: Forwarding. Policy source(s): MPLS/TE.
Number of supporting PSBs: 1
Destination Add DPort Source Add SPort Pro Input IF Rate Burst

Prot
192.168.40.40 2001 192.168.67.68 2 0 HundredGigE 0/0/0/3 0 1K

Off
Number of supporting RSBs: 1
Destination Add DPort Source Add SPort Pro Input IF Sty Serv Rate Burst
192.168.40.40 2001 10.66.67.68 2 0 None SE LOAD 0 1K

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 54 : show rsvp request detailコマンドフィールドの説明

説明フィールド

このセッションの送信元の数（通常は 1）。Number of supporting PSBs

セッションごとの予約数（通常は 1）。Number of supporting RSBs

アドミッションコントロールステータス。Policy

アドミッションコントロールを実行するエンティティ。Policy source
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show rsvp authentication
RSVPが他のRSVPネイバーと確立したセキュリティアソシエーション用のデータベースを表
示するには、XR EXECモードで show rsvp authenticationコマンドを使用します。

show rsvp authentication [type interface-path-id] [destination IP-address] [detail] [mode {receive
| send}] [neighbor IP-address] [source IP-address]

構文の説明 （任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オン
ラインヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインター

フェイスのリストを表示するには、show interfaces コマンド
を使用します。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘ
ルプを参照してください。

interface-path-id

（任意）宛先 IPアドレスのセキュリティアソシエーション（SA）に関
するデータベースを表示します。IP address引数は宛先アドレスの IP
アドレスです。

destination
IP-address

（任意）RSVPセキュリティ SAの追加情報を表示します。detail

（任意）SAタイプを指定します。着信（受信）メッセージまたは発信
（送信）メッセージの認証には SAが使用されます。

mode

着信メッセージの SAを表示します。receive

発信メッセージの SAを表示します。send

（任意）ネイバー IPアドレスのRSVP認証情報を表示します。IP-address
引数はネイバーの IPアドレスです。送信 SAの場合、ネイバーアドレ
スは宛先アドレスです。受信の場合、ネイバーアドレスは送信元アド

レスです。

neighbor IP-address

（任意）送信元 IPアドレスのSAに関するデータベースを表示します。
IP-address引数は送信元アドレスの IPアドレスです。

source IP-address

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード
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コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、RSVP認証の情報を表示する出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp authentication

Codes: S - static, G - global, N - neighbor, I -interface, C - chain

Source Address Dest Address Interface Mode Key-Source Key-ID Code
10.0.0.1 10.0.0.2 HundredGigE 0/0/0/3 Send mpls-keys 1 SGC
10.0.0.2 10.0.0.1 HundredGigE 0/0/0/3 Recv mpls-keys 1 SGC

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 55 : show rsvp authenticationコマンドフィールドの説明

説明フィールド

送信元の IPアドレス。Sendモードの場合、これはローカルアドレスです
（Interfaceフィールドのアドレスまたはローカルルータ ID）。Recvモードの
場合、これは RSVPネイバーのアドレスです。

Source
Address

受信者の IPアドレス。Sendモードの場合、これは RSVPネイバーのアドレス
です。Recvモードの場合、これはローカルアドレスです（Interfaceフィール
ドのアドレスまたはローカルルータ ID）。

Dest Address

セキュリティアソシエーションが保持されているインターフェイスの名前。Interface

次のモードタイプのアソシエーションの方向。

Send

転送するメッセージを認証します。

Recv

受信するメッセージを認証します。

Mode

設定済みのキーチェーン名に現在設定されているキーソース識別文字列。Key-Source
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説明フィールド

前回の認証に使用して認証に成功した、キーチェーン ID設定にマッピングさ
れているキー ID。値が大きすぎてカラムに収まりきらない場合は、省略され
て（..）サフィックスが追加されます。キー ID全体を確認するには、詳細モー
ドを使用します。

Key-ID

Codeフィールドに表示される内容は次のとおりです。

Static

キーはスタティックであり、設定済みです。

Global

キーはグローバルベースです。

Neighbor

キーはネイバーベースです。

Interface

キーはインターフェイスベースです。

Chain

キーはキーチェーンに含まれています。

Code

次に、Sendモード SAに続けてReceiveモード SAに関する詳細情報を出力する例を示
します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp authentication detail

RSVP Authentication Information:
Source Address: 10.0.0.1
Destination Address: 10.0.0.2
Neighbour Address: 10.0.0.2
Interface: HundredGigE 0/0/0/3
Direction: Send
LifeTime: 1800 (sec)
LifeTime left: 1305 (sec)
KeyType: Static Global KeyChain
Key Source: name1
Key Status: No error
KeyID: 1
Digest: HMAC MD5 (16)
Challenge: Not supported
TX Sequence: 5023969459702858020 (0x45b8b99b00000124)
Messages successfully authenticated: 245
Messages failed authentication: 0

Receive Errors:
Incomplete security association: 0
Missing INTEGRITY object: 0
Incorrect digest: 0
Digest type mismatch: 0
Duplicate sequence number: 0
Out-of-range sequence number: 0
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Invalid message format: 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 56 : show rsvp authentication detailコマンドフィールドの説明

説明フィールド

送信元の IPアドレス。Sendモードの場合、これはローカルアド
レスです（Interfaceフィールドのアドレスまたはローカルルータ
ID）。Recvモードの場合、これは RSVPネイバーのアドレスで
す。

Source Address

受信者の IPアドレス。Sendモードの場合、これはRSVPネイバー
のアドレスです。Recvモードの場合、これはローカルアドレス
です（Interfaceフィールドのアドレスまたはローカルルータ
ID）。

Destination Address

セキュリティアソシエーションが保持されているRSVPネイバー
の IPアドレス。

Neighbor Address

セキュリティアソシエーションが保持されているインターフェイ

スの名前。

Interface

次のモードタイプのアソシエーションの方向。

Send

転送するメッセージを認証します。

Recv

受信するメッセージを認証します。

Direction

有効期限タイマーの値を設定します。LifeTime

有効期限タイマーが期限切れになるまでの秒数。LifeTime left
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説明フィールド

使用するキー：

Static

キーはスタティックであり、設定済みです。

Global

キーはグローバルベースです。

Neighbor

キーはネイバーベースです。

Interface

キーはインターフェイスベースです。

Chain

キーはキーチェーンに含まれています。

KeyType

設定済みのキーチェーン名に現在設定されているキーソース識別

文字列。

Key-Source

キーソースからレポートされる最新ステータス。Key Status

前回の認証に使用して認証に成功した、キーチェーン ID設定に
マッピングされているキー ID。値が大きすぎてカラムに収まりき
らない場合は、省略されて（..）サフィックスが追加されます。
（キー ID全体を確認するには、詳細モードを使用します）。

Key-ID

使用しているダイジェストアルゴリズム。HMAC-MD5または
HMAC-SHA1です。

Digest

現在のチャレンジステータスのレポート。Challenge

送信された最後のシーケンス番号。Tx Sequence

この SAを使用して認証されたメッセージの数。Messages successfully
authenticated

この SAを使用して認証に失敗したメッセージの数。Messages failed
authentication

設定されている最大 RXシーケンス番号ウィンドウ。Sequence Window Size

現在使用中の RXシーケンス番号ウィンドウのサイズ。Sequence Window Count

キー障害が原因でドロップされたメッセージの数。Incomplete security
association

ダイジェストが不正なためにドロップされたメッセージの数。Incorrect digest
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説明フィールド

ダイジェスト長が不正なためにドロップされたメッセージの数。

これは、アルゴリズムにミスマッチがあることを示しています。

Digest type mismatch

シーケンス番号の重複が原因でドロップされたメッセージの数。Duplicate sequence number

シーケンス番号の範囲（ウィンドウサイズ）チェックによりド

ロップされたメッセージの数。

Out-of-range sequence
number

不正なオブジェクトなどのフォーマットエラーが原因でドロップ

されたメッセージの数。

Invalid message format
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show rsvp counters
内部RSVPカウンタを表示するには、XREXECモードで show rsvp countersコマンドを使用し
ます。

show rsvp counters {messages [{type interface-path-id | summary }] | events | database}

構文の説明 RSVPで送受信したインターフェイスごとのメッセージ数とその合計につい
て、履歴数を表示します。

messages

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

（任意）すべてのインターフェイスの総数を表示します。summary

リフレッシュされずに期限が切れたステート数および受信した No
Acknowledgements（NACK）の数を表示します。

events

パス数、セッション数などを含む RSVPデータベースのカウンタを表示し
ます。

database

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン メッセージカウンタでは、複数のバンドルメッセージはその 1つ 1つのバンドルされたメッ
セージがカウントされます。コンポーネントメッセージは個別にはカウントされません。

messagesキーワードは、すべてのインターフェイスのカウンタを表示します。さらに、messages
キーワードと summaryキーワードを使用すると、集約の要約が表示されます。
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タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、HundredGigE 0/0/0/3に対して show rsvp counters messages コマンドを実行した
場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp counters messages HundredGigE 0/0/0/3

HundredGigE0/0/0/3 Recv Xmit Recv Xmit
Path 24 1 Resv 0 0
PathError 0 0 ResvError 0 0
PathTear 5 1 ResvTear 0 0
ResvConfirm 0 0 Ack 34 0
Bundle 0 Hello 0 0
SRefresh 10118 0 OutOfOrder 0
Retransmit 0 Rate Limited 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 57 : show rsvp counters messagesコマンドフィールドの説明

説明フィールド

ダウンストリームに送信された Pathメッセージまたはアップストリームノード
から受信した Pathメッセージの数。

Path

下流近接ルータから受信した PathErrorメッセージまたは上流近接ルータに送信
した PathErrorメッセージの数。

PathError

ダウンストリームに送信した PathTearメッセージまたは上流近接ルータから受
信した PathTearメッセージの数。

PathTear

上流近接ルータから受信したResvConfirmメッセージまたは下流近接ルータに送
信した ResvConfirmメッセージの数。

ResvConfirm

ネイバーが送受信した RSVPメッセージを含むバンドルメッセージの数。Bundle

パスおよび予約ステートをリフレッシュするためにネイバーが送受信したサマ

リーリフレッシュメッセージの数。

SRefresh

信頼性の高いメッセージングを保証するために再送信されたメッセージの数（リ

フレッシュ削減に関連）。

Retransmit

下流近接ルータから受信した予約メッセージまたはリソース予約のために上流近

接ルータに送信した予約メッセージの数。

Resv

上流近接ルータから受信した予約エラーメッセージまたは下流近接ルータに送

信した予約エラーメッセージの数。

ResvError
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説明フィールド

下流近接ルータから受信した予約破棄メッセージまたはRSVPフローを破棄する
ために上流近接ルータに送信した予約破棄メッセージの数。

ResvTear

メッセージの受信を確認するためにネイバーが送受信した確認応答メッセージの

数。

Ack

ネイバーが送受信した Helloメッセージの数。Hello

順序が入れ替わった受信メッセージの数。OutOfOrder

レート制限の影響を受ける RSVPパケットの数。Rate Limited

次に、 show rsvp counters database コマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp counters database

Sessions: 0
Locally created and incoming paths: 0
Outgoing paths: 0
Locally created and incoming Reservations: 0
Outgoing Reservations: 0
Interfaces: 4

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 58 : show rsvp counters databaseコマンドのフィールドの説明

説明フィールド

RSVPセッション。Sessions

次のいずれかによって作成されたPathステート。

•ノード上のローカルアプリケーション
•ネットワークから受信した Pathメッセージ

Locally created and incoming paths

発信パスステート。Outgoing paths

次のいずれかによって作成された予約。

•ノード上のローカルアプリケーション
•ネットワークから受信した Pathメッセージ

Locally created and incoming Reservations

発信予約（要求）ステート。Outgoing Reservations

既知の RSVPインターフェイス。Interfaces
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show rsvp counters oor
リソース不足（OOR）イベントの内部 RSVPカウンタを表示するには、XR EXECモードで
show rsvp counters oor コマンドを使用します。

show rsvp counters oor [{type interface-path-id | summary}]

構文の説明 （任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

（任意）OORイベントのサマリーを表示します。summary

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、show rsvp counters oorコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp counters oor

HundredGigE 0/0/0/3 Rejected
Path 24

HundredGigE 0/0/0/4 Rejected
Path 31

All RSVP Interfaces Rejected
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Path 55

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 59 : show rsvp counters oorコマンドフィールドの説明

説明フィール

ド

OOR条件により、拒否されたインターフェイスで受信したPathメッセージの数。Path
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show rsvp counters prefix-filtering
内部プレフィックスフィルタリング関連の RSVPカウンタを表示するには、XR EXECモード
で show rsvp counters prefix-filteringコマンドを使用します。

show rsvp counters prefix-filtering interface [{type interface-path-id | summary}] access-list
[aclname]

構文の説明 すべてのインターフェイスの RSVPプレフィックスフィルタリングカウン
タを表示します。

interface

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用しま
す。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

（任意）すべてのインターフェイスについてRSVPプレフィックスフィルタ
リングカウンタのサマリーを表示します。

summary

アクセスコントロールリストの RSVPプレフィックスフィルタリングカウ
ンタを表示します。

access-list

（任意）アクセスコントロールリストの名前。aclname

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン プレフィックスフィルタリングにアクセスコントロールリストを設定していない場合、カウ

ンタの値は増分されません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te
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例 次に、show rsvp counters prefix-filteringコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp counters prefix-filtering interface

Routed Fwd Local Drop Def-Drop Def-Proc Total
Path 4 4
PathTear 0 0
ResvConfirm 0 0
Total 4 4

HundredGigE0/0/0/3 Fwd Local Drop Def-Drop Def-Proc Total

Path 1 0 219 2 222
PathTear 0 0 31 0 31
ResvConfirm 0 0 0 0 0
Total 1 0 219 2 253

HundredGigE0/0/0/3 Fwd Local Drop Def-Drop Def-Proc Total

Path 0 0 0 1 1

PathTear 0 0 0 0 0

ResvConfirm 0 0 0 0 0

Total 0 0 0 1 1

ALL RSVP
Interfaces Fwd Local Drop Def-Drop Def-Proc Total

Path 4 1 0 219 3 227

PathTear 0 0 0 31 0 31

ResvConfirm 0 0 0 0 0 0

Total 4 1 0 250 3 258

次に、show rsvp counters prefix-filtering interface type interface-path-idコマンドの出力
例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp counters prefix-filtering interface HundredGigE 0/0/0/3

HundredGigE0/0/0/3 Fwd Local Drop Def-Drop Def-Proc Total

Path 1 0 219 2 222

PathTear 0 0 31 0 31

ResvConfirm 0 0 0 0 0

Total 1 0 250 2 253
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次に、show rsvp counters prefix-filtering interface summaryコマンドの出力例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp counters prefix-filtering interface summary

ALL RSVP
Interfaces Fwd Local Drop Def-Drop Def-Proc Total

Path 4 1 0 219 3 227

PathTear 0 0 0 31 0 31

ResvConfirm 0 0 0 0 0 0

Total 4 1 0 250 3 258

次に、show rsvp counters prefix-filtering access-list banksコマンドの出力例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp counters prefix-filtering access-list banks

ACL: banks Forward Local Drop Total
Path 0 0 0 0
PathTear 0 0 0 0
ResvConfirm 0 0 0 0
Total 0 0 0 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 60 : show rsvp counters prefix-filtering interface and summaryコマンドのフィールドの説明

説明フィールド

次のルータに転送されたメッセージの数。

RSVPではメッセージを転送するインターフェイスを記録していない
ため、経路選択済みのインターフェイスに限り、メッセージがカウン

トされます。

（注）

Fwd

（ローカルで送信されたために）転送されないメッセージの数。Local

ドロップされたメッセージの数。Drop

アクセスコントロールリストに一致して暗黙の拒否が返されたため、ドロップ

されたメッセージの数（暗黙の拒否メッセージをドロップするようにRSVPが設
定されている場合の結果）。

Def-Drop

アクセスコントロールリストに一致して暗黙の拒否が返されたため、RSVPで
処理されたメッセージの数。

Def-Proc

Pathメッセージの数。Path
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説明フィールド

Path Tearメッセージの数。PathTear

ResvConfirmメッセージの数。ResvConfirm
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show rsvp fast-reroute
RSVP高速再ルーティング（FRR）情報を表示するには、EXECモードで show rsvp fast-reroute
コマンドを使用します。

show rsvp fast-reroute [destination IP -address] [dst-port port] [session-type { lsp-p2p}] [source
IP-address] [src-port source-port] [summary]

構文の説明 （任意）指定されたアドレスに一致するエントリを表示します。destination IP-address

（任意）宛先ルータのポートアドレスを表示します。dst-port port

（任意）指定されたセッションタイプに一致するエントリを表示し

ます。

session-type

P2Pセッションに使用するエントリを表示します。lsp-p2p

（任意）送信元ネットワークの IPアドレスを表示します。source IP-address

（任意）送信元ルータのポート番号を表示します。src-port source-port

（任意）FRRデータベースのサマリー情報を表示します。summary

コマンドデフォルト なし

コマンドモード EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、show rsvp fast-rerouteコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp fast-reroute

Type Destination TunID Source PSBs RSBs

-------- --------------- ----------- ------------ --------- -------
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LSP4 10.10.10.10 1 10.20.20.20 Ready Ready

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 61 : show rsvp fast-rerouteコマンドフィールドの説明

説明フィールド

セッションのタイプ。タイプ

（Type）

セッションの宛先アドレス。Destination

トンネル ID番号。TunID

セッションの送信元アドレス。Source

PSB FRR27の状態。PSBs

RSB FRRステート。RSBs

27
高速再ルーティング

次に、show rsvp fast-reroute summary コマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp fast-reroute summary

States Total Ready Act-Wait Active
PSBs 1 1 0 0
RSBs 1 1 0 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 62 : show rsvp fast-reroute summaryコマンドフィールドの説明

説明フィール

ド

FRR28の状態。States

パスおよび予約ステートの合計数。Total

FRR readyステートにある状態の数。この状態に対して FRR処理は実行されませ
ん。

Ready
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説明フィール

ド

FRRの「Active Wait」ステートにある状態の数。

• PSBsの場合、これは FRR実行後にパスメッセージを未送信であることを示
します。

• RSBsの場合、これは FRR実行後に予約メッセージを未受信であることを示
します。

Act-Wait

FRRの「Active」ステートにある状態の数。

• PSBsの場合、これは FRR実行後にパスメッセージを送信済みであることを
示します。

• RSBsの場合、これは FRR実行後に予約メッセージを受信済みであることを
示します。

Active

28
高速再ルーティング。
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show rsvp graceful-restart
RSVPのローカルグレースフルリスタート情報を表示するには、XREXECモードで show rsvp
graceful-restartコマンドを使用します。

show rsvp graceful-restart [neighbors] [ IP-address] [detail]

構文の説明 （任意）ネイバーごとにステータスを1行で表示します。このキーワードを指定し
ない場合は、複数行のテーブルエントリだけでローカルグレースフルリスタート

情報が表示されます。

neighbors

（任意）表示するネイバーのアドレス。この宛先アドレスを持つ特定のネイバーだ

けを表示します。このキーワードを指定しない場合は、すべてのネイバーが表示さ

れます。

IP-address

（任意）ネイバーごとにステータスを複数行で表示します。このキーワードを指定

しない場合は、1行のテーブルエントリだけが表示されます。
detail

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン グレースフルリスタートネイバーは、ネイバーの IPアドレスの昇順で表示されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、show rsvp graceful-restartコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp graceful-restart

Graceful restart: enabled Number of global neighbors: 1
Local MPLS router id: 192.168.55.55
Restart time: 60 seconds Recovery time: 120 seconds
Recovery timer: Not running
Hello interval: 5000 milliseconds Maximum Hello miss-count: 4

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
500

RSVPインフラストラクチャコマンド
show rsvp graceful-restart



次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 63 : show rsvp graceful-restartコマンドフィールドの説明

説明フィールド

グレースフルリスタートがローカルで設定されているかどうかを

示します。

Graceful restart

一意のルータ IDで識別されるネイバーの数。Number of global neighbors

MPLSアプリケーションに使用するローカルルータ ID。Local MPLS router id

helloメッセージが失われてから RSVP helloセッションを再確立す
るまで時間。この設定は手動で設定可能です。

Restart time

ネイバーにアドバタイズされたローカルリカバリ時間。確立され

た LSPの数に基づいて動的に計算され、障害発生時にはネイバー
がこの時間を使用して状態をリフレッシュします。

Recovery time

カウントダウンタイマー。期限が切れたときに、リフレッシュさ

れていないデータ転送状態を削除します（通常、初期値は Restart
Timeと Recovery Timeの合計に等しい値）。

Recovery timer

helloメッセージをネイバーに送信する間隔。hello interval

ネイバーから受信する helloメッセージが失われた場合に、helloが
ダウンしていると宣言するまでの helloの数。

Maximum hello miss-count

次に、show rsvp graceful-restart neighborsコマンドによる出力例を示します。これに
は、ルータ内のグレースフルリスタートネイバーに関する情報が表示されています。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp graceful-restart neighbors

Neighbor App State Recovery Reason Since LostCnt
--------------- ----- ------ -------- ------------ -------------------- --------
192.168.77.77 MPLS UP DONE N/A 19/12/2016 17:02:25 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 64 : show rsvp graceful-restart neighborsコマンドフィールドの説明

説明フィール

ド

グローバルネイバーのルータ ID。Neighbor

グローバルネイバーのアプリケーションタイプ（MPLS）。App

グローバルネイバーに対する helloセッションの状態（up、down、INIT）。State
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説明フィール

ド

ローカルノードがグローバルネイバーをリカバリするときの状態。Recovery

前回、グローバルネイバーの通信が失われた理由。何も発生していない場合、こ

のフィールドは N/Aとマークされます。
Reason

グローバルネイバーの現在の helloステートが確立された時間。Since

グローバルネイバーとの hello通信が失われた回数。LostCnt

show rsvp graceful-restart neighbors detailコマンドによる出力例を示します。これに
は、すべてのグレースフルリスタートネイバーに関する詳細情報が表示されていま

す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp graceful-restart neighbors detail

Neighbor: 192.168.77.77 Source: 192.168.55.55 (MPLS)
Hello instance for application MPLS
Hello State: UP (for 00:20:52)
Number of times communications with neighbor lost: 0
Reason: N/A

Recovery State: DONE
Number of Interface neighbors: 1
address: 192.168.55.0

Restart time: 120 seconds Recovery time: 120 seconds
Restart timer: Not running
Recovery timer: Not running
Hello interval: 5000 milliseconds Maximum allowed missed Hello messages: 4

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 65 : show rsvp graceful-restart neighbors detailコマンドフィールドの説明

説明フィールド

グローバルネイバーのルータ ID。Neighbor

ローカルルータ IDおよびアプリケーションタイプ。Source

グローバルネイバーのhelloインスタンスの状態（up、down、
または init）および現在の状態が継続している期間。

Hello State

グローバルネイバーとの hello通信が失われた回数。Number of times communications
with neighbor lost

前回、グローバルネイバーの通信が失われた理由。何も発生

していない場合、このフィールドは N/Aとマークされます。
Reason

ローカルノードがグローバルネイバーをリカバリするときの

状態。

Recovery State
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説明フィールド

グローバルネイバーに属するインターフェイスの数。Number of Interface neighbors

インターフェイスネイバーの IPアドレス。Address

グローバルネイバーのリモートリカバリ時間。Recovery timer

リモートグローバルネイバーが helloメッセージを送信する
間隔。

hello interval

リモートグローバルネイバーから受信する helloメッセージ
が失われた場合に、helloがダウンしていると宣言するまでの
helloの数。

Maximum allowed missed Hello
messages
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show rsvp hello instance
RSVP helloインスタンスを表示するには、XR EXECモードで show rsvp hello instanceコマン
ドを使用します。

show rsvp hello instance [Hostname or IP-address] [detail]

構文の説明 （任意）表示するネイバーのアドレス。この引数を指定しない場合

は、すべてのネイバーが表示されます。

Hostnameまたは
IP-address

（任意）helloインスタンスごとにステータスを複数行で表示しま
す。このキーワードを指定しない場合は、1行のテーブルエントリ
だけが表示されます。

detail

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン helloインスタンスは、ネイバーの IPアドレスの昇順で表示されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、show rsvp hello instanceコマンドによる出力例を示します。これには、ルータ内
のすべての helloインスタンスに関する簡単な情報が表示されています。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp hello instance

Neighbor Type State Interface LostCnt
---------------- ------ -------- ------------ --------
192.168.77.77 ACTIVE UP None 0
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 66 : show rsvp hello instanceコマンドフィールドの説明

説明フィール

ド

helloインスタンスをホストするグローバルネイバーのルータ ID。Neighbor

helloインスタンスのタイプ（activeまたは passive）。activeタイプの場合はノー
ドが hello要求を送信することを示し、passiveの場合はノードが hello確認応答を
送信することを示します。

Type

グローバルネイバーに対するhelloセッションの状態（up、down、または init）。State

FRR29に使用するインターフェイス向けhelloのインターフェイス。グローバルネ
イバー向けの helloインスタンスでは InterfaceにNoneと表示されます。現在のと
ころ、FRRに使用する helloメッセージはサポートされていません。

Interface

グローバルネイバーとの hello通信が失われた回数。LostCnt

29
高速再ルーティング。

次に、show rsvp hello instanceコマンドによる出力例を示します。これには、ルータ内
のすべての helloインスタンスに関する詳細情報が表示されています。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp hello instance detail

Neighbor: 192.168.77.77 Source: 192.168.55.55 (MPLS)
State: UP (for 00:07:14)
Type: ACTIVE (sending requests)
I/F: None
Hello interval (msec) (used when ACTIVE)
Configured: 5000
Src_instance 0x484b01, Dst_instance 0x4d4247
Counters:
Communication with neighbor lost:
Num of times: 0 Reasons:
Missed acks: 0
New Src_Inst received: 0
New Dst_Inst received: 0
I/f went down: 0
Neighbor disabled Hello: 0

Msgs Received: 93
Sent: 92
Suppressed: 87
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 67 : show rsvp hello instance detailコマンドフィールドの説明

説明フィール

ド

グローバルネイバーのルータ ID。Neighbor

ローカルルータ IDおよびアプリケーションタイプ。Source

グローバルネイバーの helloインスタンスの状態（up、down、または init）およ
び現在の状態が継続している期間。

状態

helloインスタンスのタイプ（activeまたは passive）。activeタイプの場合はノー
ドが hello要求を送信することを示し、passiveの場合はノードが hello確認応答を
送信することを示します。

Type

インターフェイス向け hello用のインターフェイス。グレースフルリスタート用
の helloインスタンスでは Interfaceに Noneと表示されます。

I/F
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show rsvp hello instance interface-based
特定のインターフェイスのRSVP helloインスタンスを表示するには、XREXECモードで show
rsvp hello instance interface-basedコマンドを使用します。

show rsvp hello instance interface-based [IP-address] [detail]

構文の説明 （任意）表示するネイバーインターフェイスのアドレス。この引数を指定しない

場合は、すべてのネイバーが表示されます。

IP-address

（任意）指定したインターフェイスの詳細情報を表示します。detail

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン helloインスタンスは、ネイバーの IPアドレスの昇順で表示されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、show rsvp hello instance interface-based コマンドによる出力例を示します。こ
れには、特定のインターフェイスのhelloインスタンスに関する詳細情報が表示されて
います。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp hello instance interface-based 10.10.10.10

Neighbor Type State Interface LostCnt
---------------- ------ -------- ------------ --------
10.10.10.10 ACTIVE UP None 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 68 : show rsvp hello instance interface-basedコマンドフィールドの説明

説明フィール

ド

helloインスタンスをホストするグローバルネイバーのルータ ID。Neighbor
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説明フィール

ド

helloインスタンスのタイプ（activeまたは passive）。activeタイプの場合はノー
ドが hello要求を送信することを示し、passiveの場合はノードが hello確認応答を
送信することを示します。

Type

グローバルネイバーに対するhelloセッションの状態（up、down、または init）。State

FRR30に使用するインターフェイス向けhelloのインターフェイス。グローバルネ
イバー向けの helloインスタンスの場合は、interfaceに noneと表示されます。

Interface

グローバルネイバーとの hello通信が失われた回数。LostCnt

30
高速再ルーティング。
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show rsvp interface
RSVPがイネーブルになっているすべてのインターフェイスに関する情報を表示するには、シ
ステム管理 EXECモードで show rsvp interfaceコマンドを使用します。

show rsvp interface [type interface-path-id] [detail]

構文の説明 （任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

（任意）インターフェイスごとにステータスを複数行で表示します。この

キーワードを指定しない場合は、1行のテーブルエントリだけが表示されま
す。

detail

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

使用上のガイドライン ネイバーのリストやそれらのリフレッシュ削減機能など、コンフィギュレーション時のさまざ

まな設定を表示するには、show rsvp interfaceコマンドを使用します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、show rsvp interfaceコマンドによる出力例を示します。これには、先行標準
DS-TEモードで実行する、RSVPで設定されたインターフェイスに関する簡単な情報
が表示されています。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3

Thu Oct 22 20:35:07.737 UTC
INTERFACE: HundredGigE 0/0/0/3 (ifh=0x4000300).
BW (bits/sec): Max=750M. MaxFlow=750M.

Allocated=0 (0%).
BC0=750M. BC1=0.
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次に、show rsvp interfaceコマンドによる出力例を示します。これには、ギガビット
イーサネットインターフェイスタイプのRSVPで設定されたインターフェイスに関す
る簡単な情報が表示されています。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3

Thu Oct 22 20:35:42.323 UTC
Interface MaxBW (bps) MaxFlow (bps) Allocated (bps) MaxSub (bps)
----------- ----------- ------------- -------------------- ------------
HundredGigE 0/0/0/3 750M 750M 0 ( 0%) 0

次に、標準 DS-TEモードで実行している show rsvp interfaces detailコマンドによる出
力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3 detail

Thu Oct 22 20:35:11.638 UTC
INTERFACE: HundredGigE 0/0/0/3 (ifh=0x4000300).
VRF ID: 0x60000000 (Default).
BW (bits/sec): Max=750M. MaxFlow=750M.

Allocated=0 (0%).
BC0=750M. BC1=0.

Signalling: No DSCP marking. No rate limiting.
States in: 0. Max missed msgs: 4.
Expiry timer: Not running. Refresh interval: 45s.
Normal Refresh timer: Not running. Summary refresh timer: Running.
Refresh reduction local: Enabled. Summary Refresh: Enabled (1472 bytes max).
Reliable summary refresh: Disabled. Bundling: Enabled. (1500 bytes max).
Ack hold: 400 ms, Ack max size: 1500 bytes. Retransmit: 900ms.
Neighbor information:

Neighbor-IP Nbor-MsgIds States-out Refresh-Reduction Expiry(min::sec)
-------------- -------------- ---------- ------------------ ----------------

10.0.0.1 0 6 Enabled 14::56
10.10.10.10 0 0 Enabled 14::33

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 69 : show rsvp interface detailコマンドのフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスに設定済みの値と現在割り当てられている帯域幅。帯域幅

RSVPが確認応答に応答するまでの時間（ミリ秒）。Ack hold

このインターフェイスで RSVPがメッセージ交換をしているピアのアドレ
ス。

Neighbor-IP

ネイバーから受信したメッセージのメッセージ ID（信頼性の高いメッセー
ジングの LSPの数に相当）。

Nbor-msglds

このインターフェイスでネイバーに送信された状態（パスまたは予約を含

む）。

States-out
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説明フィールド

ネイバーのリフレッシュ削減機能。RefreshReduction

対応するネイバーとのアクティビティがこのインターフェイスにない場合

に、インターフェイスデータベース内のネイバーエントリの期限が切れる

時間。

Expiry
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show rsvp neighbor
RSVPネイバーに関する情報を表示するには、XR EXECモードで show rsvp neighborコマンド
を使用します。

show rsvp neighbor [detail]

構文の説明 （任意）RSVPネイバーの詳細情報を表示します。detail

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン ネイバーのリストやそれらのリフレッシュ削減機能など、コンフィギュレーション時のさまざ

まな設定を表示するには、show rsvp interfaceコマンドを使用します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、show rsvp neighbor コマンドで detailキーワードを指定した場合の出力例を示
します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp neighbor detail

Global Neighbor: 10.10.10.10
Interface Neighbor: 1.1.1.1
Interface: HundredGigE0/0/0/3
Refresh Reduction: "Enabled" or "Disabled".
Remote epoch: 0xXXXXXXXX
Out of order messages: 0
Retransmitted messages: 0
Interface Neighbor: 2.2.2.2
Interface: HundredGigE0/0/0/3
Refresh Reduction: "Enabled" or "Disabled".
Remote epoch: 0xXXXXXXXX
Out of order messages: 0
Retransmitted messages: 0
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show rsvp reservation
ルータ上で RSVPが認識しているすべての予約を表示するには、XR EXECモードで show rsvp
reservationコマンドを使用します。

show rsvp reservation [destination IP address] [detail] [dst-port port-num] [session-type {
lsp-p2p }] [source IP-address] [src-port port-num]

構文の説明 （任意）予約ごとにステータスを複数行で表示します。detailキーワー
ドを指定しない場合は、1行のテーブルエントリだけが表示されます。

detail

（任意）指定されたアドレスに一致するエントリを表示します。destination IP-address

（任意）宛先ポートおよびトンネル ID情報を表示します。dst-port port-num

（任意）指定されたセッションタイプに一致するエントリを表示しま

す。

session-type

P2Pセッションに使用するエントリを表示します。lsp-p2p

（任意）送信元アドレス情報を表示します。source IP-address

（任意）送信元ポートおよび LSP ID情報を表示します。src-port port-num

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン show rsvp reservation コマンドは、ダウンストリームの予約に関する情報（つまり、このデバ
イスで受信した予約やアプリケーションプログラムインターフェイス（API）コールによって
作成された予約）のみを表示します。アップストリームの予約または要求は、showrsvprequest
コマンドで表示されます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、show rsvp reservationコマンドの出力例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp reservation

Dest Addr DPort Source Addr SPort Pro Input IF Sty Serv Rate Burst
---------------- ----- ---------------- ----- --- ---------- --- ---- ---- -----

192.168.40.40 2001 192.168.67.68 2 0 None SE LOAD 0 1K
192.168.67.68 2000 10.40.40.40 15 0 HundredGigE 0/0/0/3 SE LOAD 0

1K

次に、ルータ内のすべての予約に関する詳細情報を表示する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp reservation detail

RESV: IPv4-LSP Session addr: 192.168.40.40. TunID: 2001. LSPId: 2.
Source addr: 192.168.67.68. ExtID: 192.168.67.68.
Input adjusted interface: None. Input physical interface: None.
Next hop: 0.0.0.0 (lih: 0x0).
Style: Shared-Explicit. Service: Controlled-Load.
Rate: 0 bits/sec. Burst: 1K bytes. Peak: 0 bits/sec.
MTU min: 40, max: 500 bytes.
Flags: Local Receiver.
State expires in 0.000 sec.
Policy: Accepted. Policy source(s): MPLS/TE.
Header info: RSVP TTL=255. IP TTL=255. Flags: 0x0. TOS=0xff.
Resource:
Labels: Local downstream: 3.

RESV: IPv4-LSP Session addr: 192.168.67.68. TunID: 2000. LSPId: 15.
Source addr: 192.168.40.40. ExtID: 10.10.40.40.
Input adjusted interface: HundredGigE 0/0/0/3. Input physical interface: HundredGigE

0/0/0/3.
Next hop: 10.66.67.68 (lih: 0x8DE00002).
Style: Shared-Explicit. Service: Controlled-Load.
Rate: 0 bits/sec. Burst: 1K bytes. Peak: 0 bits/sec.
MTU min: 0, max: 500 bytes.
Flags: None.
State expires in 361.184 sec.
Policy: Accepted. Policy source(s): MPLS/TE.
Header info: RSVP TTL=254. IP TTL=254. Flags: 0x1. TOS=0xff.
Resource:
Labels: Outgoing downstream: 3.

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 70 : show rsvp reservation detailコマンドフィールドの説明

説明フィールド

パスの発信インターフェイスに対応するインターフェイス。Input adjusted interface

予約を受信したインターフェイス。Input physical interface

このノードに予約を送信したダウンストリームノードのアドレス。Next hop

予約中に返されるパスのホップオブジェクトで送信される論理インター

フェイスハンドル。パスを送信したインターフェイスを特定します。

Lih
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説明フィールド

ローカル修復、ローカル送信元（LSP31入力ノード）など、パスの状態
を示します。

Flags

アドミッションコントロールステータス。Policy

LSPのアドミッションコントロールを実行するエンティティ。Policy source

RFC 2205で記述されている RSVPヘッダー情報。Header info

31
リンクステートパケット
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show rsvp sender
このルータで RSVPが把握しているすべてのパスステートを表示するには、XR EXECモード
で show rsvp senderコマンドを使用します。

show rsvp sender [destination IP-address] [detail] [dst-port port-num] [session-type { lsp-p2p
}] [source IP-address] [src-port port-num]

構文の説明 （任意）パスごとにステータスを複数行で表示します。detailキーワー
ドを指定しない場合は、1行のテーブルエントリだけが表示されます。

detail

（任意）指定されたアドレスに一致するエントリを表示します。destination IP-address

（任意）宛先ポートおよびトンネル ID情報を表示します。dst-port port-num

（任意）指定されたセッションタイプに一致するエントリを表示しま

す。

session-type

P2Pセッションに使用するエントリを表示します。lsp-p2p

（任意）送信元アドレス情報を表示します。source IP-address

（任意）送信元ポートおよび LSP ID情報を表示します。src-port port-num

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン show rsvp senderコマンドはパス状態に関する情報を表示します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、show rsvp senderコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp sender

Dest Addr DPort Source Addr SPort Pro Input IF Rate Burst Prot

---------------- ----- ---------------- ----- --- ------------ ---- ----- ----
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10.40.40.40 2001 10.66.67.68 2 0 HundredGigE0/0/0/3 0 1K Off
10.66.67.68 2000 10.40.40.40 15 0 None 0 1K Off

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 71 : show rsvp senderコマンドフィールドの説明

説明フィールド

宛先ポート番号およびトンネル ID。DProt

LSP32の宛先およびセッションアドレス。Dest
Address

送信元ポートおよび LSP ID。SPort

LSPの入力ノードのアドレス。Source Addr

Pathメッセージを受信したインターフェイス。Input IF

32
リンクステートパケット

次に、システム内のすべてのパスに関する詳細情報を表示する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp sender detail

PATH: IPv4-LSP Session addr: 10.66.67.68. TunID: 1. LSPId: 25.
Source addr: 10.40.40.40. ExtID: 10.40.40.40.
Prot: Off. Backup tunnel: None.
Setup Priority: 7, Reservation Priority: 0
Rate: 0 bits/sec. Burst: 1K bytes. Peak: 0 bits/sec.
Min unit: 40 bytes, Max unit: 500 bytes
Flags: Bidirectional.
State expires in 370.154 sec.
Policy: Accepted. Policy source(s): Default.
Header info: RSVP TTL=254. IP TTL=254. Flags: 0x1. TOS=0xc0.
Input interface: HundredGigE 0/0/0/3. Previous hop: 10.40.40.40 (lih: 0x40600001).
Resource:
Labels: Outgoing upstream: 3.
Class-Type: None.
Explicit Route (Incoming):

Strict, 10.66.67.68(interface-path-id 5)
Strict, 10.66.67.68/32

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 72 : show rsvp sender detailコマンドフィールドの説明

説明フィールド

保護トンネルとして設定される LSP。Prot

この LSP33を保護するために割り当てられたバックアップトンネルの名前。Backup tunnel
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説明フィールド

Local Repair、Local Sender（LSP入力ノード）、およびその他を含むパスス
テート。

Flags

着信方向の Pathメッセージのアドミッションコントロールステータス。Policy

COPSまたはMPLS-TE34など、アドミッションコントロールを実行している
エンティティ。

Policy source

RFC 2205で記述されている RSVPヘッダー情報。Header info

パスを受信したインターフェイス。入力モードでは Noneです。Input interface

Pathメッセージを送信したアップストリームピアのアドレス。LSP（パケッ
トまたは光）に応じてインターフェイスアドレスまたはノード IDとなる場合
があります。

Previous hop

パスのホップオブジェクトで受信した論理インターフェイスハンドル。Lih

下流近接ルータにパスを転送したインターフェイス。Output
interface

発信方向のパスのアドミッションコントロールステータス。Policy

Pathメッセージの explicit-routeオブジェクトで指定された明示ルート。Explicit route

33
リンクステートパケット

34 MPLSトラフィックエンジニアリング
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show rsvp session
ルータ上で RSVPが認識しているすべてのセッションを一覧表示するには、XR EXECモード
で show rsvp sessionコマンドを使用します。

show rsvp session [destination IP-address] [detail] [dst-port port-num] [session-type { lsp-p2p
}] [tunnel-name tunnel-name]

構文の説明 （任意）パスごとにステータスを複数行で表示します。detailキー
ワードを指定しない場合は、1行のテーブルエントリだけが表示さ
れます。

detail

（任意）指定されたアドレスに一致するエントリを表示します。destination IP-address

（任意）宛先ポートおよびトンネル ID情報を表示します。dst-port port-num

（任意）指定されたセッションタイプに一致するエントリを表示

します。

session-type

P2Pセッションに使用するエントリを表示します。lsp-p2p

（任意）指定したトンネル名に一致するセッションのステータスを

表示します。

tunnel-name tunnel-name

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン セッションは、宛先 IPアドレス、宛先ポート、および送信元 IPアドレスの昇順で表示されま
す。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、show rsvp sessionコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp session

Type Session Addr Port Proto/ExtTunID PSBs RSBs Reqs
---- --------------- ----- --------------- ----- ----- -----
LSP4 10.40.40.40 2001 10.66.67.68 1 1 1
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LSP4 10.66.67.68 2000 10.40.40.40 1 1 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 73 : show rsvp sessionコマンドフィールドの説明

説明フィールド

データフローのタイプ（トラフィックエンジニアリング LSP（LSP4または
IPV4セッション）。

タイプ

（Type）

データパケットの宛先アドレスおよび LSPのテール。Session Addr

宛先ポート、または TEトンネルの場合はトンネル ID。Port

IPv4セッションの場合と同様に TEトンネルの送信元アドレス、またはプロ
トコル。

Proto/ExtTunID

このセッションに関するパスステートブロックの数。PSBs

このセッションの着信予約またはローカル予約に関する予約ステートブロッ

クの数。

RSBs

要求の数。アップストリームに送信された予約を表すステートデータ構造。Reqs

次に、show rsvp session detailコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp session detail

SESSION: IPv4-LSP Addr: 10.66.67.68, TunID: 1, ExtID: 10.40.40.40
PSBs: 1, RSBs: 1, Requests: 0
LSPId: 1
Tunnel Name: newhead_t1
RSVP Path Info:
InLabel: No intf, No label
Incoming Address: Unknown
Explicit Route:
Strict, 10.66.67.68(interface-path-id 5)
Strict, 10.66.67.68/32

Record Route: None
Tspec: avg rate=0, burst=1K, peak rate=0
RSVP Resv Info:
OutLabel: HundredGigE0/0/0/3, 5
FRR OutLabel: No intf, No label
Record Route:
Node-id 10.66.67.68, interface index 5

Fspec: avg rate=0, burst=1K, peak rate=0
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 74 : show rsvp session detailコマンドフィールドの説明

説明フィールド

トンネル IDおよび LSP35の宛先ポート。TunID

LSPの入力ノードアドレス。ExtID

LSPの送信元ポート（ExtIdとともに送信元パラメータを形成）。Tunnel Instance

トンネルおよび LSPの名前。Tunnel Name

アップストリーム方向の LSPの着信インターフェイスおよびラベル情報。
出力ノードでは、出力ノードで Penultimate Hop Popping（PHP）を使用する
と、implicit-nullラベルには No Labelと表示されます。

InLabel

入力インターフェイスのアドレス。IncomingAddress

Pathメッセージの explicit-routeオブジェクトで指定された明示ルート。Explicit Route

パスメッセージまたは予約メッセージ内のレコードルートオブジェクト。Record Route

トラフィックパラメータ。Tspec

発信インターフェイスおよびダウンストリームに送信されたラベル。OutLabel

FRR36の場合は、バックアップトンネルとマージポイントラベルが表示さ
れます。

FRR OutLabel

指定した QoSのフロー仕様パラメータ。Fspec

35
リンクステートパケット。

36
高速再ルーティング。
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signalling dscp（RSVP）
特定の Differentiated Service Code Point（DSCP）でマークすることによって、特定のインター
フェイスで送信されるすべてのRSVPシグナリングパケットにネットワーク内での高いプライ
オリティを付与するには、RSVPインターフェイスコンフィギュレーションサブモードで
signalling dscpコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドのno形式
を使用します。

signalling dscp dscp
no signalling dscp

構文の説明 DSCPプライオリティ番号。指定できる範囲は、0～ 63です。dscp

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード RSVPインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン DSCPマーキングによって、シグナリング設定およびティアダウンタイムが改善されます。

通常、DSCP値でマークされた特定の状態にあるPathメッセージをルータが受信すると、その
ルータは同じ DSCP値でマークした同じ状態の Pathメッセージを送信します。このコマンド
は、このときのDSCP永続性を上書きし、特定のインターフェイスから送信するすべてのメッ
セージを、常に指定した DSCPでマークします。

このコマンドはRSVPシグナリングパケットを制御しますが、このRSVPセッションで作成ま
たは予約されたパスを通過する、通常の IPまたはMPLSのデータパケットには影響しません。

DSCP永続性は状態ごとに動作しますが、このコマンドはインターフェイスごとに動作します。
したがって、DSCP10に設定されている着信メッセージ（たとえば、マルチキャストPath）に
より、インターフェイス Aと Bで 2つの発信メッセージが生成された場合、通常はどちらの
メッセージも DSCP 10に設定されて送信されます。インターフェイス Aの RSVPに signalling
dscp 5が設定されている場合、インターフェイスAで送信される PathメッセージはDSCP 5で
マークされますが、インターフェイス Bで送信される Pathメッセージは DSCP 10でマークさ
れます。

signalling dscp 0コマンドと no signalling dscpコマンドには違いがあります。最初のコマンド
では、このインターフェイスから送信するすべてのパケットのDSCP値が明示的に 0に設定さ
れるように RSVPを指定します。2番目のコマンドでは、このインターフェイスから送信する
パケットは上書きされなくなり、この状態で受信したパケットのDSCPは、このインターフェ
イスから転送されるパケットでも保持されます。
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RFCでは、8つの IP precedence値から、64の値を持つ DSCPスペースの 8つの値へのマッピ
ングを標準で規定しています。このような特別な DSCP値を使用すると、IP precedenceビット
だけを指定できます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、HundredGigEインターフェイスで送信されるすべての RSVPパケットを DSCP
値 20でマークする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling dscp 20

次に、HundredGigEインターフェイスで送信されるすべてのシグナリングパケットの
DSCPマーキングをディセーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# no signalling dscp
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signalling graceful-restart
RSVPシグナリンググレースフルリスタートをイネーブルまたはディセーブルにするには、
RSVPコンフィギュレーションモードで signalling graceful-restartコマンドを使用します。デ
フォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

signalling graceful-restart [{recovery-time time | restart-time time}]
no signalling graceful-restart

構文の説明 （任意）Helloメッセージ内のRestartCapオブジェクトでアドバタイズされる
リカバリ時間を設定します。

recovery-time

TEARを開始する前に、Helloセッションが再確立された後にノードが既存の
状態を回復（再送）するのをネイバーが待機する時間（秒単位）。範囲は 0
～ 3600です。

time

（任意）helloメッセージ内のRestart Capオブジェクトでアドバタイズされる
再起動時間を設定します。

restart-time

コントロールプレーンを再起動した後に、RSVPで helloメッセージを交換で
きるようになるまでの時間（秒単位）。範囲は 60～ 3600です。デフォルト
は 120です。

time

コマンドデフォルト RSVPシグナリンググレースフルリスタートはディセーブルです。

コマンドモード RSVPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン signalling graceful-restartコマンドで提供されるメカニズムにより、次のようなタイプの障害
発生時に、MPLSおよび光ユーザネットワークインターフェイス（O-UNI）トラフィックに与
える悪影響を最小限に抑えることができます。これは、IETF標準のRFC 3473に規定された障
害処理セクションを実装したものです。

制御チャネル障害

通信チャネルとデータチャネルが異なる場合に、2つのノード間の通信チャネルが分断さ
れる障害。

ノード障害

ノードのコントロールプレーンに障害が発生したが、ノードのデータ転送は維持されてい

る状態の障害。
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signalling graceful-restartコマンドによって、ルータとそのネイバーノード間のRSVPhelloメッ
セージの交換が開始されます。helloメッセージによって特定のネイバーとの関係が確立される
と、このようなタイプの障害が発生した場合に RSVPでその障害を検出できます。

一定数の hello間隔が経過するまでにネイバーから helloメッセージを受信しない場合、ノード
はネイバーとの通信が失われたものと見なします。ノードは、通信喪失からのリカバリ手順を

呼び出す前に、ネイバーから通知された前回の再起動時までにアドバタイズされた時間だけ待

機します。

設定された再起動時間は、障害回復時に重要な意味を持ちます。設定値は、コントロールプ

レーンの再起動後、RSVPでhelloメッセージを交換できるようになるまでの時間を、正確に反
映する必要があります。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、RSVPシグナリンググレースフルリスタートをイネーブルにする例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp)# signalling graceful-restart

次に、再起動時間を設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp)# signalling graceful-restart restart-time 200

次に、再起動時間をデフォルトの 120秒にリセットする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp)# no signalling graceful-restart restart-time
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signalling hello graceful-restart interface-based
RSVPをイネーブルにし、インターフェイス上のネイバーからのインターフェイスベースの
hello要求を受け入れ、Hello応答確認をそのネイバーに送信するには、RSVPコンフィギュレー
ションモードで signalling hello graceful-restart interface-basedコマンドを使用します。デフォ
ルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

signalling hello graceful-restart interface-based
no signalling hello graceful-restart interface-based

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード RSVPインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、インターフェイス単位でグレースフルリスタートをイネーブルにする例を示し

ます。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface tunnel-te 66
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling hello graceful-restart interface based

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
526

RSVPインフラストラクチャコマンド
signalling hello graceful-restart interface-based



signalling hello graceful-restart refresh interval
RSVPグレースフルリスタートのhelloメッセージを各ネイバーに送信するインターバルを設定
するには、RSVPコンフィギュレーションモードで signalling hello graceful-restart refresh
intervalコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドのno形式を使用
します。

signalling hello graceful-restart refresh interval refresh-interval
no signalling hello graceful-restart refresh interval

構文の説明 RSVPグレースフルリスタート helloメッセージを各ネイバーに送信する間隔
（ミリ秒単位）。範囲は 3000～ 30000です。

refresh-interval

コマンドデフォルト refresh interval：5000

コマンドモード RSVPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン signalling hello graceful-restart refresh intervalコマンドによって、各ネイバーに helloメッセー
ジを送信する頻度が決まります。この間隔が短いほど、helloメッセージは頻繁に送信されま
す。間隔が短ければ、障害をすぐに検出できる場合がありますが、ネットワークトラフィック

も増加してしまいます。RSVP helloメカニズムの最適化では、ネットワークを通過する hello
メッセージの数を抑制します。

RSVPhelloメッセージを受信したノードは、helloメッセージを応答確認し、ネイバーに対する
helloタイマーをリセットします。このことにより、helloメッセージのリフレッシュ間隔が経
過しても helloメッセージを受信しない場合にかぎり、helloメッセージがネイバーに送信され
ます。

2つの隣接ノードの hello間隔が異なる場合、hello間隔の長いノードは、より高い頻度でネイ
バーの helloに確認応答を行う必要があります。たとえば、ノードAの hello間隔が 5秒、ノー
ド Bの hello間隔が 10秒の場合、ノード Bは 5秒ごとに helloメッセージを送信する必要があ
ります。

helloバックオフメカニズムによる最適化は、グレースフルリスタートがイネーブルでない、
または再起動間隔時に起動に失敗したネイバーからの helloメッセージ数を最小限に抑えるよ
う調整されています。再起動間隔は、Restart Capオブジェクト内でネイバーが指定します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te
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例 次に、helloグレースフルリスタートリフレッシュ間隔を 4000ミリ秒に設定する例を
示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp)# signalling hello graceful-restart refresh interval
4000
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signalling prefix-filtering access-list
拡張アクセスコントロールリストを指定して RSVP Router Alertメッセージのプレフィックス
フィルタリングに使用するには、RSVPコンフィギュレーションモードで signalling
prefix-filteringaccess-listコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンド
の no形式を使用します。

signalling prefix-filtering access-list access list name
no signalling prefix-filtering access-list access list name

構文の説明 拡張アクセスリスト名を表す文字列（最大32文字）。access list
name

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード RSVPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン パケットフィルタリングに使用する送信元プレフィックスおよび送信先プレフィックスを含む

拡張アクセスコントロールリストは、別個に設定します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、RSVP Router Alertメッセージのプレフィックスフィルタリングにアクセスコン
トロールリスト名のバンクを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp)# signalling prefix-filtering access-list banks

次に、RSVPRouterAlertメッセージのRSVPプレフィックスフィルタリングをディセー
ブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp)# no signalling prefix-filtering access-list banks
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signalling prefix-filtering default-deny-action
RSVPを設定し、アクセスコントロールリストの一致で暗黙的な拒否が返された場合に RSVP
Router Alertメッセージを破棄するには、RSVPコンフィギュレーションモードで signalling
prefix-filtering default-deny-actionコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、この
コマンドの no形式を使用します。

signalling prefix-filtering default-deny-action drop
no signalling prefix-filtering default-deny-action drop

構文の説明 RSVPRouterAlertメッセージをドロップするタイミングを指定します。drop

コマンドデフォルト Path、Path Tear、および ResvConfirm各メッセージのパケットに対しては、通常の RSVP処理
を実行します。

コマンドモード RSVPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、アクセスコントロールリストに一致して暗黙の拒否が返された場合の RSVP
Router Alertメッセージを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp)# signalling prefix-filtering default-deny-action
drop

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
530

RSVPインフラストラクチャコマンド
signalling prefix-filtering default-deny-action



signalling rate-limit
特定のインターフェイスを送信するRSVPシグナリングメッセージのレートを制限するには、
RSVPインターフェイスコンフィギュレーションモードで signalling rate-limitコマンドを使用
します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

signalling rate-limit[rate messages] [interval interval-length]
no signalling rate-limit [rate messages] [interval interval-length]

構文の説明 （任意）スケジューリング間隔ごとに送信するメッセージ数を設定し

ます。範囲は 1～ 500メッセージです。
rate messages

（任意）スケジューリング間隔の長さを指定します（ミリ秒単位）。

範囲は 250～ 2000です。
interval interval-length

コマンドデフォルト messages: 100

interval-length: 1,000 (1 second)

コマンドモード RSVPインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン レート制限機能は注意して使用してください。RSVPシグナリングのレート制限には、ネクス
トホップルータの入力キューに過負荷がかからないという利点があります。入力キューに過

負荷がかかった場合、ネクストホップルータで RSVPメッセージをドロップすることがあり
ます。ただし、信頼性の高いメッセージングおよび迅速な再送信を行うことで、ルータは通

常、メッセージのドロップからすばやく回復できるため、レート制限が必要ない場合もありま

す。

レートを低く設定しすぎると、コンバージェンス時間が遅くなります。このコマンドを実行す

ると、acknowledgment（ACK;確認応答）および SRefreshメッセージ以外の RSVPメッセージ
がすべて制限されます。このコマンドでは、ルータ固有の制限より高いレートでメッセージが

生成されることはありません（固有の制限は、ルータのモデルによって異なります）。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、レート制限をイネーブルにする例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling rate-limit

次に、1秒あたり 50メッセージにレートを制限する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling rate-limit rate 50

次に、250ミリ秒ごとに 40メッセージの制限を設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling rate-limit rate 40 interval 250

次に、デフォルトの 1秒あたり 100メッセージにレートを復元する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# no signalling rate-limit rate

次に、レート制限をディセーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# no signalling rate-limit
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signalling refresh interval
特定のインターフェイスのRSVPの状態に関してルータがネットワークを更新する頻度を変更
するには、RSVPインターフェイスコンフィギュレーションモードで signalling refresh interval
コマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドのno形式を使用します。

signalling refresh interval seconds
no signalling refresh interval

構文の説明 インターフェイスのRSVPステートに関して、ルータがネットワークの更新を待機す
る時間（秒単位）。範囲は 10～ 180です。デフォルトは 45です。

seconds

コマンドデフォルト seconds: 45

コマンドモード RSVPインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン RSVPでは、ネットワーク損失が発生した場合の状態の一貫性管理にソフトステートメカニズ
ムを採用しています。このメカニズムは、継続的にリフレッシュメッセージを使用して、最新

の状態を維持します。各RSVPルータは、定期的にリフレッシュメッセージをネイバーに送信
する必要があります。

ルータは、実際のリフレッシュ間隔を 50 %までの幅で小刻みに変更し、ネットワークトラ
フィックが集中しないようにして規則的なバースト性の軽減を試みます。このため、正確に指

定した間隔が経過するまでリフレッシュが送信されない場合があります。ただし、平均のリフ

レッシュレートは、指定したリフレッシュ間隔内に収まります。

間隔を長くすると、ネットワークに対するRSVPのリフレッシュ負荷は小さくなりますが、ダ
ウンストリームノードで状態を保持する時間が長くなります。このような場合、障害発生に対

するネットワークのレスポンスは低下します。間隔を短くすると、ネットワークのレスポンス

は向上しますが、ネットワークに対するメッセージング負荷が高くなります。

signalling refresh reduction reliableコマンドを通じて実装される信頼性の高いメッセージ拡張
によって、新しいメッセージや変更されたメッセージが指定されたレートよりも高速で一時的

に更新され、ネットワークの応答性が高まる場合があります。

信頼性の高いメッセージングとともに迅速な再送信を使用すると、一時的なメッセージ喪失が

発生している場合でも、ネットワークのレスポンスは実質的に向上します。信頼性の高いメッ

セージング機能を使用している場合にリフレッシュ間隔を変更するときは、間隔を短くするよ

り長くする方が高い効果が得られます。

signalling refresh reduction summaryコマンドを通じて実装されるサマリーリフレッシュ拡張
は、RSVP状態を更新する低コストのメカニズムを提供します。サマリーリフレッシュを使用
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する場合、および通常のメッセージベースのリフレッシュを使用する場合に、1つの状態を連
続してリフレッシュするとき、ルータは同じリフレッシュ間隔を使用します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、リフレッシュ間隔を 30秒に指定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface tunnel-te 2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling refresh interval 30

次に、リフレッシュ間隔をデフォルト値の 45秒に復元する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface tunnel-te 2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# no signalling refresh interval
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signalling refresh missed
RSVPが状態を期限切れと見なす前に損失可能な連続的なリフレッシュメッセージの数を指定
するには、RSVPインターフェイスコンフィギュレーションモードで signalling refresh missed
コマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドのno形式を使用します。

signalling refresh missed number
no signalling refresh missed

構文の説明 連続して失われたリフレッシュメッセージの数。値の範囲は 1～ 8です。デフォルト
値は 4です。

number

コマンドデフォルト number: 4

コマンドモード RSVPインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン 失われるメッセージの数を小さくすると、ルータの故障やリンク障害のような重大な障害に対

する RSVPのレスポンスは向上します。ただし、RSVPの弾力性が乏しくなり、パケットがド
ロップされたり、ネットワークに一時的な輻輳が発生したりします。メッセージ数の設定が小

さい状況では、RSVPは非常に不安定となります。

失われるメッセージの数を大きくすると、一時的なパケット損失に対するRSVPの弾力性は向
上しますが、ルータの故障やリンク障害などの比較的長引くネットワーク障害に対する RSVP
のレスポンスが低下します。

デフォルト値の 4を指定すると、弾力性およびレスポンスの要素のバランスが保たれます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、失われたリフレッシュの制限を 6メッセージに指定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface tunnel-te 2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling refresh missed 6

次に、失われたリフレッシュの制限をデフォルトの 4に戻す例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface tunnel-te 2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# no signalling refresh missed
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window-size（RSVP）
誤った順序での受信が可能な RSVP認証済みメッセージの数を指定するには、RSVP認証コン
フィギュレーションモード、RSVPインターフェイス認証コンフィギュレーションモード、ま
たは RSVPネイバー認証コンフィギュレーションモードで window-sizeコマンドを使用しま
す。ウィンドウサイズをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

window-size N
no window-size

構文の説明 シーケンス外のメッセージを制限するウィンドウのサイズ。範囲は 1～ 64です。デフォル
ト値は 1です。シーケンス外のメッセージはすべてドロップされます。

N

コマンドデフォルト N: 1

コマンドモード RSVP認証コンフィギュレーション

RSVPインターフェイス認証コンフィギュレーション

RSVPネイバー認証コンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン 誤った順序で受信する認証済みメッセージの最大数を指定するには、window-sizeコマンドを
使用します。すべての RSVP認証済みメッセージには、RSVPメッセージの再送を防止するた
めのシーケンス番号が付けられています。

1メッセージに設定されたデフォルトウィンドウサイズの場合、順序が間違っていたり、シー
ケンスから外れたりしている認証済みメッセージはリプレイアタックと見なされるため、この

ようなメッセージは拒否されます。ただし、場合によっては、RSVPメッセージのバーストが
RSVPネイバー間で並べ替えられることがあります。このようなことが定期的に発生するとき、
メッセージバーストを送信するノードが信頼できると確認できた場合は、window-sizeオプショ
ンを使用すると、並べ替えられたバーストがRSVPによって廃棄されないようにバーストサイ
ズを調整できます。RSVPでは、これらのバースト内で重複メッセージをチェックします。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te
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例 次に、RSVPネイバー認証コンフィギュレーションモードでウィンドウのサイズを 33
に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp neighbor 1.1.1.1 authentication
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-nbor-auth)# window-size 33

次に、RSVP認証コンフィギュレーションモードでウィンドウのサイズを 33に設定す
る例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp authentication
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-auth)# window-size 33

次に、RSVPインターフェイス認証コンフィギュレーションモードで rsvp interface
コマンドを使用し、ウィンドウのサイズを 33に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# authentication
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if-auth)# window-size 33

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
538

RSVPインフラストラクチャコマンド

window-size（RSVP）



signalling refresh reduction summary
インターフェイスでRSVPサマリーリフレッシュメッセージのサイズを設定するには、RSVP
インターフェイスコンフィギュレーションモードで signalling refresh reduction summaryコマ
ンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

signalling refresh reduction summarymax-size bytes
no signalling refresh reduction summary max-size bytes

構文の説明 1つの RSVPサマリーリフレッシュメッセージの最大サイズをバイト単位で
指定します。範囲は 20～ 65000です。

max-size bytes

コマンドデフォルト bytes: 4096

コマンドモード RSVPインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン 送信するサマリーリフレッシュメッセージの最大サイズを指定するには、signalling refresh
reduction summaryコマンドを使用します。メッセージサイズは show rsvp interface detailコマ
ンドを使用して確認します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、インターフェイス上のサマリーメッセージの最大サイズを変更する例を示しま

す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface tunnel-te 2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling refresh reduction summary max-size
6000

次に、インターフェイス上のサマリーメッセージの最大サイズをデフォルト値に戻す

例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface tunnel-te 2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# no signalling refresh reduction summary max-size
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6000

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
540

RSVPインフラストラクチャコマンド
signalling refresh reduction summary



signalling refresh reduction reliable
信頼性の高いメッセージングのパラメータを設定するには、RSVPインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードで signalling refresh reduction reliableコマンドを使用します。デフォル
トの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

signalling refresh reduction reliable{ack-max-size bytes | ack-hold-time milliseconds | retransmit-time
milliseconds | summary-refresh}
no signalling refresh reduction reliable {ack-max-size bytes | ack-hold-time milliseconds |
retransmit-time milliseconds | summary-refresh}

構文の説明 1つの確認応答メッセージ内のRSVPコンポーネントの最大サイズを指定し
ます。

ack-max-size

RSVPコンポーネントの最大サイズを定義するバイト数。範囲は20～65000
です。

bytes

ルータが確認応答を送信するまでに保持する最大期間を指定します。複数

の確認応答を、1つの確認応答メッセージにバンドルするよう試みます。
ack-hold-time

確認応答保持時間を定義するミリ秒の値。範囲は 100～ 5000です。milliseconds

ルータが RSVPメッセージを再送信するまでに確認応答メッセージを待機
する初期設定期間を指定します。

retransmit-time

再送信時間を定義するミリ秒の値。範囲は 100～ 10000です。milliseconds

RSVPサマリーリフレッシュメッセージで信頼性の高い送信の使用をイネー
ブルにします。

summary-refresh

コマンドデフォルト ack-max-size bytes：4096

ack-hold-time milliseconds：400（0.4秒）

retransmit-time milliseconds：900（0.9秒）

コマンドモード RSVPインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン 信頼性の高いメッセージングが正しく機能するように、送信ルータ（A）には再送信時間、ピ
アルータ（B）には確認応答保持時間を設定します（逆方向のメッセージにはこの反対の設定
を行います）。
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再送信時間は、確認応答保持時間より大きくする必要があります。このようにすると、メッ

セージが再送信される前に確認応答メッセージを送信元に返す時間が確保されます。再送信間

隔は、最低でも確認応答保持時間間隔の2倍とすることを推奨します。再送信時間の値が確認
応答保持時間の値より小さい場合、ルータBがメッセージを受信し、確認応答保持時間がタイ
ムアウトするまで待機して確認応答を送信した場合でも、ルータAはメッセージを再送信しま
す。このような場合は不要なネットワークトラフィックが発生します。

ack-max-sizeの値を小さくすると、より多くの確認応答メッセージが発行されるようになりま
すが、各確認応答メッセージに含まれる確認応答は少なくなります。ただし、

acknowledgment-max-sizeを小さくしても、確認応答メッセージの発行は早くなりません。これ
は、発行頻度が時間値（確認応答保持時間および再送信時間）で制御されているためです

サマリーリフレッシュメッセージに信頼性の高いメッセージングを使用するには、rsvpinterface
interface-nameコマンドと signalling refresh reduction summaryコマンドを使用します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、HundredGigEインターフェイスの確認応答メッセージの最大サイズを 4096バイ
トに設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling refresh reduction reliable ack-max-size
4096

次に、HundredGigEインターフェイスの確認応答メッセージの最大サイズをデフォル
トの 1000バイトに戻す例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# no rsvp signalling refresh reduction reliable

次に、確認応答保持時間を 1秒に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling refresh reduction reliable ack-hold-time
1000

次に、確認応答保持時間をデフォルトの 0.4秒に戻す例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# no signalling refresh reduction reliable
ack-hold-time

次に、再送信タイマーを 2秒に設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling refresh reduction reliable
retransmit-time 2000

次に、再送信タイマーをデフォルトの 0.9秒に戻す例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# no signalling refresh reduction reliable

次に、RSVPサマリーリフレッシュメッセージで信頼性の高い送信の使用をイネーブ
ルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling refresh reduction reliable
summary-refresh
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signalling refresh reduction disable
インターフェイスで RSVPリフレッシュ削減をディセーブルにするには、RSVPインターフェ
イスコンフィギュレーションモードで signalling refresh reduction disableコマンドを使用しま
す。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

signalling refresh reduction disable
no signalling refresh reduction disable

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード RSVPインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン IETFのリフレッシュ削減標準RFC 2961の次の機能は、このコマンドを使用するとイネーブル
になります。

•メッセージヘッダー内に refresh-reduction-capableビットの設定
•メッセージ IDの使用
•迅速な再送信、確認応答（ACK）、およびNACKメッセージを使用した信頼性の高いメッ
セージング

•サマリーリフレッシュ拡張

リフレッシュ削減はネイバーの協力が前提となるため、ネイバーでも標準をサポートしている

必要があります。ネイバーが標準のリフレッシュ削減をサポートしていないことをルータが検

出すると（ネクストホップから受信したメッセージに含まれる refresh-reduction-enabledビット
を確認するか、ネクストホップにMessage-IDオブジェクトを送信したときにエラーを受信し
た場合）、このリンクでリフレッシュ削減は使用されません。この情報は、showrsvp interface
detailコマンドを使用して取得します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、インターフェイス上で RSVPリフレッシュ削減をディセーブルにする例を示し
ます。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface tunnel-te 2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling refresh reduction disable

次に、インターフェイス上で RSVPリフレッシュ削減をイネーブルにする例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface tunnel-te 2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# no signalling refresh reduction disable
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signalling refresh reduction bundle-max-size
単一のRSVPバンドルメッセージの最大サイズを設定するには、RSVPインターフェイスコン
フィギュレーションモードで signalling refresh reduction bundle-max-sizeコマンドを使用しま
す。

signalling refresh reduction bundle-max-size size

構文の説明 1つの RSVPバンドルメッセージの最大サイズ（バイト単位）。範囲は 512～ 65000で
す。

size

コマンドデフォルト size: 4096

コマンドモード RSVPインターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

例 次に、1つの RSVPバンドルメッセージの最大バンドルサイズを 4000に設定する例
を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface tunnel-te 2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling refresh reduction bundle-max-size
4000
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MPLS OAMコマンド

CiscoNCS5500シリーズルータに適用可能なすべてのコマンドは、Cisco IOSXRリリース 6.3.2
以降に導入された Cisco NCS 540シリーズルータでもサポートされます。コマンド履歴の表に
記載されている以前のリリースへの参照は、CiscoNCS5500シリーズルータにのみ適用されま
す。

（注）

• Cisco IOS XRリリース 6.6.25以降、Cisco NCS 5500シリーズルータに適用可能なすべての
コマンドは、Cisco NCS 560シリーズルータでもサポートされます。

• Cisco IOS XRリリース 6.3.2以降、Cisco NCS 5500シリーズルータに適用可能なすべての
コマンドは、Cisco NCS 540シリーズルータでもサポートされます。

• Cisco IOS XRリリース 6.3.2より前のリリースへの参照は、Cisco NCS 5500シリーズルー
タにのみ適用されます。

• Cisco IOS XRソフトウェア リリース 7.0.1固有のアップデートは、Cisco NCS 540シリー
ズルータの次のバリエーションには適用されません。

• N540-28Z4C-SYS-A

• N540-28Z4C-SYS-D

• N540X-16Z4G8Q2C-A

• N540X-16Z4G8Q2C-D

• N540-12Z20G-SYS-A

• N540-12Z20G-SYS-D

• N540X-12Z16G-SYS-A

• N540X-12Z16G-SYS-D

（注）
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このモジュールでは、マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）ラベルスイッチドパ
ス（LSP）検証コマンドについて説明します。これらのコマンドは、データプレーン障害を検
出および診断する手段を提供し、MPLSOperations、Administration、およびMaintenance（OAM;
運用管理および保守）ソリューションにおける最初のコマンドセットとなります。

MPLSの概念、設定作業、および例の詳細については、『』を参照してください。

• clear mpls oam counters（549ページ）
• echo disable-vendor-extension（551ページ）
• echo revision（552ページ）
• mpls oam（553ページ）
• ping mpls ipv4（554ページ）
• ping mpls traffic-eng（560ページ）
• ping mpls traffic-eng tunnel-tp（563ページ）
• ping pseudowire（AToM）（568ページ）
• ping mpls traffic-eng tunnel-te（P2P）（572ページ）
• ping pseudowire multisegment（576ページ）
• show mpls oam（580ページ）
• show mpls oam database（582ページ）
• traceroute mpls ipv4（583ページ）
• traceroute mpls multipath（587ページ）
• traceroute mpls traffic-eng（592ページ）
• traceroute pseudowire multisegment（595ページ）
• traceroute mpls traffic-eng tunnel-te（P2P）（597ページ）
• traceroute mpls traffic-eng tunnel-tp（600ページ）
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clear mpls oam counters
MPLS OAMカウンタをクリアするには、XR EXECモードで clear mpls oam countersコマンド
を使用します。

clear mpls oam counters {global | interface [{type interface-path-id}] | packet}

構文の説明 グローバルカウンタをクリアします。global

指定したインターフェイスのカウンタをクリアします。interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）を使用してオンラ
インヘルプを参照してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを
参照してください。

interface-path-id

グローバルパケットカウンタをクリアします。packet

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動

作

タスク ID

実

行

mpls-te

実

行

mpls-ldp

実

行

mpls-static
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例 次に、すべてのグローバルMPLS OAMカウンタをクリアする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear mpls oam counters global
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echo disable-vendor-extension
エコー要求内でのベンダー拡張のタイプ、長さ、および値（TLV）の送信をディセーブルにす
るには、MPLS OAMコンフィギュレーションモードで echo disable-vendor extensionコマンド
を使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

echo disable-vendor-extension
no echo disable-vendor-extension

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルト値は 4です。

コマンドモード MPLS OAMコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例 次に、エコー要求でのベンダー拡張TLVの包含をディセーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls oam
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-oam)# echo disable-vendor-extension
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echo revision
エコーパケットリビジョンを設定するには、MPLS OAMコンフィギュレーションモードで
echo revisionコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式
を使用します。

echo revision {1 | 2 | 3 | 4 }
no echo revision

構文の説明 版リビジョン番号：

• 1：RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03（初版）
• 2：RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03（リビジョ
ン 1）

• 3：RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03（リビジョ
ン 2）

• 4：RFC-ietf-mpls-lsp-ping-09（初版）

1 | 2 | 3 | 4

コマンドデフォルト デフォルトのエコーリビジョンは 4です（RFC 9内）。

コマンドモード MPLS OAMコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例 次に、エコーパケットデフォルトリビジョンを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls oam
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-oam)# echo revision 1
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mpls oam
MPLS OAM LSP検証をイネーブルにするには、XRコンフィギュレーションモードで mpls
oamを使用します。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls oam
no mpls oam

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトでは、MPLS OAM機能はディセーブルになっています。

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン mpls oamコマンドと OAMの機能については、RFC 4379を参照してください。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例 次に、MPLS OAMをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls oam
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-oam)#
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ping mpls ipv4
LabelDistributionProtocol（LDP）IPv4アドレスとして宛先タイプを指定することによってMPLS
ホストの到達可能性とネットワーク接続を確認するには、XR EXECモードで ping mpls ipv4
コマンドを使用します。

ping mpls ipv4 address/mask [destination start-address end-address increment] [dsmap] [exp
exp-bits ] [force-explicit-null] [interval min-send-delay] [output interface type interface-path-id
[nexthop nexthop-address]][pad pattern][repeat count] [reply {dscp dscp-value | reply mode{ipv4
| no-reply | router-alert} | reply pad-tlv}] [revision version] [size packet-size] [source
source-address] [sweep min value max value increment] [timeout timeout] [ttl value] [verbose]
[fec-type {bgp | generic | ldp}]

構文の説明 宛先のアドレスプレフィックスおよび宛

先アドレスネットワークマスクのビット

数。

address/mask

（任意）エコー要求パケット宛先アドレス

として使用するネットワーク127/8アドレ
スを指定します。

start address

ネットワークアドレスの開始。

end address

終了ネットワークアドレスの開始。

address increment

ネットワークアドレスの増分値（10
進数の値または IPアドレスで表記）。

destination start address end address address increment

（任意）ダウンストリームマッピング

（DSMAP）タイプの長さおよび値が LSP
エコー要求に含まれるように指定します。

dsmap

（任意）エコー応答に対するMPLSヘッ
ダーのMPLS試験フィールド値を指定し
ます。指定できる範囲は、0～ 7です。デ
フォルトは 0です。

exp exp-bits

（任意）非送信請求の明示的なヌルラベ

ルを強制的にMPLSラベルスタックに追
加し、最後から 2番目のホップでの LSP
の破損の検出に LSP pingを使用すること
を許可します。

force-explicit-null
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（任意）要求間の送信間隔を指定します

（ミリ秒単位）。範囲は 0～ 3600000で
す。デフォルトは 0です。

interval min-send-delay

（任意）エコー要求パケットが送信される

出力インターフェイスを指定します。

output interface

インターフェイスタイプ。詳細について

は、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を
使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インター

フェイス。

ルータに現在設定されているす

べてのインターフェイスのリス

トを表示するには、show
interfacesコマンドを使用しま
す。

（注）

詳細については、疑問符（?）オンライン
ヘルプ機能を使用します。

interface-path-id

（任意）ネクストホップを IPアドレスと
して指定します。

nexthop

（任意）ネクストホップの IPアドレス。nexthop-iaddress

（任意）エコー要求のパッドパターンを

指定します。

pad pattern

（任意）パケットを再送信する回数を指定

します。範囲は 1～ 2147483647です。デ
フォルトは 5です。

repeat count

MPLSエコー応答の DiffServコードポイ
ント値を指定します。

reply dscp dscp-value
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エコー要求パケットの応答モードを指定し

ます。

no-reply

応答しない

ipv4

IPv4 UDPパケットで応答（デフォル
ト）

router-alert

IPルータアラートを設定して IPv4
UDPパケットで応答

reply mode [ ipv4 | router-alert | no-reply]

パッド TLVが包含されるように指定しま
す。

reply pad-tlv

（任意）Cisco拡張TLVバージョンフィー
ルドを指定します。

• 1 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03 (initial)
• 2 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03 (rev 1)
• 3 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03 (rev 2)
• 4 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-09 (initial)

revision version

（任意）各MPLSエコー要求パケットの
パケットサイズおよびバイト数を指定し

ます。範囲は100～17986です。デフォル
トは 100です。

size packet size

（任意）エコー要求パケットで使用される

送信元アドレスを指定します。

source source-address

（任意）送信済みエコーパケットのサイ

ズの範囲を指定します。

min value

エコーパケットの最小サイズまたは開

始サイズ（範囲は 100～ 17986です）

max value

エコーパケットの最大サイズまたは終

了サイズ（範囲は 100～ 17986です）

interval

エコーパケットサイズを増分するた

めに使用される数（範囲は 1～ 8993
です）

sweep min value max value interval
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（任意）タイムアウト間隔を秒単位で指定

します。範囲は 0～ 3600です。デフォル
ト値は 2です。

timeout timeout

（任意）MPLSラベルで使用される TTL
値を指定します（範囲は1～255です）。

ttl value

（任意）MPLSエコー応答、パケット送信
者のアドレス、および戻りコードを含む、

詳細出力情報をイネーブルにします。

verbose

（任意）使用する FECタイプを指定しま
す。

bgp

BGPとしてFECタイプを使用します。

generic

genericとして FECタイプを使用しま
す。

ldp

LDPとしてFECタイプを使用します。

fec-type

コマンドデフォルト exp exp bits：0

interval min-send-delay：0

repeat count ：5

reply-mode：IPv4

timeout timeout ：2

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン output interfaceキーワードで、MPLSエコー要求パケットが送信される出力インターフェイス
を指定します。指定した出力インターフェイスがLSPの一部でない場合、パケットは送信され
ません。

sweepキーワードが使用されている場合、発信インターフェイスのMTUより大きい値は送信
されません。
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pingコマンドはエコー要求パケットをアドレスに送信し、応答を待ちます。ping出力により、
パス/ホスト間の信頼性やパス上の遅延を評価したり、ホストが到達可能かどうか、または機
能しているかどうかを確認したりできます。

光 LSPでは、ping mplsコマンドはサポートされていません。LSPパスで光 LSPが検出された
場合は、物理インターフェイスとして処理されます。

（注）

MPLS pingコマンドの設定情報の詳細については、『 Cisco ASR 9000シリーズルータ Cisco
IOS XR System Monitoring Configuration Guide for the CRS-1 Router Cisco XR 12000 Series Router』
を参照してください。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、ラベル配布プロトコル（LDP）プレフィックスとして宛先タイプを指定し、送
信済みエコーパケットのサイズの範囲を指定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# ping mpls ipv4 140.140.140/32 verbose sweep 100 200 15 repeat 1

Sending 1, [100..200]-byte MPLS Echos to 140.140.140.140/32,
timeout is 2 seconds, send interval is 0 msec:

Codes: '!' - success, 'Q' - request not sent, '.' - timeout,
'L' - labeled output interface, 'B' - unlabeled output interface,
'D' - DS Map mismatch, 'F' - no FEC mapping, 'f' - FEC mismatch,
'M' - malformed request, 'm' - unsupported tlvs, 'N' - no rx label,
'P' - no rx intf label prot, 'p' - premature termination of LSP,
'R' - transit router, 'I' - unknown upstream index,
'X' - unknown return code, 'x' - return code 0

Type escape sequence to abort.
! size 100, reply addr 196.100.1.26, return code 3
! size 115, reply addr 196.100.1.26, return code 3
! size 130, reply addr 196.100.1.26, return code 3
! size 145, reply addr 196.100.1.26, return code 3
! size 160, reply addr 196.100.1.26, return code 3
! size 175, reply addr 196.100.1.26, return code 3
! size 190, reply addr 196.100.1.26, return code 3

Success rate is 100 percent (7/7), round-trip min/avg/max = 5/6/8 ms

次に、Label Distribution Protocol（LDP）のプレフィックスとしての宛先タイプと、汎
用および詳細オプションとして FECタイプを指定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# ping mpls ipv4 11.11.11.11/32 fec-type generic output interface
gigabitEthernet 0/0/0/3
nexthop 172.40.103.2 verbose
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Sending 5, 100-byte MPLS Echos to 11.11.11.11/32,
timeout is 2 seconds, send interval is 0 msec:

Codes: '!' - success, 'Q' - request not sent, '.' - timeout,
'L' - labeled output interface, 'B' - unlabeled output interface,
'D' - DS Map mismatch, 'F' - no FEC mapping, 'f' - FEC mismatch,
'M' - malformed request, 'm' - unsupported tlvs, 'N' - no rx label,
'P' - no rx intf label prot, 'p' - premature termination of LSP,
'R' - transit router, 'I' - unknown upstream index,
'X' - unknown return code, 'x' - return code 0

Type escape sequence to abort.

! size 100, reply addr 11.101.11.11, return code 3
! size 100, reply addr 11.101.11.11, return code 3
! size 100, reply addr 11.101.11.11, return code 3
! size 100, reply addr 11.101.11.11, return code 3
! size 100, reply addr 11.101.11.11, return code 3

Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 3/4/6 ms
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ping mpls traffic-eng
MPLS-TEトンネルおよびトンネルインターフェイスとして宛先タイプを指定するには、XR
EXECモードで ping mpls traffic-engコマンドを使用します。

ping mpls traffic-eng tunnel tunnel-ID [dsmap] [exp exp-bits ] [force-explicit-null] [interval
min-send-delay] [pad pattern] [repeat count] [reply {dscp dscp-value | reply mode {ipv4 |
no-reply | router-alert} | reply pad-tlv}] [revision version] [size packet-size] [source
source-address] [sweep min-value max-value increment] [timeout timeout] [ttl value] [verbose]

構文の説明 MPLSTraffic Engineering（TE;トラフィック処理）トンネルおよびト
ンネルインターフェイス番号として宛先タイプを指定します。トン

ネルインターフェイスの範囲は 0～ 65535です。

tunnel tunnel-ID

（任意）ダウンストリームマッピング（DSMAP）タイプの長さおよ
び値が LSPエコー要求に含まれるように指定します。

dsmap

（任意）エコー応答に対するMPLSヘッダーのMPLS試験フィール
ド値を指定します。指定できる範囲は、0～ 7です。デフォルトは
0です。

exp exp-bits

（任意）非送信請求の明示的なヌルラベルを強制的にMPLSラベル
スタックに追加し、最後から 2番目のホップでの LSPの破損の検出
に LSP pingを使用することを許可します。

force-explicit-null

（任意）要求間の送信間隔を指定します（ミリ秒単位）。範囲は 0
～ 3600000です。デフォルトは 0です。

interval min-send-delay

（任意）エコー要求のパッドパターンを指定します。pad pattern

（任意）パケットを再送信する回数を指定します。範囲は 1～
2147483647です。デフォルトは 5です。

repeat count

（任意）MPLSエコー応答の DiffServコードポイント値を指定しま
す。

reply dscp dscp-value

（任意）エコー要求パケットの応答モードを指定します。

no-reply

応答しない

ipv4

IPv4 UDPパケットで応答（デフォルト）

router-alert

IPルータアラートを設定して IPv4 UDPパケットで応答

reply mode [ipv4 |
router-alert | no-reply ]

（任意）パッド TLVが包含されるように指定します。reply pad-tlv
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（任意）Cisco拡張 TLVバージョンフィールドを指定します。

• 1 draft-ietf-mpls-lsp-ping-03（初版）
• 2 draft-ietf-mpls-lsp-ping-03（リビジョン 1）
• 3 draft-ietf-mpls-lsp-ping-03（リビジョン 2）
• 4 draft-ietf-mpls-lsp-ping-09（初版）

revision version

（任意）各MPLSエコー要求パケットのパケットサイズおよびバイ
ト数を指定します。範囲は 100～ 17986です。デフォルトは 100で
す。

size packet-size

（任意）エコー要求パケットで使用される送信元アドレスを指定し

ます。

source source-address

（任意）送信済みエコーパケットのサイズの範囲を指定します。

min-value

エコーパケットの最小サイズまたは開始サイズ（範囲は 100～
17986です）

max-value

エコーパケットの最大サイズまたは終了サイズ（範囲は 100～
17986です）

interval

エコーパケットサイズを増分するために使用される数（範囲は

1～ 8993です）

sweep min-value
max-value interval

（任意）タイムアウト間隔を秒単位で指定します。範囲は 0～ 3600
です。デフォルト値は 2です。

timeout timeout

（任意）MPLSラベルで使用される TTL値を指定します（範囲は 1
～ 255です）。

ttl value

（任意）MPLSエコー応答、パケット送信者のアドレス、および戻
りコードを含む、詳細出力情報をイネーブルにします。

verbose

コマンドデフォルト exp exp-bits：0

interval min-send-delay：0

repeat count：5

reply-mode：IPv4

timeout timeout：2

コマンドモード XR EXECモード
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コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン output interfaceキーワードで、MPLSエコー要求パケットが送信される出力インターフェイス
を指定します。指定した出力インターフェイスがLSPの一部でない場合、パケットは送信され
ません。

sweepキーワードが使用されている場合、発信インターフェイスのMTUより大きい値は送信
されません。

pingコマンドはエコー要求パケットをアドレスに送信し、応答を待ちます。ping出力により、
パス/ホスト間の信頼性やパス上の遅延を評価したり、ホストが到達可能かどうか、または機
能しているかどうかを確認したりできます。

光 LSPでは、ping mpls traffic-engコマンドはサポートされていません。LSPパスで光 LSPが
検出された場合は、物理インターフェイスとして処理されます。

（注）

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、TEトンネル 10が存在する場合に ping mpls traffic-engコマンドを使用して接
続性を検証する例を示します。verboseキーワードにより、戻りコード、応答アドレ
ス、およびパケットサイズが表示されます。

RP/0/RP0/cpu 0: router# ping mpls traffic-eng tunnel 10 repeat 1 verbose

Sending 1, 100-byte MPLS Echos to tunnel-te10,
timeout is 2 seconds, send interval is 0 msec:

Codes: '!' - success, 'Q' - request not sent, '.' - timeout,
'L' - labeled output interface, 'B' - unlabeled output interface,
'D' - DS Map mismatch, 'F' - no FEC mapping, 'f' - FEC mismatch,
'M' - malformed request, 'm' - unsupported tlvs, 'N' - no rx label,
'P' - no rx intf label prot, 'p' - premature termination of LSP,
'R' - transit router, 'X' - unknown return code, 'x' - return code 0

Type escape sequence to abort.
! size 100, reply addr 196.100.1.18, return code 3

Success rate is 100 percent (1/1), round-trip min/avg/max = 15/15/15 ms
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ping mpls traffic-eng tunnel-tp
MPLS-TPトンネルおよびトンネルインターフェイスとして宛先タイプを指定するには、XR
EXECモードで ping mpls traffic-eng tunnel-tpコマンドを使用します。

ping mpls traffic-eng tunnel-tp tunnel-id [ddmap] [destination start-address end-address
increment] [dsmap] [ encap{cv-ip | cv-non-ip | ip}] [exp exp-bits ] [flags {fec | reverse-verification
}] [interval min-send-delay][ lsp{active | protect | working}][pad pattern][repeat count] [reply
{dscp dscp-value | mode{control-channel | no-reply } | pad-tlv}] [size packet-size] [source
source-address] [sweep min value max value increment] [timeout timeout] [ttl value] [verbose]

構文の説明 MPLSトランスポートプロファイル（MPLS-TP）ト
ンネルおよびトンネルインターフェイス番号として

宛先タイプを指定します。トンネルインターフェイ

スの範囲は 0～ 65535です。

tunnel-tp tunnel-ID

（任意）ダウンストリーム詳細マッピング

（DDMAP）TLVが LSPエコー要求に含まれるよう
に指定します。

ddmap

エコー要求パケット宛先アドレスとして使用するネッ

トワーク 127/8アドレスを指定します。

start address

ネットワークアドレスの開始。

end address

終了ネットワークアドレスの開始。

address increment

ネットワークアドレスの増分値（10進数の値ま
たは IPアドレスで表記）。

destination start-address end-address
increment

（任意）ダウンストリームマッピング（DSMAP）
タイプの長さおよび値がLSPエコー要求に含まれる
ように指定します。

dsmap
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（任意）使用するMPLS-TPカプセル化タイプを指
定します。

cv-ip

GACHチャネル 0x0021では IPカプセル化を使
用します。

cv-non-ip

GACHチャネル 0x0025では非 IPカプセル化を
使用します。

ip

IPカプセル化を使用します。

encap { cv-ip | cv-non-ip | ip }

（任意）エコー応答に対するMPLSヘッダーのMPLS
試験フィールド値を指定します。指定できる範囲は、

0～ 7です。デフォルトは 0です。

exp exp-bits

（任意）使用するフラグオプションを指定します。

fec

転送等価クラス（FEC）スタック検証が中継ルー
タで実行されることを要求します。

reverse-verification

リバースパス接続性検証を要求します。

flags { fec | reverse-verification }

（任意）要求間の送信間隔を指定します（ミリ秒単

位）。範囲は 0～ 3600000です。デフォルトは 0で
す。

interval min-send-delay

（任意）使用する LSPを指定します。

active

アクティブMPLS-TPトンネル。

protect

保護MPLS-TPトンネル。

working

動作MPLS-TPトンネル。

MPLS-TPトンネルが稼働していない場
合、このオプションを使用すると、LSP
パスのエラーを識別できます。

（注）

lsp { active | protect | working }

（任意）エコー要求のパッドパターンを指定しま

す。

pad pattern

MPLSコマンドリファレンス（Cisco NCS 5500シリーズ、Cisco NCS 540シリーズ、および Cisco NCS 560シリーズルータ）
564

MPLS OAMコマンド
ping mpls traffic-eng tunnel-tp



（任意）パケットを再送信する回数を指定します。

範囲は 1～ 2147483647です。デフォルトは 5です。
repeat count

（任意）MPLSエコー応答の DiffServコードポイン
ト値を指定します。

reply dscp dscp-value

（任意）エコー要求パケットの応答モードを指定し

ます。

control-channel

コントロールチャネルを介して返信を送信しま

す。

no-reply

応答しません。

mode [control-channel | no-reply ]

（任意）パッド TLVが包含されるように指定しま
す。

pad-tlv

（任意）各MPLSエコー要求パケットのパケットサ
イズおよびバイト数を指定します。範囲は 100～
17986です。デフォルトは 100です。

size packet-size

（任意）エコー要求パケットで使用される送信元ア

ドレスを指定します。

source source-address

（任意）送信済みエコーパケットのサイズの範囲を

指定します。

min-value

エコーパケットの最小サイズまたは開始サイズ

（範囲は 100～ 17986です）

max-value

エコーパケットの最大サイズまたは終了サイズ

（範囲は 100～ 17986です）

interval

エコーパケットサイズを増分するために使用さ

れる数（範囲は 1～ 8993です）

sweep min-value max-value interval

（任意）タイムアウト間隔を秒単位で指定します。

範囲は 0～ 3600です。デフォルト値は 2です。
timeout timeout

（任意）MPLSラベルで使用される TTL値を指定し
ます（範囲は 1～ 255です）。

ttl value
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（任意）MPLSエコー応答、パケット送信者のアド
レス、および戻りコードを含む、詳細出力情報をイ

ネーブルにします。

verbose

コマンドデフォルト exp exp-bits：0

interval min-send-delay：0

repeat count：5

timeout timeout：2

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン sweepキーワードが使用されている場合、発信インターフェイスのMTUより大きい値は送信
されません。

pingコマンドは、エコー要求パケットをアドレスに送信して応答を待ちます。pingの出力は、
パスからホストの信頼性、パス全体での遅延を評価する場合に役立ちます。また、ホストが到

達可能であるか、および機能しているかどうかを判断する場合にも役立ちます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、非 IP-ACHカプセル化を使用した ping mpls traffic-eng tunnel-tpコマンドの出力
例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# ping mpls traffic-eng tunnel-tp 1 encap cv-non-ip

Sending 5, 100-byte MPLS Echos to tunnel-tp1,
timeout is 2 seconds, send interval is 0 msec:

Codes: '!' - success, 'Q' - request not sent, '.' - timeout,
'L' - labeled output interface, 'B' - unlabeled output interface,
'D' - DS Map mismatch, 'F' - no FEC mapping, 'f' - FEC mismatch,
'M' - malformed request, 'm' - unsupported tlvs, 'N' - no rx label,
'P' - no rx intf label prot, 'p' - premature termination of LSP,
'R' - transit router, 'I' - unknown upstream index,
'X' - unknown return code, 'x' - return code 0

Type escape sequence to abort.

!!!!!
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Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 3/11/45 ms

次に、非 IP-ACHカプセル化および冗長オプションを使用した ping mpls traffic-eng
tunnel-tpコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# ping mpls traffic-eng tunnel-tp 1 encap cv-non-ip

Sending 5, 100-byte MPLS Echos to tunnel-tp1,
timeout is 2 seconds, send interval is 0 msec:

Codes: '!' - success, 'Q' - request not sent, '.' - timeout,
'L' - labeled output interface, 'B' - unlabeled output interface,
'D' - DS Map mismatch, 'F' - no FEC mapping, 'f' - FEC mismatch,
'M' - malformed request, 'm' - unsupported tlvs, 'N' - no rx label,
'P' - no rx intf label prot, 'p' - premature termination of LSP,
'R' - transit router, 'I' - unknown upstream index,
'X' - unknown return code, 'x' - return code 0

Type escape sequence to abort.

! size 100, reply node id 12.12.12.3, global id 0, return code 3
! size 100, reply node id 12.12.12.3, global id 0, return code 3
! size 100, reply node id 12.12.12.3, global id 0, return code 3
! size 100, reply node id 12.12.12.3, global id 0, return code 3
! size 100, reply node id 12.12.12.3, global id 0, return code 3

Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 3/3/4 ms

次に、非 IP-ACHカプセル化および DSMAP/DDMAPオプションを使用した ping mpls
traffic-eng tunnel-tpコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# ping mpls traffic-eng tunnel-tp 1 encap cv-non-ip

Sending 1, 100-byte MPLS Echos to tunnel-tp1,
timeout is 2 seconds, send interval is 0 msec:

Codes: '!' - success, 'Q' - request not sent, '.' - timeout,
'L' - labeled output interface, 'B' - unlabeled output interface,
'D' - DS Map mismatch, 'F' - no FEC mapping, 'f' - FEC mismatch,
'M' - malformed request, 'm' - unsupported tlvs, 'N' - no rx label,
'P' - no rx intf label prot, 'p' - premature termination of LSP,
'R' - transit router, 'I' - unknown upstream index,
'X' - unknown return code, 'x' - return code 0

Type escape sequence to abort.

L size 100, reply node id 12.12.12.3, global id 0, return code 8
Echo Reply received from Node ID 12.12.12.3, Global ID 0
DSMAP 0, Ingress Link ID 3, Egress Link ID 4
Depth Limit 0, MRU 1500 [Labels: 1100 Exp: 0]

Success rate is 0 percent (0/1)
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ping pseudowire（AToM）
MPLS（AToM）セットアップ上の Any Transportのプロバイダーエッジ（PE）LSR間の接続性
を検証するには、XR EXECモードで ping pseudowireコマンドを使用します。

ping [mpls] pseudowire remote-PE -address pw-id [exp exp-bits ] [interval min-send-delay]
[pad pattern] [repeat count] [reply {dscp dscp-value | reply mode {ipv4 | no-reply | router-alert
| control-channel} | reply pad-tlv}] [size packet-size] [source source-address] [sweep min-value
max-value increment] [timeout timeout] [ttl value] [verbose]

構文の説明 （任意）ラベル付きスイッチパス（LSP）を確認し
ます。

mpls

リモート PE LSRの IPアドレス。remote-PE address

MPLSの接続性を検証中の疑似回線を識別する疑似
回線 ID。疑似回線は、エコー要求パケットの送信に
使用されています。範囲は 1～ 4294967295です。

pw-id

（任意）エコー応答に対するMPLSヘッダーのMPLS
試験フィールド値を指定します。指定できる範囲は、

0～ 7です。デフォルトは 0です。

exp exp-bits

（任意）要求間の送信間隔を指定します（ミリ秒単

位）。範囲は 0～ 3600000です。デフォルトは 0で
す。

interval min-send-delay

（任意）エコー要求のパッドパターンを指定しま

す。

pad pattern

（任意）パケットを再送信する回数を指定します。

範囲は 1～ 2147483647です。デフォルトは 5です。
repeat count

（任意）MPLSエコー応答の DiffServコードポイン
ト値を指定します。

reply dscp dscp-value
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（任意）エコー要求パケットの応答モードを指定し

ます。

no-reply

応答しない

ipv4

IPv4 UDPパケットで応答（デフォルト）

router-alert

IPルータアラートを設定して IPv4 UDPパケッ
トで応答

control-channel

VCCV制御チャネルの使用を強制します。

定義済み制御チャネルのアプリケーションを使用し

て応答します。これは、応答パスにVCCVが使用さ
れている疑似回線にだけ適用されます。これは、疑

似回線 pingのデフォルトの選択肢です。

reply mode {ipv4 | router-alert | no-reply
| control-channel}

（任意）リプライパッド TLVが包含されるように
指定します。

reply pad-tlv

（任意）各MPLSエコー要求パケットのパケットサ
イズおよびバイト数を指定します。範囲は 100～
17986です。デフォルトは 100です。

size packet-size

（任意）エコー要求パケットで使用される送信元ア

ドレスを指定します。

source source-address

送信済みエコーパケットのサイズの範囲を指定しま

す。

min-value

エコーパケットの最小サイズまたは開始サイズ

（範囲は 100～ 17986です）

max-value

エコーパケットの最大サイズまたは終了サイズ

（範囲は 100～ 17986です）

interval

エコーパケットサイズを増分するために使用さ

れる数（範囲は 1～ 8993です）

sweep min-value max-value interval

（任意）タイムアウト間隔を秒単位で指定します。

範囲は 0～ 3600です。デフォルト値は 2秒です。
timeout timeout
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（任意）MPLSラベルで使用される TTL値を指定し
ます（範囲は 1～ 255です）。

ttl value

（任意）MPLSエコー応答、パケット送信者のアド
レス、および戻りコードを含む、詳細出力情報をイ

ネーブルにします。

verbose

コマンドデフォルト exp exp bits：0

interval min-send-delay：0

repeat count：5

reply-mode：IPv4

timeout timeout：2

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

リモート PEに到達するためのトランスポートとして、セグメントルーティン
グと SR-TEポリシー優先パスをサポートしました。

Label Distribution Protocol（LDP）は、PWアップを通知するために必
要ですが、トランスポートとしては必要ありません。

（注）

リリース
6.3.2

使用上のガイドライン sweepキーワードが使用されている場合は、発信インターフェイスのMTUより大きい値は送
信されません。

pingコマンドはエコー要求パケットをアドレスに送信し、応答を待ちます。ping出力により、
パス/ホスト間の信頼性やパス上の遅延を評価したり、ホストが到達可能かどうか、または機
能しているかどうかを確認したりできます。

光 LSPでは、ping mplsコマンドはサポートされていません。LSPパスで光 LSPが検出された
場合は、物理インターフェイスとして処理されます。

（注）

AToM VCCVにより、送信元プロバイダーエッジ（PE）ルータからの AToM疑似回線（PW）
の帯域内コントロールパケットの送信が可能になります。伝送は宛先 PEルータで代行受信さ
れ、カスタマーエッジ（CE）ルータには転送されません。これにより、MPLS LSP pingを使
用した AToM仮想回線（VC）の疑似回線セクションのテストが可能になります。

対話型バージョンの ping pseudowire (AToM)コマンドはサポートされていません。

コントロールワードの設定は、着信側プロバイダーエッジ（T-PE）間のパス上全体でイネー
ブルになっているか、または完全にディセーブルになっています。コントロールワードの設定
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が1つのセグメントでイネーブルであり、別のセグメントでディセーブルの場合、マルチセグ
メント疑似配線がアップしません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、ping mpls pseudowireコマンドを使用してリモートPEアドレスが 150.150.150.150
である PE間の接続性を検証する例を示します。送信されるエコー要求は 1件だけで
あり、リモート PEは制御チャネルではなく IPv4を使用して応答します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# ping mpls pseudowire 150.150.150.150 21 repeat 1 reply mode ipv4

Sending 1, 100-byte MPLS Echos to 150.150.150.150 VC: 21,
timeout is 2 seconds, send interval is 0 msec:

Codes: '!' - success, 'Q' - request not sent, '.' - timeout,
'L' - labeled output interface, 'B' - unlabeled output interface,
'D' - DS Map mismatch, 'F' - no FEC mapping, 'f' - FEC mismatch,
'M' - malformed request, 'm' - unsupported tlvs, 'N' - no rx label,
'P' - no rx intf label prot, 'p' - premature termination of LSP,
'R' - transit router, 'I' - unknown upstream index,
'X' - unknown return code, 'x' - return code 0

Type escape sequence to abort.
!
Success rate is 100 percent (1/1), round-trip min/avg/max = 23/23/23 ms
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ping mpls traffic-eng tunnel-te（P2P）
MPLS-TEトンネルおよびトンネルインターフェイスとして宛先タイプを指定するには、XR
EXECモードで ping mpls traffic-eng tunnel-teコマンドを使用します。

ping mpls traffic-eng tunnel-te tunnel-ID {destination start-address end-address increment}[dsmap]
[exp exp-bits ] [force-explicit-null] [interval min-send-delay] [ lsp{active | path-protect}][pad
pattern] [repeat count] [reply {dscp dscp-value | mode {ipv4 | no-reply | router-alert} | pad-tlv}]
[revision version] [size packet-size] [source source-address] [sweep min-value max-value
increment] [timeout timeout] [ttl value] [verbose]

構文の説明 MPLSTraffic Engineering（TE;トラフィック処理）ト
ンネルおよびトンネルインターフェイス番号として

宛先タイプを指定します。トンネルインターフェイ

スの範囲は 0～ 65535です。

tunnel-te tunnel-ID

エコー要求パケット宛先アドレスとして使用するネッ

トワーク 127/8アドレスを指定します。

start address

ネットワークアドレスの開始。

end address

終了ネットワークアドレスの開始。

address increment

ネットワークアドレスの増分値（10進数の値ま
たは IPアドレスで表記）。

destination start-address end-address
increment

LSPエコー要求に含める downstream mappingタイ
プの長さと値を指定します。

dsmap

（任意）エコー応答に対するMPLSヘッダーのMPLS
試験フィールド値を指定します。指定できる範囲は、

0～ 7です。デフォルトは 0です。

exp exp-bits

（任意）非送信請求の明示的なヌルラベルを強制的

にMPLSラベルスタックに追加し、最後から 2番目
のホップでのLSPの破損の検出にLSP pingを使用す
ることを許可します。

force-explicit-null

（任意）要求間の送信間隔を指定します（ミリ秒単

位）。範囲は 0～ 3600000です。デフォルトは 0で
す。

interval min-send-delay

（任意）使用する LSPを指定します。lsp { active | | path-protect}
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（任意）エコー要求のパッドパターンを指定しま

す。

pad pattern

（任意）パケットを再送信する回数を指定します。

範囲は 1～ 2147483647です。デフォルトは 5です。
repeat count

（任意）MPLSエコー応答の DiffServコードポイン
ト値を指定します。

reply dscp dscp-value

（任意）エコー要求パケットの応答モードを指定し

ます。

no-reply

応答しない

ipv4

IPv4 UDPパケットで応答（デフォルト）

router-alert

IPルータアラートを設定して IPv4 UDPパケッ
トで応答

mode [ipv4 | router-alert | no-reply ]

（任意）パッド TLVが包含されるように指定しま
す。

reply pad-tlv

（任意）Cisco拡張 TLVバージョンフィールドを指
定します。

• 1 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03 (initial)
• 2 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03 (rev 1)
• 3 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03 (rev 2)
• 4 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-09 (initial)

revision version

（任意）各MPLSエコー要求パケットのパケットサ
イズおよびバイト数を指定します。範囲は 100～
17986です。デフォルトは 100です。

size packet-size

（任意）エコー要求パケットで使用される送信元ア

ドレスを指定します。

source source-address
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（任意）送信済みエコーパケットのサイズの範囲を

指定します。

min-value

エコーパケットの最小サイズまたは開始サイズ

（範囲は 100～ 17986です）

max-value

エコーパケットの最大サイズまたは終了サイズ

（範囲は 100～ 17986です）

interval

エコーパケットサイズを増分するために使用さ

れる数（範囲は 1～ 8993です）

sweep min-value max-value interval

（任意）タイムアウト間隔を秒単位で指定します。

範囲は 0～ 3600です。デフォルト値は 2です。
timeout timeout

（任意）MPLSラベルで使用される TTL値を指定し
ます（範囲は 1～ 255です）。

ttl value

（任意）MPLSエコー応答、パケット送信者のアド
レス、および戻りコードを含む、詳細出力情報をイ

ネーブルにします。

verbose

コマンドデフォルト exp exp-bits：0

interval min-send-delay：0

repeat count：5

reply-mode：IPv4

timeout timeout：2

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン output interfaceキーワードで、MPLSエコー要求パケットが送信される出力インターフェイス
を指定します。指定した出力インターフェイスがLSPの一部でない場合、パケットは送信され
ません。

sweepキーワードが使用されている場合、発信インターフェイスのMTUより大きい値は送信
されません。
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pingコマンドは、エコー要求パケットをアドレスに送信して応答を待ちます。pingの出力は、
パスからホストの信頼性、パス全体での遅延を評価する場合に役立ちます。また、ホストが到

達可能であるか、および機能しているかどうかを判断する場合にも役立ちます。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp
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ping pseudowire multisegment
マルチセグメント疑似配線上で pingを確認するには、XR EXECモードで ping pseudowire
multisegmentコマンドを使用します。

ping [mpls] pseudowire multisegment end-address pw-id [destinationfec sender-address
remote-address pw-id-address] [exp exp-bits ] [interval min-send-delay] [pad pattern] [repeat
count] [segment-count segment-number] [reply {dscp dscp-value | mode {ipv4 | no-reply |
router-alert | control-channel} | pad-tlv}] [size packet-size] [source source-address] [sweep min
value max value increment] [timeout timeout] [verbose]

構文の説明 （任意）ラベルスイッチパス（LSP）を確認
します。

mpls

宛先終了アドレス。end-address

MPLSの接続性を検証中の疑似配線を識別する
疑似回線 IDの仮想回線。疑似配線は、エコー
要求パケットを送信します。範囲は 1～
4294967295です。

pw-id

（任意）転送等価クラス（FEC）の宛先を指定
します。

sender-address

宛先 FECの Sender-PE（S-PE）アドレス。
S-PEアドレスは、FEC 128疑似配線（RFC
4379）の S-PEアドレスフィールドにあり
ます。

remote-address

宛先 FECのリモートアドレス（部分的な
pingのS-PEアドレス）。アドレスは、FEC
128疑似配線（RFC 4379）のリモート PE
アドレスにあります。

pw-id-address

リモート T-PEアドレス（部分的な pingの
S-PEアドレス）への疑似配線セグメントの
疑似配線 ID。

destinationfec sender-address remote-address
pw-id-address

（任意）エコー応答に対するMPLSヘッダーの
MPLS試験フィールド値を指定します。指定で
きる範囲は、0～ 7です。デフォルトは 0で
す。

exp exp-bits
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（任意）要求間の送信間隔を指定します（ミリ

秒単位）。範囲は 0～ 3600000です。デフォル
トは 0です。

interval min-send-delay

（任意）エコー要求のパッドパターンを指定

します。

pad pattern

（任意）パケットを再送信する回数を指定しま

す。範囲は 1～ 2147483647です。デフォルト
は 5です。

repeat count

（任意）MPLSエコー応答のDiffServコードポ
イント値を指定します。

reply dscp dscp-value

（任意）エコー要求パケットの応答モードを指

定します。

no-reply

応答しない

ipv4

IPv4 UDPパケットで応答（デフォルト）

router-alert

IPルータアラートを設定して IPv4 UDPパ
ケットで応答

control-channel

VCCV制御チャネルの使用を強制します。

定義済み制御チャネルのアプリケーションを使

用して応答します。これは、応答パスにVCCV
が使用されている疑似回線にだけ適用されま

す。これは、疑似回線 pingのデフォルトの選
択肢です。

reply mode {ipv4 | router-alert | no-reply |
control-channel}

（任意）マルチセグメント疑似配線の FEC宛
先のセグメント数を指定します。セグメント数

は TTL値の疑似配線ラベルに使用されます。

segment-count

（任意）セグメント数の値。範囲は 1～ 255で
す。

segment-number

（任意）パッド TLVが包含されるように指定
します。

pad-tlv

（任意）各MPLSエコー要求パケットのパケッ
トサイズおよびバイト数を指定します。範囲

は 100～ 17986です。デフォルトは 100です。

size packet-size
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送信済みエコーパケットのサイズの範囲を指

定します。

min value

エコーパケットの最小サイズまたは開始サ

イズ（範囲は 100～ 17986です）

max value

エコーパケットの最大サイズまたは終了サ

イズ（範囲は 100～ 17986です）

interval

エコーパケットサイズを増分するために

使用される数（範囲は 1～ 8993です）

sweep min value max value interval

（任意）エコー要求パケットで使用される送信

元アドレスを指定します。

source source-address

（任意）タイムアウト間隔を秒単位で指定しま

す。範囲は 0～ 3600です。デフォルト値は 2
秒です。

timeout timeout

（任意）MPLSエコー応答、パケット送信者の
アドレス、および戻りコードを含む、詳細出力

情報をイネーブルにします。

verbose

コマンドデフォルト exp exp-bits：0

interval min-send-delay ：0

repeat count：5

reply-mode：IPv4

size packet-size：100

timeout timeout：2秒

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

使用上のガイドライン 部分的な pingは、destinationfecキーワードを使用する場合だけ機能します。

コントロールワードの設定は、着信側プロバイダーエッジ（T-PE）間のパス上全体でイネー
ブルになっているか、または完全にディセーブルになっています。コントロールワードの設定
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が1つのセグメントでイネーブルであり、別のセグメントでディセーブルの場合、マルチセグ
メント疑似配線がアップしません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

次の例では、T-PE1からローカル疑似配線セグメントがS-PE180.80.80.80に設定され、
疑似配線 IDが 100に設定される例を示します。マルチセグメント疑似配線の最後の疑
似配線セグメントは S-PE1 80.80.80.80から T-PE2 90.90.90.90であり、疑似配線 IDは
300に設定されます。

RP/0/RP0/cpu 0: router# ping pseudowire multisegment 80.80.80.80 100 destinationfec
80.80.80.80 90.90.90.90 300 segment-count 2

Sending 5, 100-byte MPLS Echos to 80.80.80.80 VC: 100, 90.90.90.90 VC: 300
timeout is 2 seconds, send interval is 0 msec, PW Label TTL is 2:

Codes: '!' - success, 'Q' - request not sent, '.' - timeout,
'L' - labeled output interface, 'B' - unlabeled output interface,
'D' - DS Map mismatch, 'F' - no FEC mapping, 'f' - FEC mismatch,
'M' - malformed request, 'm' - unsupported tlvs, 'N' - no rx label,
'P' - no rx intf label prot, 'p' - premature termination of LSP,
'R' - transit router, 'I' - unknown upstream index,
'X' - unknown return code, 'x' - return code 0

Type escape sequence to abort.
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 6/10/18 ms
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show mpls oam
MPLS OAM情報を表示するには、XR EXECモードで show mpls oamコマンドを使用します。

show mpls oam {client | counters {global | packet} | interface type interface-path-id}

構文の説明 LSPVサーバに登録されているクライアントを表示します。client

LSP検証グローバルカウンタを表示します。counters global

LSP検証パケットカウンタを表示します。counters packet

特定のインターフェイスの LSP検証情報を表示します。interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）を使用してオンラ
インヘルプを参照してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

mpls-static
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例 次に、MPLS OAMクライアント情報を表示する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls oam client

Client Process: l2vpn_mgr Node: 0/0/SP Pid: 418014
Client Process: te_control Node: 0/0/SP Pid: 639227

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 75 : show mpls oam clientコマンドフィールドの説明

説明フィールド

クライアントのプロセス。Client
Process
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show mpls oam database
MPLS OAMデータベース情報を表示するには、XR EXECモードで show mpls oam databaseコ
マンドを使用します。

show mpls oam database { requests | tt-requests} [detail] [handle handle-value ]

構文の説明 要求データベースを表示します。requests

ツリートレース要求データベースを表示します。tt-requests

（任意）表示情報を表示します。detail

（任意）ハンドル情報を処理します。handle

汎用ハンドル値。範囲は 0～ 4294967295です。handle-value

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

mpls-static

例 次に、MPLS OAMデータベースの詳細情報を表示する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls oam database request detail
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traceroute mpls ipv4
Label Distribution Protocol（LDP）IPv4宛先への移動時にパケットがたどるルートを調べるに
は、XR EXECモードで traceroute mplsコマンドを使用します。

traceroute mpls ipv4address/mask [destination start-address end-address address-increment]
[exp exp-bits ] [flags fec] [force-explicit-null] [output {interface type interface-path-id [nexthop
nexthop-address] | [nexthop nexthop-address]}] [reply {dscp dscp-value | reply mode {ipv4 |
router-alert}}] [revision version] [source source-address] [timeout timeout] [ttl value] [verbose]
[fec-type {bgp | generic | ldp}]

構文の説明 ラベル配布プロトコル（LDP）プレフィックスとして宛先タイプを
指定します。宛先のアドレスプレフィックスおよび宛先アドレス

ネットワークマスクのビット数。

address/mask

エコー要求パケット宛先アドレスとして使用するネットワーク 127
アドレスを指定します。

start address

ネットワークアドレスの開始。

end address

ネットワークアドレスの終了。

address increment

ネットワークアドレスの増分値。

destination start-address
end-address
address-increment

（任意）エコー応答に対するMPLSヘッダーのMPLS試験フィール
ド値を指定します。指定できる範囲は、0～ 7です。デフォルトは 0
です。

exp exp-bits

（任意）転送等価クラス（FEC）スタック検証が、中継ルータで実
行されるように指定します。

flags fec

（任意）非送信請求の明示的なヌルラベルを強制的にMPLSラベル
スタックに追加し、最後から 2番目のホップでの LSPの破損の検出
に LSP pingを使用することを許可します。

force-explicit-null

（任意）エコー要求パケットが送信される出力インターフェイスを

指定します。

output interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライン
ヘルプ機能を使用します。

type
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物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスの

リストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用します。

interface-path-id

（任意）ネクストホップの IPアドレスを指定します。nexthop

（任意）ネクストホップの IPアドレス。nexthop-address

（任意）MPLSエコー応答の DiffServコードポイント値を指定しま
す。

reply dscp dscp-value

（任意）エコー要求パケットの応答モードを指定します。

ipv4

IPv4 UDPパケットで応答（デフォルト）

router-alert

ルータアラートを含む IPv4 UDPパケットで応答

reply mode { ipv4 |
router-alert}

（任意）Cisco拡張 TLVバージョンフィールドを指定します。

• 1 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03 (initial)
• 2 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03 (rev 1)
• 3 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03 (rev 2)
• 4 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-09 (initial)

revision version

（任意）エコー要求パケットで使用される送信元アドレスを指定し

ます。

source source-address

（任意）タイムアウト間隔を秒単位で指定します。範囲は 0～ 3600
です。デフォルト値は 2です。

timeout timeoutt

（任意）ホップの最大数を指定します（範囲は 1～ 255です）。ttl value

（任意）MPLSエコー応答、パケット送信者のアドレス、および戻
りコードを含む、詳細出力情報をイネーブルにします。

verbose
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（任意）使用する FECタイプを指定します。

bgp

BGPとして FECタイプを使用します。

generic

genericとして FECタイプを使用します。

ldp

LDPとして FECタイプを使用します。

fec-type

コマンドデフォルト exp exp-bits：0

reply mode：IPv4

timeout timeout：2

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン

光 LSPでは、traceroute mplsコマンドはサポートされていません。LSPパスで光 LSPが検出
された場合は、物理インターフェイスとして処理されます。

（注）

MPLS LSPトレースの動作に関する設定の詳細は、『System Monitoring Configuration Guide』を
参照してください。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、宛先をトレースする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# traceroute mpls ipv4 140.140.140.140/32
destination 127.0.0.10 127.0.0.15 1

Tracing MPLS Label Switched Path to 140.140.140.140/32, timeout is 2
seconds

Codes: '!' - success, 'Q' - request not sent, '.' - timeout,
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'L' - labeled output interface, 'B' - unlabeled output interface,
'D' - DS Map mismatch, 'F' - no FEC mapping, 'f' - FEC mismatch,
'M' - malformed request, 'm' - unsupported tlvs, 'N' - no rx label,
'P' - no rx intf label prot, 'p' - premature termination of LSP,
'R' - transit router, 'I' - unknown upstream index,
'X' - unknown return code, 'x' - return code 0

Type escape sequence to abort.

Destination address 127.0.0.10

0 196.100.1.41 MRU 4470 [Labels: 19 Exp: 0]
L 1 196.100.1.42 MRU 4470 [Labels: 86 Exp: 0] 360 ms
2 196.100.1.50 MRU 4470 [Labels: implicit-null Exp: 0] 8 ms

! 3 196.100.1.18 9 ms

次に、genericおよび verboseオプションで指定した FECタイプの宛先をトレースする
例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# traceroute mpls ipv4 11.11.11.11/32 fec-type generic output
interface gigabitEthernet 0/0/0/3
nexthop 172.40.103.2 verbose

Tracing MPLS Label Switched Path to 11.11.11.11/32, timeout is 2 seconds

Codes: '!' - success, 'Q' - request not sent, '.' - timeout,
'L' - labeled output interface, 'B' - unlabeled output interface,
'D' - DS Map mismatch, 'F' - no FEC mapping, 'f' - FEC mismatch,
'M' - malformed request, 'm' - unsupported tlvs, 'N' - no rx label,
'P' - no rx intf label prot, 'p' - premature termination of LSP,
'R' - transit router, 'I' - unknown upstream index,
'X' - unknown return code, 'x' - return code 0

Type escape sequence to abort.

0 172.40.103.1 172.40.103.2 MRU 1500 [Labels: 16038 Exp: 0]
L 1 172.40.103.2 173.101.103.1 MRU 1500 [Labels: 16037 Exp: 0] 6 ms, ret code 8
L 2 173.101.103.1 11.101.11.11 MRU 1500 [Labels: implicit-null Exp: 0] 4 ms, ret code 8
! 3 11.101.11.11 6 ms, ret code 3
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traceroute mpls multipath
入力ルータと出力ルータ間で LSPがたどることができるすべてのパスを検出するには、XR
EXECモードで traceroute mpls multipathコマンドを使用します。

traceroute mpls multipath ipv4 address/mask [destination start-address/end-address
address-increment] [exp exp-bits ] [flags fec] [force-explicit-null] [hashkey ipv4 bitmap bit-size]
[interval min-send-delay] [output {interface type interface-path-id [nexthop nexthop-address]
| [nexthop nexthop-address]}] [reply {dscp dscp-value | reply mode{ipv4 | router-alert}}]
[retry-count count] [revision version] [source source-address] [timeout timeout] [ttl value]
[verbose] [fec-type {bgp | generic | ldp}]

構文の説明 ラベル配布プロトコル（LDP）IPv4アドレスとして宛先タイプを指
定します。

ipv4

宛先のアドレスプレフィックスおよび宛先アドレスネットワークマ

スクのビット数。

address/mask

（任意）エコー要求パケット宛先アドレスとして使用するネットワー

ク 127アドレスを指定します。

start-address

ネットワークアドレスの開始。

end-address

ネットワークアドレスの終了。

address-increment

ネットワークアドレスの増分値。

destination start-address
end-address address
-increment

（任意）エコー応答に対するMPLSヘッダーのMPLS試験フィール
ド値を指定します。指定できる範囲は、0～ 7です。デフォルトは 0
です。

exp exp-bits

（任意）転送等価クラス（FEC）スタック検証が、中継ルータで実
行されるように指定します。

flags fec

（任意）非送信請求の明示的なヌルラベルを強制的にMPLSラベル
スタックに追加し、最後から 2番目のホップでの LSPの破損の検出
に LSP pingを使用することを許可します。

force-explicit-null

（任意）ハッシュキー/マルチパス設定のユーザコントロールを可
能にします。範囲は 0～ 256です。デフォルト値は 32です。

hashkey ipv4 bitmap
bit-size

（任意）要求間の送信間隔を指定します（ミリ秒単位）。範囲は 0
～ 3600000です。デフォルトは 0です。

interval min-send-delay
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（任意）エコー要求パケットが送信される出力インターフェイスを

指定します。

output interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライン
ヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスの

リストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用します。

interface-path-id

（任意）ネクストホップの IPアドレスを指定します。nexthop

（任意）ネクストホップの IPアドレス。nexthop-address

（任意）MPLSエコー応答の DiffServコードポイント値を指定しま
す。

reply dscp dscp-value

（任意）エコー要求パケットの応答モードを指定します。

ipv4

IPv4 UDPパケットで応答（デフォルト）

router-alert

ルータアラートを含む IPv4 UDPパケットで応答

reply mode [ ipv4 |
router-alert]

（任意）マルチパス LSP traceroute中の再試行回数を指定します。次
の場合に再試行が行われます。

•未処理のエコー要求が、対応するエコー応答の待機中にタイム
アウトした場合。

•未処理のエコー要求が、特定の発信パスを実行するために設定
された有効な宛先アドレスを見つけられない場合。範囲は 0～
10です。デフォルトは 3です。

retry-count count

（任意）Cisco拡張 TLVバージョンフィールドを指定します。

• 1 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03 (initial)
• 2 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03 (rev 1)
• 3 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03 (rev 2)
• 4 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-09 (initial)

revision version

（任意）エコー要求パケットで使用される送信元アドレスを指定し

ます。

source source-address

（任意）タイムアウト間隔を秒単位で指定します。範囲は 0～ 3600
です。デフォルト値は 2です。

timeout timeout
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（任意）ホップの最大数を指定します（範囲は 1～ 255です）。ttl value

（任意）MPLSエコー応答、パケット送信者のアドレス、および戻
りコードを含む、詳細出力情報をイネーブルにします。

verbose

（任意）使用する FECタイプを指定します。

bgp

BGPとして FECタイプを使用します。

generic

genericとして FECタイプを使用します。

ldp

LDPとして FECタイプを使用します。

fec-type

コマンドデフォルト exp exp-bits：0

hashkey ipv4 bitmap bit-size：4

interval min-send-delay：0

reply mode：IPv4

retry-count：3

timeout timeout：2

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン hashkey ipv4 bitmapキーワードと bit-size値で DSMAPマルチパスフィールドで符号化される
アドレスの数を制御します。値が大きいほど、ネットワーク全体での等価マルチパスの対象範

囲が広がりますが、ヘッド、ミッド、テールの各ルータでの処理量が増加します。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、LDP IPv4プレフィックスとして宛先タイプを指定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# traceroute mpls multi ipv4 140.140.140.140/32 verbose
force-explicit-null
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Starting LSP Path Discovery for 140.140.140.140/32

Codes: '!' - success, 'Q' - request not sent, '.' - timeout,
'L' - labeled output interface, 'B' - unlabeled output interface,
'D' - DS Map mismatch, 'F' - no FEC mapping, 'f' - FEC mismatch,
'M' - malformed request, 'm' - unsupported tlvs, 'N' - no rx label,
'P' - no rx intf label prot, 'p' - premature termination of LSP,
'R' - transit router, 'I' - unknown upstream index,
'X' - unknown return code, 'x' - return code 0

Type escape sequence to abort.

LL!
Path 0 found,
output interface POS0/2/0/3 source 196.100.1.61 destination 127.0.0.1
0 196.100.1.61 196.100.1.62 MRU 4470 [Labels: 18/explicit-null Exp: 0/0] multipaths 0
L 1 196.100.1.62 196.100.1.10 MRU 4470 [Labels: 17/explicit-null Exp: 0/0] ret code 8
multipaths 1
L 2 196.100.1.10 196.100.1.18 MRU 4470 [Labels: implicit-null/explicit-null Exp: 0/0]
ret code 8 multipaths 1
! 3 196.100.1.1018, ret code 3 multipaths 0
LL!
Path 1 found,
output interface GigabitEthernet0/3/0/0 source 196.100.1.5 destination 127.0.0.1
0 196.100.1.5 196.100.1.37 6 MRU 1500 [Labels: 18/explicit-null Exp: 0/0] multipaths

0
L 1 196.100.1.6 196.100.1.10 MRU 4470 [Labels: 17/explicit-null Exp: 0/0] ret code 8

multipaths 1
L 2 10196.0100.21.5 1010 196.0100.21.10 18 MRU 4470 [Labels: implicit-null/explicit-null
Exp: 0/0] ret code 8 multipaths 1
! 3 10196.0100.21.1018, ret code 3 multipaths 0

Paths (found/broken/unexplored) (2/0/0)
Echo Request (sent/fail) (6/0)
Echo Reply (received/timeout) (6/0)
Total Time Elapsed 80 ms

次に、verboseオプションで FECタイプを LDPとして指定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# traceroute mpls multipath ipv4 11.11.11.11/32 fec-type ldp
output interface gigabitEthernet 0/0/0/3
nexthop 172.40.103.2 verbose

Starting LSP Path Discovery for 11.11.11.11/32

Codes: '!' - success, 'Q' - request not sent, '.' - timeout,
'L' - labeled output interface, 'B' - unlabeled output interface,
'D' - DS Map mismatch, 'F' - no FEC mapping, 'f' - FEC mismatch,
'M' - malformed request, 'm' - unsupported tlvs, 'N' - no rx label,
'P' - no rx intf label prot, 'p' - premature termination of LSP,
'R' - transit router, 'I' - unknown upstream index,
'X' - unknown return code, 'x' - return code 0

Type escape sequence to abort.

LL!
Path 0 found,
output interface GigabitEthernet0/0/0/3 nexthop 172.40.103.2
source 172.40.103.1 destination 127.0.0.0
0 172.40.103.1 172.40.103.2 MRU 1500 [Labels: 16038 Exp: 0] multipaths 0

L 1 172.40.103.2 173.101.103.1 MRU 1500 [Labels: 16037 Exp: 0] ret code 8 multipaths 1
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L 2 173.101.103.1 11.101.11.11 MRU 1500 [Labels: implicit-null Exp: 0] ret code 8
multipaths 1
! 3 11.101.11.11, ret code 3 multipaths 0

Paths (found/broken/unexplored) (1/0/0)
Echo Request (sent/fail) (3/0)
Echo Reply (received/timeout) (3/0)
Total Time Elapsed 21 ms
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traceroute mpls traffic-eng
MPLSトラフィックエンジニアリング（TE）トンネルとして宛先タイプを指定するには、XR
EXECモードで traceroute mpls traffic-engコマンドを使用します。

traceroute mpls traffic-eng tunnel tunnel-ID [destination start-address end-address
address-increment increment-mask] [exp exp-bits ] [flags fec] [force-explicit-null] [reply {dscp
dscp-value | reply mode {ipv4 | router-alert}}] [revision version] [source source-address]
[timeout timeout] [ttl value] [verbose]

構文の説明 MPLS-TEトンネルのタイプを指定します。tunnel

トンネルインターフェイス。tunnel-ID

（任意）エコー要求パケット宛先アドレスとして使用するネット

ワーク 127アドレスを指定します。

start-address

ネットワークアドレスの開始。

end-address

ネットワークアドレスの終了。

address-increment

ネットワークアドレスの増分値。

increment-mask

ネットワークアドレスの増分マスク。

destination start-address
end-address address
-increment increment-mask

（任意）エコー応答に対するMPLSヘッダーのMPLS試験フィー
ルド値を指定します。指定できる範囲は、0～ 7です。デフォルト
は 0です。

exp exp-bits

（任意）転送等価クラス（FEC）スタック検証が、中継ルータで実
行されるように指定します。

flags fec

（任意）非送信請求の明示的なヌルラベルを強制的にMPLSラベ
ルスタックに追加し、最後から 2番目のホップでの LSPの破損の
検出に LSP pingを使用することを許可します。

force-explicit-null

（任意）MPLSエコー応答の DiffServコードポイント値を指定し
ます。

reply dscp dscp-value
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（任意）エコー要求パケットの応答モードを指定します。

ipv4

IPv4 UDPパケットで応答（デフォルト）

router-alert

ルータアラートを含む IPv4 UDPパケットで応答

reply mode [ ipv4 |
router-alert]

（任意）Cisco拡張 TLVバージョンフィールドを指定します。

• 1 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03 (initial)
• 2 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03 (rev 1)
• 3 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03 (rev 2)
• 4 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-09 (initial)

revision version

（任意）エコー要求パケットで使用される送信元アドレスを指定

します。

source source-address

（任意）タイムアウト間隔を秒単位で指定します。範囲は0～3600
です。デフォルト値は 2です。

timeout timeout

（任意）ホップの最大数を指定します（範囲は 1～ 255です）。ttl value

（任意）MPLSエコー応答、パケット送信者のアドレス、および戻
りコードを含む、詳細出力情報をイネーブルにします。

verbose

コマンドデフォルト exp exp-bits：0

reply mode：IPv4

timeout timeout：2

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp
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次に、MPLS-TEトンネルとして宛先を指定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# traceroute mpls traffic-eng tunnel 13

Tracing MPLS TE Label Switched Path on tunnel-te13, timeout is 2 seconds

Codes: '!' - success, 'Q' - request not sent, '.' - timeout,
'L' - labeled output interface, 'B' - unlabeled output interface,
'D' - DS Map mismatch, 'F' - no FEC mapping, 'f' - FEC mismatch,
'M' - malformed request, 'm' - unsupported tlvs, 'N' - no rx label,
'P' - no rx intf label prot, 'p' - premature termination of LSP,
'R' - transit router, 'I' - unknown upstream index,
'X' - unknown return code, 'x' - return code 0

Type escape sequence to abort.

0 0.0.0.0 11.0.0.1 MRU 1500 [Labels: 16003 Exp: 0]
L 1 192.168.200.2 192.168.170.1 MRU 1500 [Labels: implicit-null Exp: 0] 110 ms
! 2 192.168.170.1 0.0.0.0 MRU 0 [No Label] 169 ms
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traceroute pseudowire multisegment
マルチセグメント疑似配線のラベル付きスイッチパス（LSP）を確認するには、XREXECモー
ドで traceroute pseudowire multisegmentコマンドを使用します。

traceroute pseudowire multisegment address pw-id [exp exp-bits ] [flags fec] [reply {dscp
dscp-value | mode {ipv4 | no-reply | router-alert | control-channel} | pad-tlv}] [source
source-address] [timeout timeout] [verbose]

構文の説明 次の S-PEのアドレス。address

次の S-PEへの疑似配線セグメントの疑似配線 ID。pw-id

（任意）エコー応答に対するMPLSヘッダーのMPLS試験フィール
ド値を指定します。指定できる範囲は、0～ 7です。デフォルトは
0です。

exp exp-bits

（任意）転送等価クラス（FEC）スタック検証が、中継ルータで実
行されるように指定します。

flags fec

（任意）MPLSエコー応答の DiffServコードポイント値を指定しま
す。

reply dscp dscp-value

（任意）エコー要求パケットの応答モードを指定します。

no-reply

応答しない

ipv4

IPv4 UDPパケットで応答（デフォルト）

router-alert

IPルータアラートを設定して IPv4 UDPパケットで応答

control-channel

VCCV制御チャネルの使用を強制します。

定義済み制御チャネルのアプリケーションを使用して応答します。

これは、応答パスにVCCVが使用されている疑似回線にだけ適用さ
れます。これは、疑似回線 pingのデフォルトの選択肢です。

mode {ipv4 | router-alert
| no-reply |
control-channel}

（任意）パッド TLVが包含されるように指定します。pad-tlv

（任意）エコー要求パケットで使用される送信元アドレスを指定し

ます。

source source-address

（任意）タイムアウト間隔を秒単位で指定します。範囲は 0～ 3600
です。デフォルト値は 2秒です。

timeout timeout
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（任意）MPLSエコー応答、パケット送信者のアドレス、および戻
りコードを含む、詳細出力情報をイネーブルにします。

verbose

コマンドデフォルト exp exp-bits：0

reply-mode：IPv4

timeout timeout：2秒

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

次の例は、次の疑似配線セグメントおよびトレースルートが各ホップを通過すること

を示しています（各ホップは S-PEまたはリモート T-PE）。T-PE1からのローカルセ
グメントは S-PE1 80.80.80.80に設定され、疑似配線 IDは 100に設定されます。マルチ
セグメント疑似配線の最後の疑似配線セグメントは S-PE1 80.80.80.80から T-PE2
90.90.90.90であり、疑似配線 IDは 300に設定されます。

RP/0/RP0/cpu 0: router# traceroute pseudowire multisegment 80.80.80.80 100

Tracing MS-PW to 80.80.80.80 VC: 100, timeout is 2 seconds

Codes: '!' - success, 'Q' - request not sent, '.' - timeout,
'L' - labeled output interface, 'B' - unlabeled output interface,
'D' - DS Map mismatch, 'F' - no FEC mapping, 'f' - FEC mismatch,
'M' - malformed request, 'm' - unsupported tlvs, 'N' - no rx label,
'P' - no rx intf label prot, 'p' - premature termination of LSP,
'R' - transit router, 'I' - unknown upstream index,
'X' - unknown return code, 'x' - return code 0

Type escape sequence to abort.

0 1.2.1.2 MRU 1500 [Outgoing Labels: 20495 Exp: 0]
L 1 1.2.1.1 MRU 1500 [Outgoing Labels: 24587 Exp: 0] 13 ms

local 70.70.70.70 remote 80.80.80.80 pw-id 100
! 2 1.4.1.1 9 ms

local 80.80.80.80 remote 90.90.90.90 pw-id 300
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traceroute mpls traffic-eng tunnel-te（P2P）
ポイントツーポイント接続にMPLSトラフィックエンジニアリング（TE）トンネルとして宛
先タイプを指定するには、XR EXECモードで traceroute mpls traffic-eng tunnel-te (P2P)コマン
ドを使用します。

traceroute mpls traffic-eng tunnel-te tunnel-ID [destination start-address end-address
address-increment increment-mask] [exp exp-bits ] [flags fec] [force-explicit-null] [reply {dscp
dscp-value | mode {ipv4 | router-alert}}] [revision version] [source source-address] [timeout
timeout] [ttl value] [verbose]

構文の説明 MPLS-TEトンネルのタイプを指定します。tunnel-te

トンネルインターフェイス。tunnel-ID

（任意）エコー要求パケット宛先アドレスとして使用するネット

ワーク 127アドレスを指定します。

start-address

ネットワークアドレスの開始。

end-address

ネットワークアドレスの終了。

address-increment

ネットワークアドレスの増分値。

increment-mask

ネットワークアドレスの増分マスク。

destination start-address
end-address address
-increment increment-mask

（任意）エコー応答に対するMPLSヘッダーのMPLS試験フィー
ルド値を指定します。指定できる範囲は、0～7です。デフォルト
は 0です。

exp exp-bits

（任意）転送等価クラス（FEC）スタック検証が、中継ルータで実
行されるように指定します。

flags fec

（任意）非送信請求の明示的なヌルラベルを強制的にMPLSラベ
ルスタックに追加し、最後から 2番目のホップでの LSPの破損の
検出に LSP pingを使用することを許可します。

force-explicit-null

（任意）MPLSエコー応答の DiffServコードポイント値を指定し
ます。

reply dscp dscp-value
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（任意）エコー要求パケットの応答モードを指定します。

ipv4

IPv4 UDPパケットで応答（デフォルト）

router-alert

ルータアラートを含む IPv4 UDPパケットで応答

reply-mode [ ipv4 |
router-alert]

（任意）Cisco拡張 TLVバージョンフィールドを指定します。

• 1 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03 (initial)
• 2 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03 (rev 1)
• 3 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-03 (rev 2)
• 4 RFC-ietf-mpls-lsp-ping-09 (initial)

revision version

（任意）エコー要求パケットで使用される送信元アドレスを指定

します。

source source-address

（任意）タイムアウト間隔を秒単位で指定します。範囲は0～3600
です。デフォルト値は 2です。

timeout timeout

（任意）ホップの最大数を指定します（範囲は 1～ 255です）。ttl value

（任意）MPLSエコー応答、パケット送信者のアドレス、および戻
りコードを含む、詳細出力情報をイネーブルにします。

verbose

コマンドデフォルト exp exp-bits：0

reply-mode：IPv4

timeout timeout：2

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp
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次に、MPLS-TEトンネルとして宛先を指定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# traceroute mpls traffic-eng tunnel-te 13

Tracing MPLS TE Label Switched Path on tunnel-te13, timeout is 2 seconds

Codes: '!' - success, 'Q' - request not sent, '.' - timeout,
'L' - labeled output interface, 'B' - unlabeled output interface,
'D' - DS Map mismatch, 'F' - no FEC mapping, 'f' - FEC mismatch,
'M' - malformed request, 'm' - unsupported tlvs, 'N' - no rx label,
'P' - no rx intf label prot, 'p' - premature termination of LSP,
'R' - transit router, 'I' - unknown upstream index,
'X' - unknown return code, 'x' - return code 0

Type escape sequence to abort.

0 0.0.0.0 11.0.0.1 MRU 1500 [Labels: 16003 Exp: 0]
L 1 192.168.200.2 192.168.170.1 MRU 1500 [Labels: implicit-null Exp: 0] 110 ms
! 2 192.168.170.1 0.0.0.0 MRU 0 [No Label] 169 ms
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traceroute mpls traffic-eng tunnel-tp
宛先への移動時にパケットがたどるルートを調べるには、XR EXECモードで traceroute mpls
traffic-eng tunnel-tpコマンドを使用します。

traceroute mpls traffic-eng tunnel-tp tunnel-id [ddmap] [destination start-address end-address
increment] [ encap{cv-ip | cv-non-ip | ip}] [exp exp-bits ] [flags {fec | reverse-verification }] [
lsp{active | protect | working}][reply {dscp dscp-value | mode{control-channel | no-reply } |
pad-tlv}] [source source-address] [timeout timeout] [ttl value] [verbose]

構文の説明 MPLSトランスポートプロファイル（MPLS-TP）ト
ンネルおよびトンネルインターフェイス番号として

宛先タイプを指定します。トンネルインターフェイ

スの範囲は 0～ 65535です。

tunnel-tp tunnel-ID

（任意）ダウンストリーム詳細マッピング

（DDMAP）TLVが LSPエコー要求に含まれるよう
に指定します。

ddmap

エコー要求パケット宛先アドレスとして使用するネッ

トワーク 127/8アドレスを指定します。

start address

ネットワークアドレスの開始。

end address

終了ネットワークアドレスの開始。

address increment

ネットワークアドレスの増分値（10進数の値ま
たは IPアドレスで表記）。

destination start-address end-address
increment

（任意）使用するMPLS-TPカプセル化タイプを指
定します。

cv-ip

GACHチャネル 0x0021では IPカプセル化を使
用します。

cv-non-ip

GACHチャネル 0x0025では非 IPカプセル化を
使用します。

ip

IPカプセル化を使用します。

encap { cv-ip | cv-non-ip | ip }
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（任意）エコー応答に対するMPLSヘッダーのMPLS
試験フィールド値を指定します。指定できる範囲は、

0～ 7です。デフォルトは 0です。

exp exp-bits

（任意）使用するフラグオプションを指定します。

fec

転送等価クラス（FEC）スタック検証が中継ルー
タで実行されることを要求します。

reverse-verification

リバースパス接続性検証を要求します。

flags { fec | reverse-verification }

（任意）使用する LSPを指定します。

active

アクティブMPLS-TPトンネル。

protect

保護MPLS-TPトンネル。

working

動作MPLS-TPトンネル。

MPLS-TPトンネルが稼働していない場
合、このオプションを使用すると、LSP
パスのエラーを識別できます。

（注）

lsp { active | protect | working }

（任意）MPLSエコー応答の DiffServコードポイン
ト値を指定します。

reply dscp dscp-value

（任意）エコー要求パケットの応答モードを指定し

ます。

control-channel

コントロールチャネルを介して返信を送信しま

す。

mode [control-channel ]

（任意）エコー要求パケットで使用される送信元ア

ドレスを指定します。

source source-address

（任意）タイムアウト間隔を秒単位で指定します。

範囲は 0～ 3600です。デフォルト値は 2です。
timeout timeout

（任意）MPLSラベルで使用される TTL値を指定し
ます（範囲は 1～ 255です）。

ttl value
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（任意）MPLSエコー応答、パケット送信者のアド
レス、および戻りコードを含む、詳細出力情報をイ

ネーブルにします。

verbose

コマンドデフォルト exp exp-bits：0

timeout timeout：2

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、非 IP-ACHカプセル化を使用した traceroute mpls traffic-eng tunnel-tpコマンド
の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# traceroute mpls traffic-eng tunnel-tp 1 encap cv-non-ip

Tracing MPLS TP Label Switched Path on tunnel-tp1, timeout is 2 seconds

Codes: '!' - success, 'Q' - request not sent, '.' - timeout,
'L' - labeled output interface, 'B' - unlabeled output interface,
'D' - DS Map mismatch, 'F' - no FEC mapping, 'f' - FEC mismatch,
'M' - malformed request, 'm' - unsupported tlvs, 'N' - no rx label,
'P' - no rx intf label prot, 'p' - premature termination of LSP,
'R' - transit router, 'I' - unknown upstream index,
'X' - unknown return code, 'x' - return code 0

Type escape sequence to abort.

0 Node ID 10.10.10.1, Global ID 0 MRU 1500 [Labels: 1000 Exp: 0]
L 1 Node ID 10.10.10.2, Global ID 0 MRU 1500 [Labels: 1100 Exp: 0] 3 ms
! 2 Node ID 12.12.12.3, Global ID 0 4 ms

次に、非 IP-ACHカプセル化および冗長オプションを使用した traceroutempls traffic-eng
tunnel-tpコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# traceroute mpls traffic-eng tunnel-tp 1 encap cv-non-ip

Tracing MPLS TP Label Switched Path on tunnel-tp1, timeout is 2 seconds
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Codes: '!' - success, 'Q' - request not sent, '.' - timeout,
'L' - labeled output interface, 'B' - unlabeled output interface,
'D' - DS Map mismatch, 'F' - no FEC mapping, 'f' - FEC mismatch,
'M' - malformed request, 'm' - unsupported tlvs, 'N' - no rx label,
'P' - no rx intf label prot, 'p' - premature termination of LSP,
'R' - transit router, 'I' - unknown upstream index,
'X' - unknown return code, 'x' - return code 0

Type escape sequence to abort.

0 Node ID 10.10.10.1, Global ID 0 MRU 1500 [Labels: 1000 Exp: 0]
Ingress Link ID 0, Egress Link ID 1

L 1 Node ID 10.10.10.2, Global ID 0 MRU 1500 [Labels: 1100 Exp: 0] 3 ms
Ingress Link ID 2, Egress Link ID 3

! 2 Node ID 12.12.12.3, Global ID 0 4 ms
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